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第一章★★★懐かしの宿場町










１




　白の月の十日。

　アイ＝ファたちの尽じん力りよくによって城下町のトゥラン伯はく爵しやく邸ていから解放された、その翌日のことである。

　ルウの集落で一夜を過ごすことになった俺おれとアイ＝ファは、族長たるドンダ＝ルウから許しをもらい、宿場町を目指していた。護衛役として同行しているのは、ルド＝ルウやシン＝ルウといったお馴な染じみのメンバーを含ふくむ五名の狩人かりうどたちだ。

　もちろん商売の再開までもが許されたわけではなく、その前準備として宿場町の様子を確かく認にんし、各関係者に挨あい拶さつ回りをするために、宿場町を目指すことになったのである。

　屋台や宿屋の商売に関しては、レイナ＝ルウたちが継けい続ぞくしてくれているので、俺がそこに加わること自体は容易たやすい。が、本日の中天に族長らと会見を果たすサイクレウスがどのように釈しやく明めいしてくるか、その結果が出るまでは迂う闊かつに動くべきではない、というのがドンダ＝ルウの判断であったのだ。
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　昨日はひたすら下手に出ていたサイクレウスであるが、一夜が明けてどのように変心してしまうかは知れたものではない。本当にサイクレウスは事件に関かん与よしていなかったのか。リフレイアたちにはきちんと相応の裁きが下されるのか。スン家の処しよ遇ぐうを巡めぐって引きのばされてきた会談の日を五日後に控ひかえて、森辺の民たみとサイクレウスはこれまで以上に不ふ穏おんな関係性に陥おちいってしまったのだった。

「そういえば、俺のせいでこんな騒さわぎになっちまって、グラフ＝ザザなんかは相当怒いかり狂くるっているんじゃないのか？」

　道中でそのように問うてみると、厳しい視線を周囲に巡らせながら、アイ＝ファは「うむ」とうなずき返してきた。

「宿場町で商売などをするからこのような事態を招いてしまったのだ、と私もドンダ＝ルウもさんざん責められることになった。しかしそれ以上に、グラフ＝ザザはアスタが悪漢にさらわれたことに怒り狂っていたようであったな」

「え？　それは俺の身を案じて――ってわけじゃないんだろうな」

「うむ。異国生まれとはいえ、森辺の同どう胞ほうが家人と認めた人間ならば、それは森辺の民の一人として扱あつかう他ほかない。その森辺の民に刀を向ける者あらば、決して許すことはできない、と――血には血を、刀には刀の報復を、ということだな」

「……なるほど……」

「ドンダ＝ルウはドンダ＝ルウで激げき昂こうしてしまっていたし、また、犯人はサイクレウスに違ちがいない、という考えは動かしようもなかったのでな。ガズラン＝ルティムやダリ＝サウティが証あかしもない内に刀を取るべきではないと取りなしていなければ、森辺の狩人が全員で城門に向かう事態になっていたやもしれん」

　森辺の民の総数は、およそ五百名。その内の半数が男衆と仮定して、十三歳さい未満の子供を差し引くと――やっぱり狩人の数は二百名ぐらいに及およぶのだろうか。

　このジェノスにどれだけの兵士がいるのかはわからないが、そのような数の狩人を前にしたら、とうてい平静ではいられなかっただろう。下手をしたら、文字通りジェノスと森辺の存亡をかけた争いになっていたかもしれないのだ。想像しただけで、俺は背筋が寒くなってしまった。

「本当にな、今回ばかりは俺たちも肚はらをくくったよ。しかもそいつは、俺たちがアスタを守りきれなかったせいで起きる争いなんだからな」

　アイ＝ファと同じように両目を光らせながら、ルド＝ルウはそう言った。

「ルウ家の狩人が四人も雁がん首くびをそろえて、たった二人の無法者に遅おくれを取るなんてよ。俺たちはみんな恥ち辱じよくのあまり、自分で自分の頭を叩たたき割わりたくなっちまったぜ」

「本当に申し訳なかったよ。俺自身にも注意が足りていなかったんだ」

「そんなことねーよ。アスタを守るのは俺たちの仕事だったんだからよ。……ったく、親父おやじには怒ど鳴なられるし、アイ＝ファには泣かれるし――」

「……ルド＝ルウ」と、地の底から響ひびくような声でアイ＝ファがルド＝ルウの言葉をさえぎった。

「あー、違う違う。子供みてーにわんわん泣いたわけじゃねーぞ？　こう、親父みてーにおっかない目つきをしながら、ぽろっと涙なみだをこぼしただけで――」

「ルド＝ルウ！」

「わかったってばよ。とにかくな、二度と同じ失敗は犯おかさねー。今度こそ、死しに物もの狂ぐるいで自分の仕事を果たしてみせるよ」

　ルド＝ルウの言葉を聞きながら、俺は申し訳ない気持ちでいっぱいだった。昨晩から現在に至るまで、俺は森辺のみんなから一言たりとも責められることがなかったのである。

　それはどうやら、か弱きかまど番に自分の身を守る力がないのは当たり前、という共通認にん識しきができあがっているためであるようだった。しかし、ルド＝ルウたちがこれほど自責の念に苛さいなまれてしまっているというのに、俺自身は誰だれからも非難の声をあびずに済んでしまっている。この現状は、何とも心苦しいばかりであった。

「お、ようやく到とう着ちやくだな」

　ルド＝ルウの声に顔を上げると、眼下に建物の影かげが見えていた。

　荷車はレイナ＝ルウらに貸し出していたし、この人数ではギルルの出番もなかったので、俺たちは徒歩で道を下ってきたのである。

　時刻はすでに、中天間近。サイクレウスとドンダ＝ルウらの会見が始まる頃ころ合あいだ。昨晩はルウの集落に身を寄せて、朝方には最低限の仕事をこなすためにファの家に寄ってきたので、こんな時間になってしまったのだった。

「……こんなに連続で狩人の仕事を休ませてしまって申し訳ないな、アイ＝ファ？」

　こっそりそのように述べてみせると、アイ＝ファは「言うな」と苦い顔で言い捨てた。

「すべては私の判断だ。お前が責任を感じるような話ではない」

「そうそう。たった二人の家人しかいねーなら、五日に一頭のギバを狩かるだけでとりあえずの仕事は果たせてるってことになるんだからな。アイ＝ファはこれまでにそれ以上のギバを狩りまくってきたんだろうから、ちっとばっかりギバ狩りの仕事を休んだって誰にも文句を言われる筋合いはねーよ」

　ルド＝ルウの言葉に、アイ＝ファは「うむ……」と暗い面おも持もちでうなずく。それでもやっぱり、ルウ家に頼たのめば肩かた代がわりのきく護衛役のために狩人の仕事を二の次にしてしまうのは、アイ＝ファの矜きよう持じが許さないのだろう。

　ちなみにアイ＝ファはここ半月、五日どころか二日に一頭のペースでギバを狩り続けていた。ファの家の資産は俺の稼かせぐ銅貨も含めて、使うあてもなく増ぞう殖しよくしていく一方であったのだ。

「そんなことより、いよいよ宿場町に足を踏ふみ込むんだからな。この期ごに及んで油断するような大馬ば鹿かはいないだろうけど、気を抜くんじゃねーぞ？」

　俺を取り囲んだ分家の若き狩人たちは、みな鋭するどい目つきのまま、うなずき返した。

　俺自身も、緊きん張ちようと無む縁えんではいられない。俺を巡る騒ぎのせいで、森辺の民と宿場町の民の関係性に致ち命めい的てきな亀き裂れつなどは生じてしまわなかったのか、俺はこれから初めてそれを体感することになるのである。

　レイナ＝ルウたちが無事に商売を継続しており、なおかつ売れ行きも順調であるという話であったので、そこまで心配する必要はなかったのかもしれないが、それでもやっぱり楽天的にかまえることはできなかった。

「さ、行こうぜ」

　ルド＝ルウの号令とともに、建物の脇わきをすりぬけて、石の街かい道どうに足を踏み込む。

　すでに日が高いので、街道は人であふれている。

　さらに足を踏み入れていくと、まず、せかせかと道を歩いていた南の民の一人が「おや？」という面持ちで俺たちを振ふり返かえってきた。

「よお、ギバ売りのにいちゃんじゃねえか！」

　何とはなしに見覚えのある人物だった。きっと屋台で何回かは顔をあわせている相手なのだろう。南の民はみんな背格好が同じぐらいであり、なおかつ褐かつ色しよくのもしゃもしゃとした髭ひげを生やしまくっているものだから、ぱっと見には区別がつけにくいのである。

「本当に戻もどってきたんだな！　噂うわさは聞いてるぜ！　貴族の娘むすめっ子にさらわれて、城下町に閉じ込められてたんだってな？」

「え？　そんな話がもう宿場町に伝わっているんですか？」

　俺は驚おどろいたが、アイ＝ファに横目でにらまれてしまった。

「昨晩の一件は縁えんあるすべての者に通達したと言ったであろうが？　口止めをしていたのは日にち没ぼつまでで、それ以降はむしろ話を広めてほしいと頼んでおいたのだ。……そうすれば、城下町に踏み入った私までもが捕とらわれてしまっても、次の動きを起こすことも可能になるであろう、というガズラン＝ルティムの計略だ」

　それでは、サイクレウスの娘リフレイアが、ムスルとサンジュラという従者を使って俺をかどわかした、という話は宿場町でも公然の事実となっている、ということか。

「これであのジーダという者の言葉が偽いつわりであった場合は、証もなくサイクレウスの名を汚けがす結果になってしまっていたわけだが、こちらもなりふりかまってはいられなかったのだ。……何せ、お前がさらわれてからすでに五日もの日が経たっていたのだからな」

　ぼそぼそと言葉を交かわす俺たちの姿をうろんげに見やっていた南の民は、肩かたの荷を背せ負おいなおしつつ、きびすを返した。

「ま、何にせよ、無事に済んで良かったな。また商売を始めてくれる日を楽しみにしてるぜ？」

「あ、はい、ありがとうございます！」

　男の姿が、人ひと混ごみの中に消えていく。

　その後も、大通りではさんざん声をかけられることになった。

　アイ＝ファを含めて六名もの狩人を引き連れているというのに、道を行く内の半数ぐらいの人々は、それを気にかけてもいない様子であった。これはやっぱり、昨日まで六十名もの森辺の民が宿場町に下りていたおかげで、町の人々にも狩人に対する免めん疫えきがついてきた、ということなのだろうか。

　東の民などはやはりフードで面を隠かくしたまま小さく会え釈しやくしていくばかりであったが、陽気な南の民の中にはルド＝ルウやシン＝ルウに「お仲間を取り戻せて良かったな」などと笑いかける者までいたので、驚きだった。

　ただしその反面、今まで以上に警けい戒かいした面持ちで俺たちから遠ざかろうとする人々が一定数存在することも確かであるようだった。

　特に西の民には、その傾けい向こうが顕けん著ちよである。

　もともと森辺の民は、テイ＝スンらの引き起こした騒ぎを経へて、これまで以上に注目を集めてしまっていた。森辺の民とは、本当はどのような人間たちであるのか――そんな風に厳しい詮せん索さくの目を向けられているさなかに起きた、今回の事件であったのだ。

　人によっては、同胞のためならどこまでも必死になれる義に厚い一族なのだ、と思う者もいたかもしれない。

　その逆で、やはり同胞に牙きばを剥むく相手には一族総出で復ふく讐しゆうを果たそうとする恐おそろしい集団なのだ、と思う者もいたかもしれない。

　それはたぶん、どちらも間ま違ちがった見解ではないのだと思う。

　そしてまた、サイクレウスという有力貴族と穏おだやかならぬ関係にある、ということまで広まってしまったとなると、それを理由に森辺の民を危険視する人々だって存在するだろう。

　今回の一件がプラスに働くのかマイナスに働くのか、まだまだ予断は許せない状じよう況きようであるようだった。

（雰ふん囲い気きとしては、友好的な人たちはより友好的に、そうでない人たちはより非友好的にって感じなのかな）

　そんなことを考えながら、まずは屋台の様子を目にしておこうと北上していくと、いつもの定位置でドーラの親父さんが店を開いていた。

「やあ、ちゃんと顔を見せてくれたね、アスタ」

　親父さんが、にっこりと笑いかけてくる。

　もちろんターラも、その隣となりでにこにこと微笑ほほえんでいる。

「昨日はどうも、遅おそくまでありがとうございました。あの、さんざん心配をかけてしまって――」

「いいんだよ！　こうして無事に帰ってきてくれたんだから」

　陽気に笑いながら、親父さんの感じやすい目にはまたうっすらと涙が浮うかんでしまっていた。

「屋台に行くんだね？　あっちのほうも盛せい況きようなようだよ。あの娘さんたちの腕うで前まえは、アスタにも負けてないみたいだね」

「はい。それは本当にそうだと思います」

「ちぇっ、余よ裕ゆうだね！　このままじゃアスタの居場所がなくなっちまうよって言ってやりたかったのに」

　そう言って、親父さんは白い歯を見せた。

　そちらにもう一度お礼の言葉を述べてから、俺は街道を北に辿たどる。

　すでにかきいれ時がせまっていたので、屋台の周りにはなかなかの人だかりができてしまっていた。

「あ、アスタ！」

　その屋台で『ギバ・バーガー』を作製していたレイナ＝ルウが、輝かがやくような笑え顔がおを向けてくる。

　笑顔を返そうとした俺は、その隣に思いも寄らぬ姿を発見して立ちすくむことになった。大きな頭に、小さな身体。褐色の髪かみをタマネギみたいにひっつめて、ぎょろりと大きな目を剥いた女の子――それは、かつてスン本家の末妹であったツヴァイであった。

「ああ、ファの家のアスタ。ほんとに戻ってきたんだネ。別にあんたがいなくたって、なんにも困りはしなかったのにサ」

「ツ、ツヴァイ。ひさしぶりだね。君が今日まで屋台の商売を手伝ってくれていたのかい？」

　ツヴァイは現在、母親のオウラとともにルティムの家人となっている。だからこの仕事を割り振られても、そこまでおかしなことはなかったのだが――しかし彼かの女じよは、サイクレウスから身み柄がらの引ひき渡わたしを要求されている人間の一人でもあるのだ。サイクレウスに面は割れていないとしても、かなり大だい胆たんな人選である。

「ふん！　アタシの他にはまともに銅貨を勘かん定じようできる人間がいないんだから、しかたないでショ？　アンタに文句を言われる筋合いはないヨ！」

　と、白目の目立つ大きな目で俺をにらみつけてくる。

「それに、『手伝ってくれていた』って言い草は何なのサ？　これはルウ家の人間が町の人間と契けい約やくを交わした仕事なんだヨ？　アンタなんかに稼ぎを渡すつもりはないんだから、カンチガイしないでよネ！」

「こら、ツヴァイ。文句を言う前にもっと手て際ぎわをよくしてもらわないと、こっちも困るのよ？　あなたは口先ほど指先は巧たくみに動かせないのだから」

　笑いを含んだ声で、レイナ＝ルウがたしなめた。

「うるさいヨ！」と、ツヴァイはむくれる。

　ちなみにツヴァイはとても背が低いので、丸太の台座に乗って屋台の仕事に励はげんでいた。

「あ、アスタ、遅かったじゃん！　ほら、シーラ＝ルウ、アスタだよ！」

「ああ、アスタ……昨晩お別れしたばかりですが、また元気なお姿を見ることができて何よりです」

　隣の屋台では、ララ＝ルウとシーラ＝ルウが仕事に取り組んでいた。

　献こん立だては『ギバ・バーガー』のみに絞しぼったという話であったので、てっきり屋台も一つしか出していないのかと思っていたのだが、それは俺の考え違いであったらしい。

「はい。ぎばばーがーは売り切れてしまうと、どうしても新しい分をこさえるのに時間がかかってしまうでしょう？　なので、どちらかの残りが少なくなってきたら、それは一つの鍋なべにまとめてしまって、そちらを売っている間に新しい分を温めることにしたのです」

　レイナ＝ルウが、やはり笑顔でそのように説明してくれた。

　さきほどから、彼女はずっと笑顔のままである。

「それはとても効率的だね。えーと、それで毎日百食分の『ギバ・バーガー』を用意してるんだっけ？」

「はい。中天を過ぎてしばらくすると、それぐらいの数は売り切れてしまいますね。それ以上の数を準備するのは手間でしたし、わたしたちもアスタを捜さがす仕事があったので、そのていどの数が妥だ当とうであるように感じられたのです」

「そうか。ありがとう。……まさかレイナ＝ルウたちが俺ぬきで仕事を続けてくれているとは思ってもいなかったよ」

「そうすることが、わたしやシーラ＝ルウには正しき道だと思えたのです。自分たちだけで料理を準備できるように修練を積んでいたのも、きっと森の導きであったのでしょう」

　レイナ＝ルウは、とても誇ほこらしげに笑っていた。

　確かにこれは、レイナ＝ルウたちにしか果たせなかった仕事だ。そうすることによって、彼女たちは自分の力を宿場町の人々にも示してみせたのである。

「それで、アスタは明日から仕事を始められるのでしょうか？　やはり南の民には、ミャームーを使った料理も食べたいと願うお客が多いようなのですが」

「うーん、そいつは今日の会見の結果にもかかってくるからね。サイクレウスが昨日の発言をひっくり返したりしたら、また大変な騒ぎになってしまうんだろうし」

　そんな風に答えたとき、南の方角から新たなる森辺の民の一団が接近してきた。

　中天からの交代要員である、リィ＝スドラである。レイナ＝ルウたちは屋台ばかりでなく宿屋の仕事をも継続していたために、交代要員であるリィ＝スドラの存在も不可欠であったのだ。

　そんなリィ＝スドラの周囲にも、六名もの狩人たちの姿がある。これは、かつてザッツ＝スンたちが宿場町を騒がせていた時代よりも仰ぎよう々ぎようしい人数であった。

「アスタもこちらにおられたのですね。ご無事なようで何よりです」

　スドラの家長の伴はん侶りよたるリィ＝スドラが、涼すずやかに微笑みかけてくる。

　彼女とは、朝方にファの家に寄ったとき、すでに挨拶をさせてもらっていた。俺が森辺に帰き還かんしたことはすでに他の氏族にも通達されていたが、スドラを始めとする近在の氏族の人々は、それはもう諸もろ手てをあげて俺の無事を祝福してくれたのだった。

「では、わたしたちの留守をよろしくお願いいたします、リィ＝スドラ。……アスタもこれから宿屋に向かうのですよね？　よかったら、わたしたちもご一いつ緒しよさせてください」

　レイナ＝ルウが、笑顔でそのように呼びかけてくる。宿屋に向かうのは、レイナ＝ルウとララ＝ルウである、とのことだった。

　そして、リィ＝スドラの引き連れてきた男衆に護衛役を引き継ついだ男衆たちが、ぞろぞろと雑木林から姿を現す。そちらの数も、六名だ。

　俺の護衛に六名、屋台を守る護衛が六名、レイナ＝ルウらと宿屋を巡る護衛が六名――総勢十八名もの狩人が、護衛役に駆かり出されてしまっているのだ。

　で、今までは宿場町の人々を刺し激げきせぬよう、ルウとルティムの年若い狩人たちがその仕事を果たしていたわけだが、この人数ではそうも言っていられない。俺の護衛役にはルウの分家の若めの狩人たちが割り振られていたが、その他の十二名は年ねん齢れいを問わないルティムやレイの混成部隊であるという話だった。

「昨日まではもっと大勢の狩人が町に下りてたんだからよ。今さら外見がどうとか取りつくろう意味もねーだろ。……それに、正面きって喧けん嘩かをふっかけられることもありうるってことが証明されちまったんだからな。それだったら、こっちも遠えん慮りよしてられねーよ」

　ルド＝ルウは、そのように言っていた。

　かくして俺たちは十五名の大所帯となって《玄げん翁おう亭てい》を目指すことになったわけであるが――ここでは、ささやかなハプニングが生じることになった。道の向こうから駆けつけてきた衛兵の一団が、俺たちの前に立ちはだかってきたのだ。

「こ、これはいったい何の騒ぎなのだ？　行方ゆくえ知れずとなった同胞は無事に保護されたのだから、このように森辺の民が大挙して町に下りる必要はなくなったはずであろうが？」

　その先頭に立つのは、かつてドーラの親父さんの店の前でも問答したことのある、小男の衛兵長であった。わずか五名ていどの衛兵しか従えていないためか、その面はすっかり血の気が下がってしまっている。

「ああ、あんたか。昨日までは世話になったな。けっきょく貴族どもが犯人だったから、あんたたちの尽力も無む駄だになっちまったけど、あんたたちがアスタのためにきっちり仕事を果たそうとしてくれていたことには感謝しているよ」

　この中では唯ゆい一いつのルウ本家の人間であるルド＝ルウが、代表してそのように答えた。

「そ、そのようなことを取り沙ざ汰たしているのではない！　どうしてこのような大人数で宿場町を闊かつ歩ぽしているのかと問うているのだ！　人心を騒がせるのは、れっきとした罪であるのだぞ？」

「んー？　俺たちはただ、か弱いかまど番たちを護衛してるだけだよ。今はたまたま二組で連れ立ってるからこんな人数になっちまってるけど、本当なら六人ずつの護衛ってわけさ。……四人の護衛じゃ手が足りねーってことがわかっちまったんだから、こればっかりはどうしようもねーだろ？」

「し、しかしだな……」

「何だったら、この場で七人と八人に分かれようか？　それだったら、こっちにも文句はねーよ」

　衛兵長は、途と方ほうに暮れた様子で口をつぐんでしまう。

　すると、これまた見覚えのある若めの衛兵が前に進み出てきた。

「森辺の民よ。我々は確かに、城下町の貴族が犯人であるというお前たちの主張を退け、城門に近づくことを禁じた。しかし――我々とて、決して犯人を庇かばいだてしようなどという思おも惑わくはなかったのだ」

「ああ、そいつはわかってるよ。あんたたちの尽力には感謝してるって言っただろ？　そもそもあんたたち自身にだって城下町に足を踏み入れる権限はないって話なんだもんな。それじゃあ文句のつけようもねーよ」

　ルド＝ルウは決して皮肉で言っているのではないのだろうが、衛兵の若者は口くち惜おしそうに唇くちびるを噛かむことになった。彼かれは俺がさらわれる直前に、城下町の貴族がいかに公正であり寛かん大だいであるかを滔とう々とうと述べたてていたのである。

　しかも今回の事件の犯人は、衛兵たちの総そう元もと締じめである護民兵団団長シルエルの姪めいにあたるリフレイアであったのだ。これでは、シルエルを筆頭とする貴族たちの正しさを主張していた彼の面めん目ぼくも丸つぶれなのであろうと思われた。

「とにかく、こっちには人心を騒がせるつもりなんてねーんだ。この人数が物ぶつ騒そうだってんなら二組に分かれるから、今日のところはそれで勘かん弁べんしてくれよ」

　それで問答は終しゆう了りようとなった。

　レイナ＝ルウらを先に行かせて、十メートルほどの距きよ離りを置いてから、俺たちも再び出発する。

「……やっぱり護民兵団といえども、末まつ端たんの兵士たちにはサイクレウスの悪い影えい響きようは及んでないみたいだね？」

　衛兵たちと十分に遠ざかってからそのように耳打ちすると、「そいつはどうだかな」とルド＝ルウは肩をすくめた。

「今回は誰が犯人かもわからなかったから、あいつらも普ふ通つうに仕事を果たそうとしてたんだろうけどよ。そうじゃなかったら、貴族にとって都合のいいように動かされちまうんじゃねーの？」

「そうなのかなあ。あの若めの衛兵なんかは、そんな理り不ふ尽じんな命令に従うことには耐たえられなそうだけど」

「それでも、命令を下すべき一団の長が邪よこしまな心を持っていれば、下の者たちも道を踏み外はずすことになってしまうのだ」

　と、アイ＝ファも低い声で言葉をはさんでくる。

「忘れたか？　かつてのスン家の次じ兄けいと町で諍いさかいを起こしてしまったとき、衛兵たちはスン家の言葉ばかりを重んじようとしていたではないか。そうするように命令が下されていれば、あの者たちに逆らうことは許されぬのであろう」

　それは確かにその通りなのかもしれない。

　また、あの若き衛兵はシルエルのことを信しん頼らいしている様子であったが、俺たちはその人物もサイクレウスの共犯者なのではないかと疑っている立場であるのだ。

　俺は溜ため息いきをこらえつつ、もう一つの疑念を呈ていしてみることにした。

「そういえば、町を巡じゆん回かいする衛兵の数が以前より少なくなってないか？　俺がさらわれる日までは、例の野盗の騒ぎのせいでもっと大勢の衛兵たちが町を見回っていたように思うんだけど」

「ああ、その野盗を討とう伐ばつするために特別な部隊が編成されたので、あまりアスタの捜そう索さくに人手を割さくことはできぬのだ、と何日か前に聞かされたな。……これはまだ伝えていなかったが、お前が城下町にさらわれてからも、森辺の民の装束を纏まとった野盗どもは一日置きに農園を襲おそっていたのだ」

「それじゃあもしかして、いよいよジェノスの外にまで野盗の討伐隊が派は遣けんされることになったってことなのか？」

「そこまでの詳しよう細さいは聞かされておらぬが、おそらくはそういうことなのであろう」

　そのように答えるアイ＝ファの表情は、やはり厳しかった。

《赤あか髭ひげ党とう》の党首ゴラムの妻、という謎なぞの人物を追い求めて、ルウの分家の狩人たちとともにジェノスを離はなれたカミュア＝ヨシュは、いまだに帰還していない。

　サイクレウスは、その狩人たちに野盗の罪をかぶせるつもりではないのか――というのは、あくまで一つの可能性でしかなかったが、いよいよ事態は切せつ迫ぱくしているように感じられてならなかった。

「まあ、町にいない連中のことを心配したって始まらねーよ。カミュアのおっさんにルウ家の狩人が三人もそろってるんだから、どんな悪さを仕し掛かけられたって何とかなるさ」

　そんな会話を交わしている内に、《玄翁亭》に到着した。

　店の前で待ってくれていたレイナ＝ルウらと合流し、宿の中に足を踏み入れる。俺の護衛にはアイ＝ファとシン＝ルウ、レイナ＝ルウたちの護衛には別の狩人が二名、という編成で、残りの狩人たちは宿屋の出入り口を見張ることになった。

「ああ、アスタ……それにルウ家の人々も、ようこそいらっしゃいました」

　受付台に控えていたネイルが、直立する。

　なんとか無表情は保っていたが、その目にはとても不安定な感情の光がくるめいていた。

「あのようなことが起きてしまったのに、再びアスタを迎むかえ入れることができて、わたしは本当に嬉うれしく思っております」

「何を仰おつしやっているんですか。災わざわいを招き寄せてしまったのは俺のほうじゃないですか」

「いえ。店に居残っていた者たちが悪漢であったと見み抜ぬけなかったのは、わたしの責任です。わたしがもっと注意していれば、あのような騒ぎも未然に防げていたはずです」

「いや、だけど――」

「アスタ。わたしはこれからもアスタと縁を繋つないでいくことは可能なのでしょうか？」

　ネイルの目に、今度はとても必死そうな光が浮かび始める。

「そんなこと……俺のほうこそ愛あい想そを尽つかされていないか、それを確認させていただくために出向いてきたのですよ？」

「おお、とんでもない話です。わたしの側にアスタを拒こばむ理由などあろうはずもありません」

　そうなのだろうか、と俺は思う。

　自分の生命までもが危あやうくなってしまったというのに、そこまで俺に固こ執しつする理由こそ存在しないように思えてしまうのだが――

「もとより、わたしの店ではアスタや森辺の民に好意的な東の民のお客様が多かったので、貴族たちの暴ぼう虐ぎやくに怒おこりこそすれ、それでこの店を忌き避ひするような事態にはまったく至らなかったのです。わたしとて、森辺の民との縁をこのような形で失ってしまうのは本意ではありません」

　そう言って、ネイルは胸の前で指先を組み合わせた。

「それに、レイナ＝ルウの作る料理も大変に好評ではありますが、やはりアスタの作る料理を求める声が絶えません。どうかこれからも変わらぬおつきあいをお願いいたします」

「本当に大だい丈じよう夫ぶなのでしょうか？　今回はサイクレウスの娘が犯人でしたけど、森辺の民はサイクレウス自身ともかなり複雑な関係になってしまっているのですよ？」

「問題ありません。むしろその事実が公になってしまった以上、貴族たちも今後は迂闊な真似まねができなくなるのではないでしょうか？」

　ネイルの瞳ひとみに迷いはなかった。

　俺は「ありがとうございます」と頭を下げる。

「ただ、森辺の族長たちが今日そのサイクレウスと会見する予定になっていますので、その結果が出るまでお待ちください。その後で族長たちと相談をして、俺も身の振り方を決めたいと思っています」

「わかりました。その結果を心待ちにしております」

　俺はもう一度お礼を言ってから、《玄翁亭》を辞去しようとした。

　が、もう一つ気にかかっていた点があったのを思い出したので、それも聞いておくことにする。

「そういえば、レイナ＝ルウはこちらでもタウ油を使った鍋を作っていたのですよね？　タウ油はジャガルの特産品であるはずですが、東のお客様に嫌いやがられることはなかったのでしょうか？」

「はい。東のお客様はおおらかですので、そのようなことを気にしたりはしません。もしかしたら、ジャガルの民がシムの食材を忌避する、ということはありうるのかもしれませんが」

「そうですか。それなら良かったです」

「それに、レイナ＝ルウの料理にはチットの実も合うのです。あまりたくさん入れてしまうと味が壊こわれてしまいますが、こまかく刻んだチットの実を少しだけ入れると、東のお客様にはとても喜ばれます」

「ああ、なるほど」

　けんちん汁じるに近いタウ油仕立てのギバ・スープであるので、唐とう辛がら子しに似たチットの実は、相あい性しようもいいかもしれない。

「それでしたら、もしも俺の商売が許されるようになったとしても、一日置きで俺とレイナ＝ルウが料理を提供する、という形式でいかがでしょう？」

　そんな風に言ってから、俺は慌あわてて当人を振り返った。

「あ、ごめん。まずはレイナ＝ルウに確認しておくべきだったよね。レイナ＝ルウやルウ家にとって、宿屋に料理を卸おろす仕事っていうのは負担が大きいのかな？」

「いえ。屋台の人手さえ確保できれば、何も難しい話ではありませんが――でも、アスタが復帰されればわたしの料理などは不要になるのではないでしょうか？」

　レイナ＝ルウは、きょとんとしてしまっていた。

　ララ＝ルウは、けげんそうに眉まゆをひそめている。

「いや、異国生まれの俺ではなく、生きつ粋すいの森辺の民であるレイナ＝ルウたちが直接宿場町の人たちと縁を繋いでいくっていうのは、とても意義のあることだと思うんだよね。それにこれは、レイナ＝ルウにとってもかまど番としての腕うでをあげる好機なんじゃないのかな」

「そうですね。アスタの言うことは、わたしにはとてもよくわかります」

　異文化交流に熱心なネイルが、そのように賛同の声をあげてくれた。

　レイナ＝ルウはしばらく俺の言葉を噛みしめるようにうつむいてから、やがて言った。

「わかりました。ドンダ父さんにも相談してみます。あの……アスタ……」

　と、ちょっと迷うそぶりを見せてから、レイナ＝ルウが俺の手をぎゅっと握にぎりしめてくる。

「ありがとうございます。アスタの気持ちや考えをきちんと理解しきれているのかはわからないのですが……わたしは何だか、とても誇らしい気持ちを得ることがかないました」

　それはたぶん、どこにも誤解や曲解は生じていなかったと思う。

　はっきりとそう思えるぐらい、レイナ＝ルウの笑顔は澄すみわたっていた。

　かつてはどのように扱っていいかもわからないぐらい持てあましてしまっていたレイナ＝ルウであるのだが、こと料理を通じて縁を深める際には、俺も心を偽ることなく接することができるようだった。

　こういう形でなら、俺たちはおたがいの存在を励みに生きていくことも可能なのではないだろうか。そんな気持ちを胸に、俺は《玄翁亭》を出ることができた。

「レイナ＝ルウは……ここ数日で、本当に変わった気がするな」

　と、次なる目的地である《南の大樹亭》に向かいながら、アイ＝ファがぽつりとつぶやく。

「何か、ミゾラの花が開いていくときのような、強い生命力を感じる。それに、その強さは……どこか、アスタにも似ているように感じられる」

「ああ、俺もレイナ＝ルウもかまど番なんだから、それはやっぱり似たような強さになるんじゃないのかな」

　相変わらず馬鹿にできない洞どう察さつ力りよくを持っているなあと感心しながら俺はそのように応じたのだが、アイ＝ファはちょっと不満そうに唇をとがらせていた。

「お前と似たような人間が他にも存在するというのは、私にはあまり腑ふに落ちないのだが。……それに、レイナ＝ルウはお前ほど間が抜ぬけていないとも思う」

「間が抜けているは余計だよ。――アイ＝ファだって、他の狩人たちに負けない強さを身につけたいから頑がん張ばってきたんだろ？　レイナ＝ルウは、それと同じような気持ちを俺に抱いだいてくれているんじゃないのかな」

「……レイナ＝ルウが、お前を打だ倒とうしたいと願っているということか？」

　アイ＝ファの双そう眸ぼうが、ぎらりと光る。

　俺は苦く笑しようして、肩をすくめてみせた。

「それは別に悪い話じゃないだろう？　アイ＝ファだって、ダン＝ルティムやドンダ＝ルウよりも力のある狩人になりたいって願っているんだろうけど、それは決して悪い感情ではないはずだ」

「…………」

「それに、そういう相手がいるからこそ、追われる側だっていっそう頑張ろうっていう気持ちになれるんだよ。きっとダン＝ルティムたちだって、とてつもない力を持つアイ＝ファのことを尊敬しつつも、絶対に負けるもんかって奮起してると思うぞ？」

「……なるほどな」とアイ＝ファが低くつぶやく。

「それならば、まあ理解できなくもないし、アスタにとってもレイナ＝ルウにとっても悪い話ではないのだなと思うこともできる」

「ああ、それならよかったよ」

「ただし、かまど番としてレイナ＝ルウに負けることは許さぬぞ？」

「さて、それはどうだろう。この先、知識や経験を積んでいったらレイナ＝ルウやシーラ＝ルウがどれほどの腕前に仕上がるのか、はっきり言って俺には見当もつかないよ」

「気弱なことを抜かすな。許さぬと言ったら許さぬのだ」

　そう言って、アイ＝ファは平常に戻していた唇をまた最上級にとがらせた。

　物々しい護衛役の狩人に取り囲まれつつ、それでも昨日までと比べたら何と平和で幸福な昼下がりだろう。再び雑然とした大通りに足を踏み出しながら、俺はそんな思いを改めて噛みしめることができたのだった。
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　その後は《南の大樹亭》でも無事に話をまとめることができた。

　ネイルよりもビジネスライクなおつきあいをさせていただいていたナウディスであったので、今回ばかりは愛想を尽かされてしまったのではないかと危ぶんでいたのだが、幸いなことに、想像をはるかに超こえる熱心さで仕事の継続を願われることになったのだ。

「確かに家内などは、これ以上森辺の民と縁を繋いでいくことは危険であると言い張っておったのです。森辺の民と穏やかならぬ関係であった貴族というのがトゥラン伯はくなどという大物であったことが判明したのですから、なおさらですな」

　ナウディスはそのように言っていた。

「しかし！　我わが店は初めてアスタの料理を売り出した宿屋としても名をあげているさなかであったのです。今ここで手を引いてしまったら、その名を《玄翁亭》に譲ゆずることになってしまうやもしれません！」

　もしかしたら、南の民との混血であるナウディスは、俺おれが思っていた以上に《玄翁亭》に対たい抗こう意識を燃やしていたのかもしれない。

　しかし、南と東の敵対感情は歓かん迎げいできないとしても、競争相手として意識するのは正しい商あきないの道なのだろうとも思う。

「それに、宿場町においてアスタの名声はこれまで以上に高まってしまっているのです。この状況でアスタとの縁を絶ってしまうのは、商売人の道にもとるというものでありましょう」

「は？　俺の名声とは何のお話ですか？」

「それはもちろん、美食家として知られるトゥラン伯の娘がアスタの腕前を見み初そめたという話から生まれた名声であります。その話が知れ渡ったのは昨晩でありますが、わたしの店でもそれはもうたいそうな騒ぎであったのですぞ？」

「はあ。ですが、《南の大樹亭》でもレイナ＝ルウの料理を取り扱っていたのですよね？　ならば、彼女の腕前が俺に劣おとらないということも、食べ比べた人々にはわかることでしょう。屋台でも、彼女たちの料理が売られていたわけですし」

「はいはい。ですが、ここ数日でジェノスを訪おとずれたお客様がたは、いまだアスタの料理の味を知り得ませんからな。レイナ＝ルウの腕前が確かであればあるほど、それではアスタの料理とはどれほどのものであるのかと期待を膨ふくらませてしまっておるのです」

　それは何とも高いハードルを設定されてしまったものである。

　しかも、タウ油仕立てのギバ・スープにおいては、いったんレイナ＝ルウに上を行かれてしまったこともある俺であるのだから、なおさらだ。

「確かに汁しる物もの料理に関して、アスタとレイナ＝ルウの腕前に遜そん色しよくはないようですな。しかし、わたしにとって一番美味と思える料理は、やはり『ギバの角かく煮に』であります。むろん『肉チャッチ』も素す晴ばらしい出で来き栄ばえでありましたし、それらの料理をあきらめる気持ちになれないというのも、わたしにとっては偽らざる本心であります」

　ともあれ、ナウディスにも商売の継けい続ぞくを願われたのだから、これは喜ぶべき話であった。

　そうして俺はネイルに伝えたのと同じ条件をナウディスに伝え、いよいようかうかしていられなくなったなあという思いを胸に、最後の目的地である《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》を目指したのであるが――そこには、ちょっとした波乱の予兆みたいなものが待ち受けていたのだった。




「おい、何だよありゃ？」

　それに真っ先に気づいたのは、先頭を歩いていたルド＝ルウであった。

　その肩ごしに行く先の様子を確かく認にんした俺も、少しばかり息を呑のんでしまう。

　俺にとっては一番馴な染じみの深い宿屋である、《キミュスの尻尾亭》。その、赤い屋根をした大きな建物のかたわらに、ででんと巨きよ大だいな箱馬車ならぬ箱型の荷車が鎮ちん座ざましましていたのである。

「トトスの荷車か。さっき通ったときは、こんなもんなかったよな？」

　ルド＝ルウが警けい戒かい心しんもあらわに目を細めている。

　しかし、俺とアイ＝ファにはその正体がわかっていた。

　二頭のトトスが繋がれた巨大な荷車、その車体の側面には見覚えのある家か紋もんだか何だかがこれ見よがしに掲かかげられていたのである。それは昨晩、俺とアイ＝ファを城門まで運んでくれた荷車と同一の紋もん章しようであった。

「よお、ようやく姿を現したな」

　と、その荷車の陰かげから大おお柄がらな人ひと影かげが現れた。

　たちまち腰こしに手をのばしかけたルド＝ルウが「何だ、あんたか」と言い捨てる。

「危うく叩たたきのめすところだったじゃねーか。どうしてあんたがそんな格好をしてるんだよ？」

「こっちにも色々と事情があるんだよ。俺だって生命は惜おしいからな」

　まるでシムの民たみのように革のマントのフードをかぶり、口もとには灰色の布きれを巻きつけた、それは《守護人》のザッシュマであった。

「森辺の民とダレイム伯はく爵しやく家けの縁を繋ぐのが俺だってことがバレちまったら、さすがに危険だろ？　で、あっちの御ご仁じんは姿を隠す気がさらさらないんだから、しばらくは俺のほうが正体を隠すしかないってわけさ。ああ、人前で俺の名前を呼ぶのも勘弁してくれな」

　そんな台詞せりふを吐はきながら、フードの陰から覗のぞく目もとは笑っていた。

　まずは昨日の御お礼れいを述べてから、この状況の仔し細さいを問とい質ただす。

「ポルアース殿どのが、さっそく出向いてきたんだよ。屋台に寄ったら宿屋を巡めぐってるって話だったから、ここで待たせてもらっていたんだ」

「それじゃあ、場所を移しませんか？　この宿屋のご主人を巻き込むわけにもいきませんので」

「大丈夫だよ。これからは宿場町の人間全員が巻き込まれることになるんだから、特別に危険なことになりはしない。……だからこそ、《北の旋せん風ぷう》が戻ってくるまでは、あの御仁を頼たよりたくはなかったんだがなあ」

　何とも不ふ穏おんな発言である。

　しかしそれでも、ザッシュマの目はまだ笑っていた。

「しかしな、あの御仁を担かつぎ出だすのは、《北の旋風》にとっても最初からの計画だったんだ。融ゆう通ずうのきかないメルフリード殿だけでは、サイクレウスに対抗することは難しい。そういう意味では、数日ばかり計画が早まったってだけのことだ。……というか、本来であれば《北の旋風》もとっくにジェノスに戻っている予定だったんだがなあ」

「ますますわかりませんね。もうちょっと詳くわしく聞かせていただけませんか？」

「それは直接ポルアース殿に聞いてくれ。二度手間になっちまうからな」

　しかたなしに、俺たちは《キミュスの尻尾亭》に踏ふみ込むことになった。

　まず待ち受けていたのは、仏ぶつ頂ちよう面づらのミラノ＝マスである。

「ああ、ミラノ＝マス、あの――」

「ようやく来たな。貴族様は、食堂でお待ちかねだ。……ああ、余計な口は叩かなくていい。貴族様は白銅貨三枚で食堂を二の刻まで貸し切らせてほしいそうだ」

　不ふ機き嫌げんそうな面おも持もちのまま、ミラノ＝マスはそう言った。

「貴族なんざは気に食わない連中ばかりだが、これも商売だ。貸しているのは食堂だけなんだから、とっとと通ってくれ」

「はい、すみません」

　ポルアースは生命の恩人であり、また、俺の持つ貴族へのイメージをいい意味で裏切ってくれる存在でもあったが、まだまだ不明な部分は多いし、こういう強ごう引いんなやり口も少なからず辟へき易えきさせられてしまう。

　とにかく、ここでも俺に付きそうのはアイ＝ファとシン＝ルウになり、残りの四名は店の外を固めることになった。

《キミュスの尻尾亭》の食堂は、壁かべによって二つのスペースに分けられている。その奥おく側のスペースとの境目に一人の兵士が立っており、さらに進むと見覚えのあるふくよかな御仁が最さい奥おうの席で待ちかまえていた。

「やあやあ。元気そうだね、アスタ殿にアイ＝ファ殿。僕ぼくはすっかり待ちくたびれてしまったよ」

　六人掛がけの卓たくに収まったポルアースが、短く太い腕をぶんぶんと振ふってくる。ぺったりとなでつけた褐かつ色しよくの髪に、明るく輝く茶色の瞳、丸っこい身体を乳白色の長なが衣ごろもに包んだ、昨日見た通りの姿である。

　その背後に、さらに二名の兵士が立ちつくしている。町の衛兵よりも立派な身なりをした、おそらくはダレイム伯爵家の武官だ。

「さあ、楽にしてくれたまえ。果実酒でも準備させようか？」

「いえ、お気き遣づかいなく。……あの、何か急報でもあったのでしょうか？」

　俺は木の卓をはさんでポルアースの正面に座すわり、アイ＝ファとシン＝ルウはその左右に立ち並ぶ。覆ふく面めん姿のザッシュマは、俺たちを横合いから眺ながめる審しん判ぱん役やくのような位置に陣じん取どった。

「急報といえば急報かな！　僕もここまで話を急ぐつもりはなかったんだけど、朝方に戻もどった父上たちにこっぴどく叱しかられてしまってねえ。トゥラン伯に楯たて突つくとは何事だ！　貴様はダレイム伯爵家を滅ほろぼすつもりか！　と、そんな調子なのだよ。ジェノスの法を重んじた僕がどうして叱しつ責せきされねばならないのか、まったく理不尽な話だよねえ」

　喋しやべるたびに、椅い子すや卓がぎしぎしと軋きしむ。

「うーん、宿場町の店は嫌きらいでもないんだけど、ここはちょっと席がせますぎるね！　卓にお腹なかがつかえてしまうよ」

「はあ。……あの、あなたのような身分の御お方かたでも、こうして気軽に宿場町まで足をのばすものなのですね。俺はちょっとびっくりしてしまいました」

「うん？　それはまあ、ダレイム伯爵家はそこまで格式ばった家いえ柄がらでもないからねえ。世が世なら、爵しやく位いなどとうてい望める身分でもなかった。現在でも、余所よその町の領主には貴族と認められていないのじゃないのかな」

　にこにこと笑いながら、ポルアースはそう言った。

「もともとはジェノス家こそが伯はく爵しやくの身分に過ぎず、我々はそこに仕える騎き士しの家系に過ぎなかったのだよ。それがここ百年ばかりでジェノス家には侯こう爵しやくの爵位が与あたえられ、トゥランとダレイムとサトゥラスには伯爵の爵位が与えられたが、そんなものは名ばかりさ。たとえば王都で祝事があっても、招かれるのはせいぜいジェノス侯こうのみだろうね。僕たちは辺境の果てで伯爵を名乗る田舎いなかの成金貴族に過ぎないのだよ」

「はあ……」

「さらに言うなら、他者が羨うらやむほどの富を有しているのは、ジェノス侯爵家とトゥラン伯爵家ぐらいのものさ。――これまでは、ね」

　ころんとした指先で鼻の下をこすりながら、ポルアースはそう言った。

『あの御仁は、がめつい』――昨日、アイ＝ファがザッシュマに聞いたというポルアースの人物評が脳のう裏りに蘇よみがえる。

「だから僕は、そこのザッシュマ殿の――つまりはカミュア殿の計画に乗ることにした。領主たるジェノス侯爵家はまだしも、トゥラン伯爵家にばかり甘あまい汁しるを吸わせておくことはない。領民のすべてが豊かな生活を得てこそ、ジェノスは初めて豊かな町であると他国に誇ることができるだろう。そうは思わないかね、アスタ殿？」

「それはまあ、その通り――だとは思いますが……」

　こちらがせっつくまでもなく、話は核かく心しんに触ふれようとしているようだった。ポルアースは丸っこい背中をさらに丸めて、俺のほうに身を乗り出してくる。

「それでは、お聞かせ願おうかな。アスタ殿の持つ、ポイタンの秘密とやらを」

「はい？　ポイタンがどうかしましたか？」

「シッ！　声が大きいよ。こちらが動く前にサイクレウス卿きように気取られてしまったら、それこそ身の破は滅めつだ。慎しん重ちようの上に慎重を期さねば、革命はならないよ？」

「革命って――ずいぶん穏おだやかならざる話のようですね」

「大丈夫。穏やかでなくなるのはサイクレウス卿だけさ」

　確かにポルアースは、穏やかな笑顔のままである。

「さきほどね、行きがけで屋台の軽食を購こう入にゆうさせていただいたよ。あの料理で使われているフワノのような白い生き地じが、ポイタンであると――それは間ま違ちがいのないことなのだろうね？」

「はい。それは間違いありませんし、べつだん誰だれにも隠かくしてはいませんでしたが」

「それで何の騒さわぎにもならなかったというのだから、驚おどろきだよ！　味を確かめた従者の話によると、フワノと遜色のない味わいであったらしいしね。フワノと比べたら格段に安値のポイタンが、フワノに取って代わる食材になりえたら、どれほどの富を生み出すか！　どうして今まで誰もその点に着目しなかったのだろうかねえ？」

「ちょ、ちょっと待ってください。フワノよりも安いポイタンが主食となってしまったら、むしろ生みだされる富は減ってしまうのではないのですか？」

「そんなことはないよ。フワノを作っているトゥランの富が減り、ポイタンを作っている農園の富が増す。つまりはそういう結果になるだろう？」

　その言葉で、俺は記き憶おく巣を刺激された。

　誰にも隠していないと言いきってしまったが、その技術はなるべく秘ひ匿とくするべきだと、俺は忠告されていたのだ。誰あろう、カミュ＝ヨシュその人に、である。

　あれはたしか、この《キミュスの尻尾亭》で干し肉について談義をしていたとき――ララ＝ルウの誕生日の少し前ぐらいのことだっただろう。高価なフワノは城の人間に栽さい培ばいされ、安価なポイタンは町の人間に栽培されていると、カミュ＝ヨシュは確かにそのように言っていた。だから、ポイタンの加工技術をうかつに広げてしまうと貴族の誰かが大変な損害を負い、恨うらみを買うことになってしまうのだ、と。

　そのときは、「貴族の誰か」と言葉を濁にごしていた。しかしその後、森辺の族長とサイクレウスとの二回目の会談が果たされたとき、それが誰かは明かされていたのだ。

　北方のトゥラン地区では、果実酒の原料であるママリアと、小麦のごときフワノの実が栽培されている。だから、同じママリアとフワノの実が特産品であるバナームという町との交易が進んでしまうと、サイクレウスには都合が悪いため、ザッツ＝スンを利用して通商を妨ぼう害がいした――たしか、そんなような話であった。

　つまり、ポイタンが人気を博すことで損害を受ける「貴族の誰か」とはサイクレウスのことであったのだ。

（少なくとも、ポイタンを美味おいしく食べられる調理法というのは、貴族に対しての刃やいばになりうる存在なんだっていうことは、心の片かた隅すみに留とどめておくべきだと思う）

　カミュア＝ヨシュは、かつてそのように言っていた。

（生きていくために、刀が必要な時はある。でも、使う時期を誤ると、それは味方をも傷つけかねないからね。取とり扱あつかいは、慎重にするべきだ）

　カミュア＝ヨシュのとぼけた笑え顔がおとその言葉を思い出しながら、俺は深々と溜息をついた。

　けっこう長いこと顔をあわせてもいないのに、俺はまだカミュア＝ヨシュの手の平から足を踏み出せていないようだった。

「ようやく話が見えてきました。ポイタンの新しい調理法というのは、サイクレウスに対して強きよう烈れつな武器になりうる、ということなのですね？」

「ああそうさ。君だって、カミュア殿からそのように聞いていたのだろう？」

「ええ、ものすごく遠回しにですが。……だけど、そのような形でサイクレウスに打だ撃げきを与えても、得をするのは農園や町の人たちだけでしょう？　あなた自身が利益を得る話でもないのに、それはかまわないのですか？」

「ああ、そっちのほうは知らされていなかったのか。僕たちダレイム伯爵家に与えられているのは、その南方の農園の領土なのだよ。その農園で働く小作の農民たちこそが、僕にとっての領民なのさ」

　それでようやく腑に落ちた。

　だからこそ、この人物が「最後の手段」であり、また、サイクレウスに対する刃そのものであったのだ。

「これはとてつもない話だろう？　フワノとポイタンの関係を逆転させることができれば、それはすなわちトゥラン伯爵家とダレイム伯爵家の力関係を逆転させることにも繋がるんだ！　ちょっと身み震ぶるいしてくるような話じゃないか」

　そんなことを言いながら、ポルアースは変わらぬ面持ちでのほほんと笑っていた。

「や、やっぱりちょっと待ってくださいね。それは有効な作戦なのかもしれませんが、他の貴族の方々は大丈夫なのですか？　そんな市場をひっかき回すような真似をして、たとえばジェノス侯爵その人まで敵に回すような羽目にはならないのでしょうかね？」

「うん？　ジェノス侯には何の損にもならない話じゃないか。まあトゥラン伯爵家が没ぼつ落らくしてしまえば、最初の内は城下町にも影響が及およんでしまうだろうけども、その分をダレイム伯爵家がまかなえば、けっきょく同じことなのだからね」

　さっぱり意味がわからなかった。

　そんな俺の顔色を見て取ってか、ポルアースが姿勢を改める。

「アスタ殿は、このジェノスという領土について、今ひとつ理解が及んでいないようだね。まあ確かにこの町はいささかならず特とく殊しゆな形態で統治されている。町としてはほどほどの規模を持つジェノスであるけれども、それが四つに分ぶん割かつされて四つの家で統治されているというのは、ちょっと他に例がないのだろうと思うよ」

「はあ……」

「それはきっと、規模のわりに大変な豊かさを持つジェノスを一つの家だけで統治させるのは危険である、とかいう王都の思惑が働いてのことなのだろう。さきほども説明した通り、今からおよそ百年前に、三つの家に爵位が与えられて、ジェノス侯爵とともにこのジェノスを統治していくことになった。領主はあくまでもジェノス侯爵だけれども、北方の果樹園はトゥラン家が、南方の農園はダレイム家が、宿場町はサトゥラス家がそれぞれ管理するよう、王都からは命じられているのだよ。だから、城下町における豊かさが損そこなわれない限り、ジェノス侯には不満の生まれようもないってわけさ」

　まさかこのような場所でジェノスの内部構造について拝はい聴ちようすることになろうなどとは思ってもみなかった。

　横目で確認してみると、アイ＝ファやシン＝ルウはひたすら無表情にポルアースの言葉を聞いている。

「で、ほんの数十年前までは、三つの伯爵家でそれほど富に勝まさり劣りは存在しなかった。土ど壌じようは豊かであるけれどもそこまで領地の広くないトゥランではひたすらフワノとママリアだけが栽培され、痩やせ気ぎ味みの土地ではあるけれども広大なる農園を有するダレイムではさまざまな野菜が栽培され、そこからもたらされる恵めぐみにより、城下町も宿場町も栄えた。――しかし、あのサイクレウス卿が当主になったとたん、トゥランだけが飛ひ躍やく的てきに富を増大させることになったのさ」

「そこに何か、非人道的なやり口があったと？」

「非人道的、なのかなあ。サイクレウス卿は、北方から大量の奴ど隷れいを買ってきて、彼らを働かせ始めたのだよ。現在でも、トゥランの果樹園で働く人間の過半数は奴隷なのではないのかな。……それで、多くの民が仕事を失い、宿場町やダレイムの農村に移り住むことになった。おかげでこちらも税収はのびたのだけれども、それ以上にトゥランでは富をたくわえることがかなったようなのだよね」

　そこに奴隷がからんでくるのか。

　いよいよ不穏な話になってきた。

「あとは、君たちのほうが詳しいぐらいじゃないのかな。商しよう売ばい敵がたきになりうるバナームの使節団を襲わせたり、実じつ弟ていのシルエル殿を護民兵団の団長に据すえさせたり――他にもきっと色々な手を使って、サイクレウス卿は富と権力の増強に励はげんできたのだろう。ほんのこの三十年ばかりで、トゥラン伯の力はジェノス侯にも匹ひつ敵てきするぐらい膨れ上がってしまったのだよ」

「……はい」

「だからここで、革命が必要になるのだよ！　何だかんだ言って、トゥランの富を支えているのはフワノとママリアの恵みだ。そのフワノよりも手軽に栽培できて安価で売りさばくことのできるポイタンをジェノスの主食にのしあげることができれば、トゥラン伯の富は半減する。そして、その分の富はダレイム伯爵家のみならず、すべての領民に還かん元げんされることになるのさ！」

　ポルアースの瞳は、きらきらと輝かがやいていた。

「もちろん一番の恩おん恵けいを賜たまわるのは、ポイタンを作る農民たちであり、その領主であるダレイム伯爵家だろう。だけど何度も言う通り、ポイタンというのは非常に安値で手に入る食材だ。ポイタン一個分の重さのフワノを得るには、たしか一・五倍ほどの銅貨が必要になるんじゃなかったっけな」

「はい、たしかそれぐらいだったと思います」

「ふむ！　もちろんフワノだってそこまで高価な食材ではないのだから、一日における差額は微び々びたるものだろう。しかし、塵ちりも積もれば何とやらだ。それでジェノスの領民たちが浮ういた銅貨を他のものに費やせば、今までよりも豊かな生活を送ることが可能になるんじゃないのかな」

「ですが、その場合はトゥランの人々が貧しくなる、ということですよね」

「うん。だけどトゥランの荘しよう園えんで働いているのは、報ほう酬しゆうの不要な奴隷ばかりだからねえ。そういった奴隷の働きによって生み出された富は、のきなみサイクレウス卿の手もとに集まる仕組みになっている。トゥランの奴隷ならぬ領民たちに関して言えば、ママリアやフワノの栽培とは関係のない仕事に従事している者たちばかりなのだから、それほど大きな影響は出ないのだろうと思うよ？」

　トゥランの炭焼き小屋で働いているというミケルの姿を思い出す。

　確かにミケルは、宿場町の人々よりも豊かな生活を送っているようには見えなかった。

「そしてこれだけの壮そう大だいな計画であるならば、宿場町を治めるサトゥラス伯爵家の支し援えんを得ることもできるだろう。僕の父上や兄上だって、ぐうの音も出ないはずさ！　……もちろん、ジェノス侯マルスタインだってね。ジェノス侯は生粋の実力主義だから、僕たちが自力でトゥラン伯を打倒することには、何の文句もないはずだよ」

「だけど、そんなに上手うまくいきますかね？　味や栄養に遜色はなかったとしても、長年主食として食べられてきたフワノを駆く逐ちくするだなんて……」

「何も完全に駆逐する必要はないさ。気位の高い城下町の民ならば、そうそう簡単に宗しゆう旨し替がえもしないだろうしね。……しかし、宿場町や農村の人々が安値の食事を忌避する理由はないはずだ！　あとは、やり方次し第だいなのじゃないかな」

　俺はザッシュマのほうを振り返った。

　ザッシュマは、目もとで笑いながら小さく肩かたをすくめている。

（ここまでは、カミュアの計画通りってことか……）

　俺は小さく溜息をつく。

　ポルアースは、それを見み逃のがさなかった。

「不安なのかね？　僕も不安だよ！　だけどね、放っておいても、いずれサイクレウス卿は君たちがポイタンを美味しく加工しているという事実を知るだろう。そうしたら、森辺の民だけがサイクレウス卿の怒りを買うことになってしまう。ならばその技術はすみやかに市し井せいに広めてしまって、怒りのぶつけようのない状態にしてしまったほうが安全なのではないのかな」

「……はい。その理り屈くつはとてもよくわかる気がします」

「ややこしい段取りは、すべて僕が整えよう！　僕だって、暗殺者の影かげに怯おびえるのは御ご免めんだからさ！　サイクレウス卿に気取られる前に、ポイタンの素晴らしさをジェノス中に伝えてみせるよ！」

　そう言って、ポルアースはにっこり微笑ほほえんだのだった。
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「……何だかとんでもない話になってきちまったな」

　三人の兵士を引き連れてポルアースが辞去したのち、俺はアイ＝ファにそう呼びかけてみた。

　しかしアイ＝ファは「そうか？」と首を傾かしげている。

「私にはべつだん、こちらに害のある話だとは思えなかった。特別な技術を個人だけが持つのは危険である、という話は以前からも出ていたではないか」

「ああ、家長会議でスン家の女衆に調理の技術を伝えたときの話か。だけど今回は、その規模がとてつもないからなあ」

「どうせ上手くいくかもわからぬ話なのだ。今から気に病やんでもしかたあるまい」

　腕を組んで俺たちを見守っていたザッシュマも、「そうだな」と笑いを含ふくんだ声で同意を示す。

「どの道、サイクレウスとの対決は五日後に迫せまっている。そんなわずかな期間でどうこうなる話でもないのだろうから、とりあえずは相手の動どう揺ようを誘さそえればそれで十分、ぐらいに考えておくべきだろう」

「うーん、その割には町に与える影えい響きようが甚じん大だいすぎる気もするのですが」

「しかたあるまい。肝かん要ようなのは、それで他の貴族たちを味方につけられるかもしれない、という点なのだからな。サイクレウスの栄えい華がも永久に続くものではない、と思わせない限り、そのような真似は不可能だろう？」

　ザッシュマは、覆面の上から頬ほおを撫なでさする。

「こちらにとってはメルフリード殿が旗印であるがな。いかんせん、あの御仁は融通がきかなすぎる。法こそが絶対であると信じる人間だけでは、法の裏をかこうとする人間に打ち勝つことは難しいんだよ」

「はあ……」

「だからこそ、昨日だってポルアース殿を頼らざるを得なかったんだ。城内のメルフリード殿に何とか状じよう況きようを伝えられたとき、あの御仁はサイクレウスの館やかたを捜そう査さすると約束してくれたが、正式な手順を踏んでいたら、たぶん今日の中天ぐらいまでは動けなかっただろうからな」

　それでは俺の身もどうなってしまっていたかわからない。

　ザッシュマの判断は、まさしく英断だったのだろうと思う。

「何にせよ、ややこしい話はこっちで受け持つ。何やかんやと頼ることも少なくはないだろうが、それまでは今まで通り自分の仕事に励んでくれていればいい」

　そんな言葉を残して、ザッシュマも食堂から出ていった。

　それと入れ替わりに、ミラノ＝マスがずかずかと踏み入ってくる。

「さ、そろそろ約束の刻限だろう。客が来たら、通させてもらうぞ？」

「あ、はい。どうもすみません。またご迷めい惑わくをかけてしまって」

「お前さんは謝あやまってばかりだな。本当に申し訳ないと思っているなら、謝らずに済むような生活を心がけろ」

　これには返す言葉も見つからなかった。

　ミラノ＝マスは、昨日からずっと怒った顔をしたままである。

「それで？　今日はこれでもう帰るのか？」

「はい。そろそろ族長たちもトゥランから戻ってくるはずなので、どんな風に話がおさまったかを聞いてみるつもりです」

　しかし本当は、ミラノ＝マスとじっくり語り合いたかったからこそ、《キミュスの尻尾亭》への来訪を最後に定めていたのである。申し訳ない気持ちを胸いっぱいに抱かかえ込みながら、俺は最優先で伝えるべきことを伝えておくことにした。

「あの、俺がまた宿場町で働けるようになるかは、その会見の結果次第となってしまうのですが、今後もミラノ＝マスと変わらぬおつきあいを続けさせていただくことは可能なのでしょうか？」

「……うちの店では今でも森辺の民に屋台を貸し出しているのに、お前さんの申し出だけを断る理由があるか？」

「いえ、それだけではなく、現在は調理の手ほどきをしていた最中でもありましたし」

「あんなものは、お前さんが何の見返りもなく奉ほう仕ししているだけの話だったではないか」

「いえ、いずれギバ肉を取り扱っていただきたいという目もく論ろ見みがあるのですから、俺にとってはそれも立派な商売の一いつ環かんです」

　ミラノ＝マスは筒つつ型がたの帽ぼう子しを取り去って、褐色の頭をぼりぼりとかきむしった。

「騒ぎを起こしたのは貴族どものほうなんだから、お前さんに非がある話でもない。……最近はこちらが世話をかける立場であったのに、お前さんにそこまで下手に出られてしまったら、俺はどのような態度を取ればいいのだ？」

「あ、いえ、何か困らせてしまったのなら、申し訳ありません」

「……だから、むやみに頭を下げるなというのに」

　どうもミラノ＝マスとは長いつきあいであるのに、こうしてギクシャクしてしまうことが数多い。

　俺が未熟なためなのか、単に相性の問題なのか――だけど、いつでもあけっぴろげな善意をぶつけてくれるドーラの親父おやじさんと同じぐらい、俺はこの頑がん固こで口の悪い親父さんのことを大事な存在だと考えていた。

「とにかくな、俺の店はお前さんから何の被ひ害がいもこうむってはいない。おかしな心配をしていないで、まずは自分の身を守ることを一番に考えろ」

「はい。ありがとうございます」

　ともあれ、ミラノ＝マスも俺のことを見限らずにいてくれたようだった。

　こっそり安あん堵どの息をつきながら、俺は次なる話題に移る。

「それではですね、料理の献こん立だてについても一つお伝えしたいことがあるのですが――」

『キミュスのつくね』には、梅干しに似た干しキキのディップで味付けをするのが最適ではないかと、俺はミラノ＝マスに伝えてみせた。

　帽子をかぶりなおしながら、ミラノ＝マスは片方の眉だけを吊つり上げる。

「干したキキの実か。そいつは酒のつまみで欲ほしがるお客も少なくはないが――ずいぶんとまた素すっ頓とん狂きような取り合わせだな」

「俺としては、かなりおすすめなのですよね。キキの実をすり潰つぶしてキミュスにあえるだけですので、良かったら試ためしてみてください」

　これでようやく城下町で得た経験を一つ活いかすことができた。

　そんなことを考えていると、アイ＝ファにＴシャツのすそを引っ張られた。

「そういえば、アスタよ。私が昨晩食べさせられたあの料理は、いったい何なのだ？」

「うん？　ああ、あれはキミュスの唐から揚あげだな」

「あれは、不思議な味だった。……あの料理はギバの肉でも作ることは可能なのか？」

「うーん、ギバだと少し作り方を変えて、『ギバ・カツ』っていう料理を試してみたいんだよな」

「ぎばかつ……」

　俺は再び、ミラノ＝マスを振り返る。

「あの、レテンの油っていうのは、宿場町で取り扱うことはできないのでしょうかね？」

「レテンの油？　そんなものは、名前ぐらいしか聞いたこともないな。どうせ俺たちには不相応な値段なのだろうさ」

「そうですか。それなら、カロンの乳とか、キミュスの卵とかはどうなのでしょう？　やっぱり高価な食材なのでしょうか？」

「卵なんざは、キミュス屋にいくらでも売っているだろう。俺だって朝方にはちょくちょく食べているよ」

「え、それじゃあどうして厨ちゆう房ぼうには置いていないのですか？」

「卵ってのは、肉の代わりに使われるものだ。そんなもんを客に出すのは、うんと格安の宿屋だけだろうさ」

「えーと……それじゃあつまり、肉よりは安価であるものの、肉と一いつ緒しよに出すには経費がかかるし、卵だけでは貧びん乏ぼうくさいと、そんなような解かい釈しやくで当たっているのでしょうかね？」

「ふん。まあ大きくは外れていないだろう。貧しい民ならば晩ばん餐さんでも肉ではなく卵ばかりを食べているはずだからな」

「では、具体的にお値段は如何いか程ほどなのでしょう？」

　値段は赤銅貨一枚で四個、とのことであった。

　奇くしくも、ポイタンと同じ価格である。それならば、食材の一つとして組み込んでもやりくりはできるような気がした。

「あとは、カロンの乳だったか？　そんなもんを仕入れる酔すい狂きような人間は、少なくともこの宿場町にはいないだろう。カロンってのは、このあたりじゃあダバッグの町でしか育てられていないんだから、運んでいる間に腐くさっちまうんじゃないのか？」

「いや、ダバッグっていうのはジェノスから半日の距きよ離りですよね？　カロンの乳は二、三日ぐらいは持つらしいので、すぐに腐ってしまうことはないと思います」

　だけどやっぱり、保存性の悪さからカロンの乳は敬遠されているのかもしれない。腐ったら捨ててしまえばいい、という貴族様とはそこが異なるのだ。

「カロンの乳なんて、どういう使い道があるのかもわからんな。値段だって、果実酒より安いことはないはずだ」

　それは、宿場町で売られている果実酒こそが安価であるためだ。一リットルぐらいもあって赤銅貨一枚というのは、相当リーズナブルだと思う。

　たとえば、赤銅貨一枚を二百円に換かん算さんしてみると、ポイタンやキミュスの卵は五十円、アリアは四十円、『ギバ・バーガー』は四百円、カロンの足肉は業者価格で百グラムが七十四円、一いつ般ぱん価格で百六十円ということになる。

　それで、果実酒もカロン乳も一リットルで二百円ということになれば――果実酒がたいそう安価で、カロン乳は少しだけ高価である、と俺などには思えてしまう。赤ワインと牛乳が同じ価格なら、それはワインのほうが安すぎるな、という感覚だ。

　ちなみにこの計算でいくと、タウ油は一リットルで二千円、ギャマの乾かん酪らくは一キロ足らずで四千円にもなるのだから、どれほど輸入品が高額であるかもご理解いただけるだろう。

　さらに言うなら、シュミラルから購入した菜切り刀は三万六千円で、ディアルから購入した肉切り刀は二万四千円だ。ギルルの引く荷車がちょうど肉切り刀の十倍の価格でしかないことを考えると、金属製品が高価であることもうかがい知ることができる。

「カロンの乳が果実酒と大差のない値段で買えるのなら、俺はいずれ購入してみたいですね。そういう話は、ダバッグから来る肉売りの商人に聞いてみればいいのでしょうか？」

「知らんが、おそらくはそうだろう。この時期なら、三日にいっぺんぐらいは顔を出しているぞ」

「そうですか。ありがとうございます」

　あとは乾酪や乳にゆう脂しを自分たちで作製することができるかどうかと、脱だつ脂し乳にゆうの使い道だ。このあたりのことは、ダバッグの商人から情報を得るしかない。

「あ、あと、フワノの粉というのはどこに行けば手に入るのでしょう？　トゥランまで出向かなくてはならないのでしょうか？」

「いや、フワノ屋は宿場町に店をかまえている。露ろ店てんの区域ではなく、この宿屋の並びにな。……お前さんたちはポイタンを使っているのに、今さらフワノをどうしようっていうんだ？」

「いえ、フワノにはフワノなりの使い道があるような気がしますので。ちょっと色々研究してみたいんです」

　あまり欲張っても手が回らなくなりそうなので、今日のところはそれぐらいにしておいた。キミュス屋とフワノ屋で、卵とフワノ粉を購入できれば、それだけでもギバ料理にバリエーションをつけることは可能だろう。

（案外、一番最初に完成させられるのは『ギバ・カツ』かもしれないな）

　そんな風に考えながら、アイ＝ファの姿を盗ぬすみ見る。

　アイ＝ファに新しい料理を食べさせることができるかもしれないと考えただけで、俺の胸にはとめどもなく幸福感があふれかえってしまった。

　あの煉れん瓦が造づくりの館では味わうことのできなかった感覚だ。何だか胸が詰つまってしまいそうである。

　大事な相手に趣しゆ向こうを凝こらした料理を食べさせることができる。その幸福を取り戻すことができたのだということを、俺は今さらながらに実感することがかなったのだった。
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　そうして俺たちは、森辺の集落に帰き還かんした。

　残念なことに、《西風亭》のご主人は俺が約束をすっぽかしてしまったことに機き嫌げんを損ねてしまったので、もう何日か冷れい却きやく期間を置いてほしいという話を、昨晩の内からユーミに聞かされていたのだ。もとより、どのような事情であれ約束を破ってしまったのはこちらのほうなのだから、弁解の余地もない。

　で、レイナ＝ルウたちもそろそろ商売を切り上げる頃ころ合あいかなという刻限に、ルウの集落に帰りつくと――そこには、ギルルの他に二頭のトトスと、それに屋根のない荷車が二台、待ちかまえていた。

　ザザ家およびサウティ家のトトスと荷車である。族長たちは俺おれたちよりもさらに早く帰りついており、なおかつルウの集落に留まっていたのだ。

　俺はちょっと呼吸を整えてから、アイ＝ファたちとともにルウの本家へと足を向けた。

「親父、帰ったぜ」と、ルド＝ルウが戸を引き開ける。それに続いてルウ家に踏み入った俺は、予想通りの光景を目にして、さらに気持ちを引ひき締しめた。

　ドンダ＝ルウと、ジザ＝ルウ。ガズラン＝ルティム。

　グラフ＝ザザと、お供の男衆。

　ダリ＝サウティと、お供の男衆。

　そして、フォウの家長と、ベイムの家長。

　総勢九名もの男衆が、そこでは車座になって難しい顔を突つき合あわせていたのだった。

「やあ、ファの家のアスタ。無事な姿を見ることができて何よりだ」

　まず声をあげてくれたのは、三族長の一人にしてサウティ家の若き家長たるダリ＝サウティであった。

　四角い顔に柔にゆう和わな表情、ジザ＝ルウやガズラン＝ルティムよりも大柄な体格。ファの家に対してはそれなりに友好的な姿勢を示しており、血ち抜ぬきや調理の技術も積極的に習得しようと努めてくれている御仁である。

「どうも、おひさしぶりです。あの、今回はみなさんに多大な迷惑と苦労をかけてしまい――」

「口先で詫わびごとを述べても状況は変わらん。己おのれに責任があると感じているならば、とっとと席につけ」

　と、底ごもる声でグラフ＝ザザにさえぎられた。

　こちらは頭部つきのギバの毛皮をかぶった、やはり三族長にしてザザ家の家長たる壮そう年ねんの男衆だ。その野や獣じゆうじみた眼光の鋭するどさはドンダ＝ルウにも匹敵するほどで、歴戦の狩人が集結したこの場においても一番に魁かい偉いで恐おそろしげな風ふう貌ぼうをしている。

　そんな彼かれとて森辺の同どう胞ほうであることに変わりはないが、ファの家の商売に対しては否定的な見解を抱いだいている立場でもあるので、俺とアイ＝ファにとっては気の抜ぬけない御仁であるのだ。

　ともあれ、俺とアイ＝ファはルウ家の人々の差し向かい、フォウの家長の隣となりに腰を下ろすことになった。

　護衛役のシン＝ルウや四名の若者たちはそこで去っていき、ルド＝ルウはドンダ＝ルウの左手側に陣取る。

「サイクレウスとの会談は、まずは無事に終しゆう了りようしました」

　一同を代表する形で、ガズラン＝ルティムが発言する。

「罪人たちにどのような罰ばつが与えられるかは、今後の審しん問もんによるという話でありましたが。サイクレウス自身はこの事件に関かかわっていなかったという話は、信じてよいだろうという結論に至りました」

「そうですか。……やはりリフレイアも罪に問われることになるのでしょうか？」

「もちろんです。実際にアスタをさらったのは配下の者たちであり、また、その際に無法な手段を選んだのはあくまでもその者たちの判断によるもの、という話でありましたが――しかし、家に帰してほしいと願うアスタにそれを許さず、あの館に留め置いたのはそのリフレイアという人物であったわけですからね。最低でも禁固の刑けいは免まぬがれられぬであろうと、同席したメルフリードはそのように申していました」

　禁固――牢ろう獄ごくか何かに投とう獄ごくされる、ということなのだろうか。

　首しゆ謀ぼう者しやとはいえ、十歳さいていどの幼い少女である。俺はあらかじめ考えていた以上に重苦しい気分を抱え込むことになった。

「そして、ムスルとサンジュラという罪人たちには、鞭むち叩たたきの罰が与えられるようです。サイクレウスが赦しや免めんを願ったので、ジェノスを追放されるまでには至らないかもしれない、という話でした」

「まったくふざけた話だな。赦免を願って銅貨を積んだら罪が減じられる、というその道理が俺たちにはまったく理解できない」

　と、ダリ＝サウティが肩をすくめながら口をはさんでくる。

「それに、責任のある人間のほうが軽い罰である、というのも釈しやく然ぜんとしない。配下の者たちが罪を犯おかしたと知りながら、それを許していたというのならば、もはや罪の重さに差はないはずであろうにな」

「ごもっともです。……ともあれ、ジェノスの法というものに照らした結果、罪人たちにはそういった罰が与えられる予定であるという話でした」

　法を守るという一点に絶対の信念を持つと評されるメルフリードがそのように述べているなら、そういうものなのだろうと受け止めるしかない。

　しかし、城下町の住人であるムスルはまだしも、神しん出しゆつ鬼き没ぼつのサンジュラがその内にまた行動の自由を得てしまうということに、みなは懸け念ねんを覚えているようだった。

「それで、あの……サンジュラがサイクレウスの息子むすこである、という話も言げん及きゆうされたのでしょうか？」

「はい。しかし、サイクレウスはそれを否定していました。サンジュラという人物は、宿場町やジェノスの外などの情勢を探さぐるために銅貨で雇やとった人間であるに過ぎない、と。――そして、アスタの屋台を見張らせていたのも、宿場町でたいそうな評判を呼んでいるらしいので、好こう奇き心しんを触しよく発はつされたに過ぎないと述べていました」

「そうですか……」

　しばし、沈ちん黙もくが落ちる。

　すると、それを待ちかまえていたようにグラフ＝ザザが声をあげた。

「それで、お前たちはこれからどうするつもりなのだ、ファの家の家長にかまど番よ」

　みなと同じように片かた膝ひざを立ててあぐらをかいていたアイ＝ファは、強い眼光をそちらに差し向ける。

「むろん、三族長の許しが得られるならば、これまで通りに商売を続けていきたいと願っている。豊かな生活のため、というだけでなく、そうして宿場町の民たみたちと縁えんを繋つないでいくことこそが、森辺の民にとっては正しき道なのではないだろうか？」

「私も、アイ＝ファに賛同いたします。……今回の一件でなおさらはっきりしましたが、やはり宿場町と城下町はまったく別のものとしてとらえるべきなのでしょう」

　そんな風にアイ＝ファの後あと押おしをしてくれたのは、ガズラン＝ルティムであった。

「宿場町の者たちは我々と同様、通行証というものを手に入れない限り、城下町には足を踏ふみ入れることすらできないようです。そして、このジェノスを支配しているのは城下町の貴族たちである、と考えれば――宿場町の民たちは、貴族たちよりも森辺の民に近しい存在である、と考えることもできるのではないでしょうか？」

「町の人間が、我々と近しい存在である、だと……？」

「はい。あるいは、我々と近しい立場である、と言いい換かえたほうが理解を得やすいでしょうか。私には、森辺の民と宿場町の民がおたがいの存在を忌き避ひしている現在の状況が正しい姿であるとは、どうしても思えないのです。この数日間、毎日宿場町に下りて彼らと交流を重ねる内に、私はそういった思いをさらに強くすることになりました」

　いつも通りに穏やかなガズラン＝ルティムであるが、その目はアイ＝ファに劣おとらず強く輝いている。

「そして我々は、かつて族長であったザッツ＝スンの罪を裁くことができなかったため、宿場町の民から憎にくまれることにもなりました。そうして歪ゆがんでしまった関係を、アイ＝ファやアスタたちが正してくれているのだと、私はそんな風に考えています。そうであるからこそ、ファの家はこれまで通りに宿場町における商売を続けていくべきだと思うのです」

「……しかし、ルウの家が護衛役を果たせるのもあと数日限りであるということは、忘れてはならぬだろう」

　そこで口を開いたのは、ドンダ＝ルウの右手側に座したジザ＝ルウであった。

　グラフ＝ザザと同じか、下手をしたらそれ以上にファの家の有り様には疑念を抱いているはずの、ジザ＝ルウである。自然に、俺は息を詰めることになった。

「ルウの血族が休息の期間に入って、今日でちょうど半月だ。森の恵みはいまだに回復していないが、そろそろ飢うえたギバが姿を現す頃合いになる。最低限、白の月の十五日までは護衛を外すこともできぬであろうが、それ以上の期間、ギバ狩がりの仕事を二の次にすることは許されないはずだ」

「それは当然の話だよな。手の空いてる連中は、明日からでも狩りの準備を始めるんだろ？」

　ルド＝ルウの言葉に、ジザ＝ルウはうなずく。

「族長らがファの家の行いを正しいと認めるなら、自分もその決定には従おう。しかし我々とて、狩人としての仕事を二の次にしてまで、それを手伝うことはできない。そのあたりのことは、いったいどのように考えているのだろうか？」

「それは――むろん、ジザ＝ルウの言う通りだ。十五日の会談の日までに、サイクレウスという男の本ほん性しようを暴あばけぬ場合は……これまで通りに商売を続けることも難しくなってしまうのであろう」

　アイ＝ファが少し苦しげにそう応じる。

　これは確かに、ジザ＝ルウのほうが正論であるに違ちがいなかった。

　テイ＝スンたちの襲しゆう撃げきに備えていたときは、サイクレウスに「商売を休むな」と厳命されてしまったために、狩人の仕事よりも護衛の役目を重んじる他ほかなかったのだ。

　しかし今は、自分たちの意思で商売を行っているのである。休息の期間が終わってしまうならば、これ以上ルウ家を頼たよるわけにはいかなかった。

　なおかつ、サイクレウスを失しつ脚きやくさせるか、あるいはすべてこちらの誤解であったのだという話にでもならない限り、護衛ぬきで商売を続けるわけにもいかないだろう。白の月の十五日で決着がつかず、また問題が先送りにされることになれば、俺たちは商売を続ける手立てを失ってしまうのだった。

　ジザ＝ルウのいつでも笑っているように見える細い目が、満足そうにアイ＝ファと俺の姿を見比べている。すると、俺たちのかたわらから、フォウの家長が声をあげた。

「では、その場合は他の氏族が狩人の仕事を休息する際に力を貸せばよいのだな。あとひと月ばかりもすれば、フォウやランやスドラの家は休息の時期を迎むかえることになるであろうから、それを待ってもらう他あるまい」

　俺はびっくりしてそちらを振ふり返った。

　この猛も者さどもの中ではいささか痩せすぎに見えるフォウの家長が、力強い目つきで俺を見返してくる。

「現在は、朝と昼で六名ずつの男衆が警護の役目を果たしているのだったな？　フォウとランとスドラだけでも、それぐらいの男衆を集めることはできる」

「で、ですが――失礼ながら、フォウやランではルウほど人手に余よ裕ゆうがあるわけでもないでしょう？　狩人の仕事がなくとも、女衆の仕事を手伝ったりする必要があるのではないのですか？」

「それは、残された男衆で果たせばよい。我々は、女衆の力を貸してほしいと願うアスタの気持ちに応じることができなかったのだ。今度こそ力を貸せるならば、それにまさる喜びはない」

「……ランやスドラの家長らに確かく認にんもせぬまま、そのような安やす請うけ合いをしてしまってよいのか？」

　そんな風に言葉をはさんできたのは、ベイムの家長だった。

　こちらは対照的に、短身で横にがっしりとした壮年の男衆である。彼は、ファの家の行いに否定的である小さな氏族の代表として、一族の集まりに参加している立場なのだ。

「問題ない。ランはフォウの眷けん族ぞくであるし、スドラは我々以上にファの家の力になりたいと願っているのだからな。……そしていずれ時が経たてば、ガズやラッツの家に休息の期間が訪おとずれる。そうした者たちが護衛の役を引き継ついでいけば、ファの家も少しばかりの休みをはさみつつ、商売を続けていくことがかなうだろう」

「それじゃあアスタたちは、永久に護衛の男衆を引き連れながら商売を続けていかなきゃならねーのか？　あんたの心意気は大したもんだけど、そいつはちょっとばっかりいただけねー話だなあ」

　と、ルド＝ルウが陽気な声をあげる。

　今日は一日シリアスなたたずまいであったルド＝ルウであったが、その顔にはひさびさにとても快活な笑えみが浮かんでいた。

「俺としては、やっぱり次の会談までにサイクレウスとかいうくそったれな貴族をとっちめてやりてーところだな。そうしたら、またあんたはファの家に力を貸す機会を失っちまうことになるけど、アスタたちが危険じゃなくなるなら、それが一番だろ？」

「もちろんだ。危険が去るに越こしたことはない」

「しかし、サイクレウスが罪を犯したという証はないのです。カミュア＝ヨシュらがその証を手に入れない限り、サイクレウスを罪人と決めつけてしまうわけにもいかないでしょうね」

　慎しん重ちように、ガズラン＝ルティムがそう言った。

　どんなにファの家との絆きずなが深まろうとも、そこは公正さを失わないガズラン＝ルティムであるのだ。

「……そして、サイクレウスという貴族の本性がどうあれ、我々もスン家の者たちに対する処しよ遇ぐうを定めねばなるまい」

　と、グラフ＝ザザが重々しい声こわ音ねでそう言った。

「そもそもそちらの話が片付かなければ、商売もへったくれもないのだからな。……これ以上くどくどと話し合っても埓は明かぬであろう。スン家の者たちに関しては、さきほど話した通りの内容で決定してしまってもよかろうな？」

「え？　彼らの処遇をどうするかが決まったのですか？」

　俺は思わず驚おどろきの声をあげてしまい、グラフ＝ザザににらまれることになった。

　しかし、答えてくれたのは彼ではなく、その差し向かいに座したダリ＝サウティであった。

「我々の結論は、やはり変わらない。逃とう亡ぼうの罪を犯したディガとドッドはともかく、ミダ、ヤミル、オウラ、ツヴァイの四名にはすでに氏を奪うばう罰を与あたえているのだから、これ以上の罰は必要ないと考える」

「そうですか。それなら――」

「しかしまた、君主筋であるジェノス領主がさらなる罰を求めているというのならば、その言葉をないがしろにすることもできない。よって、会談の日にはズーロ＝スンを始めとするスン本家であった人間たち七名を引き連れていき、自分たちの言葉で釈しやく明めいさせようという結論に至ったのだ」

「え……ミダやヤミル＝レイたちを会談の場に連れていくんですか？　それはあまりに危険なのではないでしょうか？　もしもサイクレウスが強ごう引いんにでも彼らの身み柄がらを奪おうと考えてしまったら――」

「何の道理もなくそのような行こう為いに及ぶようなら、やはりサイクレウスの言葉に従うわけにはいかぬ、ということだよ、ファの家のアスタ」

　あくまでも穏おだやかに、ダリ＝サウティはそう言った。

「しかし、我々の君主はジェノスの領主マルスタインであり、サイクレウスはその代理人であるという立場なのだ。その人物が、スン家にはもっと重い罰が必要だと言い張るのならば、実際にスン家の者たちの言葉を聞かせて、その罪を量ってもらう他あるまい」

「だ、だけど、そんなのはサイクレウスにとって建前に過ぎず、本音ではスン家を再び族長筋に据えようと目もく論ろんでいるのかもしれないのですよ？」

「それとて、ヤミル＝レイの想像に過ぎない。我々は、ジェノスの領主とサイクレウスの真意を見み極きわめるしか道がないのだ。……むろん、その真意が森辺の民と相あい容いれぬと判明したときは、諾だく々だくと従うつもりもないが」

　何となく、ただでさえ大きなダリ＝サウティの姿がいっそう大きくなったように感じられた。

　いや、ダリ＝サウティだけではない。その場にいるほとんどの者が、宿敵でも迎えたかのように狩人としての殺気を発散させ始めているようだった。

「ファの家のアスタよ。我々は、そろそろ限界であるかもしれないのだ」

「げ、限界？」

「ああ、そうだ。あのサイクレウスという貴族には、どうしても君主筋としての正当性を見み出いだすことがかなわない。……以前にも同じ話をこのルウの集落でしたと思うが、その思いはやわらぐどころか、日を追うごとに増していくばかりであった。このままあの男をジェノス領主の代理人として扱あつかうことは、とうていかなわぬのではないのかと思えてきてしまったのだよ」

　それでもダリ＝サウティは穏やかな表情であり、決して激したりはしなかった。

「そして、サイクレウスの行状に関しては、メルフリードという者の口からジェノスの領主マルスタインにも伝わっているはずであろう。それでも領主が動こうとしないならば、それはすなわちサイクレウスの行動を正しいと認めている、ということになるのではないか？」

「え、ええ……正しいと認めているかどうかはともかく、すべてを任せきりにしているようには思えてしまいますね」

「ならば我々も、サイクレウスの行動をもってジェノス領主の真意をはかる他あるまい。もしもサイクレウスが不当な手段でズーロ＝スンらの身柄を手に入れようとしたそのときは、刀を取ってでもそれに抗あらがってみせよう」

「――ジェノスに刀を向けてしまうのですか？」

「ジェノス領主が、それでもサイクレウスに道理があると判断するならば、そういう結果になってしまうのだろうな」

　ダリ＝サウティは、ゆったりとうなずいた。

「我々は、八十年の歳さい月げつをこのモルガの森辺で過ごしてきた。南の黒き森で過ごしてきた時代を知らぬ我々にとっては、この地こそが唯ゆい一いつの故郷だ。……しかし、君主の資格なき人間を君主として崇あがめながら生きていくことはできない。幸いなことに、その一点においては意見が分かれることもなかった」

「そう……ですか……」

　以前はグラフ＝ザザがジェノスを捨てるもやむなしと発言し、それをダリ＝サウティがたしなめるという立場であったのだ。

　それからわずか十日ていどしか経たってはいないが、その間に族長たちは二回、サイクレウスと顔をあわせている。特に前回の会談では真っ向からサイクレウスを糾きゆう弾だんし、それをのらりくらりとかわされてしまったので、決定的に不信感をあおられてしまったのかもしれなかった。

「むろん、我々も故郷を捨てたいと願っているわけではありませんよ、アスタ。しかし、これぐらいの覚かく悟ごがなければサイクレウスという人物の真意をはかることはできないと考えたのです」

　ガズラン＝ルティムが、静かに発言する。

「ズーロ＝スンらを連れていき、その言葉を聞かせた上で、サイクレウスがどのような行動を取るのか。どのような言葉を吐はくのか。それに対して、ジェノスの法に忠実であるというメルフリードはどのようにふるまうのか。それらを見届けたのち、我々は進むべき道を選ぼうと思います。サイクレウスが刀を取らない限り、我々もまた刀を取ることはありません」

「でも、会談の場では、そもそもその刀を取り上げられてしまうのですよね？」

「ええ。ですから、当日には護衛の男衆を数十名、館の外に控ひかえさせることになります。草笛の合図で館に踏み込めるように、ですね」

　そこまで具体的な話が決まっていたのか。

　知らず内、俺は生なま唾つばを飲み込んでしまう。

「それだけの男衆を引き連れていく時点で、サイクレウスも私たちの覚悟を察することができるでしょう。あちらとて、そう易やす々やすと刀は取れないはずです。私たちも、無む駄だに生命を散らすつもりはありませんよ」

「はい……」

「そしてこれはまだ決定していませんが、私はこの話を宿場町に広げるべきだと考えています」

「え？　宿場町に、ですか？」

「はい。スン家の処遇を巡めぐって我々が対立してしまっているという点については、すでにアスタの口から宿屋の主人たちに打ち明けられているはずですが。さらに、ザッツ＝スンらを利用してサイクレウスが数々の罪を犯してきたと、我々が疑っているという事実も、包つつみ隠かくさず宿場町に広めるべきだと思うのです」

「……その考えについては、まだ納なつ得とくがいっていない。そのような行為に何の意味があるというのだ？」

　グラフ＝ザザが、不ふ審しんの念たっぷりの声でそう問うた。

　ガズラン＝ルティムは、静かにそちらを振り返る。

「それには二つの理由があります。一つは、宿場町の民にはその事実を知る権利がある、と思えたため。もう一つは、それをせぬままジェノスに刀を向けるべきではない、と思えたためです」

「そこまでは、さきほども聞いた。どうしてお前がそのように考えたのかを問うているのだ」

「はい。宿場町の民に関しては、スン家の暴ぼう虐ぎやくに苦しんだ当人たちにはそれを知る権利がある、と思えたためです。特にその中には家族を失った者まで存在するというのですから、それが当然の話ではないですか？」

　ミラノ＝マスやレイト少年の姿が、脳のう裏りに蘇よみがえる。

　彼らはすでに、カミュア＝ヨシュからその事実を知らされているはずだ。しかし、かつてザッツ＝スンたちに殺あやめられた商団の人間は、三十名にも及およぶ。それらの家族の全員にも、すべてを知る権利が存在するのだろう。

「そして、もう一つの点に関しては、たとえサイクレウスと敵対関係に陥おちいることになってしまったとしても、その経けい緯いは正しくジェノスの人々に知らせるべきだと思ったのです。そうした上で、ジェノスの人々は森辺の民とサイクレウスのどちらに道理があると感じるか――それで人々がサイクレウスを選ぶならば、文字通り、この地に我々の居場所はないと決することもできるのではないのでしょうか？」

「……我々は余人にどう思われようと、自分たちが正しいと思える道を進めばそれでよいのではないか？」

「そうでしょうか？　我々とて、ジェノスの領土に住まうジェノスの民なのです。私たちは生命をかけてギバを狩り、それで守られた田畑の恵めぐみを買って飢えを満たしている。森辺の民と、町の民と、どちらが損そこなわれてもこの生は成立しないのです。ならば、たとえ血筋が異なろうとも、大きな意味ではジェノスに住まう全員が同胞なのではないでしょうか？」

「…………」

「しかし我々は、八十年もの間、おたがいを忌避して生きてきました。どうしても相容れない存在であるならば、そうして干かん渉しようせずに生きていくしかないのでしょうが、この十年ほどでその関係を悪化させたのは、まぎれもなくザッツ＝スンらの存在です。我々が宿場町の民と相容れないかどうかを確かめるには、その分の確かく執しつや誤解を解かねば始まらないのではないでしょうか？」

　俺にはガズラン＝ルティムの主張が痛いほどに理解できた。

　森辺の民は、余人からの評価や誤解というものに対して、あまりに無む頓とん着ちやくである――というのは、ものすごく早い段階から俺も懸念を抱いていた事じ項こうであるのだ。

　しかし、この場にその言葉をきちんと理解できている者が何人いたのか。俺の見る限り、その兆きざしが感じ取れるのは、たった二名しか存在しなかった。すなわち、ダリ＝サウティと、アイ＝ファである。

「まあ……少なくとも、ガズラン＝ルティムの意見に強く反対する理由はない。もしもサイクレウスが潔白の身であったなら、我々は罪なき者を疑ったうつけ者と見なされるのみだろう。俺は実際にサイクレウスを疑っているので、そのような結果を恐れたりはしない。むしろ、自分が間ま違ちがっていたならば、うつけ者と罵ののしられることでもって不明の罪を贖あがないたいと考える」

　ダリ＝サウティは、そのように言った。

「何だか難しい話だな。そんなことより、町の人間を味方につけたほうが有利に話を進められるってことなんじゃねーの？　昨日だって、そういう作戦で町の連中に事情をぶちまけたんだろ？」

　ルド＝ルウの言葉に、ガズラン＝ルティムは「もちろん、そういった思おも惑わくも存在します」と微笑ほほえみを返した。

「そんじゃあ、俺もガズラン＝ルティムに賛成だな。味方は多いにこしたことはねーよ」

「宿場町の人間が、我々の味方につくというのか？　首謀者が誰だれであろうと、実際に町に被害を与えていたのはスン家の者たちであるのだぞ？」

　フォウの家長がけげんそうに問うと、ルド＝ルウはにやりと笑った。

「だから、そういう部分もひっくるめて、何もかもを知ってもらおうって話なんだろ？　間違っているのは俺たちなのかサイクレウスなのか、そいつを決めるのにジェノスの領主だけじゃ用が足りない。実際に痛い目を見た宿場町の連中にもそれを決める資格があるっていう話なんじゃねーの？」

「ふむ……」

「不公平がなくていいじゃねーか。それに、俺たちがザッツ＝スンとかを野放しにしちまってたのも事実なんだからさ。あのジーダってやつは、森辺の民に対する恨うらみをなくしてくれたみたいだけど、他の連中も同じように考えるとは限らねーだろ？　中には、それでも森辺の民を恨み続ける人間だっているかもしれない。それならそれで、きっちりすべてを知ってもらった上で憎まれたほうが、俺たちだって納得がいくだろ」

「……ずいぶん舌が回るじゃねえか、ルド」

　と――ここに至って、ドンダ＝ルウが初めて口を開いた。

　ルド＝ルウはそちらを向いて、また笑う。

「親父こそ、ずいぶん静かだったじゃねーか。てっきり居い眠ねむりでもしてるのかと思っちまったぜ」

「ほざくな。……何にせよ、俺たちは俺たちの信ずる道を選んで歩いている。それを誰にも押おし隠すつもりはねえ。ガズラン＝ルティムがそうしたいと考えているならば、勝手にやらせておけばいいんじゃねえのか？」

「俺はそれでかまわないと思う」

　ダリ＝サウティはそう発言し、グラフ＝ザザは無言を通すことで消極的な賛同を示した。

　そこにささやかな疑念を投じたのは、ベイムの家長だった。

「しかし、サイクレウスという貴族が潔白だという可能性などあるのだろうか？　あのムントのような男を信用する気持ちには、これっぽっちもなれないのだが」

「ふん。それはこの場にいる全員が同じ気持ちだろうがな。万が一にも、あの男が何の罪も犯してはいないと証し立てられたときには――俺たちに民を導く資格はなしってことになるんだろうな、グラフ＝ザザに、ダリ＝サウティよ」

「ああ。まがりなりにも、君主筋に刀を向けるもやむなしとまで思っているのだからな。民を誤った方向に導こうとした責任を取り、族長の座から退くべきだろう。……ことと場合によっては、叛はん逆ぎやくの大罪人としてこの首をジェノスに捧ささげる必要もあるだろうからな」

　ダリ＝サウティは、あっさりとそう言った。

　ベイムの家長は、不審そうに目を細める。

「俺は決してそのような事態には陥らぬと信じているが――しかし、ダリ＝サウティらを失ってしまったら、今度は誰を族長筋と仰あおげばよいのだ？　まさか、またスン家にまかせるなどと言いだすつもりではないだろうな？」

「そんなことは、家長会議で定めればいい。案外、貴様やフォウの家長なんぞが選ばれたりするんじゃねえのか？」

「そ、そんな馬ば鹿かな話は――」

「俺たちはスン家に次ぐ力を持っていたので族長に選ばれた。しかしそれが絶対に正しい話とも限らねえ。俺やダリ＝サウティやグラフ＝ザザが道を誤ったときは、ズーロ＝スンと同じように族長筋から引きずり下ろすのが貴様たちの仕事だ」

　そう言って、ドンダ＝ルウはひさびさに猛もう獣じゆうじみた笑みを浮うかべる。

「そんな覚悟を持ち合わせていない限り、森辺の民は何度だって同じ過あやまちを繰くり返かえすだろう。族長に族長としての資格があるか、それを見極めるのは森辺の民ひとりひとりの仕事なんだよ」

「それは確かにその通りだな。スン家の暴虐を食い止めることのできなかった俺たちは、その失敗を踏まえて歩み続けるべきだろう」

　そんな風に言ってから、ダリ＝サウティは居住まいを正した。

「では、これで話をまとめてしまってもよいのかな。問題がなければ、俺は明るい内に今までの話を眷族に伝えてしまいたいのだが」

「あ、俺からも一つお伝えしたいことがありました。今日またあのポルアースという貴族が俺を訪ねてきてくれたのです」

　そうして俺は長々と説明してみせたが、芳かんばしい反応は見られなかった。

　ポイタンの調理法がどうのと言われたって、森辺の狩人たちにはピンとこないのだろう。その中で唯一、興味深そうに身を乗り出してくれたのは、やはりガズラン＝ルティムであった。

「カミュア＝ヨシュには、そのような策略もあったのですか。本当に底の知れない人物ですね」

「俺には今ひとつ話がわからんが、要するにサイクレウスの力の源は富にあり、その富を失えばサイクレウスも力を失う、という話なのだな？」

　ぼりぼりと頭をかきながらダリ＝サウティが問うてきたので、俺は「そうです」とうなずいてみせる。

「ともあれ、そのポルアースとかいう貴族の尽じん力りよくがなければアスタを救い出すことも難しかったのであろうから、好きにやらせておけばよかろう。森辺の掟おきてに反するような話でないのなら、異論はない」

　ドンダ＝ルウもグラフ＝ザザも、ダリ＝サウティと同意見であるようだった。

「では、今度こそ話はおしまいだな。他の氏族への通達も、これまで通りにフォウとベイムで分担して――」

　と、ダリ＝サウティがそのように言いかけたとき、玄げん関かんの戸板が外から叩たたかれた。

「誰だ」とドンダ＝ルウが問うと、「分家のシン＝ルウだ」という声が返ってくる。

「町の人間が、ルウの集落を訪れてきた。至急、族長らに引き合わせたい」

「町の人間だと……？」と、室内の者たちは色めきだつ。

「それはいったいどこのどいつだ？　……いや、顔を拝んだほうが早い。ルド、戸を開けてやれ」

　ルド＝ルウはうなずき、刀を手に玄げん関かん口ぐちへと走った。ルウ家の人間以外は、みんな刀を預けてしまっているのだ。

　下座に控えていた俺たちは自然と玄関に近い位置になっていたので、アイ＝ファが用心深く膝ひざを立てて、俺の身をかばおうとする。だから俺は、アイ＝ファのしなやかな腰こしと腕うでの隙すき間まから、その者たちの姿を見ることになった。

　大きな人ひと影かげと、小さな人影だ。大きなほうは見知らぬ人物で、小さなほうは見知った人物だった。

「お待たせしました、森辺の皆みな様さまがた。遅おそい帰還になってしまって申し訳ありません」

「レイト！　君だったのか！」

　俺も思わず腰を浮かせてしまう。

　亜あ麻ま色いろのやわらかそうな髪かみに、明るく輝かがやく茶色の瞳ひとみ。ほっそりとした身体に旅用のマントを纏まといつけ、にこにこと笑っているその少年は、カミュア＝ヨシュの弟で子しであるレイト少年であったのだ。

　では、そのかたわらに控えているのは、護衛役の《守護人》か何かであろうか。黒こつ褐かつ色しよくの髪を後ろでひっつめた、森辺の狩人にも劣らぬ魁偉な容よう貌ぼうと頑がん健けんな肉体を持つ、いかにも腕っぷしの強そうな壮年の大男であった。

　レイト少年と同じくマント姿の旅装であるが、その合わせ目からは古びた革の胸当てと篭こ手て、それに腰から下げた半月刀の鞘さやが覗のぞいている。

「カミュア＝ヨシュの従者か。……貴様が現れたということは、ようやく目的が達せられたということか？」

　ドンダ＝ルウの言葉に、レイト少年は「はい」とうなずく。これだけの数の狩人を前にしながら笑え顔がおを崩くずさないのは、さすがの心臓だ。

　隣の大男のほうは、唐から獅じ子しのようにごつい顔に警けい戒かいと不審の表情を浮かべつつ、ドンダ＝ルウらの姿を見回している。

「で、主人のほうはどうしたんだ？　それに、分家の連中も無事に戻もどってこられたんだろうな？」

「いえ。カミュアとルウ家の人々はまだ帰還していません。護民兵団がジェノスの北方に陣じんを張っていて、何やら剣けん呑のんな雰ふん囲い気きであったため、僕ぼくたちだけがこっそりと遠回りをして舞まい戻ってきたのです」

「ふん。それじゃあ盗とう賊ぞく団の首領の伴はん侶りよとかいう女も、いまだにジェノスの外ということか」

　この質問には「いえ」という言葉が返された。

「もしかしたら、カミュアたちは白の月の十五日にも間に合わないかもしれません。ですから、僕たちだけが戻ってきたのです。……申し訳ありませんが、大事な証人を会談の日までかくまっていただくわけにはいかないでしょうか？」

「町の人間の女を、この集落でか？　そんなもん、女のほうこそが耐たえられないだろうぜ」

「そうでしょうか？　たぶん、大だい丈じよう夫ぶだとは思うのですが……」

　と、レイト少年は笑顔のまま、かたわらの大男を振り仰いだ。

　大男は「ふん」と荒っぱく鼻を鳴らす。

「そんなひ弱な女に赤あか髭ひげゴラムの伴侶がつとまるもんか。森辺の民だか何だか知らないけど、ガージェの豹ひようより凶きよう悪あくってことはないだろうさ」

　ガージェの豹とは、赤髭ゴラムの息子ジーダが狩人としての仕事に励はげんでいたというマサラの山に生息する獣けものの名前だ。

　それではジーダの母親も、息子と一いつ緒しよに狩人としての仕事に励んでいた、ということなのだろうか。

　それにしても――その男の声はガラガラにひび割れていて、妙みように聞き取りづらかった。えらく迫はく力りよくにも満ちているし、大声をあげればドンダ＝ルウなみの雷らい鳴めいじみた咆ほう哮こうになりそうだ。

「では、どうかお願いできないでしょうか？　たぶんサイクレウスには僕たちがジェノスに戻ったことも知られてはいないと思いますので、用心をおこたらなければ、ご迷めい惑わくをかけることにもならないはずです」

「くどくどと言葉を重ねる前に、その女とやらを連れてこい。返事をするのは、その女の面を拝んでからだ」

「はあ……それではご紹しよう介かいいたしますね」

　虫も殺さぬ笑顔で、レイト少年はかたわらの大男を指し示した。

「こちらが《赤髭党》の党首、赤髭ゴラムの伴侶であられたマサラのバルシャです。これから五日間、どうぞよろしくお願いいたします」
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「どうぞよろしく……って、あたしも頭を下げるべきなのかねえ？」

　ドスのきいた銅ど鑼ら声ごえで、その大男――ならぬ赤髭ゴラムの妻バルシャは、皮肉っぽく口もとを歪めながらそう言った。

　当然のこと、呆あきれるあまり言葉を失ったのは、俺おれ一人ではないようだった。




４




　夜である。

　俺とアイ＝ファは、再びルウの集落の空き家に腰を落ち着けていた。

　今こ宵よいこそはファの家に帰るべし、とアイ＝ファは意気込んでいたのだが、やはり白の月の十五日まではルウの集落に留とどまるのが無難であろうとドンダ＝ルウに言い渡わたされてしまったのだ。

「ファの家は、どの家からも目の届きにくい場所にあるんだろうが？　もしもそれで何十名もの敵に囲まれてしまったら、本当に貴様一人で家人を守りきれるのか？」

　そんな風に言われてしまうと、さしものアイ＝ファも唇くちびるを噛かむしかなかったのだった。

　で、その唇は今、これ以上ないぐらいにとがりまくってしまっている。壁かべにもたれて片膝を抱かかえ込み、そっぽを向いて唇をとがらせているその姿は、残念ながら家長らしい威い厳げんからはほど遠く、なおかつ幼い子供みたいに愛くるしかった。

　だが、アイ＝ファの不ふ機き嫌げんには、もう一つ大きな原因があった。すなわち、俺たちとともに空き家で腰を落ち着けている四名の人物の存在である。

　それはルド＝ルウと、シン＝ルウと、バルシャと、レイト少年だった。俺たちはルウの集落に留められるばかりでなく、これらの人々と同じ屋根の下で夜を過ごすように命じられてしまったのだ。

「いや、アスタたちは本家で休んでもいいんだぜ？　親父おやじだって、そのほうがより安全だって言ってただろ。こいつらの見張りは俺たちが受け持つからよ」

　ルド＝ルウはそのように言ってくれたが、アイ＝ファが応じるはずもなかった。アイ＝ファにとっては、同じ家で過ごす人間の数が増えれば増えただけ不機嫌の度合いが高まるだけであったのだ、きっと。

　まあ、どちらにせよ気分が落ち着かないという点では、俺も同様である。

「ふん。それにしても、ずいぶんとまあ可愛かわいらしい人間ばかりをそろえたもんだ。こいつは夫を早くに亡なくしたあたしを歓かん待たいしてくれているつもりなのかねえ？」

　広間の中央にどっかりと陣じん取どったバルシャが、果実酒をあおりながら豪ごう快かいに笑う。すでにこの人物と顔をあわせて数時間ばかりが経過していたが、やっぱりこれが女性であるとはなかなか信ずることができずにいる俺であった。

　ディアルを男の子と見み間ま違ちがえてしまったときにはあらゆる人々に非難されることになった俺であるが、今回ばかりは誰にも責められることにはならないと思う。

　とにかくまず、身体がでかい。身長は百八十センチオーバーで、肩かた幅はばは広く、胴どう体たいは図太く、腕や肩かたには小山のような筋肉が盛り上がっている。ジザ＝ルウやガズラン＝ルティムにも劣らない頑がん強きようなる体格の持ち主なのである。

　粗そ末まつな布の服の上に革の胸当てを纏っているので、そこにも女性としての特とく徴ちようを確認することはできない。あぐらをかき、果実酒の土ど瓶びんをかたむけて、恐おそれ気もなく俺たちを見返してくるその姿は、宿場町でもよく見る傭よう兵へいくずれの無ぶ頼らい漢かんさながらであった。

「あんたもなかなか腕は立つみたいだけどな。くれぐれも馬鹿な考えは起こさねーでくれよ？　客人だろうが何だろうが、ちっとでもおかしな動きを見せたら容よう赦しやしねーからな」

　外見を取とり沙ざ汰たされてムッとした様子のルド＝ルウがきつめの声をあげると、バルシャは「おっかない坊ぼうやだねえ」と肩をすくめた。

「あんたたちが見た目通りの可愛らしい人間ではないってことぐらい、あたしにだって嫌いやってほどわかってるさ。あたし一人にここまで警戒してくれるなんて、まったく光栄なもんさね」

　アイ＝ファやルド＝ルウたちは刀を備えているのに対して、彼かの女じよの持っていた半月刀は本家に預けられていた。

　なおかつ、最初の内にこっそりアイ＝ファに確認したところ、「息子ほどの手練ではないな」という話でもあった。

　だが、森辺の狩人に恐れをなすような気き性しようではないらしく、彼女は出会ってから現在に至るまで、常に毅き然ぜんと、時には傲ごう然ぜんとふるまっていた。

　その強い光を持つ黒みがかった瞳が、俺とアイ＝ファのほうを見る。

「さて。それじゃああたしのほうも、用事を果たさせてもらおうかね。……ファの家のアイ＝ファに、アスタだったっけ？　あたしの息子ジーダと関かかわりを持ってるのは、あんたたちなんだろう？　あの放ほう蕩とう息むす子こについて、あんたたちの知ってる限りの話を聞かせておくれよ」

「はい。森辺で一番ジーダと関わりが深いのは、きっと俺でしょうね」

　アイ＝ファはふてくされモードを継けい続ぞく中であったので、俺が語ることになった。

　どうやらこのバルシャという人物は、息子の行方ゆくえを求めてジェノスにまでやってきた、というのが本ほん懐かいであるようなのである。

「あたしは別に、今さら亭てい主しゆの仇かたきを取りたいだなんて考えちゃあいないんだよ」

　日中に、バルシャはそう言っていた。

「あたしたちは、盗賊団だった。義ぎ賊ぞくだ何だともてはやされたって、法を犯おかしていたことに変わりはないんだ。処しよ刑けいの理由は見けん当とう違ちがいでも、どっちみち処刑は免まぬがれようもない身の上だった。兵士どもに捕ほ縛ばくされた時点で、ゴラムの命運は尽つきちまっていたんだよ」

　だから、伴侶と同どう胞ほうを失った彼女は、唯一手もとに残された幼い息子を連れて、マサラの麓ふもとで隠いん遁とん生活を始めたのだという。危険な肉にく食しよく獣じゆうの生息する山で狩人として生きることが隠遁生活になってしまうというのもなかなか物もの凄すごい話であるが、とにかくそういう話であったのだ。

「だけど息子には、誇ほこりをもって生きてほしかった。だから、父親のゴラムがどういう人間であったかを子こ守もり唄うたがわりに聞かせて育ててやったんだけど、そいつが裏目に出ちまったってことだね」

　ジーダが狩人として一人前の力を身につけた頃ころ、彼かれは冤えん罪ざいをかけられて処刑された父親の仇を取るべきだという思いに至ったが、母親である彼女はそれを許さなかった。すると彼は山さん麓ろくの家を飛び出してマサラの山中に引きこもってしまい、一人で狩人としての仕事に励み、母親の前に姿を現さなくなってしまったのだという。

　それでもいつかは頭を冷やして戻ってくるだろうと、彼女も変わらぬ生活を続けていたのだが、ジーダは一年ばかりもかけてさらなる力をたくわえると、単身でジェノスに出しゆつ奔ぽんしてしまった。父親の仇である森辺の民たみが、宿場町でのうのうと商売を始めたらしいという噂うわさを行商人から聞きつけて――というのが、その無む謀ぼうな行動の引き金となったのである。

「……それじゃあ、あんたがその商売を始めた森辺の民だったってわけだね」

　すべての話を聞き終えたのち、バルシャがぐっと顔を近づけてきた。

　なめし革がわのような質感をした、よく日にやけた黄おう褐かつ色しよくの顔だ。ぎょろりと目玉が大きくて、眉まゆなどはほとんどすりきれてしまっている。鼻も口も造作が大きくて、がっしりとした下した顎あごはギバの骨でも噛み砕くだけそうである。年ねん齢れいは三十代の半ばていどであろうか。とにかく唐獅子さながらの厳いかつい容貌であった。

「《赤髭党》に罪をおっかぶせた森辺の民ってのは、盗賊団よりも恐れられている無法者の集まりだっていう評判だった。ジェノスでも爪つま弾はじきの荒あらくれ者ものどもなんだから、放っておいたっていずれはそいつらも城の連中に処刑されるだろうって、あたしはそんな風にジーダを諭さとしていたんだよ」

「はい」

「それなのに、その森辺の民がジェノスの宿場町で商売を始めて、しかもたいそうな評判を呼んでいるっていう話だったからねえ。それであの馬ば鹿か息むす子こも頭に血がのぼっちまったんだろう。森辺の民は、どんな罪を犯しても許されるのかって具合にさ」

　ジーダ本人も、確かにそのように言っていた。

　だからこそ、彼も最初から俺の屋台に照準を定めて監かん視ししていたのである。

「まあこの道中で、ジェノスの裏事情ってやつはカミュア＝ヨシュからもさんざん聞かされてきたから、今さらあんたを責めるつもりはないけどね。……それにまあ、あれだけ美味うまい料理だったら評判にもなるだろうさ。こんな森の中であんな美味いご馳ち走そうが食べられるだなんて、あたしは想像もしていなかったよ」

　本日は、俺も晩ばん餐さんの準備を手伝わせていただいたのだ。

　ドンダ＝ルウにも負けない食欲を発揮してそれらの料理をたいらげていたバルシャは、にやりと勇ゆう猛もうなる笑みを浮かべてから、また真しん剣けんな面おも持もちを取り戻した。

「だけど、黒幕が貴族様ってのは厄やつ介かいな話だね。そんなもんを敵に回したら、なおさらジーダも無事では済まないじゃないか」

「はい。だけどジーダは、俺たちが本当にサイクレウスの罪を暴くことができるかどうか、それを見届けるまで動くつもりはないと言っていました。俺たちは、ジーダのためにもサイクレウスを何とかしなくてはならないんです」

「へえ、ジーダのためにも？」

「はい。森辺の民がサイクレウスを裁くことができれば、ジーダが手を汚よごす必要もなくなるのでしょうから」

「ふうん。あんたたちは、ずいぶん義ぎ理り堅がたいんだね」

「義理堅いというか――黒幕がサイクレウスだったとしても、実際に悪さをしていたのはスン家という森辺の人間たちだったんです。森辺の民がそれに責任を感じるのは当然のことなのでしょう」

　自然、俺はバルシャのかたわらに控えているレイト少年のほうにも意識を向けることになった。彼はその、《赤髭党》がなすりつけられたザッツ＝スンたちの大罪の被ひ害がい者しや――全ぜん滅めつさせられた商団の長の遺児であるのだ。

　俺の視線に気づいて、レイト少年はにこりと笑う。

「ザッツ＝スンたちの罪が明らかにされた時点で、森辺の民の贖いは済んでいるようにも思えますけどね。後に残された森辺の民は、言ってみれば族長に裏切られた被害者の立場であるのでしょうし」

「そんなことねーだろ。けっきょく俺たちはあのカミュアっておっさんが動くまでは、ザッツ＝スンたちがそれほどの罪を犯してたってことにすら気づけずにいたんだからな」

　不機嫌そうにルド＝ルウが言い返したが、レイト少年の笑顔に変化はない。

「それでもあなたたちは、カミュアが動く前にスン家を族長筋の座から引きずりおろしていたじゃありませんか。もしもあの時点でまだスン家が森辺の族長筋であったなら、森辺の民は今よりも苦しい立場に立たされていたと思いますよ？」

「……お前は俺たちを恨んでないのかよ？」

「父がザッツ＝スンらに害されたのは、僕が生まれる前の話ですからね。母もそれを追うように亡くなってしまいましたし、育ての親であるミラノ＝マスも僕の前では森辺の大罪人について語ることはありませんでしたから、僕にはあまり自分が被害者であるという気持ちが育たなかったのです」

　だけど彼も、ザッツ＝スンが捕とらわれたときにはその頬ほおを涙なみだで濡ぬらしていたのだ。

　もしかしたら、ルド＝ルウもその姿を見ていたのだろうか。今はにこにこと無む邪じや気きそうに微笑んでいるレイト少年の顔をにらみつけながら、ルド＝ルウは黄褐色の頭をかき回した。

「お前さ、そーゆー生き方って疲つかれねーか？」

「ええ。まだ疲れを感じるほどの年齢ではありませんので」

　十歳さいかそこらでそんな返答のできる子供が、果たしてこの世に何人存在するだろうか。

「何だか難なん儀ぎな話だねえ」と、バルシャも眉をひそめている。

「でさ、話を戻させてもらうけど、ジーダがひょっこりこの集落に現れたりはしないもんかねえ？」

「さあ、どうでしょう。俺が最後に言葉を交かわしたときも、今生の別れみたいな挨あい拶さつをされてしまいましたし。森辺の民に対してはそこまで友好的な気持ちは持っていないようなので、ちょっと難しいかもしれませんね」

「だけど、貴族に捕らわれたあんたのところに、わざわざ姿を現したってんだろう？　何の自じ慢まんにもなりゃしないけど、あいつが身内でもない人間のためにそこまで身体を張るってことはそうそうありえないはずなんだよねえ」

　そう言って、バルシャは俺の姿をじろじろと眺ながめ回まわしてきた。

「あんたのことが、そうとう気に入っていたか……あるいは、恨む相手を間違えていたってことに罪悪感でも持っちまったのかね」

「そうですね。森辺の大罪人も黒幕に操あやつられていたに過ぎないと知ったときには、かなり衝しよう撃げきを受けていた様子でした」

　ファの家の前で、今にも泣きだしてしまいそうな顔をしていたジーダの姿を思い出す。

（すべての大罪人どもが死に絶えてしまっていたら……俺は誰に刀を振ふり下おろせばいいのだ……？）

　ジーダは、そのように言っていた。

　復ふく讐しゆうが正しい行為だとは、俺には思えない。

　だけどジーダや、バルシャや、レイト少年や、それにミラノ＝マスなどは、富を求める悪あく辣らつな人間たちの陰いん謀ぼうにより、家族を失ってしまったのだ。

　ザッツ＝スンたちは、十年の時を経へてその罪を生命で贖うことになったわけだが、いまだ裁かれない人間が存在するなら、それはやっぱり放ってはおけないのだろうと思う。

「だけど、あたしなんかを引っ張り出したところで、貴族なんざに太刀たち打うちできるとも思えないけどねえ」

　そう言って、バルシャは荒っぽく果実酒をあおった。

「確かにあたしは、《赤髭党》の連中が人を殺めたりはしていないってことを誰よりもよく知ってる。だけど、息子が生まれるまではあたしだってその《赤髭党》の一員だったんだ。盗賊だった人間の言葉なんかを城の連中が重んじるとは、とうてい思えないね」

「だけどあなたは、その城の人間と接せつ触しよくしたこともあるのですよね？　だからこそ、カミュアはあなたの存在がサイクレウスの罪の証あかしとなる、と判断したのだと思いますよ」

　そう、それが本日俺たちに明かされた新事実であった。

　何と《赤髭党》の面々は、冤罪をかけられる前に、サイクレウスの手下と接触していたらしいのである。

「本当にあれが城下町の人間だったのかはわからないよ？　ただ、裕ゆう福ふくそうな身なりをしていたってだけの話でさ」

「でも、その人物からバナームの使節団を襲おそうようにそそのかされたのですよね？　たぶんサイクレウスは、ザッツ＝スンを手て駒ごまにする前には、《赤髭党》こそを手駒にしようと画策していたんです。……と、カミュアはそのように言っていました」

　その話は日中にも、族長たちの前で語られていた。

　サイクレウスはもともと《赤髭党》を配下に置こうと画策しており、それに失敗したからこそ、性急に討とう伐ばつ隊を編成させたのであろう、と。

《赤髭党》とザッツ＝スンの両方を利用しようとしていたのか、あるいは《赤髭党》の懐かい柔じゆうに失敗したため、ザッツ＝スンのように扱いの困難でありそうな男を利用するしかなかったのか――さすがにそこまでは判然としなかったが、とにかく《赤髭党》に対してはそういう姿勢であったらしい。

「だけど、一つだけ腑ふに落ちないことがあるのですよね」

　そこで俺は、日中から感じていた疑念を口にすることにした。

「そんなのは、《赤髭党》の面々か、あるいはサイクレウス陣じん営えいの人間にしか知り得ない裏事情ですよね。それなのに、カミュアは最初からあなたの存在が決め手になると自信満々の様子でした。彼はいったいどんな手を使ってそんな機密事項を入手することができたんでしょう？」

「機密事項もへったくれもないよ。あたしやゴラムは、最初っからあのカミュア＝ヨシュと顔見知りだったんだからさ」

「……はい？」

「ちょうどそのあやしげな男にあやしげな話を持ちかけられた頃だったから、十年以上も昔の話になるんだね。まだ《守護人》としても駆かけ出しだったあのカミュア＝ヨシュと、うちのゴラムが酒場か何かで出くわして、意気投合しちまったのさ。一つ間違えていたら、あの金きん髪ぱつの坊やも《赤髭党》に入団することになっていたんじゃないのかね」

　俺はへなへなとくずおれそうになった。

　どこまで人を翻ほん弄ろうすれば気が済むのだろうか、あの御ご仁じんは。

　そんな俺の様子を眺めながら、レイト少年はまた微び笑しようする。

「カミュアは十年以上も西の王国を放ほう浪ろうしていますからね。僕でもびっくりしてしまうぐらい、さまざまな場所でさまざまな人々と縁えんを結んでいるのですよ。そうした縁の糸をつむぎ合わせて自分好みの絵を描えがくのが、きっとカミュアの生いき甲が斐いなのでしょう」

「はあ……だからこれは、偶ぐう然ぜんじゃなく必然だっていうことなのかな？」

「はい。何百名もの人間との縁を持つカミュアが、今回は《赤髭党》や、僕や、ミラノ＝マスや、ジェノス領主などとの縁の糸を選えらび抜ぬいて、サイクレウスを打だ倒とうするという絵を描き始めたのでしょう。僕は、そんな風に解かい釈しやくしています」

「まったく呆れたもんだねえ。そんなのはまるで、神様か何かが人間の運命を弄もてあそんでいるみたいな話じゃないか」

　いくぶん不ふ愉ゆ快かいそうにバルシャがそう述べると、レイト少年は可愛らしく小首を傾かしげた。

「それでもカミュアは、自分自身も一本の糸に過ぎないという自覚は持っているみたいなのですよね。だから、自分が一いつ生しよう懸けん命めい働かない限り、望むような結果は得られないのだと笑っていました」

「きっとあの金髪の坊やはいい死に方をしないだろうね。ま、あたしも人様にどうこう言えるような生き様じゃないけどさ」

　そうしてバルシャは、強い視線で室内にいる人間全員を見回した。

「何にせよ、この西の王国で真正面から貴族に逆らうなんて、無謀だよ。そんなことをしたって、勝ち目なんてありっこない。そう思ったからこそ、あたしの亭主だって盗賊団に身をやつして細々と反はん抗こうすることしかできなかったのさ。……それでけっきょく、最後には処刑されちまったわけだしね」

「ええ。ですがカミュアはジェノス領主マルスタインと縁を繋つなぎ、そこからメルフリードやポルアースという貴族たちを味方につけることに成功しました。このままでいけば宿場町の統治者であるサトゥラス伯はく爵しやく家けも巻き込むことができるでしょうから、そうなったらサイクレウスを孤こ立りつさせることすら可能になるかもしれないのですよ」

　そんな風に言ってから、レイト少年は俺のほうに視線を向けてきた。

「それにしても、森辺の民がすでにポルアースを担かつぎ出しているとまでは、さすがにカミュアも予想できてはいませんでした。本当は、ジェノスに戻れないカミュアの代わりに、僕が明日にでもポルアースへと渡りをつける段取りになっていたのですけどね」

「うん、まあ昼間も話した通り、俺がドジを踏ふんでしまったせいで、あの御仁を頼たよらざるを得なくなってしまったんだよ」

「本当に大変でしたね。サイクレウスの娘むすめがそのような真似まねに及ぶというのも、カミュアにとっては予想外のことでした。だけどそれをきっかけにしてサイクレウスを非難する気風が宿場町に生まれつつあるようなので、アスタがひどい目にあった甲か斐いはあるのだと思いますよ」

　それは良かった、と喜べる立場ではない。ルド＝ルウもたいそう不機嫌そうな顔になってしまっている。

　しかしレイト少年はあくまでも朗ほがらかに笑いつつ、さらに言った。

「これは、カミュアがザッツ＝スンたちを罠わなにかけようとしていたときと似たような状じよう況きようなのかもしれませんね。あれこれ作戦を立てていたカミュアが動き出す直前に、森辺の民がみずから動いて、状況を望ましい方向に転がしてくれていたのです。同じ相手を敵に回しているのですから、それはおかしな話でもないのかもしれませんが、風はこちらに吹ふいているのだということを実感することができます」

「ねえ、坊や。あんたはカミュア＝ヨシュの弟子だっていう話だけどさ。師し匠しようの生き様をそのまんま真似る必要はないんじゃないかねえ？」

　バルシャが、ドスのきいた声でレイト少年をたしなめる。

「人間には、ひとりひとり気持ちや感情ってもんが存在するんだ。そいつを忘れて他人や自分の運命を弄ぶような真似を繰り返していたら、最後にはひどい目にあっちまうかもしれないよ？」

「僕は別に、運命を弄んでいるつもりはありません。ただ、神の与あたえる運命をそのまま享きよう受じゆしていても、幸福に生きていくことはできないのかもしれないなと考えてしまっただけです」

「……そういう物言いがよくないって言ってるんだよ」

　しかめ面づらで言ってから、バルシャは胸の前で五ご芒ぼう星せいを描くように指先を走らせ、口の中で何事かをつぶやいた。西方神セルヴァに不敬の赦ゆるしを乞こうたのかもしれない。

「何はともあれ、すでに賽さいは投げられてしまっているのです。サイクレウスの旧悪を暴あばくまで、カミュアは働き続けるでしょう」

「でもそのカミュアは、会談の日までには戻ってこられそうにないんだろう？　すべてをザッシュマやメルフリードにまかせきりにして、カミュア自身に不安はないのかな？」

　俺が口をはさんでみせると、レイト少年は「うーん」と可愛らしく考え込む素そ振ぶりを見せた。

「もちろんカミュア本人が間に合うに越こしたことはないのですが。あの北方に陣を張っていた護民兵団が、森辺の民の格好をした野盗というものを捕らえるために編成された討伐隊であったとしたら――それを突とつ破ぱするのは、少しばかり困難なのでしょうね」

「やっぱりサイクレウスは、カミュアと一緒にいるルウ家の男衆を野盗に仕立てあげるつもりなのかなあ？」

「そこまではわかりません。でも、僕たちが身体を休めていたバナームの町にまでも野盗の話は伝わってきていましたから、カミュアもその考えは想定していると思います」

　あの御仁は、遠く離はなれた異郷の地でも、やっぱりすっとぼけた笑顔を浮かべながらあれこれ画策しているのだろうか。

　何となく虚きよ脱だつ気味の沈ちん黙もくが落ち、それにあらがうようにバルシャが大きな声をあげた。

「あんたたちも、厄介な話に首を突っ込んじまったもんだね。狩人は狩人らしく山の中にこもっていれば、こんな面めん倒どうな話にもならなかったんじゃないのかい？」

「ええ。ですが、カミュア＝ヨシュとは関係なく、森辺の民はサイクレウスと悪い縁を結んでしまっていたので……たぶん現在の状況は、どうやっても避さけようのないことだったのだと思います」

「ふうん？　もったいない話だねえ。こんなに立派な狩人が何百人もそろってる山なんてそうそうないだろうにさ」

　するとルド＝ルウが、少しいつもの感じの表情に戻って身を乗り出した。

「そういえば、あんたも狩人なんだろ？　俺、アイ＝ファ以外に女の狩人を見るのは初めてなんだよな」

「ああ。あたしはもともとマサラの生まれだったからね。十八の年で故郷を飛び出して、それでゴラムと出会うことになって――で、けっきょくはその新しい生活も失うことになって、家族も残っていない故郷に出戻ることになったわけさ」

「ふーん。でも、あんたは狩人の衣ころもを纏ってないんだな。あのジーダってやつは何とかの豹って獣の毛皮を纏ってたって話だけど」

「ガージェの豹の毛皮だね。そんなもんを着込んでいたら、このあたりじゃあ目立ってしかたがないだろう？　だから、家に置いてきたんだよ」

　日中から重苦しい話題ばかりであったので、そろそろみんなサイクレウスの話には倦うんできたのかもしれなかった。

　まあ、必要な情報はあらかた交こう換かんできている。ドンダ＝ルウらも一応はこのバルシャの言葉を信用して集落に置くことを許したのだから、あとは白の月の十五日を待つしかないだろう。

　そんなことを考えながら、俺も肩の力を抜こうとしたのだが、これまでずっと無言を通していたアイ＝ファがふいに口を開いたので、思わずドキリとしてしまった。

「マサラのバルシャよ。それでは、あなたは……生まれながらに狩人の血筋であったというわけなのか？」

　バルシャは頑がん丈じようそうな下顎をかきながら、アイ＝ファのほうを振り返った。

「狩人の血筋だなんて、そんなたいそうなもんではないけどね。マサラの麓で生まれたからには、バロバロの鳥を狩かるぐらいしか生きるすべがないのさ。ガージェの豹を仕留めて一人前と認められたのは、たしか十五の頃だったかねえ」

「……私も初めてギバを一人で狩ることができたのは十五の年だった」

「へえ。ギバってのは、ガージェの豹に負けないぐらい凶きよう暴ぼうな獣なんだろう？　その細ほそ腕うでで、たいしたもんじゃないか」

　と、バルシャは愉ゆ快かいそうに口もとをほころばせる。

　雄お々おしくて猛たけ々だけしい、それでいて魅み力りよく的てきな笑い方だった。

「だけど確かに、狩人らしい立派な目つきをしているね。マサラにだって、女の狩人はそんなに多くなかったよ。あたしみたいに大きく生まれつけばそれほど苦労はしないけど、やっぱり女の身で森を駆けるのは難儀だからねえ」

「……あなたは……」

「うん、何だい？」

「いや……あなたは狩人であるのに、子を生なしたのか？」

　俺は、息を呑のんでしまった。

　が、バルシャは変わらぬ様子で笑っている。

「さっきも話しただろう？　ジーダを生んだのは、マサラを出た後のことだよ。家族が全員ガージェの豹にやられちまって、嫁よめの貰もらい手てもなかったもんだから、あたしはいったん故郷を捨てたのさ。で、腕っぷしを買われて《赤髭党》に入団することになって、二年も経たたない内にジーダを授さずかって――それからすぐに夫も同胞もみんな亡くしちまったから、また狩人として生きていくことに決めたのさ」

「……そうか」

　わけもなく心臓がどきついてしまう。

　いや――わけなど、最初からはっきりしていた。ルド＝ルウが言っていた通り、彼女は俺たちが初めて目まの当あたりにする、アイ＝ファ以外の女狩人であったのだ。

　その点を意識せずに今まで過ごしていられたのは、やはりサイクレウスのほうに気が向いてしまっていたのと――あとは、バルシャが下手な男衆よりもよほど雄々しい容姿をしていたせいなのだろうか。

「マサラの女狩人も、たいてい子を生せば狩人の仕事はやめちまうよ。子供が生まれれば何年かは山に入ることもできなくなるから、そうこうしている内に狩人としての力を失っちまうんだよね」

「そうか」

「だけどまあ、あたしはもともと男にも負けない力を持っていたからね。他に銅貨を稼かせぐ手段もなかったから、死しに物もの狂ぐるいで狩人としての力を取り戻してみせたのさ」

「……そうか」

「たぶん、ジーダがいなかったらそんな力を振り絞しぼることもできなかっただろうね。あの子がいたから、あたしも自分の生をあきらめずに済んだんだよ」

「…………」

　アイ＝ファの顔には、いかなる表情も浮かんではいなかった。

　ただその青い瞳には、何かをものすごく思おもい悩なやんでいるような光が宿ってしまっている。

　俺はちょっといたたまれなくなり、他の人々に視線を向けてみた。

　レイト少年は、にこにこと笑いながら二人の会話を聞いている。

　アイ＝ファ以上に静かなシン＝ルウは、窓の外に視線を向けており、油断なく外の気配をうかがっている様子だ。

　そして、ルド＝ルウは――俺と視線がぶつかるなり、おどけた感じでウインクをしてきた。

　俺は意味もなく首を横に振り、それから小さく溜ため息いきをつく。心臓は、ちっとも鎮しずまってくれなかった。

「ところで、あたしは白の月の十五日までこの集落に引きこもっていなきゃならないんだよね？」

　アイ＝ファが黙だまり込んでしまったので、バルシャがルド＝ルウのほうに視線を戻す。

「町には下りるなって話だったけど、まさかこの家から一歩も出るなとかは言わないだろうねえ？」

「さあ、どうなんだろうな。さすがに貴族どもも昼間から手下を忍しのび込ませることはできねーだろうけど。家の中にいるのが一番安全ってのは確かだろうな」

「冗じよう談だんじゃないよ。四日間も外に出れないなんて、退たい屈くつすぎて死んじまうさね」

「そういう話は、親父にしてくれ。……ま、退屈だったら薪まきでも割ってりゃいいんじゃねーの？」

　それはルド＝ルウの軽口に過ぎないように思えたが、バルシャはたいそう嬉うれしそうに瞳を輝かせた。

「そうそう、そういう身体を使う仕事でもやらせてもらえるなら文句はないよ。何の仕事も果たさずに寝ねる場所と食事をふるまわれるってのも落ち着かない話だしさ。何とかあたしが退屈せずに済むように、あんたからも親父さんにお願いしてもらえないもんかね、坊や？」

「坊やじゃねえ。ルド＝ルウだ」

「ああ、立派な狩人を坊や扱あつかいするのは失礼だったね。どうかお願いするよ、ルド＝ルウ」

　すると、ルド＝ルウのほうもちょっと楽しそうに、にやりと笑った。

「あんたは何だか、不思議な人間だな。普ふ通つうの町の人間よりは、やっぱり俺たちに近いみたいだ」

「そりゃあ、あたしも狩人の端はしくれだからね。一度は故郷を捨てた身だから、この魂たましいはマサラにあり、とまでは言えないけど……それでもやっぱり、賑にぎやかすぎる町よりは山の中のほうが落ち着くのさ」

　確かにバルシャは、町の民とも狩人ともつかない、不思議な雰囲気の持ち主なのかもしれなかった。

　森辺の民ほど純じゆん朴ぼくではないようだが、どこかに自由な魂を感じる。都の貴族に対しても、恐れているというよりは、あんな連中に関わるのは馬ば鹿からしい、とでも考えているようなたたずまいだ。

　愛する伴侶を失ってしまったことに関しても、狩人が森に朽くちるのと同じこと――という風にとらえているのだろうか。少なくとも、彼女がそれでも豪ごう放ほうにふるまっていられるのは、薄はく情じようさではなく強きよう靭じんさが要因になっているように、俺には感じられた。

「ま、明日の話は明日にしようぜ。いいかげんに夜も更ふけてきたから、今日のところは寝ちまおう」

　と、ルド＝ルウは刀を手に取り、立ち上がった。

「あんたと坊ぼう主ずは奥おくの部屋だぞ。いちおう俺とシン＝ルウで見張らせてもらうから、くれぐれもおかしな真似はしないでくれよな」

「ああ、せいぜいぐっすり休ませてもらうよ」

　他の人々も、それにならって腰こしを上げる。

　で、立ち上がる必要のない俺とアイ＝ファの姿を、ルド＝ルウが見下ろしてきた。

「アスタとアイ＝ファは、いっつも広間で眠ねむってるんだっけ？　部屋はいくらでもあるのに、変わってるよな」

「……ファの家には物を置く部屋しかなかったので、昔から広間で眠るのが常であったのだ」

「そっか。まあ好きにやってくれ。俺たちのことは気にしなくていいからよ」

　と、口笛でも吹きだしそうな様子でルド＝ルウは他の三名とともに去っていく。

　広間の奥には通路があり、バルシャたちはそちらにある個室で休むのだ。カミュア＝ヨシュを全面的には信用していないドンダ＝ルウであるので、ルド＝ルウとシン＝ルウは彼らを監視しつつ交代で眠るのだろう。

　で、広間に残された俺たちである。

　静せい寂じやくが、何やら重苦しい。

「あー……それじゃあ、俺たちも休むとするか？」

「うむ」と応じつつ、アイ＝ファは動かない。金きん褐かつ色しよくの髪かみもきりりと結ゆいあげたままだ。

　しかたないので、俺はお先に身を横たえることにした。

　そして、思う。たとえマサラでは女狩人の存在が許されていたとしても――そして、バルシャが子を生しながら狩人としての仕事を続けていたとしても、そんな話は俺たちには関係ないのだ、と。

　俺はこの世界で嫁を娶めとる覚かく悟ごが決まっていない。

　そしてアイ＝ファは、狩人として森に朽ちる覚悟を固めている。

　そんな俺たちは、これまで通りの関係を続けていくのが正しいことなのだ――たぶん。

（でも……本当のところは、どうなんだろう）

　アイ＝ファの気持ちは、アイ＝ファにしかわからない。

　そして、それ以上に不明であるのが、自分自身の気持ちだった。

　自分はいずれ、この世界から消えてしまう人間かもしれない。そもそもどういう法則に則のつとってこの世界に存在しているのかもわからない。そんな俺が覚悟もなく、嫁を娶ったり、子供を生したりするのは間ま違ちがったことだろう。

　だけど、覚悟とは何だ？

　いずれ消えてしまうかも、なんて、いずれ死んでしまうかも、というのと何が異なるのだろうか？

　俺は昨日まで、アイ＝ファのいない数日間を過ごすことになった。まるで生きた心地ここちのしない、それは想像を絶する苦く悩のうに満ちた数日間だった。あのままアイ＝ファと永遠に会えなくなってしまっていたら――俺は後こう悔かいせずにいられただろうか？

　アイ＝ファを失いたくないという思いを胸の中に秘ひめ、それでも礼節や倫りん理り観かんといったものどもで、最後の一線だけは踏み越えないように身をつつしみ――それで俺は、後悔せずにいられるのだろうか？

　そのとき、背中に熱を感じた。

　しかしそれは想定内の出来事であったので、俺もそれほど驚おどろいたりはせずに済んだ。

　ただ、心臓だけが高鳴っていく。

「何も言うな」と、首のすぐ後ろからアイ＝ファの声が聞こえてきた。

　アイ＝ファが、ぴったりと俺の背中に寄より添そっているのだ。

　その指先が、俺の肩のあたりをきゅっとつかんでくる。

「こうしてアスタとともに在ることができて、私は幸福だ」

　アイ＝ファは静かにそう言った。

「アスタとともに過ごせる今の生活に、私は何の不満も持ってはいない。私はすでに、満ち足りている。……それは偽いつわりのない本心だ」

　俺も心からそう思っているよ、と俺は心の中で答えた。

　その幸福のさらに先に、足を踏み込む覚悟が俺にあるのか。

　それ以上のものを求める気持ちが、アイ＝ファの中には存在するのか。

　そんな疑問を胸の奥おく深ふかくに投げかけられることになった、今宵はそんな一夜だった。







第二章★★★再開
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　翌日の、白の月の十一日。

　予定通りに、俺おれは屋台の商売を再開させていた。

　リフレイアに誘ゆう拐かいされたのが白の月の五日であったから、実に六日ぶりの商売だ。

『ギバ・バーガー』のほうはこれまで通りレイナ＝ルウたちにおまかせして、俺が受け持つのは『ミャームー焼き』の屋台である。準備した数量は、百食分だった。

　以前の休業日明けにもちょうど同数の料理をさばいた実績があるので、思いきってそれだけの数を準備することにしたのだ。明日からは、今日の売れ行きを見てそれぞれの数量を設定しよう、という話にもなっていた。

「いやー、やっぱりひさびさだと勢いが違ちがうね！　あの、家長会議で店を休んだとき以来の客入りだったんじゃない？」

　俺のかたわらで、ララ＝ルウが笑っている。本日は、彼女が俺の屋台を手伝ってくれることになったのだ。
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　朝一番のラッシュを乗のり越えたところで、すでに四十食分の『ミャームー焼き』が売れていた。これなら大量の売れ残りを出すことにもならないだろう。俺としても、一安心という心境である。

『ミャームー焼き』は数日ぶりの販はん売ばいということで、南の民のお客さんを中心に、とても喜んでもらえている様子だった。そういったお客さんたちの笑え顔がおを見ているだけで、俺のほうも胸がいっぱいになってしまっていた。

　宿屋に料理を卸おろすという仕事もやりがいという意味では負けていなかったが、やはりお客さんたちの笑顔を間近で見ることのできる屋台の商売というのは、何にも代え難がたい充じゆう足そく感を俺にもたらしてくれるのである。

　そんな喜びと充足感を胸に、俺は隣となりの屋台で一息ついているレイナ＝ルウのほうを振り返った。

「レイナ＝ルウ、そっちのほうはどうだったのかな？」

「はい。こちらは昨日までとほとんど同じで、三十食ていどです」

「三十食じゃなくて、二十八食だヨ。昨日は三十四食で一昨日は三十七食だったから、やっぱり売り上げに影えい響きようが出てるんだネ」

　と、ツヴァイが忌いま々いましげに口をはさんでくる。

　レイナ＝ルウはけげんそうにその小さな姿を見下ろした。

「ツヴァイ、あなたは何かとアスタにつっかかるけれど、そもそもわたしたちはアスタに料理の手ほどきを受けたからこそ、このように商売ができているのよ？」

「そんなことはわかってるサ！　別に何の文句を言ってるわけでもないでショ!?」

　ピイピイと甲かん高だかい声でさえずる、相変わらずのツヴァイである。

　だけど俺は森辺の民らしからぬ経済観念を有しているこの少女のことが割り合い気に入っていたし、スンの本家という歪ゆがんだ環かん境きようで生まれ育ったことを考えれば、ひねくれ加減も許容の範はん囲い内ないであると考えていた。

　ともあれ、レイナ＝ルウたちは俺が店を再開させても二つの屋台を維い持じさせていたので、以前よりも一名多いこのメンバーで商売に取り組むことになったのだった。

『ミャームー焼き』の屋台は、俺とララ＝ルウ。『ギバ・バーガー』の二つの屋台は、レイナ＝ルウとシーラ＝ルウとツヴァイ。中天からは、俺とレイナ＝ルウが屋台を離れるので、リィ＝スドラとアマ・ミン＝ルティムに手伝ってもらう段取りになっている。

　かつては女手が少ないために屋台を手伝うことのできなかったルティム家であるが、ツヴァイとその母オウラを家人として迎むかえたために、若じやつ干かんのゆとりが生じたらしいのである。

　で、形式上、ファの家が銅貨で雇やとっているのは、ララ＝ルウとリィ＝スドラの二名のみであった。それ以外の女衆は、あくまでルウ家の仕事として商売に励はげんでいるのだ。

　自分たちの力と判断でミラノ＝マスと契けい約やくを果たし、料理を準備して、それを販売している。ツヴァイあたりが心配するまでもなく、その売り上げはすべてルウ家の資産である。これでファの家の収入は半減してしまうことになるが、もちろん俺にもアイ＝ファにも不満はなかった。

「……ひさびさの商売はどうだ、アスタよ」

　と、護衛役のアイ＝ファが低い声で問うてきた。

『ギバ・バーガー』の屋台のほうでは、シン＝ルウが立っている。

　今日の護衛役は彼かれらとルド＝ルウを含ふくむ六名で、残りの四名は背後の雑木林に潜ひそんでその役を果たしているのだ。

「うん、やっぱり気持ちが晴れ晴れとするよ。何とか今回の一件も丸くおさめて、ずっと宿場町での商売を続けていきたいものだよな」

　アイ＝ファはちらりと俺の顔を見てから、こらえかねたように微笑をもらした。

「……本当に、幸福そうな顔をしているな」

「うん、おかげさまでな」

　一夜が明けると、アイ＝ファはすっかり常態に戻もどっていた。

　バルシャの存在は、たぶん俺だけではなくアイ＝ファの心にも小さからぬ波は紋もんを投げかけたのだろうと思うのだが――何にせよ、そのような内心を人前で見せるようなアイ＝ファではなかったのだ。

　とにかくアイ＝ファの笑顔はとてもやわらかくて、俺にいっそうの力を与えてくれた。

　そして、それに気づいたララ＝ルウが背せ伸のびをして俺の耳もとに口を寄せてきた。

「ね、最近はアイ＝ファもますます感情を見せるようになってきたよね。たまーにだけど、ルドと大声でやりあったりもするしさ」

「そうだね。アイ＝ファもアイ＝ファなりに、みんなと打ち解けてきてるんだと思うよ」

　本当は、アイ＝ファの表情の多た彩さいさはこんなもんじゃないんだけどなあなどと思いつつ、俺は小声でそのように答えてみせた。

　ララ＝ルウは嬉しそうに、にっと笑う。

「男衆だと、アイ＝ファみたいにむっつりしてるのも珍めずらしくはないし。そう考えたら、アイ＝ファは狩人かりうどらしい人間だっていうだけで、冷たい人間なわけではなかったってことなんだろうね」

「ひどいな。ララ＝ルウはアイ＝ファのことをそんな風に思っていたのかい？」

「ふん！　あたしたちは実際に冷たくあしらわれたりもしてたんだから、これ見よがしに仲良くしてたアスタに文句を言われる筋合いはないと思うけど？」

「これ見よがしにってのもひどい言い草だなあ」

　すると、アイ＝ファが再び「アスタ」と呼びかけてきた。

　ララ＝ルウとの内ない緒しよ話ばなしを聞かれてしまったのかと俺は首をすくめかけたが、そうではなかった。見覚えのある人物が、北の方角から近づいてきていたのだ。

　白しら髪がまじりの頭をして、がっしりとした体たい躯くを煤すすだらけの粗そ末まつな装束で包つつんだ、初老の西の民たみ――トゥランのミケルである。

「ああ、ミケル……」と言いかけた俺の言葉が、「本当に出戻ってきたのだな」というぶっきらぼうな声にさえぎられる。

「貴族に捕らわれながら出戻ってこられるとは悪運の強いやつだ。おまけにのうのうと商売を再開させるなんて、正気の沙さ汰たとも思えんな」

　相変わらず、頑がん固こで不ふ機き嫌げんそうなミケルであった。樫かしの木に彫ほり込まれた彫ちよう像ぞうのように厳いかつい顔にも、変わりはない。その変わりのなさが、俺にはたいそう嬉しかった。

「すみません、このたびは色々とご面倒をおかけしてしまって――」

「まったくな。人の忠告を聞かぬからこのような目にあうのだ。今回は運良く助かったようだが、貴族を敵に回したらただでは済まんのだぞ」

　そこでアイ＝ファが「トゥランのミケルよ」と進み出た。

　俺は一いつ瞬しゆんひやりとしてしまったが、案に相そう違いして、アイ＝ファはミケルに目で礼をした。

「このたびアスタが無事に戻ってこられたのは、あなたの尽じん力りよくもあってのことだ。ファの家の家長として、あなたに礼の言葉を述べさせていただきたい」

「……何のことだか、わからんな。俺は見も知らぬ赤毛の子供にトゥラン伯はくの屋や敷しきの場所を問われたから、それを教えてやっただけのことだ」

「それがアスタの身を救ったのだ。再三、貴族には関かかわるなと説いていたあなたがそのような形で力を貸してくれたことを、私たちは決して忘れぬだろう」

　ミケルはむすっと黙り込んでしまった。

　アイ＝ファはもう一度目礼をしてから、引き下がる。

「何にせよ、俺は貴族との揉もめ事ごとに関わる気はない。腹が減ったから、軽食を買いに来ただけだ」

　そう言って、ミケルは屋台に赤銅貨をびしりと置いた。

「はい、毎度ありがとうございます。……あの、ジーダはそれ以降、姿を現していないのでしょうか？」

「現れるわけがないだろうが。あの子供は宿場町で行方ゆくえを追われている罪人なのだろう？　俺だって、罪人などに用事はない」

　俺はジーダのために釈しやく明めいしたかったが、あまり往来で話せるような内容でもなかったので、大人しく『ミャームー焼き』をこしらえることにした。

　それを口にしたミケルが、秀ひいでた眉まゆの下でぎらりと両目を光らせる。

「こいつは、味が変わっているな。……タウ油を使ったのか」

「はい。さすがにミケルの舌は誤ご魔ま化かせませんね」

　前々から、俺は『ミャームー焼き』の漬つけ汁じるにタウ油を加えたくて、うずうずしていたのだ。

　しかし、好評をいただいている料理のレシピを軽はずみに変へん更こうしたくもなかったので、五日間も休業することになった今回の事態を好機ととらえて、初めて施し行こうに踏み切ったのである。

　食材費に大きな影響が出てしまわないていどの控ひかえめな量に過ぎないが、それでも味は向上したと思う。『ミャームー焼き』は生しよう姜が焼きから着想を得た料理であるので、本来であればタウ油に味のベースをおまかせしたいぐらいの心境であったのだった。

「宿場町でもそんな上等な調味料を扱うことができるのか。これなら、味がよくなるのが当たり前だ」

「はい。ジャガルと縁のあるお人であれば、宿場町でも購こう入にゆうすることはできるらしいのです。もちろんそれなりの値段になりますので、むやみに使うことはできないのですが」

「……ふん」と鼻息をふきつつ、ミケルはゆっくりと『ミャームー焼き』を食していく。

　その姿を見つめながら、俺は頭に浮うかんだ想念を口にしてみた。

「あの、ミケルはロイという人物をご存知ではないですか？」

「ロイ？　……そんな名は、知らん」

「そうですか。実は、俺が捕とらわれた屋敷に料理人としてその人物が雇われていたのです。あちらはミケルのことを知っているような素振りでした」

　あまり前歴について触ふれるべきではなかったかなとも思ったが、ミケルはべつだん気分を害した様子もなく――というか、元の通りの不機嫌そうな表情で口を動かしていた。

　その下した顎あごが、ふいにぴたりと動きを止める。

「そういえば……俺が《白き衣の乙おと女め亭てい》で働いていたときに、そのような名前の見習いの小こ僧ぞうがいたような気もするが……」

「はい。彼もその店の名前を口にしておりましたよ。ちょっとくせのある褐かつ色しよくの髪をした、俺と同じような体格の青年です。たしか年ねん齢れいは、十九と言っていました」

「ほう、あの小僧がな。……そんな若さであの屋敷に招かれるとは大したものだ」

　さして関心もなさそうに、ミケルは食事を再開させた。

「しかし、あの屋敷に招かれてしまったからには、主人のための料理を一生作り続けるか、あるいはすべての名めい誉よを剥はぎ取とられて追い出されるかの道しかない。あそこを追い出された料理人はもう二度と城下町では雇やとい入れぬ取り決めになっているから、文字通り命運をかけてしまっているわけだな」

「……そんな理り不ふ尽じんな取り決めが存在するのですか。かえすがえすも、ひどいやり口ですね」

「文句があるなら、ジェノスを出ていけばいい。その町の掟おきてを作るのはその町の貴族なのだから、平民なんぞが逆らっても馬鹿を見るだけだ」

「それじゃあ、あなたは――」

　どうしてジェノスを出ていかなかったのですか、と言いかけて、やめた。これ以上、ミケルの苛か烈れつな過去を根ね掘ほり葉は掘ほり聞くべきではない、と思えたからだ。

　しかしミケルは強い目つきで俺のことをにらみつけながら、言った。

「俺にも、家族がいたからな。そいつが一人で生きていけるようになるまでは、逃にげることもくたばることも許されんのだ。お前だって、しがらみがあるからジェノスを出ていくこともかなわぬのだろうが？」

「……はい」

「だったら、家族に迷めい惑わくをかけぬよう、身をつつしめ」

　そんな風に言ってから、ミケルはぐっと身を乗り出してきた。

「そのようなことよりも、お前はあの館やかたの主人に料理を差し出してしまったのか？　町では、その娘こそが犯人であったという話が流れているようだが」

「ええ。父親のほうは、一口たりとも口にしていないはずですよ」

「そうか。ならば、俺の忠告を忘れぬことだ。お前の腕うで前まえを知られてしまったら、今度こそ石いし塀べいの外には戻ってこられぬだろうからな」

　気に入った料理人は何としてでも我わが物とし、それを断られれば料理人としての未来を絶つ。そのあげく、期待に応こたえられなかった料理人は城下町から追放――と、聞けば聞くほど理不尽なやり口だ。

「あの御仁は、どうしてそこまで美食にこだわるのでしょう？　ミケルの話をうかがっていると、普通では考えられないほどの執しゆう念ねんであるように感じられてしまうのですが」

「ふん……誰だれだって死ぬのは恐おそろしいものなのだから、どれほど執念を燃やしたっておかしなことはあるまい。あれほどの富を持つ男ならば、なおさらいつまでもこの世に君臨していたいと願うものなのだろうさ」

　言っている意味が、今ひとつ理解しきれなかった。

　ミケルは最後の一口を呑み込んでから、また俺の顔をにらみつけてくる。

「お前はあの男と顔をあわせていないのか？　あの男は、病びよう魔まに蝕むしばまれている。贅ぜい沢たくな貴族だけが患わずらう、内臓の病だ。……その贅沢な食事のせいで患った病魔を、さらなる贅沢さで克こく服ふくしようと四苦八苦しているのだろうよ」

　俺は、言葉を失ってしまう。

　まるで病人のような顔色だ、とは思っていたが――サイクレウスは、本当に病魔を抱かかえ込んでいたのだ。

（それで、あんなに青黒い顔色をしてるってことは……まさか、腎じん臓ぞうか？　それとも、肝かん臓ぞうか？）

　どちらにせよ、いったん患ってしまったら回復の難しい臓器である。

「……お前はあの館の厨くりやで働かされていたのだろうが？　だったら、シムから取り寄せた薬草や、ギャマの臓物の干ひ物ものなんぞといった薬やく膳ぜんの材料を山ほど見せつけられたのではないのか？」

「い、いえ、俺は使用人のための料理を作る小さなほうの厨で働かされていたんです。砂糖や、蜜みつや、油など、珍しい食材はたくさんありましたが、そこまで特別な材料は準備されていなかったと思います」

「ふん。あの男にとっては宝物蔵に等しい厨には、さすがに踏み入ることは許されなかったわけか。そいつは幸いなことだったな」

　ミケルは半分まぶたを閉ざし、何もない虚こ空くうをにらみすえた。

「贅沢な食事で患った病なのだから、贅沢さを捨てるのが一番賢かしこいやり方だ。しかし、ありあまる富を持つあの男は、それと逆のやり方を選んだ。大陸中からあらゆる食材をかき集めて、病魔を癒いやすための食事を作らせているのだ。苦い薬草の汁しるをすするだけの生などは、あの男には我が慢まんがならなかったのだろう」

「だ、だけどそれなら、タウ油や砂糖や乳にゆう脂しなんかは必要ないのではないですか？　いったいどういう病なのかはわかりませんが、贅沢な食事に原因があるならば、塩や砂糖や油をひかえるべきだと思います」

「……それが許せないからこそ、塩や砂糖や油を打ち消すような薬草なども料理に盛り込んでいるのだろうさ。あの男は、病魔を患っても美味うまい食事を食べるという欲求を捨て去ることができなかったのだ」

　ミケルは強く首を振ふり、自分の右手の指先を逆の手で握にぎり込んだ。

　サイクレウスの申し出を断ったため、筋を切られて満足に動かすことができなくなってしまった、右手の指だ。

「土台、あのようなやり方で病魔を克服できるわけがない。人間の身体を壊こわすための料理を作り続ける一生など、俺は御ご免めんだ。……まあ、あれでは俺よりもあの男の生命のほうが先に尽つきてしまうのだろうがな」

　そしてミケルは、普ふ段だんの不機嫌そうな顔つきに戻って、あらためて俺をにらみつけてきた。

「……余計な口を叩たたきすぎた。何にせよ、真っ当な料理人として生きていきたいなら、あのような男には関わるな」

「はい」

　ロイの姿を思い浮かべながら、俺はうなずき返してみせた。

　ロイは、この事実を知っているのだろうか。知った上で、調理技術の研けん鑽さんに励んでいるのならば、俺あたりが心配をする筋合いもないのだが――そうでなかったら、彼の行く末も危あやぶまれてしまうところだった。

「……それでは、放っておいてもあの貴族の生は長くない、ということなのだろうか？」

　と、ふいにアイ＝ファが口をはさんできた。

　ミケルは横目でそちらをにらむ。

「そのようなことを、俺が知るわけはない。食事の毒よりも薬がきけば、五年や十年は生き永らえるかもしれんからな。……それに、あの男の妄もう執しゆうは娘むすめにもしっかり引ひき継つがれてしまっているようではないか？」

　言いながら、俺とアイ＝ファの姿を見比べる。

「あの男が死んでしまったら死んでしまったで、次の当主はその娘ということになるのだろう。そうしたら、またぞろお前は厄やつ介かいな相手につけ狙ねらわれてしまうのかもしれんな」

　サイクレウスの娘である、リフレイア。あの少女もまた、美食に取り憑つかれてしまった存在なのだろうか。

　あまりに色々なことを聞かされすぎて、俺は気持ちも考えもなかなかまとまらなかった。

「かなうことなら、こんな町は出ていくことだ。……まあ、それがかなわぬというのなら、お前が再び石塀の中にさらわれるまでは料理を買いに来てやろう」

　そんな言葉を残して、ミケルはさっさと立ち去っていった。




◇




　中天である。

　リィ＝スドラとアマ・ミン＝ルティムに屋台の業務をバトンタッチした俺とレイナ＝ルウは、アイ＝ファたち六名の護衛役とともに、《玄げん翁おう亭てい》へと出立した。

　しかし、本日の責任者は、あくまでレイナ＝ルウである。俺は、ヴィナ＝ルウやララ＝ルウが受け持っていた調理助手の立場で同行させてもらっているのだった。

　俺の仕事は明日からでも再開させていただくことも可能であるが、白の月の十五日以降はまたどうなってしまうかわからない。そのあたりの複雑な事情を説明させていただくために、本日は同行させてもらうことにしたのだ。

「だけど、もしもまたアスタが宿屋での仕事を受け持つようになったら、誰がそれを手伝うことになるのでしょう？　現在、ファの家の手伝いをしているのはララとリィ＝スドラのみということになるのですよね？」

　レイナ＝ルウがそのように問うてきたので、俺もちょっと考え込むことになった。

「その場合は……俺とララ＝ルウで宿屋を巡めぐることにして、アマ・ミン＝ルティムもファの家で雇うっていう形になるのかな」

「そうですか。やはりわたしやシーラ＝ルウではなく、ララがアスタに同行することになるのですね」

「うん。いまやレイナ＝ルウとシーラ＝ルウはルウ家の屋台の責任者をまかされている身だからね。その二人を俺の仕事の助手として扱うわけにはいかないだろう？」

　すると、見る見る内にレイナ＝ルウの面が悲しそうに曇くもっていってしまう。

「あれ？　それだと何かまずいかな？」

「はい。わたしとシーラ＝ルウには、やはりまだまだアスタの手ほどきが必要だと思うのです。このままでは、ぎばばーがーとぎばすーぷ以外の料理を向上させるのも難しくなってしまうので……アスタが宿屋の仕事を受け持つ日も、ララではなくわたしやシーラ＝ルウを同行させていただきたいと考えていたのですが……」

「ああ、そうか。レイナ＝ルウたちがそんな風に考えているなら、俺も責任者とかにこだわるつもりはないんだけど」

　ちなみに本日も、俺が抜ぬけた後はララ＝ルウとシーラ＝ルウがポジションを入いれ替かえている。現時点で『ミャームー焼き』をきちんと焼き上げることができるのは、俺とシーラ＝ルウしか存在しないためである。

　こうして俺が屋台を離はなれる日はシーラ＝ルウを頼たよらざるを得ないので、なおさらもう一人の責任者であるレイナ＝ルウを調理助手に任命してしまうのは忍びない、と考えていたのだが――本音を言えば、俺だってレイナ＝ルウとシーラ＝ルウにはもっともっと経験を積ませてあげたいところであった。

「うーん、そうだなあ……たしか、リィ＝スドラももう間もなく『ミャームー焼き』を完全にまかせられるようになるはずなんだよね。それなら確かに、シーラ＝ルウが宿屋を巡ることも可能になるのか」

「はい。……わたしはいまだその技術を習得できていないので、ちょっと悔くやしいところなのですが」

　レイナ＝ルウは、まだ商売用の少し濃こい味付けをした『ミャームー焼き』の焼き加減を習得できていないのだ。

　が、彼かの女じよは屋台の商売に参加してから日が浅く、『ギバ・バーガー』を専門に担当しており、なおかつ午後からは宿屋を巡る仕事のほうを受け持っていたのだから、いたしかたがない。

「それだったら、まずはレイナ＝ルウも『ミャームー焼き』を同じ味で作れるように修練を積んでもらって……それでもって、シーラ＝ルウが宿屋で『ギバ・スープ』を作れるようになれば、かなり自由度が高くなるかな」

　レイナ＝ルウとシーラ＝ルウなら、数日ていどでその技術を身につけることは可能だと思える。

「で、俺は俺で毎日《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》にも出向きたいからさ。俺を軸じくにして、レイナ＝ルウとシーラ＝ルウが順番に宿屋まで同行してくれれば、すべてが丸くおさまるかもしれない。今日みたいにレイナ＝ルウたちが責任者のときは俺が助手で、俺が責任者のときはレイナ＝ルウたちが助手っていう形でね」

「はい。そうしていただけると、わたしもシーラ＝ルウもとても嬉しいです」

　とても悲しげな顔をしていたレイナ＝ルウが、ぱあっと明るい笑えみを広げる。

「……でも、このような取り決めも貴族との会談が上手うまくいかなければ、すべて無む駄だになってしまうのですよね」

「うん。そうならないように、ドンダ＝ルウやカミュア＝ヨシュたちは頑がん張ばってくれているけれど、どんな結末になるかは想像もつかないからね」

「仮に解決に時間がかかってしまっても、これまで通りモルガの森辺に留とどまることができて、またいずれこのように商売をすることができるようになれれば、わたしはそれで満足です。……アスタの行方が知れなかった数日前までと比べれば、心もうんと軽いですし」

　そう言って、レイナ＝ルウはいっそう無む邪じや気きそうに微笑ほほえんだ。妹であるリミ＝ルウを思い出させる、屈くつ託たくのない笑顔である。俺も素す直なおに「ありがとう」と返すことができた。

　と、そこでうなじのあたりに視線を感じたような気がしたので、後方を振り返る。

　誰も俺を見つめてはいなかった。ただ、アイ＝ファが口をへの字にして、鋭するどい眼光を道行く人々に向けている。狩人としての反射神経で、俺が振り返るよりも早く視線をそらしてのけたのであろうか。

「どうかしましたか？」と、レイナ＝ルウに不思議そうに問われたので、俺は「何でもないよ」と首を振っておいた。

（アイ＝ファだって、俺とレイナ＝ルウが料理や商売を通じて健全な関係性を構築することができれば、喜ばしいことだと思ってくれるだろう……たぶん）

　そうこうしている内に、俺たちは《玄翁亭》に到とう着ちやくした。

　が、俺はその場で溜息をつきたくなってしまった。

　小さめの家屋が並ぶ住宅区域の細い街路に、またしても巨きよ大だいなダレイム伯はく爵しやく家けのトトス車が停車していたのである。

「やあやあ、お待ちしていたよ、アスタ殿どの。さっそく話を詰つめようじゃないか」

　ネイルの案内で食堂におもむくと、本日はポルアースともう一人、痩やせていて身なりのいい初老の男性が三名の武官たちとともに待ち受けていた。

　二度目の溜息をこらえつつ、俺はポルアースの正面に座する。

「いったい今日はどうされたのですか？　必要な話はすべて昨日お伝えできたと思うのですが……」

「うん。君の教えの通りに、みごとポイタンを焼きあげることができたよ！　今は焼いたポイタンと、焼く前のポイタンの保存性というやつを確かく認にんしているところさ。煮に詰つめて粉状に乾かわかしたポイタンが、挽ひいたフワノと同じぐらいの保存性を持っていてくれると助かるのだけれども、さてさてどうなることだろうねえ」

　すでにそこまで話を進めているのかと、俺は少々面食らうことになった。

　しかも、粉状のポイタンの保存性というやつは、俺も前々から確認したかった項こう目もくでもある。

「それでね、商品としてのポイタン粉を売り出すのは、農園での収しゆう穫かく量りようを上げる算段が立ってからになるから、まずはその前段階として焼いたポイタンの味を宿場町に広めようと思うのだよ！　現在はサトゥラス伯爵家にも協力をいただいて、フワノの代わりにポイタンを扱ってくれそうな宿屋と屋台を選別している最中なのだけれども、それ以外にも、自分たちで料理を売り出そうと画策しているのだよね」

「自分たちで？　屋台でも開こうという計画なのですか？」

「そう！　とにかく注目を集めるには、美味なる料理を売り出すのが一番だからね！　森辺の民が売り出している料理も宿場町ではたいそうな評判であるようだけれども、いかんせん、ギバの料理では西の民に忌き避ひされることも多いはずだ。かくいう僕ぼくも、まだその料理を口にする覚悟は固められずにいるからねえ」

「はあ……」

「そういったわけで、僕は城下町で手に入る食材をふんだんに使って、そいつを売り出そうと考えたのだよ。そこの商売で稼かせぎを出す必要はないから、採算度外視で豪ごう華かな料理を売り出せばいい、とね。……しかし、うちの料理長にそれはならじとたしなめられてしまったのだよ」

　どうやらポルアースのかたわらにひっそりと控えている初老の男性が、その料理長であるらしい。

　アイ＝ファやシン＝ルウといった森辺の狩人たちを前にして、いくぶん緊きん張ちよう気味の顔をしたその人物が、ハッとしたように背筋をのばした。

「こちらがその、ダレイム伯爵家の厨をまかせている料理長のヤンという者だ。ヤン、君の話をもう一度聞かせてもらえるかな？」

「はい。……失礼ながら、高価な食材を使ってしまえば上等な料理に仕上がるのが当然であります。それで評判を呼んだところで、ポイタンの存在などかすんでしまうことでしょう。宿場町で料理を売り出すならば、宿場町でも取り扱いのできる食材のみを使うべきだと思います」

「と、このような感じなのだよ。それで、宿場町ですでに成功をおさめているアスタ殿にご意見をうかがうために、こうして待ち受けていたのだよね」

「なるほど。そいつは道理ですね。でも、自分の場合はギバの肉に助けられている面が大きいのですよ。ギバの肉はたっぷり脂あぶらものっていますので、それだけでカロンの足肉やキミュスの皮のついていない肉よりは上等な食材ということになるのでしょう」

「ああ、皮のないキミュスの肉は味気ないものねえ。カロンの足肉なんて、僕は口にしたこともないけれども……」

「カロンの足肉は宿場町に、それ以外の肉は城下町に、というのが長年の習わしでありますからな」

　ヤンが、いくぶん固い声こわ音ねで応じる。

　ポルアースの半分ぐらいしか体積のなさそうな細身の人物であるが、その痩せた面には何かしらの矜きよう持じや意地といったものが浮かんでいるように感じられた。

「そもそもこのヤンという人物はね、城下町の住人でありながら、高価な食材というものに反感を抱いだいてしまっているのだよ。本当に高価で貴重な食材というものはサイクレウス卿きようにゆかりある料理人に買かい占しめられてしまうため、料理の味は食材の金額で決まるものではない！　という信念を抱いてしまったようなのだよね」

「そうですか。それはとても共感のできる信念だと、俺には思えます」

　俺は本心からそのように言うことができた。

　城下町にもそのように気骨のある料理人が存在するというのは、驚きだ。

「しかし、それでは評判を呼ぶような料理を作りあげるのは難しい、ということになってしまうのかなあ。宿場町には、レテンの油もママリアの酢すもジャガルの砂糖も置いていないのだろう？　それではまともな料理など作りようもないように思えてしまうねえ」

「いや、ちょっと待ってください。自分もちょうどギバ肉だけでなく、カロンやキミュスを使った献こん立だての研究に取り組んでいたところなのです。それで、まずはカロンの乳を宿場町で取り扱あつかえないかと画策していたのですが――カロンの乳から乳脂や乾かん酪らくを加工するのは難しいことなのでしょうか？」

「乾酪をこしらえるには、まず設備を整える必要があるでしょうな。乳脂ならば、そこまでの手間もかからないでしょうが――」

　と、そこで料理長の瞳ひとみに理解の光が閃ひらめいた。

「……しかし確かに、カロンの足肉や皮のないキミュス肉には、脂あぶら身みというものが欠けています。それでレテンの油も使えなかったら、粗末な料理しか作れないのが道理でありましょう。そこに乳脂を使えれば――それだけで、料理の質を向上させることもできそうですな」

「乳脂というのは、自分たちで加工できるものなのですか？」

「人手さえあれば、可能です。まずは一晩カロンの乳を放置して、上に浮いた脂をすくい、それを革かわ袋ぶくろに詰めて叩くだけのことですから」

「ああ、そうやって水分と脂し肪ぼう分ぶんをさらに分ぶん離りさせるのですね」

　何だか俺のほうまで昂こう揚ようしてきてしまった。

「それでは、価格のほうはどうなのでしょう？　赤銅貨一枚ていどでカロンの乳をひと瓶びん買えると聞いたのですが、そこから抽ちゆう出しゆつできる乳脂は微び々びたる量なのですよね？」

「そうですな。しかし、一食あたりで使う乳脂の量など、たかが知れています。焼いたポイタンとともに乳脂の存在を知らしめることができれば、それだけで宿場町で評判を呼ぶことは可能なのではないでしょうか」

「それはいいね。何だか希望の光が見えてきたじゃないか」

　ポルアースは、にこにこと笑っている。

「ついでに、ジャガルの砂糖やタウ油などを使うことはできないのかなあ？　そうしたら、もういっぱしの料理が作れそうじゃないか？」

「俺は宿屋のご主人のつてでタウ油を扱わせてもらっていますが、砂糖というのは城下町にしか卸されていない、という話でしたね」

「そうなのかい？　砂糖というのは、そこまで高価なのかなあ？」

　ポルアースの問いに、料理長は「いえ」と首を振る。

「砂糖とて、タウ油と比べてそこまで高価なわけではありません。それよりも、サイクレウス卿が銅貨を惜おしまずに買いあさってしまっているのが問題なのでしょう。城下町に住まう我々とて、サイクレウス卿が買い残した分を何とかかき集めてやりくりしているというのが現状なのですから」

「なるほど。それだったら、ますますサイクレウス卿には失しつ脚きやくしてもらわねばねえ」

　実に穏おだやかな表情で、実に不ふ穏おんな発言をするポルアースだった。

「だけど、とにかくまずはカロンの乳か。そちらはべつだんサイクレウス卿に買い占められてはいなかったよね？」

「はい。ダバッグの商人たちにしてみても、カロンの乳などは近場の町にしか売ることはできませんからな。必要な量だけを搾しぼって、それを売りさばいているに過ぎないのでしょう」

「それじゃあ、宿場町でもカロンの乳を買いつけて、乳脂をこしらえることもできるようになるのですね」

　俺が喜びの声をあげると、何故なぜか料理長に厳しい眼まな差ざしを向けられてしまった。

「ファの家のアスタ殿と申されたか。……あなたは本当に、それでよろしいのですかな？」

「え？　何がですか？」

「乳脂を使えば、カロンの足肉でも上等な料理を作ることができるようになります。そうしたら、ギバ肉の料理は脂身がふんだんであるという利点を失うことになってしまうのではないですか？」

　そのようなことは、まったく心配していなかった。

「ギバ肉は、肉そのものも美味なんです。少なくとも、皮つきのキミュスに劣おとるものではないと思います。乳脂が登場したぐらいでギバの料理が売れなくなるようなら、それは最初から商品としての価値がなかったということになるのでしょう」

「それはまた、たいそうな自信でありますな」

「ええ。自分の料理の腕うでにではなく、ギバ肉の美味おいしさには自信を持っておりますよ」

　料理長は疑い深そうに黙だまり込み、その代わりにポルアースが笑い声をあげた。

「ご謙けん遜そんだね、アスタ殿。僕も一度だけ君の料理を口にする栄えい誉よを賜たまわったけれども、あのキミュスの揚あげ物ものは絶品だった！　その若さにして、君の腕前は卓たく越えつしているよ。だからこそ、僕はこうして君に相談しようと思いたったのだからねえ」

「はあ。ご過分なお言葉をいただき、こちらこそ光栄であります」

　そんな風に応じてから、俺は揚げ物の一言でとある疑念を思い出すことができた。

「そういえば、俺も知りたいことが一つあったのですが。焼いたフワノというのは、どれぐらい保存がきくものなのでしょう？　それに、焼いたフワノを乾かすと、食感が変化したりはするのでしょうか？」

「焼いたフワノは、一晩も経たつとカチカチになってしまうよ。フワノはやっぱり焼きたてが最高だろうねえ」

「……それでも、数日の間は腐くさることもないでしょう。短い旅であれば、そうして乾かん燥そうさせたフワノを持ち歩き、水や野菜の汁で煮詰めて食する旅人も少なくはないと耳にしたことがあります。……それでもそのようなものはポイタンにまさる味でもないので、けっきょくは安値で買えるポイタンのほうが旅人には求められるようですが」

　料理長の返答で、俺は満足することができた。

「ありがとうございます。実は、乾かしたフワノを細かく挽いて、揚げ物の衣ころもにすることはできないかなと考えていたのですよ。さっそく今日にでもフワノを購入して、一晩乾燥させてみようと思います」

　もとが小麦に酷こく似じしているフワノであるのだから、焼いたものを乾燥させた上でさらに乾から煎いりすれば、きっとパン粉の代用品としては申し分ないだろう。煎せん餅べいやピーナッツを砕くだいたものでも、パン粉の代用はつとまるぐらいであるのだ。

「焼いたフワノを乾燥させて、それをまた粉にする？　何とも珍ちん妙みような手管だねえ。そんなもので、美味しい料理を作れるのかい？」

「はい。先日に召めし上あがっていただいたキミュスの唐から揚あげに劣る料理にはならないだろうと考えています」

　これで卵も購入すれば、カツやコロッケにも挑ちよう戦せんすることができる。

　それにはギバのラードが大量に必要になるので、宿場町の商売に活用することは難しいかもしれないが――アイ＝ファたちにどのような感想がもらえるかと想像しただけで、胸が弾はずんでしまった。

　それから、ふっとミケルの言葉を思い出してしまう。贅沢な食事によって引き起こされるという、内臓の病についてである。

（……揚げ物なんていうのは、高カロリーの代表みたいな料理だよな）

　ただカロリーが高いだけならば、過か酷こくな労働に身を置いている森辺の民なので、そこまでの心配はいらないかもしれない。しかし、これまで以上の脂し質しつを含む料理というのは、やはりいささかならず心配だった。

（だったら、付け合せにはたっぷり野菜も準備して――大事なのは食物繊せん維いやクエン酸なんかだろうから、ティノや、タラパや、ギーゴあたりかな？　タウ油をアレンジすればウスターソースに似た味を作ることはできるけど、森辺の民にはシールの果か汁じゆうなんかでさっぱり食べてもらうほうがいいかもしれない）

　ミケルの言う通り、身体を壊すための料理をふるまうなんて、絶対に御免だ。

　そのようなことに思いを馳はせていると、ポルアースが「よし！」と元気いっぱいの声をあげてきた。

「それではさっそく、ダバッグに使者をやろう！　銅貨をもたせれば、明日の昼にはカロンの乳を持ち帰ることもできるはずだからね。ヤンは、明後日までに店を出せるように準備を整えておいてくれ」

「え？　明後日からもう商売を始められるのですか？」

「うん。本当だったら、明日から始めたいぐらいだったのだよ。とにかくサイクレウス卿に気取られる前に動かねばならないし、君たちだって白の月の十五日までには結果を残してサイクレウス卿の動どう揺ようを誘さそいたいのだろう？　ザッシュマ殿から、そのように聞いているよ」

「ええまあ、それはその通りなのですが……」

　しかし、白の月の十五日は、もう四日後に迫せまってしまっている。

　こんな突とつ貫かん工事で、本当に結果など残せるのだろうか。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。僕だって、父上に見捨てられるかどうかの瀬せ戸と際ぎわなんだ。ダレイム伯爵家と、森辺の民と、それにジェノスの領民すべての明るい未来のために、なけなしの力を振り絞しぼってみせるよ。まずは二日後を楽しみにしていてくれたまえ！」

　そう言って、ポルアースは最後までのほほんと笑い続けたのだった。
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　ポルアースと別れた後は特に波乱もなく、俺おれたちはその日の商売を終えることができた。

《玄翁亭》と《南の大樹亭》ではレイナ＝ルウ作製の『ギバ・スープ』とギバの生せい鮮せん肉にくを卸おろし、《キミュスの尻尾亭》ではカロンの肉を使った献立の研究に励はげみ、その裏ではシーラ＝ルウたちが屋台の商売をやりとげてくれていた。

　特筆すべきは、屋台の料理がどちらも百食分完売したことであろう。

　この勢いはいつまで続くのか、とりあえず明日も同じだけの数を準備して様子を見る他ほかない。

　そして、ミラノ＝マスはついに昨晩から『キミュスのつくね』の販はん売ばいに踏ふみ切っていた。梅干しにも似た干しキキのディップを試ためしてみたところ、これなら何の問題もないと判断を下せたのだそうだ。「おかげでカロンの肉ばかりが売れ残ってしまったわ」というのが、ミラノ＝マスからいただいた評価である。

　ということで、以前にも試作した『カロンの細切り肉炒いため』も、今こ宵よいから売り出されることになった。固いカロンの足肉を叩きまくって繊維を潰つぶし、さらに限界まで細く切り分け、アリアとティノとプラと一いつ緒しよに炒める。味付けは果実酒と、それに宿場町では有料となるピコの葉である。

　タウ油を使えればもっと味を向上させることもかなったのだが、商しよう売ばい敵がたきでもあるナウディスのつてでタウ油を購入することを、ミラノ＝マスはよしとしなかった。

「果実酒とピコの葉を使っているのだから、十分に贅沢だ。これで文句を抜かす客はいなかろう」

　ミラノ＝マスは、そのように言ってくれていた。

　これで、料理の質がいまいちであるという《キミュスの尻尾亭》の評判を少しでも覆くつがえすことができれば、幸いである。

「それじゃあ明日からは、汁しる物ものや煮に物ものなんかの献立も開発していきましょう。もともとカロンの足肉はそちらのほうが向いている食材なのでしょうから、きっと上手くいきますよ」

「でも、タウ油が使えないのは手痛いところですね。……それならば、しちゅーのようにタラパを使うのが有効なのでしょうか？」

　レイナ＝ルウのアイディアに、俺は手を打つことになった。

「タラパか。そいつはいいかもね！　じっくり煮に込めばカロンやキミュスの肉からも出汁だしは取れるだろうし、食材費がかさまないていどに色々な野菜を使えれば、かなりいい感じに仕上がるんじゃないかな」

「……おい、お前さんたちは最初の目的を忘れちまっているんじゃないのか？」

　と、ミラノ＝マスが眉をひそめて口をはさんでくる。

「お前さんたちはギバ肉を売り込むためにこそ、こんな手ほどきをしてくれているのだろうが？　キミュスとカロンでひと品ずつ立派な献立を作りあげることができたのだから、もうその用事は果たせているだろうに」

「そうでしょうか？　でも、汁物の新しい献立だって準備できるに越こしたことはないでしょう？」

「……そこまで献立が充じゆう実じつしちまったら、ギバ肉の出番なんぞはなくなっちまうかもしれんぞ？」

「きっと大丈夫です。ギバ肉の美味しさはミラノ＝マスもご存知の通りですから」

　俺は意識的に軽口を叩いてみせた。

　ミラノ＝マスは、不機嫌そうに黙り込んでしまう。

「何にせよ、白の月の十五日までに、やれることはやっておきましょう。さきほどもお話しした通り、それ以降は俺たちもどこまで商売を続けられるのかわからない状じよう況きようになってしまっていますので」

　サイクレウスの本ほん性しようを暴あばくことがかなわなければ、そこで俺たちは長きの休業を迎むかえることになってしまうのだ。

　ルウの人々に代わって、フォウやランやスドラの人々が護衛の役目を担になえるようになるまで、およそひと月――それだけの期間を休まなくてはならないかもしれない、と告げたとき、ネイルやナウディスなどは見ているこちらが身を縮めたくなるぐらい悲ひ嘆たんに暮れてしまっていた。

「だけどそのときは、ルウ家の人々が荷車を使ってギバの生鮮肉を宿屋まで運んでもよい、と言ってくれていました。それだったら、俺も家で料理を作って、それを一緒に運んでもらうことも可能かもしれません」

　そのように伝えると、ネイルもナウディスも「是ぜ非ひに！」と言ってくれていた。

　そして《西風亭》についても、白の月の十五日を過ぎなければ商売の話を進めることはできなくなってしまった、と告げることになり、ユーミに大いに嘆なげかれることになった。

「あーあ、こんなことになる前にアスタと父さんの縁えんを繋つなげておければ良かったのに……あたしたち、縁がないのかなあ？」

「そんなことはないさ！　もしも商売を続けられる状態になったら、ユーミのお父上とは是非お話をさせていただきたいと思っているよ？」

「本当に？　いったん交かわした約束を違たがえるような男は信用できん！　って、父さんはいまだに怒いかり狂くるってるんだけど」

「うん……その件については、やっぱり俺の口からもきっちり謝罪させていただくべきなんじゃないのかなあ？」

「あー、今のところはやめておいて。もうちょい頭を冷やさせないと、本当に血を見る騒さわぎになっちゃうかもしれないからさ。……とにかく、これからも宿場町で商売を続けられるように頑張ってね！」

「うん、ありがとう」

　俺自身の交流は、それで以上だった。

　さらに一点、看過できぬ出来事があったが、俺がそれを知らされたのは森辺への帰り道でのことだった。

　それは、ガズラン＝ルティムについてである。族長たちから許しを得られたガズラン＝ルティムは単身で宿場町に下り、ザッシュマと会見の場をもうけて、昨日の計略を伝えることになったのだった。

　大罪人ザッツ＝スンを操あやつっていたのはサイクレウスだったのではないか、と森辺の民たみが疑っているということ。そんな疑念をはらみながら、白の月の十五日に、森辺の民はスン家の処しよ遇ぐうをめぐってサイクレウスと会談を果たすということ。それでもサイクレウスの言葉に納なつ得とくできなければ、刀を取ってでもスン家の人々は渡わたさない、という意気込みでいるということ。

　それらの話を宿場町に広めてほしいと、ガズラン＝ルティムはザッシュマに依い頼らいしたのである。

「ふん……まあ、どのみち人の口に戸はたてられないからな。中ちゆう途と半はん端ぱな噂うわさ話ばなしなんかが流れちまうのを待つよりは、こっちできっちり正しい情報を広めたほうが、まだしも利口かもしれない」

　ザッシュマは、そのように言っていたらしい。

「了りよう解かいした。残り四日でどれほどの効果が見込めるかはわからないが、なけなしの手て駒ごまを使って話をばらまいてみよう」

　そのような会話がなされたのだということを、屋台に居残っていたシーラ＝ルウたちに伝えた後、ガズラン＝ルティムは早々に森辺へと帰っていったのだそうだ。

　事態は、着々と進んでいる。

　いったい明日からはどのような日々が待ちかまえているのか。そんな思いを胸に、俺たちはルウ家の集落へと帰き還かんしたのだった。
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「ああ、おつとめご苦労さん」

　荷車を本家の裏まで引いていくと、なんとバルシャが本当に薪まき割わりの仕事に励んでいた。

　なおかつそのかたわらでは二名の男衆が同じ仕事に励んでおり、俺としてはむしろそちらのほうに驚おどろかされることになった。

「リャダ＝ルウに、ミダ……いったい、どうされたんですか？」

　それはシン＝ルウやシーラ＝ルウの父親であるリャダ＝ルウと、ルウの家人ミダであったのだ。

「この客人は、森辺の狩人にも劣らぬ力を有している。それに刃は物ものを貸かし与あたえるならば、男衆が見張っておくべきであろうという話になったのだ」

　ドンダ＝ルウの弟とは思えぬぐらいにすらりとした体たい躯くのリャダ＝ルウが、相変わらずの沈ちん着ちやくな面おも持もちでそのように答えてくれた。黒こつ褐かつ色しよくの髪かみを後ろになでつけて、形のよい口くち髭ひげをたくわえた、渋しぶい壮そう年ねんの男衆である。

「しかし、他の男衆は今日から狩かりの準備を始めているからな。その仕事を負うことのできない俺とミダが、見張りの役を受け持つことになったのだ」

　リャダ＝ルウは足の筋を痛めて狩人の仕事から退いた身であり、ミダは足手まといにならぬよう持久力を鍛きたえているさなかであったのだ。

　聞けば納得の人選であるが、それにしても、なかなかのインパクトを持つトリオであることに間ま違ちがいはなかった。

「アスタ……たくさん料理を売ってきたのかな……？」

　割った薪まきを図太い腕に抱え込んだまま、ミダが俺を見下ろしてくる。

　いくぶん無駄肉が落ちてきたような印象はあるものの、まだまだ十分に肉風船めいた巨きよ体たいのミダである。

「うん。ひさびさの『ミャームー焼き』だったからね。たくさん準備していったんだけど、全部売り切ることができたよ」

「ふうん……」とつぶやきつつ、ミダは動かない。ただひたすらに、子こ豚ぶたのように小さな目で俺を見つめている。

　一昨日の夜、俺が数日ぶりに帰還できた夜も、ミダはこのような目で俺を見つめていた。

　俺が何者かにかどわかされたと聞いて以来、ミダはずっとぽけっとしていたそうだ。一日の仕事はきちんと果たしていたそうだが、普段以上に言葉を発しようとせず、手の空いたときなどは小山のようにうずくまったまま、ずっと虚空に視線を飛ばしていたらしい。

　で――俺が帰還して、ダン＝ルティムが登場して、ちょっとした祝しゆく宴えんのような騒ぎになってしまった頃ころ合あいで、ミダはのそのそと本家にやってきて、こう言ったのだ。

「ミダは、泣かなかったんだよ……？」

　その一言で、俺のほうこそが泣きそうになってしまった。

　ヤミル＝レイには心の一部が欠けているとまで評されていたミダであるが、他者を思いやる気持ちなどをきちんと有しているということは、すでに知れている。

　ザッツ＝スンとともに暮らしながら、他の家族のように心を歪ゆがませずに済んだのは、鈍にぶさであるのか、強さであるのか――そのようなことを考えても答えを得られるはずもなかったが、とにかくこの途と方ほうもなく巨大な身体の中には森辺の民に相応ふさわしい純真な魂たましいが宿っているのだということを、俺はまったく疑っていなかった。

「それにしても、すっげー量だなあ。まさか一日中、薪を割ってたのかよ？」

　と、俺の後ろから顔を覗のぞかせたルド＝ルウが問うと、ミダは「ううん……」と頭を震ふるわせた。咽喉のどもとや肩かたの肉が邪じや魔まをして、それ以上は首を動かすことができないのだ。

「水みず瓶がめを運んだり……毛皮をなめしたり……今日も色んな仕事をしてたんだよ……？」

「そっか。お疲つかれさん。薪割りはもう十分なんじゃねーの？　晩ばん餐さんまで休んでろよ」

「いや。仕事が済んだのならば、また俺と修練をしてくれないか、ミダよ？」

　そう言い出したのは、シン＝ルウだった。

　昨日もシン＝ルウは、護衛の役を果たしたのち、ミダと力比べの稽けい古こに励んでいたらしい。

　きっとシン＝ルウは、サンジュラの手から俺の身を守れなかったことを、心の底から悔くいているのだ。そんなシン＝ルウを横目で眺ながめながら、ルド＝ルウはがりがりと頭をかいていた。

「シン＝ルウ、お前だって昼も夜も護衛の仕事を果たしてるんだからよ。休めるときには休んだほうがいいんじゃねーか？」

「問題ない。俺はもっと力をつけたいのだ」

「うん……ミダは大丈夫だけど……リャダ＝ルウ、薪割りはもういいのかな……？」

　リャダ＝ルウは、静かな眼差しで息子むすこの思いつめた表情を見つめてから、「うむ」とうなずいた。

　そうしてミダとシン＝ルウと、他の護衛役の狩人たちも立ち去っていく。その場に居残った狩人は、アイ＝ファとルド＝ルウのみであった。

「あれ？　そういえば、あの坊ぼう主ずはどこに行ったんだ？」

「レイトという子供は、宿場町に下りたらしい。そのまましばらくはそちらで自分の仕事を果たすそうだ」

　リャダ＝ルウの言葉に、ルド＝ルウは「ふーん」と眉まゆを寄せる。

　ルド＝ルウは、いささかレイト少年の扱いを決めかねている様子だった。信用するしないの話ではなく、あんな幼い少年が師し匠しようたるカミュア＝ヨシュと同じように飄ひよう々ひようとふるまっているのが釈しやく然ぜんとせず、なおかつ心配でもあるのだろう。それは俺も、まったくの同意見である。

「それじゃあ俺たちも仕事を始めようか。よかったらまた晩餐の支し度たくを手伝わせていただきたいんだけど、ミーア・レイ＝ルウはどこにいるのかな？」

「ミーア・レイ母さんはかまどの間じゃないかな。たしか今日の当番だったはずだし」

　ララ＝ルウの言葉にうなずき、俺はギルルの手た綱づなを持ちなおした。

　とたんに、バルシャが「晩餐の支度かい？」と声をあげてくる。

「よかったら、そいつを見学させてもらえないもんかね？　いったいどうやったらあんなに美味うまい食事を作れるのか、昨日から気になってしかたがなかったんだよ」

「えーと、それにもやっぱり女衆の束ね役であるミーア・レイ＝ルウの許しがいるでしょうね」

　そんなわけで、俺たちはぞろぞろとかまどの間に向かうことになった。

　で、戸が開きっ放しであったかまどの間を覗き込もうとすると、そこから姿を現したのは、ヴィナ＝ルウであった。

「あらぁ……みんな、帰っていたのねぇ……」

「うん。ミーア・レイ母さんはいる？　アスタがまた晩餐の準備を手伝いたいって言ってくれてるんだけど」

「ふうん……母さんも、もうすぐこっちにやってくるはずだけどぉ……アスタは今日も準備を手伝ってくれるのぉ……？」

「はい。お邪魔でなければですが」

「アスタを邪魔に思う人間なんて、ルウの集落に存在するわけないじゃなぁい……？」

　そんなことを言いながら、ヴィナ＝ルウはぼんやり微笑んだ。そのたたずまいの艶つやっぽさに、俺は思わずドキリとしてしまう。

　ヴィナ＝ルウが色気に満ちあふれているのは、今に始まったことではない。フェロモンを抑よく制せいする機能が外れてしまっているのではないのか、と疑わしくなってしまうほどのヴィナ＝ルウであるのだ。

　だけど何だか、ヴィナ＝ルウは最近顔をあわせるごとに、色気の度合いを増していっているように感じられた。それも何だか、以前までとは趣おもむきが異なるような――その表情には憂うれいの色が濃くなり、とてもけだるげで、どこか心あらずであるような、そんな雰ふん囲い気きなのである。

　口数は明らかに減っているし、無邪気に微笑む姿もほとんど見られなくなった。目の前にいる人間を見つめながら、その視線はもっと遠くを見つめているようで、いくぶん焦しよう点てんがぶれてしまっている。そんな危あやうさを抱かかえ込みながら、しかしヴィナ＝ルウはこれまで以上に美しく、艶あでやかであったのだった。

（……考える時間が半年間って、そいつはちょっと長すぎたんじゃないのかな）

　ルウ家に婿むこ入いりを果たしたい、という言葉を残してシュミラルがジェノスを出立してから、いまだに十日ばかりしか経過していない。シュミラルは、どこでどのような仕事に取り組んでいるのだろう。

　そんなことを考えていると、建物の陰かげからミーア・レイ母さんがひょっこりと姿を現した。

「へえ、今日も晩餐の支度を手伝ってくれるってのかい？　そいつはありがたい話だねえ」

　ミーア・レイ母さんは、朗ほがらかに笑いながらそのように言ってくれた。

「もちろんこっちは大だい歓かん迎げいさ。だけど、毎日毎日アスタに手伝ってもらうってのも、何だか気が引けちまうねえ」

「こちらこそ、軽はずみにかまどの仕事を手伝いたいなんて言うのは森辺の習わしにそぐわないのかなと心配なところなのですが」

「そんなことは気にしなくていいよ。ルウとファの間あいだ柄がらじゃないか。水くさいことを言うもんじゃないさ」

　とはいえ、森辺の民にとっての晩餐とは、その日一日の生命を得る神聖な行こう為いでもあるのだ。ファの家の行いに肯こう定てい的てきではないジザ＝ルウなどの心境を考えると、あまり軽はずみに手を出せるものではなかった。

　しかし、ルウの集落に留まる以上、その晩餐の支度を手伝わない限り、俺の料理をアイ＝ファの口へと届けることはかなわないのである。ただでさえアイ＝ファは自分の家に戻もどりたがっていたのだから、せめて晩餐ぐらいは作ってあげたいと願ってやまない俺なのであった。
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「ぞんぶんに手伝っておくれよ。あたしたちはまたポイタンと汁物を受け持つからさ」

「ありがとうございます。みなさんに喜んでもらえるよう、頑張ります」

　だが、まずは明日の下ごしらえであった。

　レイナ＝ルウ、シーラ＝ルウ、ララ＝ルウの三名はハンバーグのパテ作りを開始して、俺は『ミャームー焼き』の肉の切り分けに取りかかる。そのタイミングでリャダ＝ルウも自分の家に戻ったので、バルシャの見張りにはアイ＝ファとルド＝ルウが残ることになった。

「ふうん。そいつがギバの肉か。何だかやたらと美味そうな色をしているねえ」

　邪魔にならぬよう隅すみっこに控ひかえたバルシャが、陽気な声を投げかけてくる。

「それに、生命がけで狩った獲え物ものをそのまま食べることができるなんて、羨うらやましい話だよ。ガージェの豹ひようは人を喰くらうから、毛皮と牙きばにしか価値がないんだよね」

「あ、やはりマサラでも肉食の獣けものは食用にならないのですか」

　このジェノスでも、腐ふ肉にくを喰らうムントやギーズは決して口にするべからずという禁きん忌きが存在するのだ。

「それは当然のことだろうさ。でも、バロバロの鳥を狩るには、どうしたってガージェの縄なわ張ばりにまで足を踏み込まなきゃならないからね。マサラで狩人としての仕事を果たすには、けっきょくガージェの豹を仕留められるぐらいの腕が必要になるわけさ」

「なるほど。山には山ごとの苦労があるのですね」

　バルシャに言葉を返しながら、俺はジャガル産の肉切り刀でギバのロースを切り分けていった。

　ちなみにこの肉は、アイ＝ファが朝方にファの家から運んできてくれたものである。俺がさらわれるまではアイ＝ファの仕事も順調であったため、まだしばらくは自前の肉で商売をすることも可能であるはずだった。

「今日の晩餐は、何なのだ？」

　切り分けの仕事を終えた頃合いに、今度はアイ＝ファが問うてきた。

「今日はひさびさに『ロースト・ギバ』にするつもりだよ。で、刻んだアリアとタウ油を基本にして、和風ソースってやつをこしらえてみようと思っているんだ」

「……そうか」

　はんばーぐではないのだな、とアイ＝ファの目が語っている。

　スープ・ハンバーグにすればドンダ＝ルウたちからも非難の声はあがらないのだろうが、それでもやっぱり心から歓かん迎げいされる献立ではない。居い候そうろうの身分としてはあまり勝手な真似まねはできないのだよと、俺も目で訴うつたえかけておくことにした。

　が、アイ＝ファはぷいっとそっぽを向いてしまう。白の月の十五日まで、残り四日間。アイ＝ファの忍にん耐たい力りよくがそこまで持つのか――そして、それを過ぎたら本当にファの家に戻ることができるのか。もしも滞たい在ざいが長引くようなら、何とかハンバーグを献立に加える手立てを見つけないと、ファの家の和を保つことも難しくなってしまいそうだった。

　その、アイ＝ファが待望してやまないハンバーグのパテ作りにいそしみながら、レイナ＝ルウが俺の手もとを覗き込んでくる。

「アスタ、その粉も晩餐で使うのでしょうか？」

　俺が調理台の上に載のせたのは、帰り道にミラノ＝マスに教えていただいたフワノ屋で購こう入にゆうしたフワノの粉だった。

「うん。今日はほんの少しだけね。……あの、ミーア・レイ＝ルウ、申し訳ないのですが、明日も晩餐の準備を手伝わせていただくことはできますか？」

「だから、申し訳ないことはないってのに。アスタの負担にならないんだったら、毎日でも手伝っておくれよ」

「ありがとうございます。それじゃあ明日のための下ごしらえもさせていただきますね」

　俺は大きめの木皿を拝借し、そこにフワノ粉と水を投入した。

　で、二日ぶりにそいつを練り上げて、フワノの生き地じをこしらえていく。

「それが、町の人間が食べているというフワノですか。やはりポイタンとはずいぶん勝手が違うようですね」

　と、今度はシーラ＝ルウが声をかけてくる。

　あまり感情を表に出さないシーラ＝ルウであるが、調理への熱意はレイナ＝ルウに負けていないのだ。

「はい。ポイタンは半分液体の状態で焼きあげますけど、フワノは焼く前から固体であるのが一番の違いでしょうかね」

　しかし形状にこだわる理由はなかったので、俺は一番手間の少ない平べったい丸型の形でフワノを焼きあげることにした。

　ポイタンと同じような質感で、ポイタンよりも白しろ味みの強い、焼きフワノがそれで完成する。ララ＝ルウやミーア・レイ母さんたちも、物もの珍めずらしげに俺の作業を見守っていた。

「で、そいつをどうするんだい？　焼いちまったら、そんなにポイタンと変わりはないみたいだけど」

「これはこのまま乾燥させます。そうしたら明日には固く干ひ上あがるらしいので、そいつを新しい料理の材料として使ってみようと考えているんです」

　焼いたポイタンは、たしか一晩ぐらい放置してもそんなに形状は変化しないと、シーラ＝ルウあたりがそのようなことを言っていた記き憶おくがある。

　どの道、ポイタンについてはポルアースが研究を進めてくれているはずなので、今回はフワノに照準を絞ってパン粉の代用品たりうるかを検証する心づもりであった。

（仮にポルアースの目もく論ろ見み通り、ポイタンをジェノスの主食にのしあげることができても、フワノの使い道がなくなるってことはないはずだ）

　ポイタンは、フワノほど小麦粉と似た性質は有していない。

　たとえば菓か子し作りやシチューのルーの作製などには、フワノのほうが適しているだろう。

　俺としては、今のところたった二種類しかお目にかかれていない穀物であるフワノとポイタンであるので、その両方の特性を活いかして料理に取り入れていきたいと考えていた。

「よし。それでは今日の晩餐の準備に取りかかりますね」

　俺がそのように宣言してみせると、レイナ＝ルウが「あ、あ」と奇き妙みような声をあげた。

「も、もうちょっと待っていてくれませんか、アスタ！　もうすぐこちらの仕事も片付きますので！」

「あ、レイナ＝ルウも今日のかまど番だったのかい？」

「いえ、今日の当番はララですが、わたしには急ぎの仕事もありませんし、できればアスタの手ほどきを受けたいのです」

「……わたしも手ほどきを受けることは可能でしょうか？」

　と、シーラ＝ルウまでそのようなことを言いだした。

「こっちは全然かまわないけど、でも、シーラ＝ルウには自分の家の仕事があるのではないのですか？」

　まだ日にち没ぼつまでにゆとりはあるが、シーラ＝ルウの家には彼かの女じよと母親しか女手が存在しない。商売用の下ごしらえが済んだのちは、そちらでかまど番の仕事を果たさなくてはならないはずだった。

　パテ作りを終えてタラパソースの作製に取りかかっていたシーラ＝ルウが、切なげな目つきで俺を見つめてくる。

「ですが……せっかくアスタがかまどを預かるのでしたら、わたしも手ほどきを受けたいと思います。そうしないと、この先レイナ＝ルウの足を引っ張ることになってしまいますので……」

「まあ、何を言っているの、シーラ＝ルウ？　商売のための料理に関しては、あなたのほうがより多くの技術を持っているでしょう？」

「いえ。わたしはレイナ＝ルウほど巧たくみにすーぷを作ることはできませんし、そもそもかまど番としての腕うで前まえは最初からレイナ＝ルウのほうが上だったではないですか？」

「そんなことはないと思う。ずっと早くからアスタの商売を手伝っていたシーラ＝ルウのほうが、知識と経験でまさっているのだから」

　太陽のように華はなやかなレイナ＝ルウと月のように儚はかなげなシーラ＝ルウが、手もとだけは如じよ才さいなく動かしながら言い合いを始めてしまった。

　むろん、おたがいをライバル視していたとしても、強い血の縁で結ばれた二人である。年長のシーラ＝ルウのほうが丁てい寧ねい語ごを崩くずさないことを差し引けば、何だか仲のよい姉妹が遠えん慮りよなく意見をぶつけあっているように見えて、俺はとても心がなごんでしまった。

「だったらさー、あたしがシーラ＝ルウと仕事を交代してあげよっか？　タリ＝ルウ一人じゃ大変だろうから、そっちはあたしが手伝ってきてあげるよ」

　と、かまどの火を見ていたララ＝ルウがふいに声をあげた。

　シーラ＝ルウは、不思議そうにそちらを振ふり返かえる。

「それはありがたい申し出ですが、かまどを預かったらその家でともに食事をとらなければならなくなってしまいますよ？」

「え……うん、だから、あたしがシーラ＝ルウの家で食べて、シーラ＝ルウがあたしの家で食べればいいんでしょ？　たまにはそんなのも面白おもしろいじゃん」

　言いながら、見る見るララ＝ルウの頬ほおが赤く染まっていく。

　その姿を見て、ルド＝ルウが「そういうことかよー」と大きな声をあげた。

「シーラ＝ルウを気づかうふりして、きったねーな、お前！　自分がシン＝ルウの家に行きたいだけなんじゃん」

「誰だれもそんなこと言ってないでしょ！　でっかい声でわけのわかんないことわめかないでよ、ばかルド！」

「だって、それ以外に考えられねーじゃん。まあでもシン＝ルウだって喜ぶだろうから、それはそれでいいんじゃねーの？」

　ララ＝ルウは手もとにあった薪の一つを、力まかせにルド＝ルウへと投げつけた。

　それを鼻先でキャッチしたルド＝ルウが、「へへ」と愉ゆ快かいそうに笑う。

「ヴィナ姉もレイナ姉もいまだに婿むこを見つけられねーってのに、まだ十三歳さいのお前が一番色気づいてんだもんなー。もしかしたら、本家で真っ先に嫁よめに行くのは――うわ、何だよ！」

　三方向から飛来した薪が、ルド＝ルウを襲おそう。三人の姉妹たちが、呼吸ぴったりに波状攻こう撃げきしてみせたのである。ルド＝ルウは大いに慌あわてつつ、もともと手にしていた薪で飛来する薪をすべて叩たたき落おとしていた。

「あんたたち、暴れたいんなら外でやっておくれよ。料理に木き屑くずが入っちまうじゃないか」
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　笑いながら、ミーア・レイ母さんがたしなめる。

　そこでバルシャが、「あーあ」と声をあげた。

「やっぱり家族ってのはいいもんだね。あたしも早く放ほう蕩とう息むす子こをこの手で引っ捕つかまえてやりたいもんだよ」

　振り返ると、バルシャはその唐から獅じ子しみたいにごつい顔に、びっくりするぐらい穏やかな微び笑しようをたたえていた。

　ミーア・レイ母さんも、そちらを見てまた笑う。

「あんたにはその息子しか家族がいないんだっけ？　一刻も早く再会できるように、あたしも森に祈いのっておくよ」

「そいつはどうもありがとうね。……本当はさ、カミュア＝ヨシュの口車に乗るかどうか悩なやんでいたんだけど、亭てい主しゆの仇かたきだと思っていた森辺の民がどういう連中であるのかが知れたんだから、これだけでもマサラから出向いてきた甲か斐いはあったと思っているよ、あたしは」

　七人もの子を生なして家の仕事を切り盛りしているミーア・レイ母さんと、幼い息子のために過酷な狩人としての生を生き直す決断をしたバルシャである。こんなに逞たくましい母親同士の邂かい逅こうがあるだろうかと、俺はこっそり感じ入ることになった。

　そして、気づけばアイ＝ファのほうに視線が動いてしまう。

　アイ＝ファは無表情に、ほんの少しだけ目をすがめて、それらの情景を見つめていた。

　で、俺の視線に気づいて、静かに面を向けてくる。

（家族ってのは、いいもんだよな）

　アイ＝ファの胸には、どのような思いが去来していたのだろうか。

　しかし、すべての家族を失ってしまった俺たちも、今ではかけがえのない存在を再び手に入れることができたのだ。

　そんなことを思っている内に、今日という日はゆるやかに暮れていった。

　この穏おだやかな日々を守り通すことができるのか、決着の時はゆっくりと、しかし着実に迫ってきているはずだった。
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「ああ、アスタ、ようやく顔を見せてくれたね！」

　翌日の、白の月の十二日である。

《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》で屋台を借り受け、まずは必要な野菜を購入するべくドーラの親父おやじさんの店に立ち寄ると、俺はそんな風にただならぬ声で出で迎むかえられることになった。

「ど、どうしたんですか？　まさかまた何かおかしなことでも――」

「いいから、ちょっとこっちに来てくれ！　詳くわしい話を聞かせておくれよ！」

　わけもわからぬまま、屋根の下へと引き込まれてしまう。

　親父さんの足もとでは、ターラもものすごく不安そうな顔つきになってしまっていた。

「アスタ、森辺の民がジェノスを出ていくかもしれないって噂うわさは、本当のことなのか？」

　俺の両りよう腕うでをわしづかみにした親父さんが、おっかない顔つきで詰つめ寄よってくる。

　その言葉で、俺はすべてを察することができた。

「いえ、それぐらいの覚かく悟ごでもって、森辺の民はジェノスの貴族に立ち向かうつもりだ、という話なんです。何とか納得のいく道を模も索さくしたいだけで、決して軽はずみにジェノスを出ていこうとしているわけでは――」

「それじゃあやっぱり、納得がいかなかったらジェノスを出ていくってことなんだろう？　そんなの、あまりにひどい話じゃないか！」

　感情の起き伏ふくはなかなかに激しいドーラの親父さんであるが、それでもここまで興奮しきった姿を見せるのは珍めずらしいことだった。

　その足もとでは、早くもターラが瞳ひとみを潤うるませ始めている。

「いや、ジェノスを出ていくっていうのは本当の本当に最後の手段なんです。森辺の民の中にも、そんな結末を望んでいる人間は一人として存在しないはずです。俺だって、もちろんジェノスを捨て去る気持ちなんてこれっぽっちも持ち合わせてはいません」

「だけど、貴族どもが自分たちの非をそう簡単に認めるわけがないじゃないか？　あいつらは、最初から俺たちとは違う世界に住んでるんだよ」

　口くち惜おしそうに、親父さんは顔を歪ませる。

「そりゃあ森辺の同どう胞ほうが貴族に利用されていたってんなら、アスタたちも腹の虫がおさまらないだろう。でも、すべては終わった話じゃないか？　罪人たちは、みんな生命を落とすことになった。これ以上騒いだって、何の得にもなりはしないんじゃないか？」

　たった一晩で、ドーラの親父さんにはすべての事情が伝わっている様子であった。

　そういえば、ザッシュマはたびたび親父さんの姿を酒場で見かけたことがある、と言っていた。両者の行動範はん囲いが最初から重なっていたのなら、この結果もそれほど不思議なことではないのかもしれない。

　それで俺は、自分がいかに迂う闊かつであったかを思い知らされることになった。ガズラン＝ルティムがその話を宿場町に広めようとしていたことは最初から知れていたのだから、親しい人たちにはあらかじめ自分の口からきちんと話を伝えておくべきであったのだ。

「すみません。森辺の民は、すべてを有う耶や無む耶やにしたままジェノスの領主に従うことはできない、と考えているんです。でも、何とか自分たちの納得できる結果を導きだして、今後もこの地で狩人としての仕事を果たしていきたい、と願っているので――どうか、俺たちを信じていてくれませんか？」

「信じたいよ。信じたいけど……トゥラン伯はくなんて、下手をしたらジェノス領主そのものよりも厄やつ介かいそうな相手じゃないか？　そんな貴族を相手にして、無事で済むのかい？」

「……俺は、森辺の民の力を信じたいと思っています」

　親父さんは、深々と溜ため息いきをついた。

　そこに、アイ＝ファが声をかけてくる。

「店主よ、あなたが我々の身を案じてくれるのはありがたいのだが――そろそろアスタの身体から手を離はなしてもらえぬだろうか？」

「うん？　ああ、悪かったよ。……だけどさ、俺たちはいつまでもあんたたちと仲良くしていきたいんだよ」

「うむ。西の民の中でも、あなたは誰よりも早く我々に心を開いてくれていた。これまでにあまり口をきく機会はなかったが、私はそれをずっと得え難がたいことだと感じていた。……だからアスタが言っていた通り、私たちを信じて、待っていてほしい」

　神しん妙みように語るアイ＝ファの姿を、親父さんは力なく振り返った。

「信じて、いいのかい？　俺は――俺はちょっと、怖こわいんだよ。貴族どもは、森辺の民の力を侮あなどっているんじゃないのかってな」

　アイ＝ファはけげんそうに眉をひそめた。

　俺にも今ひとつ言葉の意味がわからない。

「あの日、アスタがさらわれちまったとき、あんたたちは怒り狂っていただろう？　何十人もの森辺の民が、城門に押おし寄せて――俺はこのままジェノスが滅ほろぼされちまうんじゃないのかって思っちまったんだ」

　そう言って、親父さんは肉づきのいい身体をぶるっと震わせた。

「もちろん城下町には山ほど大勢の兵士がいるんだろう。だけど、森辺の民の全員が刀を取って、ジェノスに戦いくさをふっかけたら――城下町の連中に勝ち目なんてないんじゃないのかなって思えちまったんだよ」

「だ、だけど、森辺の民は総勢でも五百名ていどの人数ですよ？　狩人としての力を持っているのはその半数以下でしょうし――」

「それじゃあアスタには、森辺の民が負ける姿なんて想像できるかい？　俺おれには、まったく想像できないよ。……ありうるとしたら、せいぜい相あい討うちぐらいかな」

　いつの間にか足もとに取りすがっていたターラの頭を、親父さんは半ば無意識の様子で撫なでていた。

「そこのところが、石いし塀べいの中の連中にはわかっていない気がするんだ。森辺の民が黙だまって仕事に励んでくれているのは、もともとあんたたちが誇ほこり高たかい一族であるからで――もしもそいつを本当に怒おこらせちまったら、町を一つ滅ぼすぐらいのことは、簡単にやってのけるかもしれない。そんなこともわからないまま、貴族どもは森辺の民をいいように扱あつかっちまってるんじゃないのかな」

「……万が一にも貴族たちを敵に回すことになっても、私たちの刀があなたたちに向けられることは絶対にないだろう」

「うん、それもわかってる。だけど、ジェノスが滅ぼされたら、俺たちもおしまいだ。……いや、そうなったらまた新しい貴族が新しい町を作るだけだろうし、俺たちだって、どうにかこうにか生きていくしかない。でも、森辺の民はもう西の王国に居場所を失っちまうだろうから、今度はマヒュドラあたりに移り住むしかなくなるだろう？　そんなのは、嫌いやなんだよ」

　親父さんは、くいいるような目でアイ＝ファを見つめた。

「俺はこれからも、ジェノスの民として生きて、あんたたちと仲良くしていきたい。そんな風に思っているのは、俺だけじゃないはずだ。だから、どうか短たん慮りよだけは起こさないでくれ」

「森辺の族長である俺の親父は、どっちかっていうと短気なほうかもしれないけどな。でも、同胞に正しい道を示すことに、生命と魂をかけてくれているはずだよ」

　と、俺たちの背後からこの会話を聞いていたらしいルド＝ルウが進み出てきた。

「モルガの森は、俺たちの故郷なんだ。そいつを簡単に捨てるつもりはない。それでも貴族どものいいようにはさせておかないから、ま、俺たちを信じていてくれよ」

「本当に？　ずっとターラと仲良くしてくれる？」

　不安そうな声をあげるターラに、ルド＝ルウは「ああ」と笑いかけた。

「ちびリミが、お前に会いたいってうるさくてよ。今回の一件に決着がついたら、あいつも宿場町に下りてこられるようになるからさ。そんときはちび同士、仲良くしてやってくれよ」

「うん！」とターラは大きくうなずいた。

　親父さんは、泣き笑いのような顔でその頭をまた撫でる。

「貴族どもが考えを改めてくれるように、俺も祈っておくよ。……そういえば、貴族の中でもうちの領主の息子の一人は、森辺の民の側に立ってるんだよな？」

「ああ、第二子息のポルアースという御お方かたですね。あの御方が農園の領主の血筋だっていうのは、ちょっと驚きでした」
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「うん。いいとこなしの次じ男なん坊ぼうって評判だったのに、そいつがアスタを助ける力になってくれただなんて、俺は珍しく誇らしい気持ちになっちまったもんだよ」

　そう言って、親父さんはまた少し違った感じで不安そうな顔をした。

「だけど、あの次男坊はいったい何を企たくらんでいるんだい？　早さつ急きゆうに、これまで以上のポイタンを収しゆう穫かくできるように準備を進めてほしいっていうお触ふれが回ってきたんだけど、くれぐれも町の人間には気取られないように、なんていうおかしな注文をつけられちまったんだよな」

「……それは確かに今回の一件にからんだ話ですので、うかつに口にしないほうがいいと思います」

「やっぱりそういう話だったのか。それが森辺の民のお役に立てる話だっていうんなら、ポイタンぐらいいくらでもこさえてみせるよ」

　そう言って、親父さんはようやく弱々しいながらも笑え顔がおを見せてくれた。




◇




　その後も、屋台を訪おとずれるお客さんたちの何割かに、同じような話題を持ちかけられることになった。

　宿屋や酒場における噂話の拡散の速さというやつは、俺が考えていた以上のものであったのかもしれない。

「本当に馬ば鹿かげた話だよなあ。いっそのこと、揉もめ事ごとになる前にジャガルにでも移り住んじまえばいいんじゃないのか？」

「そいつはいい考えだな。もとを質ただせば、森辺の民ってのはジャガルの血筋だったんだからよ。西の王国でまともな扱いが受けられないなら、一族総出で出戻っちまえばいいんだよ」

　そのように言ってくれたのは、かつてバランのおやっさんを手伝っていた建築屋の人々であった。

　俺は以前シュミラルにも、東の王国シムに移り住んではどうかと勧すすめられたことがある。縁えんを結んだ人々にそのように言ってもらえるのは、本当に嬉うれしいことだった。

　しかしそれとは別の話で、シムやジャガルに移り住むのは難しいのだろうな、と思う。

　ギバ狩りの仕事を放ほう棄きしてジェノスを出しゆつ奔ぽんすることになれば、森辺の民は西の王国に裏切り者の烙らく印いんを押されてしまうはずだ。友好国であるシムやジャガルがそれを迎むかえ入いれてしまったら、国同士の諍いさかいにまで発展してしまうかもしれない。

　だからさきほど、ドーラの親父さんもマヒュドラの名を口にしたのだろう。西の王国に牙を剥むいてしまったら、あとは敵対国のマヒュドラぐらいにしか森辺の民の居場所はなくなるのだ、と。

　それに加えて、仕える神を乗のり換かえるのは非常に困難である、という話もある。八十年前に神を乗り換えたばかりの森辺の民が、再び神を乗り換えることなど可能であるのか――そして、敵対国であるマヒュドラが森辺の民を同胞として迎え入れることなどありうるのか。そこまで考えるならば、森辺の民はすべての王国、すべての神から存在を拒きよ絶ぜつされることにもなりかねないのだった。

　だが、何にせよジェノスを出奔するというのは、誰にとっても望ましくない結末であった。俺たちは――森辺の民は、このジェノスで、モルガの森で生きていきたいと強く願っているのだ。そのためにこそ、サイクレウスとは決着をつけねばならないのだろう。

「……何だか今日は、町がざわついているな」

　中天の少し前に店を訪れてくれたミケルは、不ふ審しんそうに眉をひそめながらそう言った。

「いよいよ貴族どもと戦でも始めるつもりか？　まったく、ろくでもないことになったもんだ」

「すみません。白の月の十五日には、何らかの結果が出ると思いますので」

　ミケルのために『ミャームー焼き』をこしらえながら、俺は何とか笑顔でそのように答えてみせる。

　ミケルは同じ表情のまま、ふっと『ギバ・バーガー』の屋台のほうに視線を移した。

「……ところで、そちらの娘むすめたちに調理の手ほどきをしたのは、お前なのか？」

「はい？　ええ、そうです。あちらの料理に関しても、俺自身が作るものと遜そん色しよくはないはずですよ」

「そんなことは、お前が捕とらわれている間に料理を買っていたのだから、わかりきっている。……お前はたしか渡と来らいの民たみで、父親から料理の手ほどきを受けていた、という話だったな？」

「はい。日本という島国の生まれで、父親は料理人を生業にしていました」

「海の外の話など、俺にはまったくわからんが……とにかくお前の父親は、たいそうな腕前を持つ料理人であったようだな」

「ええ。この世で一番尊敬している相手です」

　そんな言葉が、さらりと口から流れ出てしまった。

　当人にはとうてい伝えられないし、また、伝えるすべもない言葉である。

「お前の料理は、風変わりだ。おまけにこのギバの肉というやつも、カロンに劣おとらない上等な食材であるようだし、これでは評判になってしまってもしかたがないのだろう」

　そうでなければサイクレウスの目を恐おそれる必要もないのにな、と言わんばかりの口調であった。

　何となく俺が返答に困っているところに、ぎょっとするものが近づいてくる。街かい道どうの北側から、がらごろとトトスに引かれてくる大きな箱型の荷車――ダレイム伯はく爵しやく家けのトトス車である。

　荷車は、露ろ店てん区域に差しかかったところで、停止した。宿場町の領内では、御ぎよ者しやも荷車を下りて手綱を引かなくてはならないという取り決めがあるのだ。

　しかし、荷車はそのまま動かず、その代わりにそこから降車した二名の人物が俺たちの屋台に近づいてきた。ダレイム伯爵家の料理長ヤンと、護衛役の武官である。

　立派な身なりをした城下町の住人の登場に、ミケルは顔をしかめて何歩か引き退いた。それで空いたスペースに、ヤンと武官が立つ。

「アスタ殿どの、ダバッグからカロンの乳が到とう着ちやくいたしました。アスタ殿のほうでも必要ならばお分けするようにとポルアース様から仰おおせつかったのですが、いかがでありましょう」

　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいという言葉にぴったりの立ち居振ふる舞まいであった。

　が、自分の父親よりも年長の相手であるので、こちらのほうこそ恐きよう縮しゆくしてしまう。

「ありがとうございます。まずは余った分を分けていただけるだけで、こちらは十分です」

「それでは、さしあたっては白銅貨一枚分ていどでよろしいですかな？　今後は肉売りの商人が数日置きに運んでくれる手はずになっておりますので、そちらに注文をすれば毎回必要な量を取り寄せることも可能になります」

「それは本当に助かります。……あの、それは宿場町の住人も同じように買いつけることが可能になるのですよね？」

「むろんです。それはもともとジェノスに肉を運んでいた商人たちなのですからな。明日、わたしの料理が屋台で売られるようになったのちは、誰もがこぞってカロンの乳を求めるようになるでしょう」

　それならば、《キミュスの尻尾亭》でもさらに献こん立だてのバリエーションを広げることが可能になるだろう。キミュスの卵とフワノ粉に引き続き、これは力強い援えん軍ぐんである。

「では、あちらの荷車に乳を詰めた壺つぼを持参しましたので、どなたかお手を――」

　と、言いかけたところで、ヤンの表情が凍こおりついた。

　その視線を追って、俺もギクリとする。

　料理長の目は、そっぽを向いて『ミャームー焼き』を食していたミケルの姿を捕らえていたのだった。

「あなた――あなたはもしや、《白き衣ころもの乙おと女め亭てい》で料理長をつとめられていたミケル殿ではありませんか？」

　ミケルは、不ふ機き嫌げんそうにヤンを見返した。

「城下町の人間なんぞに用はない。俺のことは放っておいてもらおう」

「わ、わたしは《セルヴァの矛ほこ槍やり亭てい》で修練を積み、今ではダレイム伯爵家の厨くりやを預からせていただいているヤンと申します。失礼ながら、ミケル殿はジェノスを出奔されたと聞きき及およんでいたのですが――」

「人の話を聞いていないのか？　俺は炭焼き小屋で働くただの死にぞこないだ。炭が欲ほしいなら、トゥランの小屋まで銅貨を持ってこい」

　どちらも初老の男性であるが、年ねん齢れいはヤンのほうが上回っていただろう。

　しかし、ミケルを見つめるヤンの瞳には、はっきりと畏い敬けいの光が瞬またたいていた。

「あなたほどの料理人が未来を閉ざされて城下町から追放されたと聞き、わたしは胸を痛めておりました。だけどそれでも、こうしてご無事なお姿を見ることができて、わたしは――」

「やかましい男だな。食事が不味まずくなる」

　険悪な表情で言い捨てて、ミケルは最後の一口を口の中に放ほうり込んだ。

　ヤンは呆ほうけた面おも持もちで、俺のほうを振り返る。

「ミケル殿が食しているのは、アスタ殿の料理ですな？　もしやアスタ殿は、ミケル殿に縁を持つ料理人であったのですか？　だからそのような若さで、トゥラン伯の娘に見み初そめられるほどの腕前を――」

「い、いえ。俺はつい最近ミケルと縁を結んだばかりの身です。そんな大それたものではありません」

　俺は慌てて首を振り、ミケルは小こ馬ば鹿かにしたように鼻を鳴らす。

「俺に縁を持つ料理人が、このように風変わりな料理を作るものか。そんなことはこの小こ僧ぞうの料理を一口でも食べれば分かることだろうが？」

「は、わたしはまだアスタ殿の料理を口にしたことがなかったもので……それは、ギバの肉を使った料理であるという話でしたな？」

「はい。ギバの背中や胸の肉を、果実酒とミャームーとタウ油の汁しるに漬つけ込んで焼いた料理です」

　ヤンは、苦く悩のうの表情を浮うかべた。

　それを見て、ミケルは鼻にしわを寄せる。

「城下町の民の気取った舌で、無理にギバなどを食べる必要はない。何を思って宿場町に出てきたのかは知らんが、腹を壊こわしたくなければ石塀の中でカロンの肉でも食べていればよかろう」

「いえ、わたしは――」

「俺には仕事がある。お前たちなどにかまっているひまはない」

　そんな風に言い捨てて、ミケルはとっとと立ち去ってしまった。

　ヤンは苦悩の表情のまま、その背中を見送っている。

「……ミケルというのは、ずいぶん高名な料理人だったのですね」

「当然です！　《白き衣の乙女亭》というのはさほど大きな店でもありませんでしたが、ミケルが料理長をつとめられていた間は《セルヴァの矛槍亭》にも負けぬ評判を呼んでいたのです。わたしにとっては、ジェノスでも最高の料理人の一人でありました」

　熱のこもった口調で言ってから、ヤンは肉の薄うすい肩かたをがっくりと落とす。

「それが、トゥラン伯などに目をつけられてしまったばかりに、あのようなひどい目に……アスタ殿に心情を偽いつわる必要はないでしょう。わたしは料理人を道具のように扱うトゥラン伯の行状が許せないのです。ですから、ダレイム伯爵家のご当主様には叱しつ責せきを受けることも承知で、ポルアース様のお力になることを決断することができたのです」

「そうだったのですか。……あなたのような人と手を取り合うことができて、俺は嬉しく思っています」

　それは偽らざる俺の本心であった。

　ひょろひょろに痩やせた初老の料理長は、力を取り戻した目つきで俺の顔を見返してきた。

「……あなたの料理を買わせていただいてもよろしいですか、アスタ殿？」

「もちろんです。お代は赤銅貨二枚になります」

　俺は鉄板の端はしで保温していた肉を使って、『ミャームー焼き』をこしらえてみせた。

　城下町の人間がギバの肉を口にするのは、おそらくこれが初めてのことである。

『ミャームー焼き』をおそるおそる口に運んだヤンは、愕がく然ぜんと立ちすくんだ。

「これが――ギバの肉ですか」

「はい。お口に合いましたか？」

「……これは確かに、カロンの胸や背中の肉にも劣らない味わいです」

　ヤンの瞳に、さらなる強い光が満ち始める。

「しかもこれは、宿場町の食材のみで作られているのですな？　わずか赤銅貨二枚で売ることができるていどの食材で」

「ええ。少しばかりタウ油を使ってもおりますが」

「驚おどろくべき話です。わたしも明日から宿場町で売りに出す料理の献立を見直さねばなりません」

　そう言って、ヤンは街道の端にとめられた荷車のほうを指し示した。

「カロンの乳をお受け取りください。わたしは早急に館やかたへと戻る必要があるようです」

「了りよう解かいいたしました。明日は俺のほうがあなたの料理を買わせていただきますね」

「……決して恥はじ入らずに済む料理をご用意することをお約束いたしましょう」

　ヤンは、力強い声でそう言った。
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　そしてその日も、無事に仕事をやりとげることができた。

　宿屋でも数日ぶりに『ギバのソテー・アラビアータ風』と『肉チャッチ』を提供することがかない、屋台の料理も百食ずつを売り切ることがかなった。客足の順調さでいえば、店を休業する以前を上回るぐらいあった。

　ザッシュマを通して宿場町に広められた噂うわさ話ばなしのおかげで、何かとお客さんたちに事情を問われることは多かったものの、その大半は南や東の民であったので、「今後も商売を続けられるのか？」という部分に彼かれらの関心は集約されているように感じられた。

　いっぽうで、サイクレウスのほうに動きはない。

　町の衛兵たちはいくぶん陰いん気きな目を向けてくるばかりで近づいてこようともしなかったし、俺たちの前に襲しゆう撃げき者しやが姿を現すこともなかった。森辺の民の装束を纏まとった野盗というものも、俺がサイクレウス邸ていから帰き還かんして以降は、なりを潜ひそめてしまっている。

「表面上は、至し極ごく平和だな」

　ギルルの引く荷車にて、御ぎよ者しや台だいのすぐ後ろに陣じん取どったアイ＝ファが低い声でそのように述べた。

　荷台のほうにはルウ家の三名の女衆とリィ＝スドラ、それに護衛の分家の少年が一名乗っており、あとはルウルウとレイ家から借り受けたトトスの背に二名ずつの狩人が乗っている。ツヴァイやアマ・ミン＝ルティムらは、中天からの護衛役である六名の狩人たちと徒歩で帰路を辿たどっているのだ。

「会談の日まで、あと三日。このまま何事もなく過ぎていけばよいのだがな」

「ああ。それでもって、会談の日以降も平和に過ごせるように祈ろう」

　ドーラの親父さんばかりでなく、ミラノ＝マスやネイルたちも、森辺の民の今後をものすごく案じてくれている様子だった。

　森辺の民とサイクレウスの行く末は、そのままジェノスの行く末までをも左右しかねないのだろう。これが、ザッツ＝スンたちの残していった爪つめ痕あとなのだ。

「やあ、今日も無事に帰ってきたね」

　ルウの集落に到着し、全員で本家のかまどの間に向かうと、また家の裏でバルシャたちが薪まきを割っていた。

「さっそく晩ばん餐さんの支し度たくかい？　今日も見物させていただこうかね」

　アイ＝ファとルド＝ルウ以外の狩人たちは去っていき、残ったメンバーでかまどの間を目指す。この段階でリャダ＝ルウも離り脱だつしたことを除けば、昨日とまったく同じ展開であった。

　が、晩餐を作るかまど番のメンバーはランダムで交代となる。今日のかまどの当番は、ティト・ミン婆ばあさんとリミ＝ルウであった。

「あとは本当はララも当番なんだけど、今日もシーラ＝ルウと交代するのかなあ？」

　かまどの間で待ち受けていたリミ＝ルウがそのように問うと、ララ＝ルウは「何か文句あんの？」と、さっそく顔を赤くした。

「ううん。シン＝ルウも喜ぶだろうから、いいと思う！」

　リミ＝ルウは、にこーっと満面に笑えみを広げる。

　言っている内容は昨日のルド＝ルウと変わらないのに、こちらは無む邪じや気きそのものである。よって、ララ＝ルウは癇かん癪しやくを爆ばく発はつさせることもできず、ひたすら顔を赤くしていた。

「ねえねえ、今日は何を作るの？」

　と、姉を撃げき沈ちんさせたリミ＝ルウが同じ表情のまま、俺の胸むなもとに取りすがってきた。

「今日はね、今までとまったく違ちがった料理を作るつもりなんだよ。だから、森辺の民の食事に相応ふさわしいかどうか、できるだけたくさんの人たちに試食をしてもらいたいんだ」

「本当に？　やったー！」

　リミ＝ルウは、俺の胸もとに赤茶けた髪かみをぐりぐり押しつけてくる。サイクレウスの館から帰還して以来、リミ＝ルウはこれまで以上に親愛の念をぶつけてくれるようになっていたのだった。

「おい、ちびリミ、アスタだっていちおう男衆なんだからな。あんま気軽にくっつくんじゃねーよ」

　ルド＝ルウがちょっと怒った声をあげると、リミ＝ルウは俺の胸もとに頬を押し当てたまま、可愛かわいらしくべーっと舌を出した。

「うるさいよーだ。リミが誰とくっつこうとリミの勝手でしょー？」

　ルド＝ルウはがりがりと頭をかきむしる。

　すべての人々との和を保つために、「それでは仕事を始めようか」と俺は作業開始の声をあげることにした。

　まずは商売の下ごしらえだ。

　昨日と同じように、『ミャームー焼き』のための肉を黙もく々もくと切り分けていく。百人前という量がとんでもないだけで、作業的に難しいところはない。

　それを終えたら、いよいよ晩餐の作製だ。

　俺はこの日、待ちに待ったギバ肉の揚あげ物もの料理――『ギバ・カツ』にチャレンジするつもりでいた。

「さて。フワノはどんな感じかな」

　昨日から木皿の上で眠ねむらせておいた生き地じの仕上がりを確かく認にんする。

　確かにポルアースが言っていた通り、フワノの生地は水分が抜ぬけて干上がっていた。

　カチカチ、というほどの仕上がりではないが、指でつまんでもなかなかちぎれないぐらいには固くなっている。一センチ足らずの薄さにしておいたのが功を奏したのか、けっこう内部まで水が抜けているようだ。

「よし、これならいけそうだな。レイナ＝ルウにシーラ＝ルウ、よかったらそちらの仕事のさまたげにならないていどに――」

　そのように言いかけたが、彼女たちは最初から自分の仕事に励はげみつつ、熱心な視線をこちらに向けてきていた。

「ねーねー、それをどうするの？」と、こちらは晩餐の分のポイタンを焼きながら、リミ＝ルウが無邪気に問うてくる。

「これはね、こいつを使って細かい粉に戻もどすんだよ」

　そう言って、俺は宿場町におけるすりおろし器、甲こう殻かく類るいの平たい甲こう羅らを差し出してみせた。

　そいつでフワノをすりおろしていくと、何の苦もなくポロポロと崩れ落ちていく。非常に原始的な調理器具であったが、さしたる固さでもないフワノをすりおろすのに不自由はなかった。

　やがてまな板の上には、いくぶんしっとりとしたフワノの粉が小さな山となっていく。

「で、こいつは脂あぶらをひかない鉄てつ鍋なべで乾から煎いりするんだ」

　リミ＝ルウにというよりはレイナ＝ルウらに聞かせるために、俺は解説を添そえながら作業に取り組んだ。

　これでフワノの粉からはほぼ完全に水気が抜けて、カラカラの状態になる。色合いも多少ながら黄色みをおびて、ビジュアル的にもパン粉の代用品らしく仕上がってきた。

「お次は、肉だね。背中の肉のスジを切って、棒で叩いておく。ステーキよりはやわらかい仕上がりにしたいので、そこそこ念入りにね」

　部位は、あえてロースを使用することにした。

　カロリーを気にするならば、ヒレやモモを使用するべきかとも思ったが、油分に関してはロースのほうが抑おさえられるという説を聞いたことがあったからだ。

　もともと脂あぶら身みの少ないヒレやモモは、揚げる際に肉が油を吸ってしまうのだ、と――そんな豆知識を俺に授さずけてくれたのは、誰あろう幼おさな馴な染じみの玲れい奈なであった。

「だからあたしはヒレカツじゃなくてロースを食べるの！」

　と、無邪気に笑いながら親父の作ったトンカツを頬ほお張ばっていた玲奈の姿が脳のう裏りに蘇よみがえる。

　単なる女子高生にすぎなかった玲奈の言葉を鵜う呑のみにするのは危あやういことかもしれなかったが、俺がヒレではなくロースを選んだのには、もう一つの理由もあった。

　すなわち、肉の形状である。

　ヒレは細長い形をしているので、普ふ通つうはそれを輪切りのように横から切って、小さな形でカツに仕上げる。

　が、一つ一つが小さいと衣を纏う面積が増えてしまうため、そういった点からも油分の摂せつ取しゆ量りようが上じよう昇しようしてしまうのではないかと思えたのだ。

　カツの美味おいしさを知ってもらいたい、という欲求と、なるべくこれまでの食事からかけ離れた料理にはしたくない、という気持ちのせめぎ合いである。

　とにかく、以上の考察から俺はロースを使用することに決めた。

　平たく切り分けたロースの一枚肉を、入念に棒で叩いていく。できるだけたくさんの人々に試食をしていただきたいので、五百グラムの特大サイズである。三センチていどの厚みが半分ぐらいにまで潰つぶれたら、完かん了りようだ。このていどの厚みであれば、それほど時間をかけず熱を通すこともできるだろう。

「で、こいつには塩とピコの葉をすりこんでおいて、それが終わったら、衣の作製の準備だね」

　俺は作業台に置いておいた布の包みを開いてみせた。

　ポイタンを焼きながら、リミ＝ルウは「うわあ」と声をあげる。

「何それ！　なんか、可愛いね？」

「こいつはキミュスの卵だよ。キミュスっていうのは、町の人たちが食べている鳥の名前だね」

　キミュスを飼育し、その肉を販はん売ばいするキミュス屋で購こう入にゆうした、卵である。

　動物性タンパクには不足していない森辺の民であるし、そもそもこいつは露店区域で売られている姿も見かけないので、ほとんどの人たちには初のお目見えになるだろう。

「これは木皿に中身を出して、黄身と白身をまぜておく。そうしたら、最初に普通のフワノ粉をまんべんなく肉にまぶして、溶といた卵にくぐらせてから、さきほど乾煎りした焼きフワノの粉を最後にまぶす。この衣が厚くなりすぎないように気をつけてね」

「はい」と遠いところからレイナ＝ルウとシーラ＝ルウが返事をしてくれた。

「そうしたら、次はいよいよラードの登場だ」

「らーど？」

「ギバの脂を煮に詰つめたものだよ。森辺でも普ふ段だんから、蝋ろう燭そくを作るために脂を煮詰めているだろう？　言ってみれば、あれと一いつ緒しよさ」

　それは以前に作製したものを、朝方アイ＝ファに家から持ってきてもらっていた。ギバ肉の運うん搬ぱんと食料庫の管理のために、アイ＝ファは昨日から毎朝ギルルに乗ってファの家とルウの集落を往復してくれているのである。

　以前は革かわ袋ぶくろに詰めていたラードであるが、最近はより密閉性の高い蓋ふたつきの壺で保管していた。そうそう腐くさるものではないが、酸化してしまうと見る見る味が落ちてしまうため、ゴヌモキの葉で内蓋までほどこしている。

　その内蓋を引ひき剥はがすと、クリーム色のラードがねっとりと糸を引いた。

　肉一枚が余よ裕ゆうをもって浸つかるていどの量を、木べらで鉄鍋に移していく。

「これでラードを温めたら、肉を沈しずめて熱を通すんだ。……この火加減が一番難しいので、これはこの献立が本採用になったら、あらためて教えるね」

　また「はい」という声が響ひびいてくる。

　かまどに薪を投入していくと、ラードはすぐに透とう明めいに溶けて、表面がゆらゆらと揺ゆれ始めた。

　火の勢いは中火をキープして、さらに数分待つ。

　グリギの菜さい箸ばしをつけてみて、ほどよい大きさの泡あわが浮いてきたら、さらに焼きフワノの粉をひとつまみ投じてみた。

　パチパチと音をたてながら、フワノ粉は表面に浮かびあがってくる。

　頃ころ合あいであろう。できるだけ肉や衣が油を吸わないように、短い時間で熱を通したいので、百八十度の高温の見当だ。

「よし、それじゃあ揚げてみよう。……あ、リミ＝ルウ、悪いけど鉄てつ串ぐしを何本か貸してもらえるかな？」

　ちょうどポイタンの焼き作業を終えたところであったリミ＝ルウは、すみやかに俺の要望に応こたえてくれた。

　木皿の内側にゴヌモキの葉を敷しきつめ、皿の縁に鉄串を互たがい違いに重ねておく。もちろん、揚がったカツを一時保管するための、金かな網あみの代わりである。

　俺は衣を纏った肉をつまみあげ、鉄鍋の中にそっと落としこんだ。

　今度はそれなりの勢いで、ラードがパチパチと音をたてる。

「わー、すごーい！」と、リミ＝ルウがはしゃいだ声をあげた。

　アイ＝ファ、ルド＝ルウ、バルシャの三名も興味深そうにこちらを見守っており、ちょっと離れたところで自分たちの仕事に励んでいるレイナ＝ルウとシーラ＝ルウは相当やきもきしている様子だった。

　そんな中、熱せられたラードの香かおりがゆるやかにかまどの間を満たしていく。

「ふうん。こいつははんばーぐ以来の凝こった料理みたいだねえ」

　どうやらギバ鍋なべの下ごしらえを終えたらしいティト・ミン婆さんも、にこやかに笑いながらこちらに近づいてきた。

　その間に、衣はどんどん色を変じていく。そいつがほどよいキツネ色に揚がったところで、俺は鉄串の上に引き上げた。

「これで余分な油が落ちるのを待てば、完成です。……リミ＝ルウ、もう一つお願いしたいんだけど、男衆を四、五人呼んできてくれないかなあ？」

「男衆を？　どうして？」

「うん。こいつはティト・ミン＝ルウも言っていた通り、ハンバーグなみに特別な料理だからさ。森辺の民の晩餐に相応しいかどうか、ルド＝ルウやアイ＝ファよりも頑がん固こそうな狩人にも試食してもらいたいんだよ」

「そっかー。だけど男衆は、みんな森に罠わなを仕し掛かけに行っちゃってるんだよねー。……あ、それじゃあリャダ＝ルウにお願いしてみよっか！　あとはミダとか、宿場町から戻ってきた男衆でいいよね！」

　自じ己こ完結して、リミ＝ルウはかまどの間を飛び出していった。

　ミダに頑固さは求められないと思うが、なかなか俺の料理を食べてもらう機会の少ない相手であるので、それはよしとしておこう。

「アスタ、こちらの仕事もひとまずは完了しました」

　と、そこでようやくレイナ＝ルウとシーラ＝ルウも参戦してくる。

「これは本当に、はんばーぐに負けないぐらいの不思議な料理ですね。何だかさっきから、わたしはひどく胸が高鳴ってしまっています」

「俺も初めての挑ちよう戦せんだからね。うまく仕上がっているといいんだけど」

　まずは生焼けになっていないか。森辺の民の口に合うかどうか。そして、このような料理は毒である、と断じられないかどうか。

　俺にしてみても、これはステーキやロースト・ギバなどを初めてドンダ＝ルウにふるまったとき以来の、緊きん張ちようのひとときであった。

「アスタ、お待たせー！」

　せっかくの試食品が冷めてしまう前に、リミ＝ルウは戻ってきてくれた。

「ありがとう」と言いかけて、俺は思わず言葉を失ってしまう。

　そこには確かにリャダ＝ルウも立ちつくしていたが、そのかたわらには彼の兄君とそのご子息――つまりは、ドンダ＝ルウとジザ＝ルウまでもが立ちはだかっていたのだった。

　で、その後方に控ひかえているのは、シン＝ルウとミダである。

「ちょうど二人が森から帰ってきたところだったの！　ルウの集落で一番頑固なのはドンダ父さんとジザ兄だろうから、この二人が大だい丈じよう夫ぶならみんな大丈夫でしょ？」

　リミ＝ルウはえっへんと胸をそらしていた。

　ひるみそうになる気持ちを引きしめて、俺はそちらに頭を下げてみせる。

「すみません。事情はリミ＝ルウから聞いていると思いますが、試食をお願いしてもよろしいですか？」

「……ずいぶんとまたけったいな料理をこしらえたようだな、貴様は」

　底ごもる声で、ドンダ＝ルウが言い捨てた。

「本当にそいつはギバの肉なのか？　俺には土くれか何かにしか見えねえがな」

「これはギバの背中の肉で、周りを覆おおっているのはフワノの粉にキミュスの卵という食材です。……今、人数分に切り分けますので」

　男衆が六名、女衆が五名、それに、俺とアイ＝ファとバルシャを加えて、総勢十四名だ。それでもまあ、五百グラムのビッグサイズなので、この人数でもひと切れずつは行いき渡わたるだろう。

　まずは真ん中から切り分けてみると、とりあえず生焼けの心配は回かい避ひできていた。赤い色はまったく残っておらず、綺き麗れいな象ぞう牙げ色いろに染まっている。肉と衣の間からはじんわりと透明な油がにじみ出て、何とも食欲をそそられた。

　さらに人数分に切り分けて、レモン代わりのシールの果か汁じゆうをふりかける。

　トンカツの再現を目指した俺にとって、見み栄ばえ的には申し分なかった。

　しかし問題は、森辺の民の評価である。

「どうぞ、お召めし上あがりください。……いや、俺にとっても初めての料理ですので、まずは自分で出来上がりを確認させていただきますね」

　そのように宣言して、俺は『ギバ・カツ』をひと切れつまみあげた。

　そいつを口に放り込み、思いきって歯をたてると、さくりという心地ここち好よい感かん触しよくの後に、まだ十分に熱い油が口の中に広がっていく。

　フワノ粉の衣は、厚みも食感もほぼ理想通りであった。

　それに、ラードを使用しているためであろうか、風味がとても豊かである。

　実際のところ、俺はラードでカツを揚げたのは、これが初めてのことであった。ただ、商店街の肉屋などで販売しているコロッケなどはラードで揚げていることが多いと聞き及んでいたので、作製に踏ふみ切きったのだ。

　この味わいは、ギバ肉がもたらすものなのか、ギバのラードがもたらすものなのか。衣そのものに肉の旨うまみが含ふくまれているように感じられ、それでいて、くどいことはまったくない。ただでさえ旨みの強いギバ肉が、さらなる旨みを纏って、口の中で弾はじけたかのようだ。

　そして、シールの果汁の酸味が、また心地好い。

　俺にとっては、最高に美味うまかった。

　これならば、何の後こう悔かいもなく、みんなの評価を待つことができる。

「俺としては、満足な出で来き栄ばえでした。皆みなさんも味見をお願いいたします」

　女衆は鉄串を取り、狩人たちは手づかみで『ギバ・カツ』を口に運んだ。

「うわ……」と、ルド＝ルウが声をあげる。

　その目が、愕然と俺を見た。が、料理を頬張っているので、それ以上の言葉は出ない。

　リミ＝ルウは、まん丸に目を見開いていた。

　レイナ＝ルウとシーラ＝ルウは、真しん剣けんそのものの面持ちである。

　ドンダ＝ルウは、無表情だ。

　しばし、かまどの間には肉を咀そ嚼しやくするわずかな音色だけが漂ただよった。

　俺はいささか落ち着かない気持ちで、アイ＝ファを振ふり返かえる。

　アイ＝ファは、まぶたを閉ざして肉を噛かんでいた。

「あの、お味はどうでしょうか……？」

　たった一口の試食であるのに、みんななかなか呑のみ下そうとしなかった。

　そんな中、ようやく俺に答えてくれたのは、リミ＝ルウである。

「すっごく美味おいしい！」

　大きな瞳ひとみが、きらきらと輝かがやいている。

「アスタが作ってくれた料理の中でも、一番美味しいかも！　……ああでも、しちゅーも美味しいんだよなあ。どっちが一番とか決められないかなあ」

　と、今度は頭を抱かかえ込んでしまう。

　その愛くるしい姿に、とりあえず俺は安あん堵どの息をつくことができた。

　すると、それを皮切りにして、あちこちから声があがり始める。

「これは……素す晴ばらしい味わいですね」

「ううん、びっくりしちまって声も出なかったよ」

「すっげー美味いよな！　何なんだよ、これ！」

「ああ、あたしは間ま違ちがいなく、こんなに美味い料理を食べたのは初めてだと思うね」

　シーラ＝ルウ、ティト・ミン＝ルウ、ルド＝ルウ、バルシャがそれぞれの言葉で賛辞を呈ていしてくれた。

　リャダ＝ルウとシン＝ルウの父子は、とても穏おだやかな面持ちで同どう胞ほうの言葉を聞いている。

　レイナ＝ルウは――うっとりと目を閉じて、自分の思いにひたりきってしまっているご様子だ。

　そして、アイ＝ファである。

　アイ＝ファは表情を消したまま、レイナ＝ルウと同様にまぶたを閉ざしていた。

「……なあ、アイ＝ファはどうだった？」

　アイ＝ファは目を開き、俺おれを見た。
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　とても静かで、穏やかな眼まな差ざしである。

「美味かった。……確かにこれは、お前の作る料理の中でも最高の出来栄えであったかもしれんな」

　俺の心臓が、トンと軽くはねあがってしまう。

　俺は衝しよう動どうを抑えきれず、アイ＝ファの耳もとに口を寄せて、さらに問うた。

「それじゃあ、俺はようやくハンバーグを超こえる料理をアイ＝ファにお届けできたのかな？」

　するとアイ＝ファは顔をふせて、周りのみんなから表情を隠かくしつつ、唇くちびるをとがらせた。

「…………はんばーぐは、別格だ」

「別格なのか」と、つい俺は口もとをほころばせてしまう。

　アイ＝ファは怒おこった顔で俺の足を蹴けってから、ふっとミダのほうに視線を巡めぐらせた。

「おい、泣くのではないぞ？」

「うん……ミダは泣かないんだよ……？」

　見ると、かまどの間の入り口をふさぐ格好で立ちはだかったミダが、ふるふると頬ほおを震ふるわせていた。

「アスタ……とってもとっても美味しいんだよ……？」

「ありがとう」と応じようとした、まさにそのとき、別方向からあがった声が俺の口をつぐませた。

「これは……今までの料理で一番ギバの力を感じる料理かもしれない」

　俺は、ハッとして振り返る。

　それは、ジザ＝ルウの言葉であったのだ。

「何故なぜだろうな。フワノやキミュスの卵などという、森辺の民には余計にも思える材料を使っているはずなのに……自分はギバの力をこの身に取り入れているのだ、と強く感じることができる」

「それはもしかしたら、ギバの脂をたくさん使っているからかもしれません。肉を包んだ衣には、ギバの脂がたっぷりしみこんでいるはずですから」

　そんな風に説明してから、俺はいっそう心を引きしめる。

「だから、ただ肉を焼いたり煮にたりする料理よりは、栄養価が高いはずなんです。その栄養価が偏かたより過ぎているんじゃないか、というのが唯ゆい一いつの心配な点なのですが――」

「余計な心配だな。栄養というのは、力の源なのだろうが？」

　地鳴りのような声で、ドンダ＝ルウがつぶやいた。

　俺は緊張感を保持したまま、そちらに向きなおる。

「はい。ですがやっぱり、薬も過ぎれば毒となる、というのは正しい言葉だと思うんです。俺の故郷では、栄養の偏りから病気にかかる人たちもたくさんいましたし――それに、昨晩もお話ししましたよね。このジェノスでも、贅ぜい沢たくな料理によって引き起こされる内臓の病というものが存在するのです」

「ふん。あのサイクレウスという貴族がその病びよう魔まとやらに身体を蝕むしばまれている、という話か。……いらん心配だ。俺たちには、もっと強い力が必要なのだからな」

　ドンダ＝ルウの青く燃える目が、真正面から俺を見た。

「フォウの家長が言っていたぜ。貴様に手ほどきを受けた女衆の料理を食べていると、身体に力が満ちていくのを感じられる、とな。……そいつは味の善よし悪あしだけじゃなく、単純に、その栄養ってやつがたっぷり含まれているからなんじゃねえのか？」

「それはまあ……確かに小さな氏族の人々は、ギバ肉とアリアとポイタンと、それに干し肉で使われる岩塩ぐらいしか口にしていなかったでしょうからね。俺の料理には干し肉以外でも岩塩が使われることが多いですし、果実酒に含まれる糖分や、ミャームーなんかの野菜にも、滋じ養よう強きよう壮そうの効果はあると思います」

「こまかい話はどうでもいい。これほど力にあふれた食事が、森辺の民にとっては毒にもなりうると、貴様はそのように抜かすのか？」

　強い口調でドンダ＝ルウに問われて、俺は必死に考えを巡らせる。

「そうですね……もしかしたら、ハンバーグぐらいの危険性はあるのかもしれません。ハンバーグが歯や顎あごの力を弱めかねない料理だとしたら、こちらは栄養価が偏っている、という意味で。……だから俺の故郷でも、こういった料理を食べる際にはたくさんの野菜や酸味の強いものを一緒に摂せつ取しゆするのが望ましい、とされていました」

「だったら、貴様もそうすればよいだろうが？」

「はい。もとよりそのつもりではありました。この料理を晩餐で提供することが許されるなら、ティノやタラパやギーゴといった野菜も一緒にたくさん食べていただこうかな、と。このシールという果実の汁をかけて召し上がっていただいたのも、油分が過度に吸収されてしまうのを防ぐためでした」

　考え考え、俺は答える。

「それでもやっぱりハンバーグと同様に、同じ料理ばかりを立て続けに食べない、というのが肝かん要ようなのだと思います。もとより使用しているのはギバの脂ですから、量さえ気をつけてもらえればそうそう身体に悪い影えい響きようは出ないんじゃないかと――俺はそんな風に考えています」

「ふん。そうすれば、貴様の力を毒ではなく薬にすることができるということだな。ジェノスの貴族どもを相手取るためにも、俺たちはもっともっと強い力を取り入れなけりゃあならねえんだ。……ファの家のアスタよ」

「は、はい」

　ドンダ＝ルウが俺の名を呼ぶことは、きわめて珍めずらしい。

　思わず背筋をのばしてしまう俺の姿を、ドンダ＝ルウはいっそう強い目でにらみつけてきた。

「貴様も森辺の民たみならば、正しい食事で俺たちに正しい力をもたらせ。森辺の民として、それが貴様に担になわされた仕事だ」

「……はい。了解いたしました」

　その目をしっかりと見つめ返しながら、俺はうなずいてみせた。

　ドンダ＝ルウは一つうなずき、それからさらに、驚くべき言葉を口にした。

「それじゃあ森辺の族長として、貴様に仕事を申しつけさせてもらう。貴様は二日後の夜に、ルウの本家で晩餐を作れ。……昨日や今日のように貴様が女衆を手伝うのではなく、貴様が女衆の手を借りて、その夜に相応ふさわしい晩ばん餐さんを作るんだ」

「その夜に相応しい晩餐……？」

　二日後の夜といえば、サイクレウスとの会談の前夜である。

　その夜に、いったい何があるというのだろう？

「……会談には、かつてスン本家の人間であった七名を連れていく。前日までに、そいつらはこのルウの集落に集めておくことに決めたんだよ。ズーロ＝スン、ディガ、ドッド、オウラ、ツヴァイ、ヤミル＝レイ、ミダ――ルウの本家の人間と、そいつら七名が食べる晩餐を、貴様に作れと命じているんだ」

「はい……それはもちろん、作れと仰おつしやるなら何の異存もありませんが……だけどそれは、いったいどういう――」

「あの連中も、森辺の同胞であることに変わりはない。処断を待つ身である大罪人のズーロ＝スンでさえも、それは同様だ。……そしてあいつらは、三日後に森辺の民として貴族どもの前に立つことになる」

　ドンダ＝ルウの声は重々しく、そして、力と威い厳げんに満ちていた。

「ミダとヤミル＝レイに関しては、すでに貴様の料理を口にしているのだろうが、残りの五名は、貴様に手ほどきを受けたスンの女衆の料理しか口にしてはいまい。貴様が森辺に何をもたらそうとしているのか、何を思って宿場町で商売などをしているのか……あの連中は、それをもっと深いところで知る必要がある。だから、貴様の料理を食べさせろと言っているのだ」

「――はい」

　得体の知れない激情が、俺の胸中で暴れ始めた。

　おもいきり拳こぶしを握にぎりしめていないと、身体が震えそうになってしまう。

「言っておくが、代価なんぞを支し払はらうつもりはねえぞ。森辺の家人を名乗るならば、貴様は貴様の信念と誇ほこりをもって、森辺の同胞に己の覚かく悟ごを伝えてみせろ。ルウ家の俺たちや、そこのファの家長にそうしてきたようにな」

「はい。ありがとうございます」

　礼を言われる筋合いなどあるか、とばかりにドンダ＝ルウは鼻を鳴らした。そして狩人の衣をなびかせて、ミダの巨きよ体たいを軽く手の甲こうでおしのけつつ、かまどの間を後にする。

　ジザ＝ルウもそれに続いてかまどの間を出ていき、その場には重めの静せい寂じやくだけが取り残された。

「……何だかよくわかんねーけどよ。要するに、腑ふ抜ぬけた連中にアスタの料理で活を入れろって話なのかな」

　その静寂を払はらいのけたいかのように、ルド＝ルウがぶっきらぼうな口調でそうつぶやいた。

　ドンダ＝ルウの真意はわからない。ただ俺は、森辺の民として仕事を果たせ、と命じられたことに昂こう揚ようしているだけなのかもしれなかった。

　だけど、思う。ザッツ＝スンの血族として生まれついてしまった彼ら七名は、森辺の民がどのような思いで、どのような覚悟でもって、同胞の犯おかした罪と向かい合おうとしているのか、それを正しく知る必要があるのだろう、と。

　それを知らしめるのに、俺の料理が一助になる、とドンダ＝ルウが考えてくれたのならば――俺は、何としてでも俺の仕事を果たしてみせたかった。

「……大丈夫だ」と、静かな声が俺の耳に忍しのび込んでくる。

　振り返ると、アイ＝ファが強い目で俺を見つめていた。

「お前ならば大丈夫だ、アスタ」

　とても静かな表情で、とても力強く青い瞳を輝かせながら、アイ＝ファはもう一度繰くり返した。
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　その翌日、白の月の十三日。

　中天を迎むかえてリィ＝スドラとアマ・ミン＝ルティムに業務を引き継ついだ俺は、いささかならず胸を高鳴らせながら、屋台を離はなれることになった。本日は宿屋に向かう行きがけに、ヤンが出す軽食の屋台に立ち寄る予定でいたのだ。

　メンバーは昨日と同じく、レイナ＝ルウと、アイ＝ファやルド＝ルウを含む六名の狩人かりうどたちである。その中で、俺のすぐかたわらを歩いていたアイ＝ファがけげんそうに問うてきた。

「アスタよ、どうしてお前はそのように浮うわついた顔をしているのだ？」

「んー？　そんなに浮ついてるかな？　俺はただ、あのヤンっていう料理人の出す屋台が楽しみなだけなんだけど」

「楽しみ？　何故だ？」

「何故って言われると困るけど……あの人には色々と共感できる部分も多いし、城下町の料理人が宿場町の食材でどんな料理を作るのかは、やっぱり気になるよ」

「そうですね。わたしもとても気になります」

　レイナ＝ルウが、にっこり笑って同意を示してくれる。

　その笑え顔がおを眺ながめながら、アイ＝ファは「そうか」とつぶやいた。

「しかし、同じ敵を相手にする同志の立場とはいえ、この宿場町で店を出すということは、お前にとって――いわゆる、しょうばいがたきというものになってしまうのではないのか？」

「へえ、アイ＝ファもそんな言葉を知ってたんだな！　……うん、だからこそ、余計にヤンがどういう料理を作るのかが気になるのかもしれないな」

　そしてこれは、焼きポイタンの味をジェノスの人々に知らしめようという、壮そう大だいにして素すっ頓とん狂きようなる計画のために為なされる仕事なのである。

　昨日のヤンの様子からして、彼が料理人としての矜きよう持じをかけてその仕事に挑いどもうとしていることに疑いはない。料理の価値は食材の値段で決まるものではない、という信念を持つヤンがどのような献こん立だてでこの命題に挑むのか、俺としては期待せずにはいられなかったのだった。

「アスタ。もしかしたら、あれがその屋台なのでしょうか？」

　と、レイナ＝ルウが俺の袖そでを引っ張ってきた。

　見ると、進行方向に人だかりができている。

　露ろ店てん区域と宿屋の立ち並ぶ区域のちょうど中間地点、俺たちから見て右手側の並びである。四、五十人ばかりの人々がそこに集まって、道みち幅はば十メートルはあろうかという石の街かい道どうを半分がたふさいでしまっていた。

「うん、どうやらそうみたいだね」

　はやる気持ちを抑えながら、俺はその人だかりへと近づいていった。

　とたんに、温めた乳にゆう脂しの芳かんばしい香りが鼻び腔こうに忍び込んでくる。これもまた、この屋台がヤンの店であるというまぎれもない証あかしであった。

「うわ、人がすごくてまったく様子がわからないな。こいつは予想以上に繁はん盛じようしてるみたいじゃないか」

「うむ。様子をうかがいたいのならば、私の肩かたに乗るか？」

　真剣そのものの表情で、アイ＝ファがそのように述べてきた。

　そうしてすみやかに腰こしを屈かがめようとしたので、俺は慌あわてて「いや、大丈夫！」と答えてみせる。

「素す直なおに順番を待つことにするよ。もともとヤンの料理を買うつもりでいたわけだし」

「そうか」

　というわけで、俺たちは人だかりの最さい後こう尾びに並ぶことにした。

　が、六名の狩人を引き連れた大所帯である。その場にいた内の、お客か野や次じ馬うまかもよくわからない様子で物見高そうに群がっていた人々は、俺たちの登場に気づくと困こん惑わくの表情で輪の外に離脱していってしまった。その反応でもわかる通り、この屋台に群がっているお客たちの八割は、黄おう褐かつ色しよくか象牙色の肌はだをした西の民であったのだ。

（まいったな。これじゃあ営業妨ぼう害がいになっちまうじゃないか）

　しかし、そのおかげで人ひと混ごみに隠されていた屋台の様子を目にすることができた。

　屋台は、俺たちがレンタルしているのと同様の造りをしている。笑顔でお客さんの注文を聞いているのは、若い女性だ。

　その隣となりで白装束のヤンが熱心に料理を作製しており、そして、屋台の両りよう脇わきには二名の兵士が立ちはだかっている。町の衛兵よりも立派な身なりをした、ダレイム伯はく爵しやく家けの武官である。さらにその屋台には、ダレイム伯爵家の紋もん章しようが刺し繍しゆうされた旗のようなものまで掲かかげられていた。

（すごいな。貴族のお抱え料理人ということを隠さずに商売を始めたのか）

　それで武官の護衛までつけていたら、その物々しさで宿場町の人々には敬遠されそうなものであるが――しかし、その屋台はたいそう繁盛していた。

　露店区域の最さい南なん端たんであるこの場所は、きっと仕切り屋に心づけを払わないと借りることのできない一等地であろう。宿屋の区域と隣りん接せつしているので人通りは多いし、時間もちょうど中天を過ぎた頃合いであるのだから、軽食の屋台としてはかきいれどきだ。

　しかし、一つの屋台にこれほどのお客さんが群がっているのを見るのは、初めてのことだった。我わがギバ料理の屋台でいえば、朝一番のラッシュに匹ひつ敵てきする賑にぎわいである。

「おお、アスタ殿どの。本当に足を運んでいただけたのですね」

　俺たちの番が回ってくると、料理の作製に没ぼつ頭とうしていたヤンが面を上げた。

　俺がサイクレウス邸ていで着させられていたのとよく似たデザインの白装束を纏まとい、頭には筒つつ型がたの帽ぼう子しを載のせている。痩やせてはいるが血色のいい黄褐色の顔には、その多た忙ぼうさを証し立てるかのようにうっすらと汗あせが浮うかんでいた。

「お疲つかれ様さまです。ご盛せい況きようなようで、何よりです」

「ええ。初日としてはまずまずといったところでありましょうか」

　しかつめらしい面おも持もちでヤンがうなずく。

「申し訳ありませんが、後ろがつかえておりますので、ご注文のほうをお願いいたします」

「はい、ええと――」

　そこで、ヤンのかたわらにいた女性と視線がぶつかった。

　褐かつ色しよくの長い髪を後ろで束ねて、頭にはスカーフのようなものを巻き、質のよさそうな長なが衣ごろもに前まえ掛かけを着けた、いかにも上品そうな若い女性である。

　おそらくは、俺の周囲に群がる狩人たちに恐おそれをなしてしまっているのだろう。いくぶん血の気の下がっていた象牙色の面に、弱々しい微び笑しようがひろがる。

「いらっしゃいませ。お代は赤銅貨一枚になります。どの色をお選びになりますか？」

「え？　色？」

　女性はうなずき、手前の台の右手側を指し示してきた。そこには三種のポイタン生地が飾かざられていたのだ。

　大きさは直径十五センチていど。俺が『ミャームー焼き』で使用しているものよりもふた回りは小さな、丸形の平べったい生地である。

　驚おどろいたのは、その色合いであった。その生地の、一つは見慣れたクリーム色であったが、残りの二つは、なんと淡あわいオレンジとグリーンの色しき彩さいをしていたのだ。

「白い生地にはギーゴを、朱しゆ色いろのものにはネェノンを、緑色のものにはナナールを混ぜ合わせております。お代はどれも赤銅貨一枚ですので、お好きな色をお選びください」

　野菜で着色しているのか、と俺はさらに驚くことになった。

　ギーゴを混ぜると食感がふんわりすると教示したのは、俺自身である。が、ギーゴはもともとポイタンと同じようなクリームがかった白色をしているので、色彩に変化などは生じない。

　で、ネェノンというのはニンジンとよく似た色をした野菜であり、ナナールというのは――俺はまだ自分の献立では使用していないが、たしかホウレンソウのような野菜であるはずだった。

（それでもって、お代は赤銅貨一枚か）

　その理由は、生地の大きさで納なつ得とくできる。きっとこれは、赤銅貨二枚で販売している『ミャームー焼き』の半分ぐらいのサイズで売られているのだ。

　俺がこの宿場町で初めて口にした『キミュスの肉にく饅まん頭じゆう』も、小さなやつは赤銅貨一枚で販売されていた。子供ならば一つで十分であるし、大人であれば二つ購入すればよい、ということなのだろう。そうして価格をおさえておけば、初見の人々でも気軽に購入することができる、という目もく論ろ見みであるに違ちがいない。

「あの……どうなさいますか？」

　娘むすめさんが、ちょっと頼たよりなげな営業用スマイルで問うてくる。

「それじゃあ、朱色と緑色を一つずつお願いします」と俺は応じた。

　ヤンの料理は俺とレイナ＝ルウが一つずつ購入する、と取り決めていたのだ。

「ありがとうございます。少々お待ちくださいませ」

　きっとこの娘さんも、ダレイム伯爵家にゆかりある城下町の民なのだろう。ここまでお上品に接客をする人間を、俺は宿場町で見かけたことはない。

　ともあれ、俺とレイナ＝ルウは一枚ずつの赤銅貨を支払い、それに応じて、ヤンが軽食をこしらえてくれた。

　屋台の内側には巨きよ大だいな鉄鍋が設置されており、その中では茶色い具材がくつくつと煮えている。漂ってくるのは、カロンの乳脂と香こう草そうか何かの甘あまい匂においだ。

　どろりとした茶色いペーストが、ポイタンの生き地じに包まれていく。形状は、『ミャームー焼き』と同じような――つまりはクレープと同じような三角形だった。やはり丸形の生地では、このように折り込むのが一番無難なのであろう。

「お待たせいたしました」

「ありがとうございます。……では、ご感想はまたのちほどということで」

「はい。ご足労いただきありがとうございました」

　あくまでもしかつめらしく、ヤンは頭を下げてきた。

　きっと城下町では、客前に立つような商売はしていなかったのだろう。もともと生き真ま面じ目めで堅かた物ぶつそうな人物ではあったが、雑念を払って仕事に集中しようとしている様子である。それでもミケルと出会って以来、森辺の民に対する不信感などは緩かん和わされたようで、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいから無礼の部分が消えたように感じられた。

　目的の品を手中にした俺たちは、急ぎ足で屋台から遠ざかる。そうすると、また屋台の周囲にはわらわらと人が集まり始めた。それらの姿を見届けてから、俺たちは少し離れた場所で息をついた。

「香りは、素晴らしいですね。これがカロンの乳脂という食材の香りなのですか？」

　その手に持ったヤン作製の軽食に真剣な眼差しを向けつつ、レイナ＝ルウがそのように問うてきた。レイナ＝ルウがオレンジで、俺がグリーンの生地である。

「そうだね。あとはカロン肉の匂いと、それに香草も使ってるみたいだね」

「そうですか。ギバではない肉を口にするのは、やはり少し緊張してしまいます」

　しかしレイナ＝ルウも、《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》でミラノ＝マスに料理の手ほどきをした際、キミュスとカロンの肉を口にしている。皮のないキミュス肉とカロンの足肉がどれほど味気ない食材であるか――そしてそれらを俺がどのような手順でいっぱしの料理に仕上げたか、それを知った上で、レイナ＝ルウはこの料理の試食に挑むのである。

「それでは、いただいてみようか」

「はい」

　俺たちは、同時にポイタンの生地に歯をたてた。

　まず、バターにも似た乳脂と、あまり覚えのない香草の香りが鼻に抜ぬけていく。

　乳脂とも調和する、ずいぶん甘い香りである。俺の知る中では、シナモンに近い香りかもしれない。

　その後に、よく煮込まれたカロン肉と野菜の旨みが口の中に広がった。

　カロンの足肉は、ほどよい噛み応ごたえが残るていどに、やわらかく煮込まれている。

　野菜は、何を使っているのだろう。とりあえず、アリアとネェノンの甘みは感じ取れたが、それ以外にもさまざまな野菜を使っていそうだった。

　ポイタンの生地に混ぜられているナナールという野菜はそこそこの青あお臭くささを持っているはずであったが、それは具材の風味で帳消しにされている。また、ギーゴを使っていないので、生地は若じやつ干かんパサついていたが、具材に汁しる気けが多いのでさほど気にならない。

　一言で評するならば、これは甘さを主題にした料理であるようだった。

　乳脂の甘さ、カロン肉の甘さ、野菜の甘さ――それらを結び合わせるために、おそらくこのシナモンのような香草を用いているのだろう。

　そして、その香草の他ほかに調味料というものは使われていない。カロンの足肉は塩しお漬づけにされていたのだろうが、知覚できるような塩しお辛からさは存在しないのだ。もしかしたら、その塩気さえもが料理の甘さを引きたてているのかもしれなかった。

（これはきっと――乳脂を軸じくにして考案された味付けなんだな）

　岩塩の他には調味料らしい調味料を入手することが難しいこの宿場町において、俺はミャームーの香りや、タラパの酸味、果実酒の甘さなどを味の主しゆ軸じくに定めてみせた。それに岩塩とピコの葉を組み合わせることによって、まずは納得のいく料理を作り上げることがかなったのだ。

　それに対して、ヤンは乳脂と、この名も知れぬシナモンのような香草で味を組み立ててみせたのである。

　驚くほどに美味い、ということはない。個人的に、甘さだけを強調するというのはちょっと食べなれない感じがしてしまうし、自分だったら異なる方向性を選んだと思う。ただ、肉や野菜から甘みを引き出す手しゆ腕わんと、それを乳脂と香草で統合させる発想には、ひとかたならぬ技術とセンスを感じさせられた。

　端たん的てきに言うと、完成された味である。宿場町でこれほど完成された料理というものを、俺はこれまでに口にしたことはなかった。

「これは、肉を焼いてから野菜と一緒に煮込んでいるのでしょうか？」

　相変わらず真剣な面持ちをしたレイナ＝ルウが、そのように述べてきた。

「うん。きっとカロン肉の表面を乳脂で焼いて、それがやわらかくなるまで野菜や香草と一いつ緒しよに煮込んでいるんだろうね。使われているのはアリアとネェノンと――ひょっとしたら、ティノやチャッチなんかも使われているのかな」

「ティノは使われている気がしますね。ほとんど形は残っていないようですが」

「あ、あと、煮込むときに脱だつ脂し乳にゆうも入れてると思う。だからこんなにまろやかな味なんだろうね」

　ごくごく小さなサイズの料理であるが、俺もレイナ＝ルウも一口食べた後は解かい析せきに夢中になってしまっていた。周囲を囲んだアイ＝ファたちは、ひたすら街道の様子に気を配りつつ、こちらに対しては無関心である。
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「このポイタンの生地の色には少し驚かされましたが、味には関かかわっていないのですね。これならば、ギーゴを混ぜたものが一番美味なのではないでしょうか？」

「そうだね。これはたぶん、お客の目をひくための細工なんだと思う。……やっぱりネェノンの味は全然しない？」

「しない……と思います。わたしに感じ取れないだけかもしれませんが」

「いや、こっちもナナールの味は感じられないから、間違いないんじゃないのかな。……それでもいちおう、おたがいの味を食べ比べておこうか？」

　瞬しゆん時じの内に、レイナ＝ルウの顔が真っ赤に染まった。

　それと同時に、背後からそこそこの力で足を蹴られてしまう。

　振り返ると、アイ＝ファの不ふ機き嫌げんそうな横顔が見えた。

「あの、アスタ……申し訳ないのですが、家人でもないのに同じ料理を口にするというのは……森辺の民として、控えるべき行こう為いだと思われます」

「あ、ああ、そうだよね。ごめん、気き遣づかいが足りていなかったよ」

　しかし俺はリミ＝ルウに自分のハンバーグを分わけ与あたえた記き憶おくがあるし、ルド＝ルウもターラから肉饅頭をおすそ分けされていたと思うのだが、幼子が相手の場合はノーカウントなのだろうか。

　何にせよ、今回については俺に落ち度があったので、このふくらはぎの痛みは真しん摯しな気持ちで受け止めさせていただこうと思う次し第だいであった。

「なんか、匂いだけはやたらと美味そうだな。レイナ姉、一口だけ味見させてくれねーか？」

　と、ルド＝ルウも街道のほうに目を向けたまま、そのように発言してきた。レイナ＝ルウは「いいよ」と気安く応じて食べかけの軽食を弟に差し出す。

「あ、アイ＝ファ、お前も良かったら――」

「いらん」

　俺は大人しく、ふた口目を頬ほお張ばることにした。

　その間に、姉の手から軽食をひと口かじり取ったルド＝ルウが「うーん」と不ふ明めい瞭りような声をあげる。

「美味いのか、これ？　別に不味まずいとは思わないけどよ」

「たった二日間で考案したと思えば素晴らしい出来だと思うよ。何というか、味の筋が一本通ってる感じなんだよね」

「……よくわかんねー。俺はアスタやレイナ姉の作るもんのほうが断然美味いと思えるな」

　それは、俺たちがギバ肉というアドバンテージを有しているからだ。少なくとも、俺が《キミュスの尻尾亭》でこしらえた『キミュスのつくね』や『カロンの細切り肉炒いため』に劣おとる料理ではないと思う。もちろんヤンのほうも乳脂を使用できるというアドバンテージを有しているわけであるが、それでもこれが完成度の高い料理であるという事実に変わりはなかった。

　さらに、色とりどりなポイタンの生地と乳脂の香かおりで道行く人々の目と鼻をひきつけ、なおかつ価格は赤銅貨一枚におさえた。料理の味だけではなく、そういったものも含めての戦略だったのだろう。専門職としての料理人というものが存在しないこの宿場町において、ヤンはしっかりその実力を示したみせたのである。

「よお、やっぱり姿を現したな」

　と、そこに笑いを含んだ声をかけられた。

　マントのフードを深々とかぶった、大おお柄がらな西の民――その口もとは灰色の布きれで隠している、《守護人》のザッシュマである。

「ああ、どうも。まずは順調なすべりだしのようですね」

「そうだな。初日でこれだけの賑わいなら十分以上だろう。今はけっこう落ち着いているが、最初の内はこれがポイタンなのかと驚いている連中もそれなりにいたようだったしな」

　狩人たちの肩ごしに、ザッシュマは目もとで笑いかけてくる。

「それにやっぱり料理人ってのは大したもんだ。宿場町でこれだけ美味い料理を食べさせる店はそうそうないだろう。……俺はもうちょっと酒に合う味付けのほうが好みだがな」

「ああ、あなたも味見をされたんですね」

　俺の言葉に、ザッシュマはフードごしに頭をかいた。

「それはいちおう、俺たちにとっても大事な作戦の一いつ環かんだからな。……いまだにお前さんの料理を食べていないのは、ちっとばかり申し訳ないなと思っているよ」

「いえ、そこまで気を使っていただくことはないですよ」

　黄褐色の肌をしたザッシュマは、このジェノスかごく近場の町の生まれなのだろう。ならば、彼かれもギバや森辺の民を忌き避ひしてきた人間の一人なのである。

　ポルアースだってなかなかギバの料理を口にする気にはなれないと言っていたのだから、それはしかたのないことだ。そのような素す性じようでも森辺の民と共きよう闘とうしてくれようとしているのだから、不満などを述べられるものではない。

　ただ――それとは別に、一つ気にかかる点はあった。

「そういえば、ヤンの店に集っているのは、ほとんど西の民であるように見受けられますね？」

「ああ。そいつもしかたのないことだろう。南や東の民なんかは、こぞってお前さんたちの店に集まっちまってるんだからな。客の取り合いにならなくて、けっこうな話じゃないか」

　目先の売り上げだけを考えるならば、その言葉は正しかったかもしれない。だが、俺たちの目的はあくまで西の民にギバの味を知ってもらうことなのだ。そういう意味では、この先ヤンの店は最大のライバルになってしまうのかもしれなかった。

（もちろん、それならそれで真っ向勝負するしかないけどな）

　この対たい抗こう意識は、いい意味で燃ねん焼しようさせてもらおうと思う。

　それに付け加えて、この先はどの店でも乳脂を扱あつかえるようになっていくのだから、宿場町における料理というものが全体的にワンランク高いレベルに上がっていく可能性も想定しておかなければならなかった。

（だけど俺だって乳脂を使えるし、それに、フワノやキミュスの卵っていう新しい食材とだって巡りあえたんだ。人手さえ確保できるなら、屋台を増やして新しい料理を売り出してみよう）

　しかし、それもこれもサイクレウスとの決着をつけた後の話である。そこで満足な結果を得ることができなければ、ギバ肉の普ふ及きゆうもへったくれもないのだ。

「まあ、宿場町で貴族のお抱え料理人が店を開くなんて、前ぜん代だい未み聞もんの話だからな。それだけでも評判にならないわけはない。そして、ダレイム伯爵家の家か紋もんをこれ見よがしに掲げたあの店が宿場町の人間に受け入れられてるってのも、こっちにとっては吉きつ報ぽうだよ」

　気を取りなおしたように、ザッシュマがそう言った。

「お前さんがトゥラン伯はく爵しやくの娘にさらわれたとき、その救出に一役買ったのがダレイム伯爵家の人間だってことはもう宿場町にも知しれ渡わたっている。森辺の民をいまだに恨うらんでいる人間だったら、ダレイム伯爵家ゆかりの店なんかに関わろうとは思わないだろう。……反対に、もしもあの店がトゥラン伯爵家の家紋なんざを掲げていたら、あそこまで繁盛しなかったんじゃないのかね」

「そうですか。……そうですよね」

　あの場にいた西の民たちは、その大半が森辺の狩人の登場に動どう揺ようしていた。だけど確かに、そこまで森辺の民を恐れたり嫌けん悪おしたりはしていなかったように思う。

「森辺の民とサイクレウスの確かく執しつについてもだいぶん知れ渡ってきたようだし、そいつは確実にサイクレウスを非難する気風を生み出しつつある。あのガズラン＝ルティムっていう森辺の男衆は、なかなか時勢を読むのに長たけているようだな。……悪い意味で言うんじゃないが、森辺の集落にああいう人間が存在するってのは、ちっとばっかり驚きだったよ」

「ええ。俺もあの人には驚かされることが多いです」

「ああいう男は、話していても気持ちがいい。この厄やつ介かい事が片付いたら、一緒に酒でも――」

　そんな風に言いかけて、ザッシュマはすっと目を細めた。

「――なんて、そんな呑のん気きなことを言っている場合でもないようだな。おい、俺はいったん姿を隠させてもらうから、用心しておけよ、お前さんたち」

「え？　それはどういう――」

　俺の呼びかけもむなしく、ザッシュマはさっさと人混みにまぎれてしまう。わけもわからず視線をさまよわせると、アイ＝ファが北の方向をにらみすえていた。

「ルド＝ルウよ。あれは、サイクレウスの配下の兵士だ」

　とたんに、俺とレイナ＝ルウを取り囲んでいた狩人たちが包囲の輪をせばめてきた。ただでさえ狭せまい空間に押おし込められていた俺たちは、輪の中心で肩をぶつけてしまう。

「……森辺の民よ。この場で出会えたのは僥ぎよう倖こうであった」

　北の方角から接近してきた大柄な人ひと影かげが、俺たちの前に立つ。儀ぎ礼れい的てきな白い革の甲かつ冑ちゆう姿で、細身の長ちよう剣けんを腰に下げたその人物は、確かにあの館やかたでサイクレウスを警護していたトゥラン伯爵家の武官の一人であった。

「森辺の民、ファの家のアスタにアイ＝ファだな？　自分はトゥラン伯爵家の警護隊第一隊長ジモンである。……この中に、森辺の族長筋ルウ家の人間は含ふくまれているか？」

「俺はルウ本家の末まつ弟ていルド＝ルウだ。いったいどんな用向きなのか、聞かせてもらおうか」

　狩人の火を両目に燃やしたルド＝ルウが、ジモンの前に進み出た。

　トゥラン伯爵家の紋章を胸当てに刻んだ武官と、森辺の狩人が対たい峙じする姿に、道行く人々がざわめいている。そんな不ふ穏おんなざわめきの中、ジモンは落おち着つき払った声で言った。

「我が主人、トゥラン伯爵サイクレウス卿きようからの言葉である。森辺の族長らに正しくお伝えしていただきたい。内容は、二日後に迫せまった会談についてであるが――」

　そうしてジモンは、二つの事じ項こうを俺おれたちに申し渡してきた。

　その二つ目の事項に言葉が及およんだとき、アイ＝ファはその青い瞳ひとみに激情の炎ほのおを宿らせて、「ふざけるな！」と怒ど号ごうをあげることになった。




２




　数時間後――定刻で仕事を切り上げた俺たちは、昨日と同じ編成でルウの集落へと帰き還かんした。

　ただし、いささかならず重苦しい空気を纏っての帰還である。アイ＝ファを筆頭とする狩人たちが、いまだに怒りを解消できずにいたからだ。

「おや、おつとめご苦労さん。……どうしたんだい？　そろいもそろって、おっかない顔をしちまってさ」

　すっかりこの集落の一員に成り果ててしまったかに見えるマサラのバルシャが、薪まき割わり用の鉈なたを手に下げながら、けげんそうに首を傾かしげた。その見張り役であり警護役でもあるリャダ＝ルウもわずかに眉まゆをひそめ、ミダはぽけっと俺たちを見下ろしてくる。

「ああ、サイクレウスの手下から、ろくでもねー伝言を受け取る羽目になっちまってよ。……リャダ＝ルウ、親父おやじたちはまだ森か？」

「うむ。まだ日が高いので、戻もどるには今しばしかかるであろう」

「そっか。親父も怒いかり狂くるうかな。いや、案外と親父は俺たちが怒おこるような話には怒らなかったりもするんだよな」

「いったいどうしたってのさ？　聞いてよければ、聞かせてほしいもんだねえ」

　バルシャもその唐から獅じ子しめいた顔に緊きん張ちようの色を浮かべ始めている。

　そちらに向きなおり、ルド＝ルウは黄褐色の頭をかきむしった。

「あんたに隠かくすような話ではねーな。明後日の会談について、サイクレウスの野や郎ろうがロクでもねー条件を突つきつけてきやがったんだよ」

「条件？」

「ああ。一つ目は、会談の場所をトゥランではなく城下町のあいつの館に変へん更こうするって話だった。身体の調子が悪いんで、館から出るのが億おつ劫くうになっちまったんだってよ」

　それだけの説明では、怒っている理由が伝わらない。けげんそうな顔をしているバルシャたちに、ルド＝ルウは続けてまくしたてた。

「だけど、城下町には通行証ってやつがないと足を踏ふみ込めねーんだ。で、会談に関係ねー人間の分は、十名まで同行を許す、だとよ。まったくふざけた話だろ？」

　森辺の民は、ズーロ＝スンらを引き連れていく代わりに、警護役の狩人を数十名ばかりも同行させる予定であった。会談の場におもむけるのは族長を含む数名であったとしても、狩人たちはその建物の周囲に待機して、有事の際は内部に踏み込む算段であったのだ。

「ふむ……それはやはり、ズーロ＝スンらを引き連れていくというこちらの申し出に対して、向こうも警けい戒かい心しんを抱いだいたということなのだろうか？」

「へん！　都合よく病気が悪化したって考えるよりは、そっちのほうが自然な話だろうな！」

　しかしもちろん、ジモンはあくまでもサイクレウスの体調が思わしくないためであると言い張っていたし、なおかつ、会談の場にそれ以上の護衛役など不要であろう、とも言っていた。それは、この申し出を受け入れられないなら叛はん意いがあるものと見なす、と言わんばかりの口調であった。

「もう一つの申し出は、さらにふざけてるぜ？　あのくそったれの貴族野郎は、会談の場にアスタを連れてこい、なんて言いだしやがったんだよ！」

　これにはリャダ＝ルウも、ぎょっとした様子で目を見開いていた。

「アスタを会談の場に？　これはあくまでも、森辺の族長とサイクレウスによる会談なのであろう？　アスタは無関係ではないか」

「知らねーよ！　何だかわけのわかんねーことをぐだぐだとくっちゃべってたけどな！」

　わめきながら、ルド＝ルウは地面を蹴けり飛とばす。

　ということで、もしかしたらこの中では一番冷静であるかもしれない俺が説明役を肩かた代がわりすることになった。

「あちらの言い分としては、俺の出自を問題視しているようです。海の外からやってきた渡と来らいの民を一族に迎えるというのはちょっと前例のないことなので、もっと慎しん重ちように対処するべきではないのか、と――」

　俺は俺でこの世界の習わしというものを完全に把は握あくしきれていないので、ジモンの言葉を理解するのはなかなかに困難であった。

　だけどまあ要するに、渡来の民というのはこの大陸の四大神の子ではなく、異教の神を崇あがめる一族であるはずなので、そのような出自の人間をうかうかと招き入れてしまうのはあまりに軽けい率そつなのではないのかという、そういう論ろん旨しであるようだった。

「アスタは森辺の同どう胞ほうだ！　アスタ自身がそう思っていて、周りの俺たちにも文句はねーんだから、そいつを横からうだうだ言われる筋合いなんてねーよ！」

　数時間前、宿場町の街道において、ルド＝ルウはそのように言ってくれたが、ジモンは冷れい徹てつな表情のまま、首を横に振ふっていた。

「それでは、ファの家のアスタも現在では西方神セルヴァの子である、ということだな？」

「はい。俺はそのつもりです」

「ならば、セルヴァの子たる証を示してみせよ」

　もちろん俺には、何のことだかわからない。

　ジモンは、満足そうにうなずいていた。

「何なら、ジャガルかシムへの礼でもかまいはしないぞ。マヒュドラの子でない限り、セルヴァの門が閉ざされることはない。……むろん、それでもセルヴァの子とならない限りは、ジェノスの領土たるモルガの森辺に住まうことは認められないがな」

「……すみません。仰っている意味がよくわかりません」

「うむ。それがつまり、貴き殿でんがこの大陸の出自でないということを証し立てている」

「ちょっと待てよ！　そんなの、俺たちだって意味がわかんねーぞ!?」

　大声をあげるルド＝ルウに向かって、ジモンは冷たい視線を投げかける。

「森辺の民たみは、セルヴァの子としての習わしを学んではおらぬそうだな。まったく考え難がたい話であるが、それは八十年前にジェノス侯こう爵しやくと森辺の族長との間で交かわされた取り決めであるらしいので、誰だれを責めることもできん。神への礼も知らぬ人間など、この大陸には森辺の民ぐらいしか存在しないのだろうがな」

「へん！　だったら別に、アスタだって――」

「森辺の民は、その特異な風ふう貌ぼうによって出自を見分けることができる。また、これまでは森辺の外の人間と縁えんを結ぶ必要もなかったので、ことさら出自を取とり沙ざ汰たされることもなかったのだろう。しかしこのファの家のアスタは、渡来の民でありながら西方神の子であると標ひよう榜ぼうし、西の地で銅貨を稼かせいでいる。それを放置することは、謎なぞの多い渡来の民に対して悪あしき前例を作ることにもなりかねない、というのがトゥラン伯爵のお考えである」

　あくまでも淡たん々たんと、ジモンはそう言い継いだ。

「リフレイア姫ひめの不始末とは関係なく、ファの家のアスタの存在を見過ごすことはできない。ファの家のアスタがこの先も森辺の民、ジェノスの民として生きていくつもりであるならば、ジェノス領主マルスタインの認にん可かが必要となることは当然であろう、とのことだ」

「……その娘の不始末とやらを詫わびた舌の根も乾かわかぬ内に、今度はそのような言いがかりをつけてくるのか」

　と――ついにはアイ＝ファが、氷の刃やいばのごとき冷たく鋭するどい声こわ音ねでそのように発言した。

「あのサイクレウスという貴族に、己おのれの浅ましさを恥はじる心というものは存在せぬのか？」

「口をつつしむがいい、ファの家のアイ＝ファよ。どれほど余人に誹ひ謗ぼうされようとも、ファの家のアスタの素性が知れてしまった以上、伯爵はそれを見過ごせぬお立場であるのだ」

　その後はもう衛兵を呼ばれかねないような騒さわぎになりかけてしまった。

「族長の指示を仰あおぎます！」と俺が取りなしていなければ、本当に取り返しのつかないことになっていたかもしれない。それぐらい、アイ＝ファやルド＝ルウたちは怒り狂ってしまっていたのである。

「要するに、サイクレウスっていう野郎はアスタもスン家の連中も全部自分の手に入れようとしてるってだけのこったろ！　わかりやすすぎて笑えてくるぜ！」

　深刻そうに眉をひそめているリャダ＝ルウたちを前に、またルド＝ルウが大声をあげる。感情は豊かでとても素直な気き性しようをしたルド＝ルウではあるが、この少年がこれほどの怒りをあらわにするのは本当に珍めずらしいことだった。

「それとは別に、やっぱりサイクレウスは会談の場で森辺の民に暴れられることを警けい戒かいしているのかもしれないね。俺みたいな足手まといがいたら、族長たちも迂う闊かつに動けなくなってしまうかもしれないし」

「関係ねーよ！　会談の場にはヤミル＝レイやツヴァイなんかも連れていくんだからよ！　サイクレウスの野郎は絶対、娘と同じようにアスタの身み柄がらを狙ねらってやがるんだ」

　ルド＝ルウは、もはや完全に狩人の眼光になってしまっていた。

　アイ＝ファはアイ＝ファで無表情のまま、ルド＝ルウ以上に物ぶつ騒そうな目つきになってしまっている。

「……だが、我々がどれほどの覚かく悟ごで二日後の会談に臨のぞもうとしているかは、宿場町の民にも通達されているのだろう？　ならば、それを聞きつけたサイクレウスという貴族が警戒するのは当然のことだ」

　沈ちん着ちやくな声音で、リャダ＝ルウがそのように言った。

「そして、その話を広めることをガズラン＝ルティムに許したということは……族長たちも、サイクレウスに警戒されてもかまわない、むしろその動きをもって相手の真意をはかってみせよう、とでも考えているのではないかな」

「何だよそれ！　それで自分たちが不利になってたら馬ば鹿かみてーじゃねーか！」

「これしきの不利など不利にもならん、と考えているのかもしれん。……何にせよ、俺たちが騒いだところで何にもならんだろう。アスタの言う通り、族長の決定を待つ他あるまい」

　しかし、結論などはとっくに出ているのだろうと思う。

　君主筋は、あちらであるのだ。叛意がないのならば会談の場所などどこでもかまわないし、護衛の数など十名もいれば十分であろう――と言われてしまったら、それに抗あらがうすべはないように思える。俺の扱いに関しても、また然しかりだ。

　それがわかっているからこそ、アイ＝ファやルド＝ルウたちもこれほどまでに激してしまっているのだろう。会談を二日後に控ひかえ、ついにサイクレウスも鎌かま首くびをもたげてきた、ということなのだ。

　ともあれ、族長ぬきであれこれ詮せん議ぎをしていても埒らちは明かないので、俺たちは目前の仕事に取りかかることにした。

　アイ＝ファとルド＝ルウ以外の狩人はその場で散開し、残ったメンバーでかまどの間を目指す。かまどの間では、今日も当番であったリミ＝ルウが一人でポイタンを焼く準備を始めていた。

「ルドもアイ＝ファも何をそんなに怒ってるの？」

　不思議そうに小首を傾げるリミ＝ルウに再びルド＝ルウが大声で説明し始めるのを聞きながら、俺は肉の切り分けの準備を進める。

　すると、本日も追従してきたバルシャが「当人のあんたはずいぶん落ち着いてるみたいだね」と声をかけてきた。

「ええ。俺は族長の言葉に従うまでです。俺の存在で迷めい惑わくがかかってしまうのは非常に心苦しいことですが――俺さえいなければ、なんて卑ひ屈くつなことは言いたくないですし」

「ふうん。案外、肝きもが据すわってるんだね」

「そんなことはありません。内心では怒っているし、不安でもありますよ」

　ただ、俺の分までアイ＝ファたちが怒ってくれていたので、それに対する申し訳なさとありがたさで、俺は妙みように沈ちん静せい化かしてしまっただけだった。

　何にせよ、これは俺個人のみの問題ではない。森辺の一員でありたいと願った俺と、それを許してくれた森辺の人々との、みんなで背せ負おうべき問題であるのだろう。だから俺は、森辺のみんなとともに考え、最善の道を選びたいと思っていた。

「しかし、神への礼を知らないなんて、たまげた話だねえ。そんな一族がこの大陸に存在するとは思ってもみなかったよ」

　言いながら、ふいにバルシャは逞たくましい右みぎ腕うでを真横に広げて、左手で自分の心臓をつかむような仕草を見せた。

「我、マサラのバルシャは西方神セルヴァの子であることを、この魂たましいにかけて誓ちかう。……たったこれだけのことなのにね、神への礼なんて」

「はあ。それで自分が西の民であるということが証し立てられるわけですか？」

「そうさ、簡単だろう？　……ただし、偽いつわりの礼をほどこしたら、その人間は死後に魂を四つに引ひき裂さかれちまうけどね。王族だろうと盗とう賊ぞくだろうと、この誓いだけはおろそかにすることはできないのさ」

　笑いながら、バルシャは腕うでを下ろす。

「まあ、マヒュドラのそばに近づかない限り、そうそう自分の神を証す機会なんてないけどさ。でも、たとえばカミュア＝ヨシュみたいに北の民じみた風貌をした人間なんかは、あちこちで身の証を立てる必要にせまられるんだろうねえ」

「ああ、なるほど」

　シュミラルも、森辺への婿むこ入いりを果たすことがかなったならば、二度とシムの子を名乗ることは許されなくなるわけだ。

　それを隠してマヒュドラとの商売を続けて、何かの折に身の証を立てるべしとせまられたら、西方神に信しん仰こうを移したことが露ろ見けんしてしまう、と――つまりは、そういうことなのだろう。

（神を乗のり換かえるっていうのは、やっぱりそれぐらいの大ごとなんだな）

　ならば俺も、きっちり西方神セルヴァの子となる覚悟が必要なのだろう。

　幸いなことに、俺は故郷で神とも信仰とも無む縁えんの身であった。母の葬そう式しきは仏教式であったと思うが、正直なところ、どこの宗派なのかも俺にはわからない。そんな俺でも、素性の知れない神の子となる、というのはたいそう不安なものであったが――そうしなくては森辺の民を名乗ることは許されないというのなら、選せん択たくの余地はなかった。

（だけど、森辺の民にその習わしが伝えられていないっていうのは――やっぱりジェノスの領主にも、最初から同胞として迎むかえ入いれる気持ちが希き薄はくだったっていうことなんじゃないのか？）

　あるいは、八十年前の森辺の族長が、そのような習わしなどどうでもよい、とないがしろにしてしまったのか。

　だけど、そもそも森辺の民は南の王国ジャガルの出自であるはずだ。その時代から生きているジバ婆ばあさんならば、神への礼という概がい念ねんを備え持っているのだろうか。それとも、最初からそのような知識は持ち合わせぬまま、森辺の民は森の中で独自の暮らしを続けてきたのだろうか。

（本当に不思議な一族なんだな、森辺の民っていうのは）

　そんな風に考えてから、俺は自分の迂闊さに苦く笑しようしてしまいそうになった。

　奇き妙みようと言えば、俺の存在こそがもっとも奇妙であるのだ。便べん宜ぎ上、俺は海の外からやってきた、という扱いになっているが、実のところは異なる空間からやってきたとしか言い様のない出自であったのだった。

　そもそも俺は、一度死んだ身であった。燃えさかる建物の中で、瓦が礫れきに押し潰つぶされて絶命した身であるのだ。あの苦しさが夢や幻まぼろしであったとは思えないし、この地には俺の常識が通用しないさまざまなものが満ちあふれていた。そうであるにも拘かかわらず、俺はのうのうと第二の人生を送り続けているのである。

　死んだはずの俺が、どうして生前のままの姿で普ふ通つうに存在しているのか。まったく見知らぬ世界であるのに、どうして言葉が通じるのか。俺は何故なぜ、どういった運命の悪戯いたずらでこのような事態に陥おちいることになったのか――何もかもが不明のまま、俺はこうしてこの場に立っているのである。

（それでも俺は、森辺の民として――ファの家の家人として、アイ＝ファとともに生きていくと決めたんだ）

　一度死んだ身であるのだから、俺が元の世界に帰るすべはもうないのだろう。

　それでも俺が絶望せずに済んだのは、アイ＝ファと出会えたおかげであるのだ。

　この新たにつかみとった幸福を守りぬくためならば、俺はどのような苦難にも立ち向かう覚悟であった。

（サイクレウスがそこにケチをつけようっていうんなら、俺だって死しに物もの狂ぐるいで自分の居場所を勝ち取ってみせるさ）

　そのようなことに思いを馳はせている間に、『ミャームー焼き』の肉の切り分けは完かん了りようした。

「よし。それじゃあ晩ばん餐さんの支し度たくに取りかかろうかな」

　俺の言葉に、リミ＝ルウが振り返る。

「アスタは今日、すーぷのほうを作ってくれるんだよね？　いったいどんなすーぷを作るつもりなの？」

　幸いなことに、リミ＝ルウはルド＝ルウの言葉を聞いても、まったく動じていなかった。「ドンダ父さんにまかせておけば大だい丈じよう夫ぶだよ」と、家長を信しん頼らいしきっている様子である。それでルド＝ルウも毒気を抜かれてしまったのか、ぶすっとした顔で壁かべにもたれかかっている。

「ああ、今日はカロンの乳を使うつもりなんだよ。昨日、荷車で運んできた、あれさ」

　ヤンから買いつけたカロンの乳十リットルは、壺つぼに封ふう入にゆうしたまま食料庫に保管させていただいていた。一晩たって、今ごろは脂し肪ぼう分ぶんが浮ういてきている頃ころ合あいであろうから、いよいよ乳にゆう脂しの作製に着手しつつ、残った脱脂乳でスープをこしらえる予定であったのだ。

「すみません、アスタ。そちらを手伝うのに、もうしばらく時間をいただいてもよろしいでしょうか？」

　と、今度はパテ作りにいそしむレイナ＝ルウが声をあげてくる。本日はあらかじめ、乳脂の作製とカロン乳の取り扱いの手ほどきをする約束をしていたのである。

「うん、焦あせる必要はないからね。その間に、俺はちょっと自分の勉強を進めさせていただくよ」

　かまどの一つには、昨日使用したラードがそのまま残されていた。

　むろんゴヌモキの葉でできる限りは密みつ封ぷうしているが、一度使ったラードは壺に戻せない。油が酸化して使用に堪たえなくなるまでどれぐらいの期間と回数がかかるか、それは調理の勉強がてら確かく認にんしていく心づもりであった。

（幸い、揚あげ物もののネタには困らないからな）

　昨日は『ギバ・カツ』ばかりでなく、歯の弱いジバ婆さんのために『ギバのメンチカツ』もこしらえることになった。本日は、第三の揚げ物料理の試作である。

　俺はかまどに火をかけて、まずは準備しておいたチャッチを煮に込むことにした。その間に、ギバのロースやバラ肉の切きれ端はしなどをミンチにしていく。

「……はんばーぐか？」と、アイ＝ファが小声で問うてきた。

「いや、これはまた別の料理なんだよ」と応じると、「そうか」とまぶたを閉ざしてしまう。

「はんばーぐじゃなかったら何なんだよ？　チャッチも使うのか？」

　ようやく落ち着きを取り戻してきたルド＝ルウも、興味深そうに鉄てつ鍋なべの中を覗のぞき込んでいた。そういえば、ルド＝ルウはチャッチが好物なのである。

「うん、これは商売用の料理の勉強なんだけどね。コロッケっていう料理を作るつもりなんだよ。……よかったら、ルド＝ルウも一口だけ味見をしてみるかい？」

「いいのか？」とルド＝ルウは瞳を輝かがやかせ、リミ＝ルウは「ずるーい！」と不満の声をあげる。

「どーしてルドだけなの？　リミも味見したい！」

「あ、ごめん。もともとこれは俺一人で味見をするつもりだったから、一人分の材料しか準備してなかったんだよね」

　いささか神経質かもしれないが、明日の晩餐でも少しばかり『ギバ・カツ』を作製する予定であったので、油ものの連日の試食はご遠えん慮りよいただこうかなと考えていた俺であった。

　それでもルド＝ルウに声をかけてしまったのは、俺なんかのためにあれほどの怒りをあらわにしてくれたことへの、せめてもの謝意であったのだ。が、リミ＝ルウはたいそう不満そうなお顔になってしまっていた。

「ほら、昨日も説明した通り、揚げ物っていう料理は毎日食べると身体によくないかもしれないからさ。身体の小さなリミ＝ルウなんかは、よけいに気をつけたほうがいいと思うんだよね」

「ルドだってちびルドじゃん！」

「お前ほどちびじゃねーよ！」

　何気ない提案が兄妹きようだい喧げん嘩かを誘ゆう発はつしてしまった。

　おそるおそるアイ＝ファのほうを振り返ると、「私はいらん」と先制された。

「あまりに美味だと、味見だけでは物足りなくなってしまうだろうしな」

　それに私が食べたいのはその料理ではない、と顔に書いてあるように思えたが、それは俺の勘かんぐりであっただろうか。

「と、とにかくね、明日の晩餐でもまた少しだけ『ギバ・カツ』を作る予定だから、それで勘かん弁べんしておくれよ。この料理は、あくまで商売用なんだ」

「だけど、アスタが作るなら美味おいしいに決まってるもん！」

「いやあ、人知れず失敗作の山をこしらえたりもしてるんだけどねえ。……そんなに興味があるんだったら、次に作るときに試食をお願いするからさ。ね？」

　可愛かわいらしく頬ほおをふくらませていたリミ＝ルウは、眉を下げながら「ほんとに？」と俺を見つめてきた。

「嘘うそつかない？　約束してくれる？」

「うん。約束する」

「うー……わかった。それじゃあ我が慢まんする」

　リミ＝ルウはしょんぼりと肩かたを落としながら、ポイタンの焼き作業を再開させた。ルド＝ルウは、勝かち誇ほこった表情で「にっひっひ」と笑っている。なんとも錯さく綜そうした兄妹きようだい愛あいである。

　気を取りなおして、俺も作業を再開させることにした。

　まずはアリアをみじん切りにして、少量のラードで手早く炒める。

　具材がしんなりしてきたらミンチも加えて、塩とピコの葉で味を整える。

　しかるのちに、ゆであがったチャッチを引き上げて、熱い内にグリギの棒で潰していく。木皿の中で、炒めた具材とチャッチをざっくり混ぜ合わせて　俵型に成形したら、タネは完成だ。

　あとは昨日と同じように、フワノ粉、キミュスの卵、焼きフワノ粉の順で衣ころもを纏まとわせ、ラードで揚げるばかりである。

　ただし本日は、ソース代わりの調味料も作製する心づもりであった。

　干し肉に含まれる岩塩だけで過ごしてきた森辺の民には、油分と同様に過度な塩分も不要と思える。が、ピコの葉ではなく塩に漬つけた肉を常食している宿場町の民は、森辺の民よりも塩気を好むし、また、それだけの塩分が必要な体質になっていると察せられる。よって、タウ油をたっぷり使ったソースの代用品をこしらえることにしたのだ。

　おおよそのレシピは、トゥラン伯はく爵しやく邸ていに捕とらわれていた際に完成させていた。すり潰したタラパとアリアを鉄鍋で煮込み、粗あら熱ねつを取ったのちにタウ油を注いでフワノ粉を添てん加かする。タラパの酸味、アリアの甘あまみ、それにフワノ粉のとろみによって、醤しよう油ゆにそっくりなタウ油をウスターソースの味に近づけることは可能であった。

　ママリアの酢すなんかを垂らすとまたいっそう風味が近づくのだが、それは城下町にしか存在しない。俺はあくまで、宿場町で手に入る食材で料理を完成させなければならなかったのだった。

「……アスタ、その料理もとても興味深いのですが」

　と、タラパのソースを煮込みながらレイナ＝ルウが切なげな目を向けてくる。

「ああ、うん、うまくいけばどこかの宿屋で使ってもらおうと思ってる料理だからさ。本採用になったら、きちんと教えるよ」

　ギバ肉よりも多量のチャッチを使っているこの料理は、きっと宿場町の民のほうが相あい性しようはいいだろう。ただし、宿場町の民は森辺の民以上に油分の摂せつ取しゆとは縁えん遠どおい食生活であったはずなので、そこのあたりは宿屋のご主人たちにご意見をうかがおうと思っている。

　ともあれ、俺は料理を完成させることにした。

　昨日と同じ程度の温度に温めたラードに、タネを沈しずめる。

　パチパチと、小気味のいい音色が今日もかまどの間に響ひびきわたった。

　ラードはまだまだ透とう明めいなので、あと一、二回は問題なく使えるだろう。ただ、油をこす道具がないので、毎回不純物を除去するのが一苦労である。

（そういえば、ディアルはまだ宿場町に出てこられないのかな）

　この先も揚げ物を作製していくならば、鉄てつ網あみなどの新しい調理器具を購こう入にゆうしたいところだった。が、宿場町にはその類たぐいの器具は売っていないのである。こんなときこそ、鉄具屋たるディアルを頼たよらせてほしいところであった。

（だけど、ディアルの父親にとってはサイクレウスのほうが大事な商売相手なんだから、森辺の民とは交流なんて結びたくはないだろうなあ）

　そしてサイクレウスが失しつ脚きやくしてしまえば、ディアルたちは大口の仕事を台無しにされることになる。その際は、やっぱり俺たちに怒りの感情が向けられることになってしまうのだろうか。

　良好な縁を結べそうで結びきれない、俺はこの先あの少女とどのような関係になっていくのだろう、などという漠ばく然ぜんたる寂せき寥りよう感を胸に、俺はキツネ色に仕上がったコロッケを鉄てつ串ぐしの上に引き上げた。

「見た目も匂においも普通に美味うまそうだな。名前は、ころっけだったっけ？」

「うん。肉料理とは呼び難い料理だから、森辺の民の口には合わないかもしれないけどね」

　しかし宿場町であるならば、小分けで副菜として売り込むことは可能なのではないか、と俺は考えている。

　さらに余談として、俺は森辺の民ももっと副菜を食べる習慣をつけるべきなのではないか、とも考えていた。

　昨晩は『ギバ・カツ』の添そえ物として、千切りティノとタラパの生野菜サラダに、ゆでたギーゴも提供してみせたのである。俺の料理はこれまでの晩餐と比べると塩分も糖分も油分も高めであるはずだから、それにあわせて野菜の摂せつ取しゆ量りようも増やしていく必要があるように思えるのだ。

（チャッチを使ったポテトサラダみたいな料理だったら、ルド＝ルウなんかも喜びそうだしな）

　そんなことを考えながら、俺は余分な油の落ちたコロッケにソースもどきをひかえめに垂らした。

「よし、完成だ。熱いから、火傷やけどしないように気をつけてね」

　新しい木皿の上で小ぶりのコロッケを半分に分け、その片方をルド＝ルウに差し出してみせる。

　で、もう半分を自分の口に放り込むと――非常に懐なつかしいコロッケの味が口の中に広がった。

　ジャガイモによく似たほくほくのチャッチがたまらない。普ふ段だんは主張の激しいギバ肉も今回ばかりは脇わき役やくであるが、それでも確かな歯ごたえと旨うまみを残している。フワノ粉のさくさくとした食感も、やはり秀しゆう逸いつであった。

　ラードというものがこれほどまでに揚げ物に適しているということを、うちの親父なんかは知っているのだろうか？　少なくとも、俺は知らなかった。

　何せ動物性の油ゆ脂しなのだから、もっと油っぽくて口に残るイメージであったのだが、そのようなことはまったくない。後味なんかはむしろすっきりしているぐらいであるのに、それでいて、甘みや旨みがぞんぶんに含まれているようなのだ。

　まあ何にせよ、コロッケもカツに劣る味わいではなかった。

　これならば商品として十分に通用しそうだぞ、という満足感を胸に、俺は大きく息をつき――そして、いきなり胸むなぐらをつかまれることになった。

「え？　何？　どうしたんだい、ルド＝ルウ？」

　ルド＝ルウの真しん剣けんきわまりない顔が、俺の目の前にまで迫ってきていた。

「……無む茶ちや苦く茶ちやに美味い」

「ああ、そうか。それなら良かっ――」

「今までで一番美味かった！　すてーきよりも、はんばーぐよりも、しちゅーよりもぎばかつよりも美味かった！　何なんだよ、これ！」

「いや、だから、これはコロッケっていう料理で――」

「もっとたくさん作ってくれよ！　これっぽっちじゃ全然足りねーよ！」

　俺よりも小こ柄がらであるが狩人としての膂りよ力りよくを有するルド＝ルウに、ぐわんぐわんと頭をゆさぶられてしまう。

「う、うん、だけど、あの、揚げ物っていうのは栄養価が偏かたよってるから――ま、またその内にね？」

「その内っていつだ!?　明日か!?　明後日か!?」

　頭の中身をシェイクされて、だんだん目もとが白くかすんできてしまった。どうやら軽い貧血状態か、あるいは脳のう震しん盪とうでも起こしてしまっているようである。

　そんな俺を救出してくれたのは、やはりアイ＝ファであった。

「ルド＝ルウ、取り乱しすぎであろう」

　低く冷静な声が響くと同時に胸もとの圧あつ迫ぱく感が消失し、ルド＝ルウの姿が遠ざかっていく。

　が、世界はいまだに揺ゆれていた。

　いや、揺れているのは俺の頭ず蓋がい骨こつの中身のほうなのだろうか。

　くたくたと崩くずれそうになる俺の身体を強い力と熱が包み込み、ついでに甘い香かおりがふわりと意識の奥おく深ふかくにまでもぐり込んできた。

「アスタは子供か女衆のようにひ弱にできているのだ。そのように乱暴に扱うものではない」

「だけどさ！　すっげー美味かったんだもん！」

　ルド＝ルウが子供のようにわめいている。

　まだ目の奥おくにチカチカとした白い光を感じながら、俺はその声を遠くに聞いた。

「とにかく、落ち着いて話し合え。どのように美味な料理であっても立て続けに食するのは危険である、という話がなされたばかりであろうが」

　いっぽう、アイ＝ファの声はたいそう近い。耳もとのすぐ後ろから聞こえてくる。

　それもそのはずで、アイ＝ファは後方から俺の身体をしっかり抱きとめていた。足に力の入らない俺は、全体重をアイ＝ファに預けてしまっており、そして胸もとにぎゅっと両りよう腕うでを回されていたのである。

「うわ、ごめん！　もう大丈夫だよ、アイ＝ファ！」

「どこが大丈夫だ。まったく身に力が入っていないではないか」

　不ふ機き嫌げんそうに言い、さらに強い力で俺の身体をしめあげてくる。

「だけどさ、アイ＝ファも食べてみればわかるって！　本当に美味かったんだから！」

「何を美味いと感じるかは人それぞれだ。それもかつて、すてーきをふるまわれた際に交わされた言葉であろう」

「だったら、俺にとってはころっけが一番美味い料理だったんだよ！」

「ならば、なおさら耐たえる他ほかあるまい。アスタの力を薬とするための、それは試練であると考えよ」

　俺の肩ごしに、アイ＝ファとルド＝ルウの問答は継けい続ぞくされていく。

　その中に、リミ＝ルウが「ずるいー！」と割り込んできた。

「そんなに美味おいしかったんなら、やっぱりリミも味見したかったよ！　アスタ、今度は絶対にリミにも作ってね？」

「う、うん」

「わたしも味見をしてみたかったです。商売用の料理として考えていたのなら、なおさらに」

「本当にねえ。あたしも味わってみたかったよ」

　ついにはシーラ＝ルウやバルシャまで加わってくる。

　アイ＝ファに後方から抱きかかえられているこの状じよう況きように誰もふれようとしないのが、むしろ気き恥はずかしくて死んでしまいそうである。

　で、最終的にはレイナ＝ルウにも「……本当に、ずるいです」と、恨みがましい眼まな差ざしで見つめられることになった。

　俺は深々と溜ため息いきをつき、その耳にアイ＝ファが小声で囁ささやきかけてくる。

「お前が気に病やむ必要はない。アスタの力を薬となすには、ときには忍にん耐たいも必要なのだ」

「う、うん……」

「私にも耐えられているのだから、ルド＝ルウらに耐えられぬという道理はあるまい。……ただし、私たちの忍耐を粗そ雑ざつに扱あつかったら、お前にも然るべき報むくいが訪おとずれることになろう」

　そのままぎゅぎゅうと胸きよう郭かくを圧迫されて、俺は本当に絶命してしまいそうだった。愛すべき家長になかなかハンバーグを提供することのできない、これがその報いであったのだろうか。

　ともあれ、会談の日まで残りは一日と半分ほどだった。
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　翌日――白の月の十四日である。

　サイクレウスとの会談の、前日だ。

　町には、じわじわと不穏な雰ふん囲い気きが漂ただよいつつあった。ザッシュマの流した噂うわさ話ばなしが、いよいよ本格的に広まりつつあるのだろう。

　森辺の民は、サイクレウスが大罪を犯おかしているのではないかと疑っている。そんな森辺の民が明日、森辺の大罪人ザッツ＝スンの血族の処しよ遇ぐうを巡めぐって、サイクレウスと会談を果たす。もしも双そう方ほうの意見が折り合わなければ、どのような事態に発展してしまうかもわからない。――そんな切せつ迫ぱくした裏事情が、宿場町の人々の知るところになったのだ。

　さしあたって、明日の十五日は屋台の商売も休業することに決定された。宿屋の商売も同様で、ただ三日分の生せい鮮せん肉にくが今日の内に卸おろされることになる。明後日以降がどうなるかは、明日の会談の結果次し第だいである。

　そんな中で、ヤンの商売は順調であるようだった。聞くところによると、初日には二百食もの料理を売り切ったらしい。赤銅貨一枚で売られるミニサイズの料理であったものの、通常は五十食ていどでおさまるのが屋台の商売であるのだから、これは快挙だ。

　そして、宿屋の商売へと向かう行き道に観察したところ、ヤンの屋台は本日も昨日に劣おとらぬ賑にぎわいを見せているようだった。

　ただ、客層には若じやつ干かんの変化が生じたように感じられる。昨日は均等であった男女の比率が、女性に偏っているように思えたのだ。

　なおかつ、幼い子供も増えたように見受けられる。甘さを味の主しゆ軸じくに定めたための、これは必然的な結果であったのだろうか。色とりどりの生き地じというのも、女性や子供の人気に繋つながったのかもしれない。それにやっぱり東や南の民は極きよく端たんに少ないし、西の民でも、昼から果実酒をかっくらっているような無ぶ頼らい漢かんは一人として見当たらなかった。

　何というか、ますます我わが店とは対極的な客層になってきたようである。裏を返せば、我が店が逃のがしている客層をヤンの店が捕らえている、ということだ。これは今後の参考にさせていただくべく、記き憶おくの戸と棚だなにしっかり保管させてもらうことにした。

　何はともあれ、ヤンの店が繁はん盛じようしていることに間ま違ちがいはなかった。

　そして本日からは、三つの宿屋、四つの屋台で焼きポイタンを使った料理が販はん売ばいされることになった。

　料理の内容はこれまで通りで、ただフワノの代わりにポイタンが使用されるのだ。宿場町の領主であるサトゥラス伯はく爵しやく家けの協力を得て、ポルアースがそれだけの数の店にポイタンを売り込んでみせたのである。

　粉状に精製したポイタンを、手間賃ぬきの原価で卸す。なおかつ色付けの調理方法も伝授する、という条件で、実験的な販売を依い頼らいしたらしい。

　露ろ店てん区域を歩いていると、それらの店がそれなりに賑わっている姿を確認することができた。ネェノンやナナールで色付けされた物もの珍めずらしさと、そしてこれまでは見向きもされていなかったポイタンにこのような調理法が存在する、ということで、人々の関心を集めることがかなったのだろう。もちろん宿場町で評判になりつつあるヤンの店が同じように焼きポイタンを使用しているという事実も、良い方向に作用しているに違ちがいない。

　しかも、今回の依頼に応じてくれた店には、乳脂の作製方法も先立って伝授されるらしい。すると、焼きポイタンを扱っている店から順に乳脂が使われることにもなり、いっそうの評判を呼ぶことも可能である、というからくりだ。

　本当に、周しゆう到とうである。

　そして、乳脂の登場などはカミュア＝ヨシュにとっても想定外であったはずだから、その点においては完全にポルアースやヤンたちの戦略であるはずだった。

　このままでいけば、ポイタンとフワノの立場を逆転させようという計略も、まんざら夢ではないのかもしれない。かつてポルアースが言っていた通り、フワノよりは格段に安価であるポイタンであるのだから、売る側にせよ買う側にせよ、それを忌き避ひする理由はどこにも存在しなかったのである。

「この状況も、そろそろサイクレウスの耳に届いた頃ころだろう。今はまだ鼻で笑っているかもしれないが、ダレイムとサトゥラスの両家がそれに一枚噛かんでいると知れれば、まあ平静ではいられないだろうな」

　ザッシュマは、そのように言って笑っていた。

　しかしこれは、あくまでもサイクレウスを追おい詰つめるための布石だ。実際的な効果を生み出すのはまだまだ先の話であるのだから、この現状をもって、サイクレウスに何か痛つう撃げきを与あたえられるわけではない。ただ、お前の栄えい華がも永久に続くものではないのだぞ、と言外に圧力をかけ――その堅けん固ごなる城じよう壁へきに穴を穿うがとうという計略なのだろう。

　だから、むしろこれはサイクレウスの周囲にいる人々への牽けん制せいなのかもしれない。

　現に、ダレイム伯爵家の領主などは、自分の息子むすこの暴挙とも思える行いを黙もく認にんしてしまっている。サトゥラス伯爵家も、どこまで本ほん腰ごしを入れているのかは不明なれども、ポルアースに手を貸している。サイクレウスの牙が城じようはゆるやかに、しかし着実にほころびつつあるのだ。

「――いよいよ明日、城下町に乗り込むんだな」

　営業後、晩餐のための野菜を購入するためにドーラの親父おやじさんの店に立ち寄ると、深刻きわまりない顔に迎えられた。

「その会談ってやつは中天から始まるんだっけ？　それじゃあ、二の刻か三の刻には終わるはずだよな」

「ええ。俺おれにもはっきりしたことはわかりませんが」

「何にせよ、日が落ちるまでかかることはないだろう。……それまでにアスタたちが城門から出てこなかったら、また大変な騒ぎになっちまうぞ？」

　そう言って、親父さんは怒おこっているような笑っているような顔をした。

「少なくとも、この俺なんかはまた城門まで出向くことになるだろうしな。南や東の民たちだって、絶対に黙だまってはいられないだろう」

「はい。そうなる前に、無事な姿で帰ってこられるように最善を尽つくします」

「ああ、心配だな！　その中にアスタまで含ふくまれてるってのが一番心配だよ！」

　と、今度はしょげた顔をする親父さんである。

　森辺の民がジェノスを滅ほろぼしてしまうのではないか、という懸け念ねんを抱かかえていた親父さんは、それに加えてまた森辺の民の安否までをも心配しなくてはならなくなってしまったのだ。

　それはもちろん、森辺の族長らが全面的にサイクレウスからの条件を呑のんだためだった。

　さすがは血を分けた兄弟というべきか、リャダ＝ルウの言葉通り、ドンダ＝ルウたちはサイクレウスがこのような対応をしてくることを最初から想定していたのである。

「護衛の狩人をたんまり引き連れていくってのは、ガズラン＝ルティムも言っていた通り、俺たちの覚悟をわかりやすく示すためだった。そちらの出方によっては力ずくで抗ってやろうという、まあ、威い嚇かくだな」

　昨日の晩餐の折、ドンダ＝ルウはそのように言っていた。

「しかし、俺たちがそれだけの男衆を引き連れていこうと考えていたことは、まだ向こうに伝えていなかった。それなのに、スン家の連中を引き連れていくと伝えただけで、そこまで大おお仰ぎように反応するってことは……向こうも向こうで荒あら事ごとになることを少なからず覚悟しているということだろうな」

「それで、どうするんだよ？　向こうの出してきたふざけた条件をそのまま呑み込んじまうのか？」

　不満そうに言うルド＝ルウに向かって、ドンダ＝ルウは野や獣じゆうのように笑った。

「それを突つっぱねる理由がどこにある？　会談の場には、俺とグラフ＝ザザがそろっている。ダリ＝サウティに、ガズラン＝ルティムもいる。足手まといが何人いようが、遅おくれを取る恐おそれなんざ、これっぽっちも存在しねえ。十人もの護衛役が許されたってんなら、なおさらにな」

「しかし、会談の場では刀を取り上げられてしまうのでしょう？　それであちらには完全武装の兵士たちが控えているのでしょうし――」

　思わず俺も口をはさんでしまうと、ドンダ＝ルウは同じ表情のまま、こちらに向きなおってきた。

「だから、荒事になっちまったときは、その兵士どもの刀をぶん取れば済む話だ。……そして、足手まといを抱えているのは、こちらだけじゃねえ」

　ドンダ＝ルウの双そう眸ぼうは、いよいよ激しく青い炎ほのおをふきあげる。

「城下町のへっぽこ兵士どもが俺の同どう胞ほうを傷つけるより早く、あのサイクレウスの首根っこを押おさえつけてやる。それでも兵士どもが抗うようだったら――そのときこそ、本当の荒事だな」

　俺も確かに、このドンダ＝ルウやグラフ＝ザザなどが兵士たちに取りおさえられる姿など想像することはできなかった。

　ドーラの親父さんが懸念していた通り、一番怖こわいのは、サイクレウスが森辺の狩人の力を見誤り、うかうかと荒事を仕し掛かけてきてしまうことなのかもしれない。

「しかし何にせよ、こちらから刀を取ることはありえない。それでも荒事になっちまったとき、ジェノスの法は俺たちとサイクレウスのどちらを罪人とみなすのか――俺たちにとって、一番重要なのは、そこのところだ」

　そう言って、ドンダ＝ルウは青く燃える目で俺を見すえた。

「とにかくスン家の連中も、貴様のことも、誰だれひとりサイクレウスなんぞに渡わたしはしねえ。あちらが貴様の出自にどうこう文句を抜ぬかしているのなら、それは貴様のよく回る舌で弁明してみせろ、ファの家のアスタよ」

「はい。わかりました」

　大きくうなずく俺のかたわらで、アイ＝ファが「待たれよ」と低く声をあげた。

「それが族長の決定であるというのなら、私も従おう。……ただし、その場にアスタを連れていくのならば、私も同行させてもらう。ファの家の家長として、その一点だけは決して譲ゆずれない」

「……会談におもむく人間は六名と決まっている。三人の族長と、その供をする三人の狩人――ガズラン＝ルティムと、フォウの家長と、ベイムの家長だ」

「…………」

「ただし、新しい条件を突きつけてきたのは向こうだからな。あくまでもファの家のアスタを同行させよと言い張るならば、それを森辺に引き入れたファの家の家長も同行させてもらうと、サイクレウスには伝えておこう」

「……いたみいる」と、アイ＝ファは頭を下げた。

　そうして俺とアイ＝ファも、明日は会談の場に参じることが決定されたのだった。

「アスタおにいちゃん、絶対に無事に帰ってきてね？」

　涙なみだ目めになっているターラと親父さんに、俺は「うん」とうなずき返してみせた。

「絶対に、無事に帰ってくる。そのために全力を尽くすことを約束するよ」

　刀も握にぎれない俺なんかに、何の責任も負えるはずはない。ただ俺は、同じ目的のために生命と誇りを懸かけようとしている仲間たちを信じ、同じように、すべての力を振ふり絞しぼる心づもりだった。

　そうして俺たちは親父さんたちに別れを告げ、宿場町を後にした。

　森辺の集落では、明日という日を迎えるための、最後の大仕事が待ち受けていたのだった。




◇




「よお、ひさしいな、アスタにアイ＝ファよ！」

　ルウの集落に到とう着ちやくするなり、そのように呼びかけられた。

　実はそんなにひさしくもない、四日ぶりに見るラウ＝レイである。

「ああ、ラウ＝レイ。今日はどうしたんだい？」

「どうしたもへったくれもあるか。ヤミル＝レイを連れてきたのだ。トトスはお前たちに貸し出していたから、てくてく歩いてな」

「え、家長のラウ＝レイが自らかい？」

　しかし、俺がさらわれてしまうまでは、トトスに乗ってヤミル＝レイとともにファの家をちょくちょく訪れていたラウ＝レイである。ダン＝ルティム以上に、フットワークは軽いのだろう。

「家には頼りになる家人がそろっているからな！　それに、この役割ばかりは、人に譲る気にはなれなかったのだ」

　と、そこでラウ＝レイは猟りよう犬けんのごとく両目を光らせた。

「アスタよ。今日はヤミル＝レイたちにお前が手ずから晩餐をふるまうのだろう？　その場に俺も居い座すわらせてもらいたいのだが、どうだ？」

「ええ？　俺はまったくかまわないけど、そういう話はドンダ＝ルウにするべきじゃないのかな」

「ドンダ＝ルウには、俺から話す！　お前は、了りよう承しようしてくれるのだな？」

　ラウ＝レイは、ほっとしたように満面に笑えみを広げた。

「感謝するぞ！　あの収しゆう穫かくの宴うたげ以来、俺はアスタの料理が食べたくて毎日うずうずしてしまっていたのだ！　レイ家の女衆もそれなりに腕を上げてはきたが、やはりアスタの足もとにも及およんではいないしな！」

「うん、まあ、落らく胆たんさせてしまわないように頑がん張ばるよ」

　で、そのヤミル＝レイはどこにいるのかと問おうとしたとき、「おお、アスタ！」という馬ば鹿かでかい声が後方から投げかけられてきた。ギルルの手た綱づなを握ったままそちらを振り返ると、現れたのはダン＝ルティムである。

「ひさしいな！　実は折り入ってアスタに願いたい儀ぎがあるのだが――」

「ああ、はい、晩餐の件でしたら、ドンダ＝ルウに伝えていただけますか？」

「なんと！　俺の心を読んだのか!?」

　俺は力なく笑うしかなかった。

　びっくりまなこのダン＝ルティムの背後から、さらにガズラン＝ルティムと一人の女性が現れる。

「アスタ、ちょうどお帰りでしたか。……ルド＝ルウ、オウラをお連れしました」

　ツヴァイの母にして、かつてはズーロ＝スンの妻であった女性、ルティムの家人オウラである。褐かつ色しよくの髪かみを肩のあたりで切りそろえた、細くて、端たん整せいな面おも立だちをした女衆だ。ツヴァイの母とは思えないほど若々しくは見えるものの、その表情に生気はとぼしく、瞳ひとみも暗く陰かげっている。

「おひさしぶりです、オウラ。ツヴァイはアマ・ミン＝ルティムらと一いつ緒しよに徒歩でこちらに向かっていますので、まもなく到着すると思います」

「……そうですか……」

　オウラは、静かにうなずいた。

　彼かの女じよと会うのは、テイ＝スンを森に葬ほうむって以来だ。その頃から、印象がまったく変わっていないように感じられるのは、喜ぶべきことなのか不安に思うべきことなのか――俺にはわからない。

「晩餐までには、まだずいぶんと猶ゆう予よがあるな。それまでオウラはどこに控ひかえさせておくべきであろうか？」

　ダン＝ルティムはルド＝ルウに問うたのだが、答えたのはラウ＝レイだった。

「ヤミル＝レイは、あちらの空き家に放り込んでおいたぞ。少しばかりは、かつての家族らと言葉を交かわさせてやろうと思ってな」

「え？　それはミダのこと？　それとも――」

「ズーロ＝スンと、ディガと、ドッドだ。今はグラフ＝ザザたちが、家の外を見張っている」

「ならば、お前さんもそちらに向かうか？」

　ダン＝ルティムの言葉に、オウラはびくりと肩を震ふるわせた。

「……はい……それが許されるのでしたら……」

「何も遠慮をすることはない！　お前さんたちは、縁えんを絶つためにむやみに顔をあわせることを禁じられているのだからな。そいつは逆に考えると、このような折にしか言葉を交わす機会もない、ということであろうが？」

「それでは俺がグラフ＝ザザたちに話をつけてやろう」

　ラウ＝レイに導かれて、オウラは俺たちが寝ね泊とまりしている空き家のほうへと歩み去っていく。

　その後ろ姿を見送りながら、ダン＝ルティムは珍めずらしくも少しばかり心配げな顔をしていた。

「ふーむ……オウラとツヴァイがルティムの家人となって、すでにひと月以上も経たっているのだがな。どうにもまだまだ俺たちに心を開けずにいるようだ。俺としては、一刻も早くルティムの氏を与えたいと思っているのだが……」

「ザッツ＝スンのもたらした影えい響きようはそれほどに大きかったのでしょう。焦らずに、彼女らの気持ちが落ち着くのを待つのが一番だと思います」

　沈ちん着ちやくな面おも持もちでそのように答えてから、ガズラン＝ルティムが俺を振り返る。

「ところで、アスタ。父ダンばかりでなく、もう数名分の料理を準備していただくことは可能でありましょうか？」

「え？　ああ、はい、もともと二十名以上の大人数であったので、この際何名に増えても驚おどろきはしませんが……」

「それでしたら、是ぜ非ひともお願いしたいです。五名分――でもかまいませんか？」

「はい。だけどそれは、誰と誰のことなのでしょう？」

「ダリ＝サウティとグラフ＝ザザ、フォウの家長とベイムの家長、それに私を合わせて五名。明日の会談に参加する人間の分、ということですね」

　そう言って、ガズラン＝ルティムは口もとをほころばせた。

「ドンダ＝ルウがズーロ＝スンたちにアスタの料理を食べさせると聞き、それならば会談に参加する人間もその場に集まるべきではないかと、ダリ＝サウティが私に相談を持ちかけてきたのです。グラフ＝ザザが自らズーロ＝スンたちをこの場に連れてきて、いまだに居残っているのも、ダリ＝サウティが明日のために相談したいことがあると伝えたためなのですよ」

　ダリ＝サウティはかつて収穫の宴の際に、グラフ＝ザザもアスタの料理を食べるべきだ、と言っていた。美味なる料理というものを受け入れることによって、ファの家やルウの家がどれほどの力と喜びを得ることになったか――ファの家の行いを否定するならば、その現状を正しく知る必要があるはずだ、とそのように述べていたのだ。

「了承をいただけるならば、私はルウ家のトトスを借りて、フォウとベイムの家長らを呼んでこようと思います。ダリ＝サウティは、狩人の仕事を終えてからこちらに向かってくる手はずになっていますので」

「ふん！　そんな計略を立てながら、俺だけのけ者にしようという心づもりであったのだな！　お前はずるいぞ、ガズランよ！」

　ぷんすかと怒るダン＝ルティムに、ガズラン＝ルティムは「申し訳ありません」と笑いかける。

「父ダンは余人よりも食欲が旺おう盛せいであるため、アスタの負担になってしまうのではないかと考えたのです。決して悪意あっての行いではありませんでした」

「なんと！　聞いたか、アスタよ！　嫁よめを取ると、こうまで父親をないがしろにできるものであるのかな！」

「アマ・ミンは関係ないではありませんか」

　俺は思わずふきだしてしまった。

　が、そこまで客人の数がふくれあがってしまうのならば、俺もうかうかとはしていられない。

「それではこちらは晩ばん餐さんの準備に取りかかります。ドンダ＝ルウにはダン＝ルティムのほうから了承を取りつけていただけますか？」

「おお、まかせておけ！」

　明後日の商売がどうなるかは不確定であったため、野菜はその分も購入しておいたのだ。食材のほうは、それでどうにかなるだろう。

　しかしそれでも、七名分の追加というのはそこそこの負担である。早さつ急きゆうに対処せねばなるまい。

「ええと、それではけっきょく何人分の料理が必要になるのでしょう？」

　かまどの間に向かいながら、レイナ＝ルウが問うてくる。

「ルウの本家が十二人、ヤミル＝レイたちが七人、俺とアイ＝ファとバルシャで三人――それに、シン＝ルウの家が六人で、もともと二十八人分だったんだよね」

　この仕事ではシーラ＝ルウとタリ＝ルウにも助力を願いたかったので、ならばとシン＝ルウ家の晩餐も一緒に作ってしまおうという手はずになっていたのだ。

「それに新たな人たちの分も加えれば三十五人分だけど、普ふ通つうの倍以上も食べそうな人が何人もいそうだから、五十人分ぐらい準備したほうがいいかもね」

「五十人分――ちょっとした宴ぐらいの量ですね」

「うん。だけど、みんなが力を合わせればどうにかなるさ」

　残された時間は、およそ三時間。しかし、明日は休業日であるので、全員がフル稼か働どうで晩餐の支し度たくに取り組むことができるのだ。それならば、計算上では可能であるはずだった。

「あ、おかえりー！　アスタ、ポイタンは焼いておいたよ！」

　かまどの間では、すでにリミ＝ルウたちが仕事を開始してくれていた。

「ありがとう。でも、思わぬ客人が増えちゃったんだ。申し訳ないけど、あと十人前ほどお願いできるかな？」

「十人前？　りょうかーい！」

　リミ＝ルウが食料庫に飛んでいこうとする。その小さな背中に、サティ・レイ＝ルウが「ちょっと待って」と呼びかけた。

「リミはかまど番を得意にしているのだから、アスタの力になってあげるといいわ。ポイタンは、わたしが受け持ちましょう」

「ありがとうございます、サティ・レイ＝ルウ」

「いいえ」とサティ・レイ＝ルウは穏おだやかに微笑ほほえむ。

「それに、ここのかまどもすべて別の料理で使うのですよね？　わたしはシン＝ルウの家でポイタンを焼いてきます」

　確かにかまど番としての腕うで前まえはリミ＝ルウに及ばないサティ・レイ＝ルウかもしれないが、瞬しゆん時じにそこまで頭を回せるのは、たぶん彼女ぐらいしかいなかっただろう。こうした力強いメンバーがそろいぶみしているのだから、何も心配は不要であるはずだった。

「それじゃあ手順は昨日説明した通りで、各おの々おのよろしくお願いします。サティ・レイ＝ルウの抜けた穴は、俺が埋うめますので」

　調理に参加してくれるのは、ルウの本家とシン＝ルウ家の女衆、総勢八名だ。一名足りないのは、ティト・ミン婆ばあさんがコタ＝ルウの面めん倒どうを見ているためである。

「あ、あと、突とつ然ぜんで恐きよう縮しゆくなのですが、もともと決めていた献こん立だてに、あばら肉の料理も加えようかと思います」

「あばら肉ですか？　何故なぜでしょう？」

　シーラ＝ルウが不思議そうに尋たずねてきたので、俺はそちらに笑いかけてみせる。

「ダン＝ルティムも同席することになりそうなので、いちおう加えておこうかと。どんなに立派な料理がそろっていても、あばら肉がなかったらダン＝ルティムを悲しい気持ちにさせてしまうかもしれませんからね」

「まあ」とシーラ＝ルウが微笑み、その隣となりではララ＝ルウが「でもさー」と声をあげる。

「ただでさえすごい数の料理を作るってのに、いきなり献立を増やしちゃって大だい丈じよう夫ぶなの？」

「献立がひと品増えれば、他の料理の分量を抑おさえることができるからね。かかる労力にそれほど影響はないんじゃないかな。何にせよ、晩餐の時刻に間に合わないことはないと思うよ」

「ふーん。ま、アスタがそう言うなら別にかまわないけどさ」

　ララ＝ルウが心配するのは当然で、本日はもともと八種類もの料理を作製しようと計画していたのだった。

　何せ人数が人数であるし、それに、ファの家の行いをズーロ＝スンらに伝えるならば、俺たちがどのような料理を宿場町で売っているのか、できるだけ多た彩さいな献立でそれを示すべきかなと考えた次第なのである。

　よって、本日の献立は――『ギバ・バーグ』『ミャームー焼き』『ギバの角かく煮に』『肉チャッチ』『ギバのソテー・アラビアータ風』『ギバ・カツ』『タウ油仕立てのギバ・スープ』『カロン乳仕立てのギバ・スープ』、そこに『ギバのスペアリブ』も追加するとして、堂々の全九種であった。

　この中で、『ギバ・バーグ』『ミャームー焼き』『タウ油仕立てのギバ・スープ』は、レイナ＝ルウとシーラ＝ルウに指揮権を委ゆだねることもできる。あとは俺が、いかに効率よくみんなに仕事を割わり振れるかであろう。

「では、わたしも家に戻もどって、母とともにはんばーぐを仕上げてきます」

「はい、お願いします。レイナ＝ルウは、スープの準備をよろしくね。俺はカロンの乳を運んでくるから。……アイ＝ファ、壺つぼを運ぶのを手伝ってもらえるかな？」

「うむ」

　俺はアイ＝ファと、それにシーラ＝ルウとともにかまどの間を出た。

　が、前にいたシーラ＝ルウがいきなり立ち止まったので、思わず衝しよう突とつしそうになってしまう。

「ダルム＝ルウ……お帰りになられていたのですね」

　シーラ＝ルウの肩かたごしに、俺はその姿を確かく認にんすることになった。黒色の長い髪を後ろで束ねた、右頬ほおに深い傷きず痕あとを持つ、狼おおかみのごとき眼光の狩人――ルウ本家の次じ兄けい、ダルム＝ルウである。

　彼かれはズーロ＝スンらを監かん視しするために、半月ほど前からザザの集落へと出向いていたのだ。そのズーロ＝スンがルウの集落へと移送されてきたのだから、彼が帰き還かんしているのも当然の話だった。

「おひさしぶりです、ダルム＝ルウ……ご無事なようで、何よりでした」

「ああ」とシーラ＝ルウにうなずきかけてから、ダルム＝ルウは火のような眼差しを俺に向けてきた。

　さらには俺の二にの腕うでをひっつかみ、ぐいっと強い力で引いてくる。

　たちまちアイ＝ファが抗こう議ぎの声をあげようとすると、ダルム＝ルウは「ファの家のアスタに用事がある」と言い捨てた。

「アスタにどのような用事だ？　とにかく、そのように乱暴に振る舞まうのは――」

「乱暴な真似まねなどはせん。約束を違えたら、俺の右みぎ腕うでをくれてやる」

　いつぞやと同じ台詞せりふを述べたてると、ダルム＝ルウは俺の腕をつかんだままアイ＝ファたちから遠ざかり始めた。

　そうして十メートルばかりも進軍してから、足を止める。アイ＝ファたちから姿は見えるが、声は聞こえない。そんな距きよ離りである。

　横目で確認してみると、アイ＝ファは今にもこちらに駆かけ寄よってきそうな気配であったが、シーラ＝ルウがその腕に取りすがって止めていた。

「お、おひさしぶりですね、ダルム＝ルウ」

　俺はとりあえず、尋じん常じように挨あい拶さつをしてみせた。

　ダルム＝ルウは俺の腕から手を放し、ぐぐっと顔を寄せてくる。

「ファの家のアスタ。……貴様は、馬鹿か？」

「ええ？　それはまあ、あまり利口でないという自覚はありますが……」

「貴様はアイ＝ファを守りたいと、俺の前で言ってのけただろうが？　その貴様が敵の手に落ちて、どうするのだ」

　ぎらぎらと燃える青い双眸が、至近距離から俺をにらみつけてくる。

「貴様は、アイ＝ファの気持ちや、考えや、尊厳までをも守りたいなどと抜かしていた。あの夜のあの言葉は、その場しのぎの言い逃れであったのか？　貴様はそのていどの覚かく悟ごで、アイ＝ファのかたわらにあるのか？」

　俺はと胸をつかれてしまい、咄とつ嗟さには返事をすることもできなかった。

　ダルム＝ルウは、ますます物ぶつ騒そうな感じに両目を燃やしながら顔を近づけてくる。

「アイ＝ファを守りきれないときは、俺が貴様を始末すると言った。しかし、貴様が先にくたばってしまったら、俺にはどうすることもできなくなってしまうではないか」

　必死に激情を抑えつけようとしているかのような、ダルム＝ルウの声である。

　そしてダルム＝ルウは、ついにこらえかねたように、俺の両りよう肩かたをわしづかみにしてきた。

「今のアイ＝ファが貴様を失ってしまったら、どうなると思っているのだ？　貴様はアイ＝ファの魂たましいの奥深くにまで食い入りながら、それを失う絶望をアイ＝ファに与えてしまうつもりか？」

　ぎりぎりと、肩の骨のきしむ音色が聞こえたような気がした。

　しかし、それよりもダルム＝ルウの言葉のほうが痛かった。

「アイ＝ファを守り通すというのは、そういうことだ。アイ＝ファが森に朽くちてしまうのを心配する前に、まずは貴様自身がアイ＝ファのかたわらにあり続けなくてはならないのだ。そのようなことすら、貴様にわかっていないというのなら――俺はいったい、何のために……」

「わかっています！　……いや、わかっている、つもりです」

　何を言っても言い訳にしかならないことはわかりきっている。

　しかし俺も、自分の真情を吐と露ろせずにはいられなかった。

「俺は自分の身を守ることもできない軟なん弱じやく者ですが、それでもずっとアイ＝ファのそばにいたいと――おたがいが納なつ得とくのいく生を生きて、その末に天てん寿じゆが尽きるまで運命をともにしたいと願っています。あんな大失態をやらかした後でこのようなことを述べても説得力はないかもしれませんが……その気持ちにだけは、偽いつわりはありません」

「…………」

「今回の一件で、俺も自分の無力さを思い知らされました。だけど、それでも――俺は、アイ＝ファとともにありたいんです」

　ダルム＝ルウは、しばらく無言で俺の目の奥をにらみ続けてから、やがて荒あらっぽく肩を突き放してきた。

　そして、激しい頭痛でもこらえるかのように、自分の目もとを手の平で覆おおい隠かくす。

「……頼たのむから……」

「え？」

「頼むから、これ以上アイ＝ファを悲しませるな」

　低い声で言い捨てて、ダルム＝ルウは俺に背を向けた。

　そのままダルム＝ルウは速足で立ち去っていき、アイ＝ファとシーラ＝ルウが俺のもとに駆け寄ってくる。

「おい、いったいどういうことなのだ？　私にはさっぱりわけがわからぬぞ、アスタ」

　さっきのダルム＝ルウと同じぐらいの距離で、アイ＝ファが怒った顔を寄せてくる。

「収穫の宴の夜といい今日といい、どうしてあの次兄めはアスタにあのような目を向けてくるのだ？」
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「うん……まあ、簡単に敵の手に落ちるなと叱しかられただけだよ」

　アイ＝ファはまったく納得した様子もなく、さらに顔を近づけてくる。

「それは護衛役である狩人たちの失態だ。アスタがそれを責められるいわれはないだろうが？」

「そんなことはないよ。他の誰にもほとんど責められることはなかったから、俺はむしろ――ダルム＝ルウには、感謝したいぐらいだよ」

　それは、俺の本心であった。

　アイ＝ファは口をへの字にして、やはりさきほどのダルム＝ルウと同じように瞳の奥おくを覗のぞき込んでくる。

「さっぱりわからんぞ。お前はあの次兄めがからむと口が重くなるようだな、アスタよ」

「うん、そうかもしれないな」

　アイ＝ファは身を引き、今度は不満そうに唇くちびるをとがらせた。

　そのかたわらから、シーラ＝ルウがはかなげに微笑みかけてくる。

「それではわたしは、家に戻ります。はんばーぐの準備ができたら、すぐに戻りますので」

「はい。……あ、ありがとうございます、シーラ＝ルウ」

　きびすを返そうとしたシーラ＝ルウは、さらにはかなげな微び笑しようを口もとに広げた。

「何もそのように御お礼れいを述べられることではありません。……わたしもわたしの気持ちに従っているまでなのです、アスタ」

　そうして、シーラ＝ルウもまた立ち去っていった。

　俺は小さく息をついてから、右手の平をおもいきり自分の頬に打ちつける。

「何をしているのだ、アスタ」と、アイ＝ファは目を丸くした。

「いや、気合いを入れなおしただけだよ。……それじゃあ、壺を運ぶのを手伝ってくれ」

　俺はアイ＝ファに笑いかけてみせた。

　アイ＝ファはきゅっと眉まゆをひそめてから、俺の頬にひたりと手の平をおしあててくる。

「とても痛そうだぞ、アスタよ」

「大丈夫。全然痛くない」

　俺はアイ＝ファの手を取って、ともに食料庫へと向かった。

　中天と日にち没ぼつの中間あたりに浮うかんだ太陽は、じわじわと西の方向に傾かたむきつつあった。
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　そして、世界は薄うす紫むらさき色の夕ゆう闇やみに包まれた。

　晩餐の刻限である。

　晩餐の会は、屋外の広場で執とり行おこなわれることになった。

　いかにルウ本家の家屋が大きくても、これだけの人数を収容するのは難しい。ダン＝ルティムたち飛び入りの客人を迎むかえる前から二十六名という大人数であったため、屋外で晩餐をとるということは事前に取り決められていたのだ。

　そのために必要な物資も、あらかじめ宿場町で購こう入にゆうしておいた。すなわち、地面に敷しく布の敷しき物ものと、料理を載のせるための大皿である。

「これは今後の宴でも使用することができるので、わたしたちが購入いたします」

　とのことで、それらの銅貨はレイナ＝ルウが商売の稼かせぎから捻ねん出しゆつすることになった。

　ルウの家で独自に商売を始めてから、すでに七日が経過している。単純計算で、その売り上げは赤銅貨二千七百枚にも及び、なおかつルウ家では人件費もギバ肉の費用もかからないことを考えれば、その七割以上が純利益になるはずなのだ。

　もちろんそれはレイナ＝ルウたち個人ではなくルウ家全体の資産ということになるのであろうが、このような形で銅貨を消費することに、ドンダ＝ルウから反対の声はあがらなかったらしい。

　そういった経けい緯いで、ルウの本家の前には大きな敷物が何枚も敷かれ、そこに数々の料理を載せた木皿が並べられることになった。

　真ん中には、石を組んだ台の上に、スープの鉄てつ鍋なべも置かれている。それを取り囲むのは、三十五人にまでふくれあがったこの晩ばん餐さん会かいの出席者たちだ。

　ルウの本家が、十二名。分家のシン＝ルウ家が、六名。

　かつてスン家であった者たちが、七名。

　俺とアイ＝ファとバルシャで、三名。

　そして、ダン＝ルティム、ガズラン＝ルティム、ラウ＝レイ、ダリ＝サウティ、グラフ＝ザザ、フォウの家長、ベイムの家長、という新規の客人たちが、七名。

　実にそうそうたる顔ぶれである。まるで宴か何かのようだ。

　しかし、集まった人々に笑え顔がおはなく、焚たき火びやかがり火に照らされるその面は、みんな真しん剣けんそのものである。嬉うれしそうに瞳を輝かがやかせているのは、リミ＝ルウやシン＝ルウ家の幼い子供たちぐらいのものだった。

「それでは、晩餐を開始しようと思うが――」

　と、上座に陣じん取どったドンダ＝ルウが重々しく声をあげる。

「今こ宵よいの晩餐には、この日の生命を得る、という以上の意味がある。特に、大罪人ザッツ＝スンの血族であった貴様たちにはな」

　その、ザッツ＝スンの血族であった人々は、ドンダ＝ルウの正面にあたる下座に一列に並んでいた。

　ザッツ＝スンの息子であり、現在は処断を待つ身である、ズーロ＝スン。

　現在はどこの家人でもなく、脱だつ走そうの罪を贖あがなうためにドム家で働かされている、ディガとドッド。

　ルウの家人となった、ミダ。

　レイの家人となった、ヤミル＝レイ。

　ルティムの家人となった、オウラとツヴァイ。

　以上の七名である。

「ザッツ＝スンは森辺の族長でありながら、数々の罪を犯おかしてきた。盗とう賊ぞくまがいの真似までしていたというのは、俺たちと同様、貴様たちにとっても預かり知らぬことであったのだろうが――貴様たちは、ザッツ＝スンの取り決めた許されざる掟おきてに従い、十数年もの間、モルガの森を荒あらしてきた」

　ドンダ＝ルウの鋭するどい眼まな差ざしが、ひとりひとりをにらみ回していく。

「ザッツ＝スンが病びよう魔まに倒たおれ、家長と族長の座から退いても、新たなる家長ズーロ＝スンはその許されざる掟を守るよう分家の者たちにまで強しいて――」

　ズーロ＝スンは、ぐんにゃりとうなだれたまま動かない。

「ズーロ＝スンの子たる三名の男衆は、恥はじも知らずに森辺と町の両方で無法を働いてきた」

　ディガとドッドも、顔を上げようとはしなかった。

　ミダは目の前の料理に腹を鳴らしつつ、それでも懸けん命めいにドンダ＝ルウのほうを見つめている。

「また、女衆にも愚ぐ鈍どんなる男どもを掣せい肘ちゆうする力はなく、ある者は心を閉ざし――」

　オウラは、膝ひざをそろえて静かにドンダ＝ルウの言葉を聞いていた。

「ある者は、自分たちの非にも気づかず――」

　ツヴァイは、いつもの不ふ機き嫌げんそうな顔でそっぽを向いている。

「ある者は、さらなる混乱を森辺にもたらそうと目もく論ろんだ」

　ヤミル＝レイは、無表情だった。

　ただ、その目はすくいあげるようにドンダ＝ルウを見つめている。

「だが、貴様たちへの罰ばつは、すでに決まっている。家長と族長の座を引ひき継ついだズーロ＝スンには、その生命をもって罪を贖ってもらう他ほかないが、それを除く家人には、氏を奪うばうという罰を与えた。ドムの家人となりながら、ザッツ＝スンらの前に膝を屈くつしたディガとドッドには、今しばらくその魂の有り様を示してもらうとしても、これ以上の罰を貴様たちに与える掟は、森辺には存在しない」

　そしてドンダ＝ルウは、握った拳こぶしをズーロ＝スンたちに突きつけた。

「貴様たちは明日、さらなる罰を望むジェノスの貴族の前に立つことになる。その身に恥はじることはないと、貴様たち自身の口で語るのだ。森辺の同胞として、俺たちはそれに力を添そえるが、試ためされるのは貴様たち自身の誇ほこりと信念だ。貴様たちに、森辺の民たみとしての誇りと信念が存在しなければ、俺たちも力を添えることはできん。それだけは、重々承知しておけ」

　答える者はいない。

　ドンダ＝ルウは、ゆっくりと腕を下ろす。

「そしてこの森辺には、同胞にさらなる豊かさをもたらさんとして、宿場町で商売などを始めた者たちがいる。今さら説明するまでもないが、それはファの家のアイ＝ファと、アスタだ。いまだそれに力を貸しているのはルウの血族と、フォウやスドラといった一部の氏族に過ぎないが、呆あきれるばかりの銅貨を稼いでいるという事実は動かない」

「…………」

「…………」

「…………」

「ザッツ＝スンは、町の人間を襲おそい、モルガの恵めぐみを荒らすことによって、さらなる豊かさを得ようとした。ジェノスの貴族どもに対たい抗こうするのに、やつは力と豊かさを求め、そうして道を誤ってしまったのだ。……それでは、俺おれたちはどうなのか？　ファの家やルウの家は、正しき道を歩いているのか？　ザッツ＝スンの血族であった貴様たちには、それを知る義務と権利が両方存在するのだと、俺は考えている。そのための、この晩餐だ」

「…………」

「…………」

「…………」

「前置きが長くなった。いいかげんに、どこかの馬ば鹿か親おや父じが騒さわぎそうな頃ころ合あいだな」

　ドンダ＝ルウがにやりと笑うと、俺の左手側に陣取っていたダン＝ルティムが不満の声をあげた。

「それが誰のことかはわからんが、お前さんが長々と喋しやべっている間に料理はどんどん冷めていってしまうぞ、ドンダ＝ルウよ！」

　ドンダ＝ルウはまぶたを閉ざし、「森の恵みに感謝して……」と何の前置きもなく食前の文言を唱え始めた。

「火の番をつとめた、アスタ、アイ＝ファ、ミーア・レイ＝ルウ、サティ・レイ＝ルウ、ヴィナ＝ルウ、レイナ＝ルウ、ララ＝ルウ、リミ＝ルウ、タリ＝ルウ、シーラ＝ルウに礼をほどこし、今宵の生命を得る……」

　三十名以上の人間がそれを復唱するのは、壮そう観かんであった。

　そうして食前の詠えい唱しようを終えると、ドンダ＝ルウは「さて」という、この御ご仁じんにしては珍めずらしい言葉で疑念を呈ていしてきた。

「これで俺たちはどんな風に食事を食えばいいんだ？　ずいぶんたいそうな量をこさえたようだが、俺たちの腕はそこまで長くはねえんだぞ」

「どうでしょうね。そこは助け合いの精神で乗り切っていただきたいところなのですが」

　俺はズーロ＝スンたちからもたらされる重苦しい空気を払ふつ拭しよくせんと、明るい声で応じてみせる。

「取り皿もレイナ＝ルウがたくさん買ってきてくれましたので、そいつで料理を取り分けてください。遠くの料理を取りたいときは、近場の人に皿を回せばよいのではないでしょうか」

　三十五人もの人間が車座になって、料理を取り囲んでいるのである。座すわったままのバイキング形式が難なん儀ぎであろうことは、実行の前から予測できていた。

「とりあえず、スープだけは最初に取り分けてしまいますね。皆みなさんはご自由にお召めし上あがりください」

「そうは言われても、何から手をつけていいかもわからなくなってしまうな！」

　嬉しそうな声をあげたのは、アイ＝ファをはさんで右手側にいたラウ＝レイであった。

　ずらりと並んだお盆ぼんのように巨きよ大だいな平皿には、各種の料理がたっぷりと盛りつけられている。

　果実酒のソースを添えた『ギバ・バーグ』。

　アリアの他にティノとプラも一緒に焼きあげた『ミャームー焼き』。

　丸ごとのアリアと一緒に煮に込んだ『ギバの角煮』。

　ほくほくのチャッチが売りの『肉チャッチ』。

　タラパのソースにチットの実を加えた『ギバのソテー・アラビアータ風』。

　山盛りの生サラダを添えた『ギバ・カツ』。

　特製ソースでじっくり照り焼きにした『ギバのスペアリブ』。

　そして、高々と積み上げられた『焼きポイタン』の山と、各種の野菜の炒いため物もの。

　確かにこれでは、目移りしてしまってもしかたがないだろう。献立の豊富さでいえば、間ま違ちがいなく過去最大であるのだ。

　この晩餐会をもって、ルウの集落では貯ちよ蓄ちく分のギバ肉をほとんど使い果たすことになった。半月もの間、ルウ家は狩人の仕事を休息していたし、そもそもピコの葉に漬つけても肉は二十日ていどしか保存できない。収穫の宴と、本日の晩餐会と、商売で使う分の肉までを独自にまかなえていたことのほうが、むしろ物もの凄すごいことであった。

　もちろん明日や明後日に即そく座ざに食べるものが尽つきる、というわけではないが、近日中に新たなギバを狩からねば、強大なるルウの一族といえども、飢うえることになる。だったら稼いだ銅貨でカロンやキミュスの肉を買えばよい――などと考える森辺の民では、決してないのだ。

（本当に、貴族相手の喧けん嘩かなんて、森辺の狩人にとっては余計な厄やつ介かい事でしかないんだろうな）

　そのようなことを考えながら、俺は席を立ち、料理長の責任としてスープを分配することにした。

　まずは新作の、『カロン乳仕立てのギバ・スープ』からだ。

　これもトゥラン伯はく爵しやく邸ていでおおよそのレシピを完成させた料理である。

　ギバの肩かた肉にくと、アリア、ティノ、チャッチ、ネェノンといった各種の野菜を入念に煮込んで出汁だしをとり、カロンの脱だつ脂し乳にゆうとあわせて、さらに生ポイタンでとろみをつけている。味付けは塩とピコの葉のみで、乳にゆう脂しなどは使用していないので、ヘルシーかつややすっきりとしたミルクスープのような料理に仕上げることができた。

　そいつをせっせと木皿に取り分けていくと、いつの間にか同じように席を立っていたレイナ＝ルウが、まずは上座から配はい膳ぜんしてくれた。

　そこに、「ぬわー！」という雄お叫たけびが聞こえてくる。振り返ると、両手にスペアリブを掲かかげたダン＝ルティムがのけぞった体勢で硬こう直ちよくしていた。

「ア、アス、アスタ、このあばら肉は――」

「はい。タウ油と果実酒の配分をちょっと変えてみたんです。それに、チットの実という少し特とく殊しゆな食材も使ってしまっているのですが、お口に合いましたか？」

「美味うまい！　死ぬほど美味い！」

「それは何よりです」

　そういえば、タウ油などを購入しているのはファとルウの家だけであるのだから、そもそもダン＝ルティムは収穫の宴ぐらいでしかタウ油の恩おん恵けいに預かっていないはずだった。

「アスタ、アスタ、この味は――」

「そうですね。タウ油とチットの実さえあれば、ルティムの家でも同じ味を作れるはずです。もっとタウ油を購入できるかどうか、宿屋のご主人に相談してみますね」

「……どうしてアスタには俺の心が読めてしまうのだ？」

　それは俺にも不明である。

　とにかくダン＝ルティムが厳げん粛しゆくにして暗あん鬱うつなる空気を粉ふん砕さいせしめてくれたので、一気にその場には宴のような賑にぎやかさが生まれることになった。

　まずは手近な料理を手に取り、女衆が華はなやいだ声をあげる。すでにその味の知しれ渡わたっている『ギバ・バーグ』や『ミャームー焼き』よりも、やはり馴な染じみの薄うすい料理のほうが人々の関心を集めているようだった。

「うわ、これは何だか不可思議なやわらかさだな！」

　と、ダリ＝サウティの大きな声が聞こえてきた。

　見ると、その木皿には『ギバの角煮』が載せられていた。

「それはギバの胸肉を煮込んだものです。やっぱりそのやわらかさは狩人の口に合わないでしょうか？」

「いや……びっくりはしたが、味に文句はない。というか、あまりの美味さにもびっくりさせられてしまった」

　そんな彼のかたわらでは、同じ料理を口にしたらしいフォウの家長がしみじみと息をついており、さらにその隣では、『ミャームー焼き』を皿に載せたベイムの家長が目を白黒とさせていた。

「これは……家長会議でふるまわれたのと同じ料理であるはずだな？」

「はい。タウ油という食材を使って、ちょっと味付けを変えたりはしていますが」

　さらに言うなら、あのときみんなが口にしていたのは、俺やミーア・レイ母さんたちに手ほどきを受けた、スン家の女衆の料理である。『ミャームー焼き』を手がける頃ころには、スン家の女衆たちもそれなりに動けるようにはなっていたが、シーラ＝ルウが腕によりをかけたこの『ミャームー焼き』とは、さすがに仕上がりの差が生じてしまうだろう。

　そんなことを考えていると、今度は後方から「痛い！」という声が聞こえてきた。

「アスタ、口の中が痛いぞ！　この料理は本当に大丈夫なのか!?」

　わめいていたのはラウ＝レイで、その皿に載せられているのは『ギバのソテー・アラビアータ風』であった。

「うん。それにも東の民が好むチットの実という香こう辛しん料りようが使われているんだよ。商売用のものよりはずいぶん辛からさをおさえているんだけど、まだ辛いかな？」

「ううむ。ピコの葉の塊かたまりをうっかり噛かんでしまったときのような痛さだ」

　ぼやきながら、ラウ＝レイはもう一口、肉をかじった。

「……痛いけど、美味い」

「それなら良かった。あんまり痛いときはスープで口なおしをするといいよ」

　ラウ＝レイの隣では、バルシャが同じ料理を食べながら、豪ごう快かいに果実酒をあおっていた。

「チットの実を使うなんて小こ粋いきじゃないか。こいつは東の行商人につてがないと、なかなか手に入らないからねえ。……それにしても、あんたの腕前はやっぱり大したもんだよ、アスタ」

「ありがとうございます。でも、俺一人ではなくルウ家のみんなと力をあわせて作りあげた料理なのですよ」

　そのルウ家の人々も、本家と分家の区別なく、料理を楽しんでくれているようだった。

　女衆が率そつ先せんして木皿を回し、男衆に料理を届けてあげている。リミ＝ルウやシン＝ルウの弟たちなどは、あふれんばかりの笑顔で『肉チャッチ』や『ギバのスペアリブ』に舌した鼓つづみを打っていた。

　ジバ婆さんのかたわらにはミーア・レイ母さんとティト・ミン婆さんが控えて、『ギバ・バーグ』や『ギバの角煮』、それに特別メニューである『ギバのメンチカツ』といったやわらかめの料理を食べさせてあげている。

　ルド＝ルウはひさびさに再会したダルム＝ルウに何かと声をかけ、『ギバ・カツ』をすすめている様子だった。

　そのルド＝ルウの皿に載せられているのは、是非にと懇こん願がんされて特別に作製した『ギバ肉とチャッチのコロッケ』である。

　ララ＝ルウは、シン＝ルウの一家にスープを届けつつ、その場に居い座すわって自分も料理を食べ始めていた。普ふ段だんの晩餐ではあまり見かけない光景であるが、席移動というのもこの際はありであろう。

　ドンダ＝ルウは何やら深刻そうな面持ちでジザ＝ルウと言葉を交かわしており、そのかたわらではサティ・レイ＝ルウがコタ＝ルウに『カロン乳仕立てのギバ・スープ』の汁しるを木き匙さじで与あたえていた。

　ついにコタ＝ルウも、離り乳にゆう食しよくを口にするようになったのだ。おそらくはそのコタ＝ルウこそが、俺のもたらした森辺の新しい食事のみで育つことになる、最初の世代になるのだろう。自然と、俺は身の引き締しまる思いであった。

　ともあれ、一部の人間を除いては、みな笑顔である。本当に、宴うたげさながらの賑わいだ。

　そこで俺は、ガズラン＝ルティムと目が合った。

　俺はうなずき、視線を巡めぐらせる。

　スープは全員に行き渡った。しかし、いっこうに木皿を取ろうとしない人々がいる。言わずもがな、それは下座に控ひかえた七名の人々である。そして、そのすぐそばに控えたグラフ＝ザザも、さきほどから果実酒ばかりをあおっているように見えた。

　俺は余っていた木皿に『ギバのスペアリブ』や『肉チャッチ』などを載せて、そちらに足を向けることにした。

「ズーロ＝スン。……それに、ディガとドッドも、おひさしぶりです」

　うつむいていたディガが、のろのろと顔を上げた。

　そのあまりのやつれっぷりに、俺は思わず息を呑のんでしまう。

　大おお柄がらで肉付きもいいディガであったのに、フォウの家長ぐらい痩やせてしまっている。目は落ちくぼみ、頬はこけ、もともとはのっぺりとしていた顔に陰いん影えいが濃こい。髪かみはぼさぼさで、口のまわりには無ぶ精しよう髭ひげがのび、まるで別人のようである。

　いっぽうのドッドは、そこまで容よう貌ぼうに変化はなかった。いささか痩せてはしまったようだが、きっと骨格がしっかりしているのだろう。狛こま犬いぬのような顔にも、小こ柄がらでずんぐりとした体型にも大きな変化はない。ただひたすらに、覇は気きがなかった。

　そして、ズーロ＝スンである。

　この人物とは、それこそ家長会議以来の対面であった。

　本来はディガよりも大柄で肥え太っていたズーロ＝スンが、すっかりしなびてしまっている。きっとひと回りは小さくなってしまっているだろう。それでたるみ気味であった顔の皮ひ膚ふはいっそう弛し緩かんしてしまい、空気の抜ぬけたヒキガエルのような面相になってしまっている。

　そして、目もとにかぶさるまぶたの下では、小さくて黒みがかった二つの瞳ひとみが、死んだ魚のようにどろりと濁にごってしまっていた。まるで、かつてのオウラや、スンの分家の人々のように――である。

（これは……予想していたより、ひどい有り様だな）

　この中で、ズーロ＝スンだけは死罪を宣告されている身であるのだ。ひと月近くもその罰が施し行こうされていないのは、サイクレウスがその身み柄がらを引き渡すべし、と言い張り続けていたからに過ぎない。

　しかもズーロ＝スンは、サイクレウスが執しつ拗ようなまでに彼らの身柄を要求していると知らされるなり、「今すぐ処しよ刑けいしてくれ！」と泣きわめいていたという話であったのだった。

　サイクレウスは、自分の手でズーロ＝スンを抹まつ殺さつしたいと願っているのか。あるいはヤミル＝レイが推測した通り、再びスン家を族長筋として再興しようと目論んでいるのか――その真しん偽ぎは知れぬまま、ズーロ＝スンは自らの死を願っていたのである。その願いを退けられた彼は、生きたまま屍しかばねのごとき様相になり果ててしまっていた。

　なおかつ、その手首は皮膚が擦すりむけて、赤い血がにじんでしまっている。ズーロ＝スンばかりではない。ディガもドッドも、それは同様だ。普段はそこに革かわ紐ひもでも巻かれてしまっているのだろう。左右の足首には、今も三十センチていどの長さを持つ革紐が巻かれてしまっている。歩くことはできるが走ることはできない、罪人のための拘こう束そく具である。

　数々の料理を前にして、彼らは泥どろでできた人形みたいに座り込んでいるばかりであった。

（……それもこれも、俺がスン家の罪を暴あばいたからなんだよな）

　ディガとドッドに対して、後こう悔かいはない。あれほど悪あく辣らつな真似を繰くり返していた彼らであるのだから、多少の荒あら療りよう治じは必要なのだろうと思う。彼らがこのように気の毒な境きよう遇ぐうになっていなければ、きっと俺はアイ＝ファをさらわれた恨うらみをいつまでも忘れることができなかったに違ちがいない。

　だが、ズーロ＝スンだけは、別だった。俺が糾きゆう弾だんしたことによって、一人の人間の生命が損そこなわれてしまうのだ、と考えると――胃い袋ぶくろをわしづかみにされるような心地ここちに陥おちいってしまう。そうする他に道はなかったのだと自分に言いきかせようとしても、なかなか割り切れるものではない。

　だけどそれでも、俺はこの憐あわれげな姿から目をそらすことはできないのだ。死罪と定めたのは森辺の族長たちであり、森辺の民たちは、その定めに従った。森辺の同どう胞ほうの全員が、ズーロ＝スンの死を背せ負おっていこうと決意したのだ。くじけそうになる気持ちを何とか奮いたたせて、俺は持参した木皿をズーロ＝スンの前に置いた。

「……俺の料理を食べていただけませんか、ズーロ＝スン？」

　ズーロ＝スンは、動かない。

　その濁った瞳に、俺の姿は映っているのだろうか。

　彼らの右手側にはミダとヤミル＝レイが、左手側にはオウラとツヴァイが座していたが、彼らの皿にも手をつけられた様子はない。ミダでさえもが、いまだに料理を口にしていないのである。

「ミダ、食べないのかい？　今日の料理は、どれも自信作だよ」

「……うん……」

　ミダの小さな目は、じっとズーロ＝スンたちの姿を見つめていた。

　ミダはあんまりズーロ＝スンやディガたちの去就を気にかけている様子がなかったので、ヤミル＝レイやツヴァイたちほど大事な相手ではなかったのかな、と思えていたのだが――それでもミダは、ぎゅるぎゅると鳴いている大きなお腹なかを抱かかえ込んだまま、ちょっと切なげな目つきでかつての父や兄たちを見つめるばかりであったのだった。

「……ドンダ＝ルウの言葉は貴様たちも聞いていたはずだな」

　やがて、遠からぬ位置に陣取ったグラフ＝ザザが底ごもる声をかけてきた。その声に込められた迫はく力りよくに、ディガとドッドはびくりと身体をすくませる。

「貴様らの父であり祖父であったザッツ＝スンの罪を贖うために、我らはサイクレウスという貴族に立ち向かおうとしている。貴様たちには、かつての恥をすすごうという誇りと信念の持ち合わせも存在しないのか？」

「お……俺は……」

「ザッツ＝スンは我らを裏切り、我らに隠れてジェノスの者たちに災さい厄やくをふりまいた。やり方はどうあれ、このファの家のアスタはそうしてザッツ＝スンに乱されたジェノスとの縁えんを取り持とうと尽じん力りよくしているのだ。それゆえに、アスタが宿場町で売りさばいている料理というものを貴様たちも口にするべき、とドンダ＝ルウは考えた。……ここまで言われて、貴様たちは知らぬ顔を決めこもうというのか？」

「ちょ、ちょっと待ってください、グラフ＝ザザ。あなたにそのように問とい詰つめられてしまったら、誰だれだって萎い縮しゆくしてしまいますよ」

　グラフ＝ザザの言葉の内容には大いなる感謝の念を捧ささげつつ、俺はそのように口をはさんだ。

「無む理り矢や理りに食べても、料理は美味おいしくありません。どうせだったら、楽しく食べましょう」

「……何を言っているのだ、お前は」

　グラフ＝ザザは鬼おに火びのように双そう眸ぼうを光らせながら、果実酒をあおる。

　俺は呼吸を整えてから、ズーロ＝スンたちに向きなおった。

「だけど、俺からも少しだけ話をさせてください、ズーロ＝スン。それに、ディガとドッドも。……俺たちの間には、悪い縁しか存在しませんでした。あなたたちはファの家に災厄をもたらそうとしていたし、俺たちのほうは、スン家の罪を暴く役回りを演じることになったのですから、おたがい情愛の持ちようもない間あいだ柄がらだったと思います」

「…………」

「だけど、ファの家のアイ＝ファに拾われた俺は、森辺の民の一員として生きていきたいと願っています。森辺の民の全員を、俺は同胞だと思いたいし、同胞だと思われたいんです。……そしてドンダ＝ルウは、あなたたちもまぎれもなく森辺の同胞なのだと言っていました。それならば、俺もあなたたちとは同胞でありたいと願います」

「…………」

「ザッツ＝スンは、森辺の民の行く末を憂うれえるあまり、道を踏ふみ外はずしてしまいました。その道を正しい方向に戻すためにも、みんなと力を合わせてはいただけませんか？」

「……今のズーロ＝スンに、そんな難しい話を理解する力は残っていないのじゃないかしら」

　と――ヤミル＝レイがふいに立ち上がり、俺の隣となりにまで歩を進めてきた。

　そして、ズーロ＝スンの前に膝をつき、スープの木皿を取り上げる。

「さあ、お飲みなさい。あなただってミダに劣おとらず、美味なる食事というものには目がなかったはずでしょう、ズーロ＝スン？」

　ズーロ＝スンは、虚うつろな目でヤミル＝レイを見た。

「モルガの森には、とても美味しい果実や野菜が実っていたものねえ。……だけどこのアスタの料理には、もっと美味しい田畑の恵みが使われているのよ？」

　ズーロ＝スンが、震ふるえる指先で木皿を受け取る。

　それを満足そうに眺ながめてから、ヤミル＝レイは横目でディガを見た。

「ディガ、あなたは銅貨で買うキミュスの肉というものが好物だったわよね。自分では宿場町に下りる勇気もなかったのに」

「え……俺は……」

「だけど、アスタのさばいたギバの肉は、そんな肉よりももっと美味しいのよ。家長会議の料理では物足りなかったのかしら？　今日の料理なら満足できるはずだけど」

　そうしてヤミル＝レイは、俺の運んできた料理の皿をディガの前に押おし進すすめた。

「どうせザザやドムの家で与えられる食事に満足できなかったから、そんなに痩せ細ってしまったのでしょう？　いいから、この料理を食べてごらんなさい」

　ディガも、怖こわ々ごわと木皿を取る。

　ヤミル＝レイは、ドッドを振ふり返った。

「ドッド、あなたもよ。大好きな果実酒はもう口にすることを許されないのだから、きちんとした食事で心と身体を満たしなさい」

「…………」

「わたしの言うことが聞こえないの？」

　ヤミル＝レイの瞳が、ほんの一いつ瞬しゆんだけ毒どく蛇へびのような光を瞬またたかせた。

　とたんに、ドッドは「ひいっ」とかすれた悲鳴をあげる。

「まったく、誰も彼も意い気く地じのない。族長筋という肩かた書がきがなかったら、あなたたちは毅き然ぜんとふるまうこともできないのね」

　ヤミル＝レイは、ゆらりと立ち上がった。

　そして今度は、ミダを振り返る。

「ミダ。あなたも早くお食べなさい。うかうかしていると、みんなルウやルティムの連中に食べられてしまうわよ」

「……うん……」

「こんなにたくさんのご馳ち走そうを、一口も食べられずに終わってしまってもいいの？」

「うん……いやなんだよ……？」

「それじゃあ、お食べなさい。わたしが取ってきてあげるから」

　ヤミル＝レイが、きびすを返す。

　そのついでのように、切れ長の目が俺を見た。

「アスタ、あなたも何も食べていないのじゃないの？　こんな連中につきあって空腹をこらえることはないわ」

「はい。だけど、ヤミル＝レイだって何も食べていないんじゃないですか？」

「わたしは、果実酒を飲んでいたもの」

　ぷいっと顔をそむけて、ヤミル＝レイは料理を取り分け始めた。

　で、色っぽく屈かがんだ体勢のまま、ななめ後ろのオウラを見つめる。

「オウラ、手伝ってもらえないかしら？　わたし一人では手が足りないわ」

「ええ……そうね、ヤミル……いえ、ヤミル＝レイ……」

　オウラが立ち上がり、ヤミル＝レイに手を貸し始める。

　ということで、俺もそれに協力することにした。

「ありがとうございます、ヤミル＝レイ。俺だけでは、たぶんどうにもできませんでした」

　小声でそのように呼びかけてみると、冷たい横目でにらまれてしまった。

「別に御礼を言われる筋合いではないわ。ただ、あの連中があまりに腑ふ抜ぬけてしまっているから、腹が立ってきてしまっただけよ」

　かつて家族であった時代、スン家ではどのような営みが行われていたのだろう。

　堕だ落らくの極きわみにあった家長と、跡あと取とりの座にあぐらをかいていた長ちよう兄けいに、酒乱の気がある粗そ暴ぼうな次じ兄けい。末まつ弟ていはいつもぽけっとしており、末妹は豊かなスン家こそが森辺の覇は者しやであると疑わず――そして、家長の嫁よめとその父親は、死んだ魚のような目をしていた。

　そんな中で、諸悪の根源たる先代家長に真の後こう継けい者しやと目されつつ、心の奥おく底そこではスン家の滅ほろびを願っていた長ちよう姉しは、いったいどのように立ち回っていたのだろうか。

　少なくとも、怒おこった顔をして家族のために料理を取り分けるような役目は果たしていなかったように思う。

「おーい、ミダー、ちゃんと食べてるのー？」

　と、小さな子供たちが大きな木皿を掲げて走り寄ってきた。

　リミ＝ルウと、シン＝ルウ家の幼子たちである。

「ほら、『ミャームー焼き』！　放っておくと全部食べられちゃいそうだったから、持ってきてあげたよ！」

「うん……ありがとうだよ……？」

「ミダ、ツヴァイたちにも分けてあげなさい」

　ヤミル＝レイの言葉に、ミダは「うん……」と頬ほおを震わせる。

　その子こ豚ぶたのように小さな瞳には、ようやく明るい光が灯ともり始めているようだった。
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「ほら、お食べなさい」

　ヤミル＝レイとオウラと俺で、料理を載せた皿を男衆の前に並べる。

　その間も、ズーロ＝スンとドッドは力なくスープをすすっており、ディガは『肉チャッチ』をもそもそ食べていた。

　ヤミル＝レイはしばらくその姿を見つめてから、一枚の木皿を手に、きびすを返す。目指すその先には、ギバの毛皮を頭からかぶった魁かい偉いなる狩人の姿があった。

「さあ、あなたも召し上がったら、グラフ＝ザザ？　あなたと同じようにファの家の行いに反対をしているベイムの家長も、熱心に味を確かめているようよ」

「……貴様の差し出口など、聞く筋合いはない」

「あらそう。まあ、お好きになさるといいわ」

　ヤミル＝レイは優ゆう雅がな仕草でグラフ＝ザザの前に木皿を置くと、自分の座っていた位置に戻もどった。

「さあ、食べましょう、アスタ」

「はい」

　俺は自分の席に戻るきっかけを失ってしまったので、ヤミル＝レイの向かいに陣取ることにした。

　その耳に、「うぐ……」という奇き妙みような声が聞こえてくる。

　見ると、ディガが『ギバ・カツ』を一口かじり取った体勢で機能停止していた。

「その料理は、初めて見るわね」

　ヤミル＝レイも、自分の皿から『ギバ・カツ』を一口食した。

　すると、切れ長の目が驚きよう愕がくに見開かれてしまう。

「これは……何だか凄すごい料理ね、アスタ」

「森辺の民には、その『ギバ・カツ』が好評のようですね。でも、食べすぎると太ってしまうかもしれないので気をつけてください」

　食事の場で毒だ何だという無ぶ粋すいな言葉を使いたくなかったので俺はひかえめに表現したつもりであったのだが、ヤミル＝レイは「え」と不安そうな表情になり、しなやかなラインを描えがくお腹に手をあてた。

「あ、いや、これぐらいの量なら大だい丈じよう夫ぶです。そんなに不安そうなお顔をなさらないでください」

　あまりの微笑ほほえましさに口もとをゆるめてしまったのが悪かったのか、「……嫌いやな人ね」と上目づかいでにらまれてしまった。

「とても美味ね……ねえ、ツヴァイ？」

　と、低くひそめられた声が耳に飛び込んでくる。

　そちらでは、ミダから分けてもらった『ミャームー焼き』を口にしながら、オウラが穏おだやかな目つきでツヴァイを見つめていた。ツヴァイは無言のまま、木皿の中身を口にかきこんでいる。

　気づくと、ディガやドッドたちも熱心に料理を食べてくれていた。

　スープの皿は空になり、肉や野菜を口いっぱいに頬ほお張ばっている。

　やがて――そんなディガの瞳から、大おお粒つぶの涙なみだがこぼれ始めた。

　嗚お咽えつをこらえながら、肉をかじり、タラパの汁をすする。無精髭に覆おおわれたその顔は、子供のようにくしゃくしゃになってしまっていた。

　ドッドは無言で、やけくそのように料理をたいらげていく。何だか痩せこけた野犬が数日ぶりの餌えさにありつけた、とでも言いたくなるような食べっぷりだ。

「……それじゃあ足りないみたいだね？」

　と、その有り様をおそるおそる覗のぞき込んでいたリミ＝ルウが誰にともなく発言した。

「もっと持ってきてあげるよ。ミダは何が食べたいかな？」

「うん……ミダは何でも食べたいんだよ……？」

「わかったー！」と、リミ＝ルウは男の子たちと駆かけていく。

　それと入れ違いで、こちらに近づいてくる人ひと影かげがあった。

　とても小さな人影と、その手を引くすらりとした人影――ジバ婆ばあさんと、アイ＝ファである。

「……ちょっとお邪じや魔ましてもいいかねえ……？」

　二人は、俺の隣に腰こしを下ろした。

　ジバ婆さんと向かい合う格好になったのは、ズーロ＝スンだ。

「ズーロ＝スン……顔をあわせるのは、きっとこれが初めてだね……あたしはルウの家長ドンダの父の母で、ジバ＝ルウという老いぼれだよ……」

　ズーロ＝スンは、空くう虚きよな目でジバ婆さんを見た。

　その手には、食べかけのスープの木皿が握にぎられている。

「あんたどころか、あたしはザッツ＝スンとすらまともに顔をあわせたことはなかった……スンの集落とルウの集落は遠いからねえ……あたしが知っているのは、先々代のスンの家長……ザッツ＝スンの父親ぐらいだよ……」

「…………」

「今から七十年ぐらい前のことかねえ……族長筋のガゼ家は、ギバにやられて滅んじまった……その眷けん族ぞくであったリーマの家も、同じように滅んじまった……後にはスン家とルウ家ぐらいしか、一族を導けるほどの力を持った氏族はなかったから……あたしたちは北と南に分かれて、それぞれがギバを狩っていくことにしたんだよ……」

「…………」

「それでルウ家も、本家の血を継ぐのはあたしぐらいしか残らなかったから、新たな族長筋の座は、スン家に担になってもらうことにしたのさ……いくら血族や眷族の数が多くても、女衆のあたしが族長となることはできなかったからねえ……だけど、スン家の家長はそりゃあ立派な狩人だったから、あたしたちも何の心配もなく族長として迎むかえることができたんだよ……」

　青い明めい哲てつな瞳が、じっとズーロ＝スンの弛緩した顔を見つめている。

　ズーロ＝スンの澱よどんだ瞳には、小石を投じられた夜の湖の水面みたいに波は紋もんが広がり始めているように感じられた。

「スンの家長……新しいあたしたちの族長は、本当に立派な男衆だった……荒あらくれもののザザやドムだって、スンの家長には心しん酔すいしていた……ザッツ＝スンは、その立派な父親の背中を見ながら、育ったはずなんだよ……」

「…………」

「それでもザッツ＝スンは、道を踏み外しちまった……きっとザッツ＝スンだって、森辺の同胞を正しい方向に導こうと、あれこれ考えていたはずなのに……どこかで、ほんの少しだけ道を間違えちまったんだ……もしかしたら、それは最初から間違った道を歩かされていたからなのかもしれないよねえ……」

「…………」

「八十年前、モルガの森辺に移り住んできたとき、族長筋はガゼ家だった……そのガゼ家の家長が、ジェノスの領主と間違った縁を結んじまったのかもしれない……南の黒き森の中で、誰とも交わらず、森を神として生きてきたあたしたちには、森の外の人間たちとの正しい交わり方がわからなかった……そんな風にも思えてきちまうんだよ……」

「…………」

「だけど、ガゼの家長を責めることなんて、誰にできるはずもない……誰が族長でも、何も結果は変わらなかったんだろうから……だけど、間違っていた道を歩いていたなら、正しい道に戻らなきゃならない……族長筋はガゼからスンに、スンから新しい三つの氏族へと移ったけど……あたしたちは、力を合わせて、正しい道を探すべきだと思うんだよ……」

　ジバ婆さんの枯かれ枝えだのような指先が、ズーロ＝スンのふやけた手の甲こうにそっと重ねられた。

　ズーロ＝スンはぶるりと肩かたを震わせたが、それ以上は動こうとしない。

「だから、ズーロ＝スン……あんたも最後まで、森辺の同胞として力を貸しておくれ……それと、みずから死を望むだなんて、そんな悲しいことは言わないでおくれよ……あんたの罪に罰が必要なときには、あんたの同胞が正しく刀をふるってくれるだろうからさ……」

「…………」

「だけどねえ……ザッツ＝スンはその生命で罪を贖あがなうことになったんだから、あたしはその子にまで生命を求めるのが正しい道だとは思えないんだよ……」

　そうしてジバ婆さんは、その透すき通とおった視線をズーロ＝スンの右側に移した。

　そこに座していたのは、ヤミル＝レイである。

「……ヤミル＝レイというのは、あんただね……？」

「ええ」とヤミル＝レイは恐おそれ気もなくジバ婆さんを見つめ返した。

　ジバ婆さんは、しわくちゃの顔でにこりと微笑む。

「あんたもね……家族のために生命を差し出すなんて、そんな真似まねはもうしないでおくれよ……？　その誇り高さは美しいかもしれないけれど、何もかもを自分だけで背負い込もうとするのは、決して正しいことじゃない……あんただって、森辺の同胞の一人なんだからさ……」

　ヤミル＝レイは、舌打ちをこらえるような表情で俺のことをにらみつけてきた。

　これはきっと、サイクレウスがスン家の身柄を欲ほつしているならば、ザッツ＝スンに後継者とみなされていた自分の身柄だけを引き渡せばよい、というヤミル＝レイの発言について取とり沙ざ汰たされているのだろう。もちろん俺はそのような話をあちこちに広めたりはしていなかったので、ラウ＝レイ経由でジバ婆さんの耳に入ったのだろうと思う。

　何にせよ、ジバ婆さんとヤミル＝レイが言葉を交わす日がやってこようなどとは、俺は夢にも思っていなかった。

「ルウ家の最長老ジバ＝ルウ、あなたの仰おつしやることもわからなくはないけれど、わたしにはわたしなりの考えというものがあるわ」

「ふうん……それはどんな考えなんだろうねえ……？」

　ジバ婆さんはにこやかに、ヤミル＝レイは挑いどむように相手の姿を見やっている。

「もしもサイクレウスという貴族がスン家を再興させようと目もく論ろんでいるのならば、やっぱり森辺の民たみはわたしとズーロ＝スンの身柄だけを引き渡せばいいのじゃないかしら」

　こまかく編みこまれた黒こつ褐かつ色しよくの髪をかきあげながら、ヤミル＝レイはそのように言った。

「そうしたら、わたしがスン家の新しい家長となって、何なら族長の座を受うけ継ついでもいいわ。……そうしたらサイクレウスに従うふりをして、どのような企たくらみがあるのかを暴いてみせるわよ」

「馬ば鹿かな。貴様のような女を族長などと認められるものか！」

　どうやらしっかり聞き耳を立てていたらしいグラフ＝ザザが、ひび割れた声でがなりたてた。

　ヤミル＝レイは、妖よう艶えんな横目でそちらをねめつける。

「馬鹿げたやり口だとは思っているけれど、でも、いざとなったら刀を取ってでも貴族たちを打ち負かしてみせる、なんて息巻いているあなたたちと、どちらが馬鹿げているかしら？　少なくとも、わたしのやり方なら、しばらくは誰の血も流れずに済むわ」

「……貴様は本当に森辺の民なのか？　あのガズラン＝ルティムでも、そこまで小こ賢ざかしい策さく謀ぼうを考えついたりはしないだろう。そんなのは、それこそ貴族どもにこそ相応ふさわしい、陰いん謀ぼうだ！」

「陰謀を仕し掛かけてくる相手に陰謀を返して何が悪いのかしら？　何でも力ずくで解決しようとするよりは、よほど利口だと思うけれど」

「駄だ目めだねえ、ヤミル＝レイ……自分たちの身を守るために、あんたに虚きよ言げんの罪を犯おかさせるわけにはいかないよ……それに、まかり間違ったら、やっぱりあんたとズーロ＝スンは生命を失うことにもなりかねないじゃないか……？」

　同じ微笑みをたたえたまま、ジバ婆さんは首を横に振った。

「あんたはもうザッツ＝スンの血族じゃなくて、レイ家の人間なんだ……もう、何もかもをあんたが背負い込む必要はないんだよ……」

「……わたしだって、このような考えが頑がん固こな族長たちに通じると本気で考えていたわけではないわ」

　不ふ機き嫌げんそうに言い、ヤミル＝レイは一瞬だけズーロ＝スンの姿を盗ぬすみ見た。

　もしかしたら――貴族に引き渡すぐらいなら頭の皮を剥はいでくれ、とズーロ＝スンが錯さく乱らんした際に、ヤミル＝レイはそのような陰謀を思いついてしまったのだろうか。自分さえかたわらにあったなら、ズーロ＝スンも少しは毅然と貴族たちに立ち向かえるのではないか、と。

　だけどやっぱり、そのような搦からめ手てをよしとするグラフ＝ザザやドンダ＝ルウではないはずだった。

「あんたみたいな人間がいるってのは、きっと心強いことだよ……明日はあんたも族長たちに力を添そえてあげておくれ、ヤミル＝レイ……」

　そんな風に言いながら、ジバ婆さんは料理の皿をズーロ＝スンのほうに押し進めた。

「さあ、アスタの料理を食べるといいよ、ズーロ＝スン……あたしも道を見失ったとき、アスタの料理を食べることで、何とか力を取り戻すことができたのさ……アスタの料理で力をつけて、あんたも頑がん張ばっておくれ……」

　濁った瞳に不規則な光をちらつかせながら、ズーロ＝スンはその手に木皿を取った。

　震える指先が木匙をつかみ、やわらかく煮込まれた『ギバの角かく煮に』をすくいあげる。

　そうしてギバの肉を力なくかじり取ると――たるみきった頬の上に、一筋の涙がこぼれ落ちた。

「我は……」

「うん、何だい……？」

「我は、父ザッツが、恐ろしかったのだ……」

　肉を噛みながら、ズーロ＝スンは夢遊病者のようにつぶやいた。

　ジバ婆さんは、静かにその言葉を聞いている。

「しかし、父ザッツの切り開いた道の他ほかに、道を見つけることはできなかった……いずれはザザやドムたち眷族もともにこの道を歩み、貴族に屈くつすることのない新しい生を得ることができるのだと……我はそのように、父ザッツの言葉を信じるしかなかった……そうせねば、我らは全員、ルウの一族に討うち滅ぼされてしまうと思っていたのだ……」

「ああ……スンの集落に住まう何十人もの血族の運命が、あんたの行動ひとつにかかってしまっていたのだものねえ……あたしもかつては家長だったから、そのしんどさはわきまえているつもりだよ……」

　ジバ婆さんは、どこか遠くを見つめるように目を細めた。

「だけど、あんたの肩にはもう何ものっかっちゃいない……大事な家族の存在も、ともに罪を犯してきた血族の存在も、他のみんなが背負ってくれているよ……だからあんたは、みんなと一いつ緒しよにその存在を負いながら、一番正しいと思える道を探せばいいんじゃないのかねえ……」

　ズーロ＝スンはぽろぽろと涙をこぼしながら、木皿の料理を食べ続けた。

「……最後に一つだけ問わせてもらうぞ、ズーロ＝スン」

　そこにグラフ＝ザザが、地鳴りのような声で問う。

「貴様は本当に、ザッツ＝スンらが町でも大罪を犯していたということは知らなかったのだな？　……森辺の民の誇ほこりにかけて、真実を述べてみせろ」

「知らなかった……いや、父ザッツらがどこからともなく大量の銅貨を運んでくることを、不思議には思っていたが……恐ろしくて、とうていその出で処どころを問うことはできなかったのだ……」

「貴様の罪は、その性しよう根ねの弱さだ、ズーロ＝スン」

　憤ふん慨がいしきった口調で言い、にわかにグラフ＝ザザは料理の木皿をつかみ取った。その白くて頑がん丈じようそうな牙きばのような歯が、『ギバ・カツ』をかじり取る。

「貴様は父親のザッツ＝スンを恐れ、ルウの一族を恐れ、ジェノスの貴族どもを恐れ――しまいには、眷族であるザザやドムさえをも恐れた。それは森辺の民にあるまじき弱さだ。貴様のように脆ぜい弱じやくな人間を族長と仰あおいでいたことを、俺おれは一生の恥はじと考えている」

「…………」

「……しかし、貴様がザッツ＝スンか、あるいはそこの長姉の半分ほどのしたたかさでも持っていたならば、ザッツ＝スンはすべての大罪を貴様に明かし、それを受け継がせようと目論んでいたかもしれん。そのときは、より多くの血がジェノスに流れることになっていたのだろう」

　ドンダ＝ルウにも負けぬ野や獣じゆうのような眼光を燃やしながら、グラフ＝ザザはそう言った。

「貴様の弱さは、森辺の民としてとうてい許されるものではなかったが――しかし、その弱さこそがザッツ＝スンの執しゆう念ねん、怨おん念ねんを食い止める役に立っていたというのは、笑えないぐらい皮肉な話であるし……あるいは、それもまた森の導きであったのかもしれん」

　そうしてグラフ＝ザザは、果実酒で『ギバ・カツ』を呑み下した。

「何にせよ、貴様を処断するのは貴族どもと決着をつけた後だ。森に魂たましいを返すその最後の瞬しゆん間かんまで、貴様は森辺の民として、生きろ」

　ズーロ＝スンは、何も答えられないまま、はらはらと涙をこぼしている。

　ジバ婆さんは、静かに微笑んでいた。

　ディガとドッドは、無言で料理を食べ続けている。

　グラフ＝ザザも、残っていた『ギバ・カツ』にまた歯を立てた。

　そこにリミ＝ルウたちが、「お待たせー！」と新たな料理の皿を手に戻ってきた。ずいぶん遅おそい帰き還かんであったので、ジバ婆さんの話が終わるまではと他の家族たちに引き止められていたのかもしれない。

　それでついに、この長い問答も終しゆう了りようするかと思われた。

　だが、思いがけない方向から言葉を投げつけてくる者があった。

「フン！　けっきょく誰も彼かれもが新しい族長たちの裁きに従うってことだネ！」

　ツヴァイである。

　ツヴァイが立ち上がり、痩せた胸をそらして、その場にいる者たちの姿をにらみ回していた。

　その目が、ヤミル＝レイをとらえたところで固定される。

「ねえ、ヤミル。ザッツ＝スンの後継者っていう話なら、そいつはヤミルなんかよりアタシのほうが相応しいんじゃないのかネ？」

「何を言っているの？　兄弟の中でも一番幼いあなたに、そのような役回りは不相応だわ」

　いぶかしそうに、ヤミル＝レイがツヴァイを見つめ返す。

「フン！」とツヴァイはもう一度鼻を鳴らした。

「だけど、罪人として裁かれたのは、ザッツ＝スンとテイ爺じいじゃないか？　アタシの身体には、その二人の血が同じ濃さだけ流れてるんだヨ！　だったら、罪人の後継者に一番相応しいのは、このアタシだネ！」

　ザッツ＝スンとテイ＝スンは、ともにツヴァイの祖父であるのだ。

　そのテイ＝スンの娘むすめであるオウラは、惑わく乱らんしきった眼まな差ざしで娘の姿を見つめている。

「ツヴァイ……罪人の子は罪人だなんていう、そんな道理は存在しないよ……？」

　ジバ婆さんが穏やかに呼びかける。

　ツヴァイは、ぎょろりと大きな三白眼に反はん抗こう心しんの火を燃やし、そちらをにらみ返した。

「何がどうでもかまわないヨ！　こんな下らない話、アタシにとってはどうでもいいのサ！　貴族と戦いくさがしたいなら、好きにやればいいじゃないか！」

「ツヴァイ！」

　隣に座すわっていたオウラの腕うでをすりぬけて、ツヴァイはいきなり背後の闇やみへと姿をくらました。

　俺は慌あわてて立ち上がり、その後を追う。

　ルウの集落を出なければ、何も危険なことはないのだろうが、放っておけるはずはなかった。

　月明かりを頼たよりに、ツヴァイに追いすがる。幸い、ツヴァイは俺よりも鈍どん足そくだった。

「ツヴァイ、いったいどうしたんだよ？」

　ワンピースのような装束に包まれた小さな肩を、後方からつかむ。

　とたんにツヴァイは「さわらないでヨ！」とわめき散らし、俺の手の甲に爪つめを立ててきた。

　そして、火のような目で俺の顔をにらみすえてくる。

「さぞかしいい気分だろうね、ファの家のアスタ！　スンの家は滅んで、何もかもがアンタの思い通りになった！　さすがは森辺で一番の英えい雄ゆうだヨ！」

「英雄って……」

　言葉を失う俺のかたわらに、ふっと人の気配が立つ。

　当然のこと、それはアイ＝ファであった。ジバ婆さんの身柄を誰かに託たくし、追ってきたのだろう。

　かがり火の灯りも届かない暗がりで、ツヴァイは両目を燃やしている。

「それはあの、銅貨を稼かせげる人間こそが一番えらいっていう話かい？　それはたぶん、豊かさこそが力であり正義であるっていうザッツ＝スンやズーロ＝スンの教えなんだろうけど……そんなのは、偏かたよっているし間ま違ちがった考えだよ」

「フン！　だったら、アンタは何のために銅貨を稼いでるのサ!?　そいつは貧しい森辺の集落に豊かさをもたらそうっていう作戦なんじゃなかったの!?」

「うん、それはその通りだけど……」

「アンタたちが正しくて、スンの人間が間違っていた！　だからファの家を後あと押おしするルウの家が栄えて、スンの家は滅んだ！　何も間違っちゃいないだろ！　アンタたちが英雄で、スンの人間が罪人ってことサ！」

「それは、族長という立場でありながら道を誤ったザッツ＝スンとズーロ＝スンが罪人とみなされたという話だ。それに何か不満でもあるのか、お前は？」

　静かな声でアイ＝ファが問うと、ツヴァイはいっそう激しく両目を燃やした。

「罪人は、ザッツ＝スンとズーロ父さんだけじゃないヨ！　テイ爺もだ！　テイ爺だって、罪人として処断されたじゃないか！」

「それはテイ＝スンが、我らや町の民に刀を向けたためであり――」

「テイ爺だって、ザッツ＝スンに逆らえなかっただけなんだ！　スンの人間は誰ひとりザッツ＝スンには逆らえなかったのに、どうしてテイ爺ばっかりが罪人扱あつかいされなきゃいけないのサ！」

「だからそれは――」

「わかってるヨ！　テイ爺はザッツ＝スンと一緒に町の人間を何人も殺あやめてた！　最後にはアスタを殺そうとしたから、スドラの家長に罪を裁かれた！　アンタたちは何も間違っちゃいない！　間違っていたのはテイ爺だ！　テイ爺は、生命で罪を贖うしかなかったんだ！」

　地じ団だん駄だを踏みながら、ツヴァイがわめき散らす。

　その大きな瞳から、ふいに涙がふきこぼれた。

「アンタたちなんて、大ッ嫌きらいサ！」

「ツヴァイ……」

　呆ぼう然ぜんとたたずむ俺の胸むなもとに、ツヴァイが小さな指先をのばしてくる。

「アタシだけでも、アンタたちを嫌っていないと……テイ爺が、かわいそうじゃないか！」

　そしてツヴァイは、俺の胸もとに額をおしあてて、子供のように泣きじゃくり始めた。

　いや、ツヴァイはまだ十二歳さい――こんなに小さな身体をした、本当の子供なのだ。

　言葉も出せないままかたわらを振り返ると、アイ＝ファはわずかに目を細めて、静かにツヴァイの背中を見つめていた。

　俺はツヴァイの細い肩に手を置き、その場に膝ひざをつく。

　ツヴァイは俺の肩に顔をうずめ、さらに大きな泣き声をあげた。

「ツヴァイ……ドンダ＝ルウが言っていた通り、どんな罪を犯したって、その罪人たちも森辺の民であるということに変わりはないんだよ」

　そのタマネギみたいにひっつめられた頭にそっと手をあてながら、俺は言った。

「ザッツ＝スンも、テイ＝スンも、森辺の民として生きて、森辺の民として死んだ。彼らが抱いだいていた怒りや無念を、ドンダ＝ルウたちはできるだけ正しい形で引き継ごうとしてるんだと――俺は、そんな風に考えているよ」

「……アンタたちなんて……大ッ嫌いだヨ……」

「うん」

　夜空に浮うかぶ半月はひたすら青く、俺たちに近づいてくる者はなかった。

　そうしてサイクレウスとの決着をひかえた白の月の十四日は、それぞれの人間にそれぞれの思いをもたらしながら、終わっていくことになったのだった。
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箸休め　～あなたと同じ道を～







　その日、ララ＝ルウは朝から機き嫌げんが悪かった。

　夜明けとともに目を覚まし、姉たちと一緒に水場で身を清め、その場で洗い物を片付けてから、ピコやリーロの葉を摘つむために森の端はしに入る。その間、ほとんど口をきこうとしなかったので、帰り道にはサティ・レイ＝ルウから心配げな声をかけられることになった。

「どうしたの、ララ？　今日はずいぶん元気がないみたいだけど」

　サティ・レイ＝ルウは、ララ＝ルウの兄であるジザ＝ルウの嫁であった。

　姉たちよりも年長のサティ・レイ＝ルウは、とても優やさしげな目つきでララ＝ルウのことを見つめてきている。そちらに向かって、ララ＝ルウは「別に」と言葉少なく返事をしてみせた。

「でも、朝からまったく口をきいていないじゃない？　身体の調子が悪いのだったら、無理をせずに休んだほうがいいわ」

「調子なんて悪くないよ。ピコの葉だってサティ・レイよりたくさん集められたし」

　機嫌が悪いので、ついつい余計な口まで叩たたいてしまう。

　ララ＝ルウは一瞬で後こう悔かいしたが、サティ・レイ＝ルウは同じ表情で微笑んだままであった。

「そうね。ララはまだ九歳なのに立派だわ。……でも、どこか調子が悪いのでしょう？　身体が悪いのではなく、何か心配事でもあるのかしら？」

　どうやら聡そう明めいなるサティ・レイ＝ルウの前では心を偽いつわることなどできないようであった。

　それでもララ＝ルウは頑かたくなに、「ううん」と首を横に振ってみせる。

「本当に何でもないってば。仕事は終わったんだから、さっさと帰ろうよ」

「そう……」と言ったきり。サティ・レイ＝ルウはそれ以上追つい及きゆうしてこようとはしなかった。

　森の端を歩きながら、他の姉たちは楽しそうにおしゃべりをしている。幼いリミ＝ルウは家に置いてきたので、いまララ＝ルウの周りにいるのはサティ・レイ＝ルウと二人の姉だけだ。頭上にかぶさった枝葉の隙すき間まからは強い陽光が差し込んできており、中天の訪おとずれが近いことをひそかに告げてきている。

　まもなく森ではギバが目覚め始め、狩人かりうどたちの仕事も開始されるのだ。

　それを思うと、ララ＝ルウの胸にはいっそう重苦しい気持ちが満ちていった。

「ああ、おかえり。きちんと仕事は果たせたかい？」

　森から出ると、そこでは祖母のティト・ミン＝ルウが待ち受けていた。

　手には大きな鉈なたが下げられており、足もとには薪まきが山積みにされている。一人で薪まき割わりの仕事に励はげんでいたのだ。

「うん、ピコもリーロもばっちりよぉ……わたしたちも薪割りを手伝うわねぇ……」

　長姉のヴィナ＝ルウがそのように答えると、ティト・ミン＝ルウは「そんなに急ぐことはないよ」と微笑んだ。

「あたしも一休みしようと思っていたところなのさ。もうすぐ中天だからね、続きは干し肉でもかじってからにしよう。リーロとピコは食料庫に片付けておいておくれ」

「わかったわぁ……それじゃあ、また後でねぇ……」

　普ふ段だん通りの、何気ない日常であった。

　しかし今日は、特別な日であるのだ。

　摘んできた香こう草そうを食料庫に片付けて、家のほうに戻ろうとすると、それを証し立てるかのように広場のほうから歓かん声せいが聞こえてきた。

「あれ？　何を騒さわいでるんだろうね？」

　次姉のレイナ＝ルウが、きょとんと小首を傾かしげている。

　ララ＝ルウは唇くちびるを噛かみ、姉たちを振り返った。

「ごめん、ちょっと行ってくる。レイナ姉たちは先に戻ってて」

「あ、ララ……？」

　サティ・レイ＝ルウの心配げな声を振り切って、ララ＝ルウは広場を駆け出した。

　声の出処はわかっている。ルウの本家から少し離はなれたところにある分家の家の前に、人だかりができていた。ララ＝ルウの父親であるドンダ＝ルウの弟、リャダ＝ルウの家の前である。

　家の前には、リャダ＝ルウとシン＝ルウが立っていた。

　その姿を見て、ララ＝ルウはまた唇を噛む。

　シン＝ルウは、きっと家族がこしらえたのであろう真新しい狩人の衣ころもを纏まとい、腰からは刀を下げていた。昨日、十三歳となったシン＝ルウは、今日から見習いの狩人としてギバ狩がりの仕事に参加するのである。

「ああ、立派な姿だねえ」

「まだちょっと身体は小さいけれど、リャダ＝ルウの小さな頃ころにそっくりじゃないか」

「きっとシン＝ルウは、立派な狩人になるよ」

　その場に集まった他の分家の女衆が、口々に述べたてている。そんな中、シン＝ルウは普段通りの落ち着いた様子で静かに立ちつくしていた。

　リャダ＝ルウよりも、頭ひとつ分は背が低い。リャダ＝ルウもどちらかといえば細身のほうであるが、それとも比べ物にならないぐらいシン＝ルウはほっそりしている。ララ＝ルウはまだ九歳の幼子にすぎなかったが、シン＝ルウだってたった四歳しか変わらないのだ。刀どころか、分厚い毛皮の外がい套とうさえもが、今のシン＝ルウには重そうに見えるぐらいであった。

「すげーよなー。ついにシン＝ルウも今日から狩人かー」

　と、聞き覚えのある声がララ＝ルウのすぐかたわらからあがった。

　いつのまにか近づいてきていた兄のルド＝ルウが、干し肉をかじりながらシン＝ルウの姿を見つめていた。

「昨日までは、一緒に遊んでたのにな。俺も早く狩人になりてーよ」

　ルド＝ルウは十二歳で、狩人になるにはまだまるまる一年ぐらいの時間が残されているのだ。その身体はシン＝ルウよりもさらに小さくて、女衆のようにほっそりしている。

「……狩人になったら、森でギバと向かい合わなきゃいけないんだよ？」

　低い声でララ＝ルウが言い返すと、「あったり前じゃん」とルド＝ルウは笑った。

「それが狩人の仕事だろ？　あーあ、生誕の日が待ち遠しいなー」

「……どうしてさ？　ルドやシン＝ルウはこんなにちっちゃいんだから、ギバなんかとやりあったら死んじゃうかもしれないんだよ？」

「森に朽くちるなら、それがそいつの運命だろ。どんなに力を持つ狩人でも急に魂を召めされることはあるんだから、身体の大きさなんて関係ねーよ」

　正面を向いたまま、ルド＝ルウはべーっと舌を出す。

　ララ＝ルウがその頭を叩いてやろうかと腕をのばしかけたとき、人ひと垣がきが割れてシン＝ルウが近づいてきた。

「来ていたのか、ルド＝ルウ、ララ＝ルウ。ドンダ＝ルウは、もう起きているか？」

「さー、まだ寝ねてんじゃねーのかな。それとも、家の中で干し肉でもかじってんのかな」

「そうか。本家の家長には、あらかじめ挨あい拶さつをしておかなければならないのだ」

　やはりシン＝ルウは、これまでと何ら変わらぬたたずまいであった。その切れ長の目も、女の子みたいに優しげな面おも立だちも、めったに笑わない口もとも、普段通りのままである。

　ただその華きや奢しやな体たい躯くには狩人の衣を纏い、腰には大きな刀を下げている。それだけで、シン＝ルウはうんと大人っぽく見えてしまった。

　小こ柄がらといっても、九歳のララ＝ルウよりは頭ひとつ分ぐらいも大きい。ちょうどララ＝ルウの頭が肩に届くかどうかというぐらいだ。そんなララ＝ルウの姿を、シン＝ルウはいつも通りの落ち着いた眼差しで見下ろしてきた。

「ララ＝ルウたちは、仕事の休きゆう憩けい中か？　ちょうど香草や薪集めが終わった頃ころ合あいかな」

「ああ、シン＝ルウはもう家の仕事を手伝わなくてもいいんだもんなー。それだけでも羨うらやましいぜ」

　ララ＝ルウよりもルド＝ルウのほうが先に口を開いたので、シン＝ルウの視線はそちらに向けられてしまった。

「家の仕事も狩人の仕事も同じぐらい大切なことだ。それを軽かろんじるようなことを言うのはよくないと思うぞ、ルド＝ルウよ？」

「だーって、香草を集めたり毛皮をなめしたりしたって何も楽しくねーじゃん。俺はシン＝ルウと力比べをしてるのが一番楽しかったよ」

「ああ。ルド＝ルウが十三歳になるまでは、弟たちの修練を頼たのむ」

「シン＝ルウの弟なんて、まだこーんなちっこいじゃん！　棒切れをもたせたって相手になんねーよ」

　二人は、とても楽しそうであった。

　普段と変わらぬ様子でありながら、シン＝ルウはやっぱりこれ以上なく誇らしげであり、ルド＝ルウはそれを祝福している様子である。年とし頃ごろの若わか衆しゆにとっては、これが自然なことなのだろう。

　そんな中、ララ＝ルウは重苦しい気持ちのままであった。

「……シン＝ルウ、怪我けがをしないように気をつけてね？」

　ララ＝ルウが呼びかけると、シン＝ルウが再びこちらを振ふり返った。

　その切れ上がった目が、いくぶん嬉うれしそうに細められている。

「すべては森の意思のままだが、一日でも長く狩人としての仕事を果たせるように励んでいきたいと思う。ララ＝ルウも、家の仕事を頑張ってくれ」

　ララ＝ルウは感情が定められなかったので、返事をすることもできなかった。

　嬉しそうにしていたシン＝ルウの目が、今度はちょっと心配そうな感じに細められてしまう。しかし、その口が次の言葉を発する前に、リャダ＝ルウが近づいてきてしまった。

「シンよ、本家の家長ドンダ＝ルウのもとにおもむくぞ。最長老も加減が悪くないようなら、森に出る前に挨拶をしておくべきだ」

「ああ、わかった」

　シン＝ルウはうなずき、ララ＝ルウの顔をもう一度同じ目つきで見下ろしてから、リャダ＝ルウとともに本家のほうへと立ち去ってしまった。

　それで分家の女衆も自分たちの仕事に戻り、後にはララ＝ルウとルド＝ルウだけが残される。

「何だよ、お前？　シン＝ルウとケンカでもしてたっけ？　ずいぶんいつもと態度が違ちがうじゃん」

「……そんなことないよ」

「そんなことあるだろ！　シン＝ルウにとっては大事な日なんだから、おかしな心配とかはかけるなよなー」

　そうしてルド＝ルウは頭の後ろで手を組むと、どこへともなく歩き去ってしまった。

　溜ため息いきをつきかけたララ＝ルウは、家の前にまだいくつかの人影が残っていたことに気づき、そちらを向く。そこにいたのは、シン＝ルウの母親であるタリ＝ルウ、姉であるシーラ＝ルウ、そして二人の幼い弟たちであった。

　シーラ＝ルウは心配そうに目を伏ふせており、タリ＝ルウがそれをなだめるように肩を撫なでている。幼い弟たちはあまり状じよう況きようも呑のみ込めていない様子で、干し肉の切れ端をしゃぶっていた。

　家族がついに危険な狩人としての仕事に身を投じるのである。ただ誇らしいというだけの気持ちでは済まないはずだ。

　特に気の弱いシーラ＝ルウは心配げであり、ララ＝ルウは初めて気持ちを同じくする相手を見いだせたような心地ここちであった。




◇




「そうか。ララはシン＝ルウのことが心配だったのね」

　朝方に摘んできたピコの葉を敷しき物ものの上に広げながら、サティ・レイ＝ルウはそのように述べてきた。

　同じ仕事に取り組みながら、ララ＝ルウは「うん」とうなずいてみせる。

　ついにララ＝ルウもこらえきれず、サティ・レイ＝ルウに心中の思いをぶちまけてしまったのだった。

　すでに太陽は中天に達し、男衆は森に入っている。その中でひときわ小さく見えたシン＝ルウの背中を思い出しながら、ララ＝ルウは半分泣きべそのような顔になってしまっていた。

「ララはシン＝ルウと仲がよかったものね。心配になる気持ちはとてもわかるわ。ギバ狩りというのはすごく危険な仕事ですもの」

「うん……」

「だけど、見習いの狩人にはそれほど危険な仕事をまかされることもないはずよ？　最初は力のある狩人と行動をともにして、気配の殺し方やギバの探し方を学ぶのだそうだから」

「でも、森の中を歩いてるだけで、いきなり襲おそわれることもあるんでしょ？　それでこの前も分家の男衆が魂を召されてたもん」

「そうね。もちろんそういうことだってありえるわ。すべては森の思おぼし召しね」

　サティ・レイ＝ルウは、さきほどのタリ＝ルウのようにララ＝ルウの肩を撫でてくれた。

　じんわりと浮かんでくる涙を手の甲でぬぐってから、ララ＝ルウはその顔を見つめ返す。

「サティ・レイたちは、どうしてそんな風に落ち着いていられるの？　大事な家族や伴はん侶りよが森に召されたら、もう二度と会えなくなっちゃうんだよ？　それが悲しくないわけないよね？」

「もちろんよ。そんなことにならないよう、わたしたちは毎日、森に祈いのっているわ」

「でも、森がその願いに毎回こたえてくれるわけじゃないじゃん。あたしはそんなの、絶対にやだよ！」

　こんな言葉を親に聞かせたら、きっと叱しかられてしまうだろう。だからララ＝ルウは、サティ・レイ＝ルウにすがっているのだった。

　姉たちよりは年長で、すでに伴侶を娶めとっている。だけど年ねん齢れいは十九歳で、親よりはララ＝ルウのほうに近い。年のいった女衆ほどは達観していないはずなのに、いつでも沈ちん着ちやくで穏やかに微笑ほほえんでいるサティ・レイ＝ルウが、今のララ＝ルウには誰だれよりも頼もしく見えたのだ。

「ララの言う通り、家族や伴侶を失うというのは、何より悲しいことだと思うわ。たとえそれが森の導きであっても、大好きだった相手と二度と口をきくこともできなくなってしまうのだもの。そんなに悲しいことは、他にないわよね」

「うん」

「森に返された魂は、また形を変えて同どう胞ほうの前に現れる。それが森の教えだけれど、若い内からそのようなことを実感できるはずはないし……どうしたって、なくした相手の面おも影かげを追ってしまうわよね」

　そのように言って、サティ・レイ＝ルウはふっと微笑んだ。

　それは普段とは少し異なる、どこか切なげにも見える微び笑しようであった。

「ララ、わたしはね、すでに両方とも親をなくしてしまっているのよ」

「えっ!?　だ、だけどサティ・レイは、レイの本家の生まれでしょう？　レイの家長は、この前の収しゆう穫かくの宴うたげでも見たはずだけど……」

「わたしはもともと分家の生まれだったの。それで幼い頃に親をなくしてしまったから、本家の家人となったのよ」

　サティ・レイ＝ルウの目が、どこか遠くを見るように細められる。

「父は狩人として森に朽ち、母は病で魂を返してしまったわ。それで思ったのだけれど……人が死ぬとき、残されるほうはその一人を失うだけだけれど、死んでしまうほうはすべての人間をいっぺんに失ってしまうのよね。だけど……母は最後まで、残されるわたしの身だけを案じてくれていたわ」

「…………」

「それでわたしは思ったの。残される側の人間がいつまでも悲しみをひきずるのは、よくないことだって。父や母の魂は、森とともにわたしたちを見守ってくれている……その教えを、心から信じようと思ったのよ。そうでないと、すべての人間から引き離されてしまった母たちが、あまりに悲しいじゃない？」

「……あたしには、よくわかんないよ」

　何に対しての感情かもわからぬまま、ついにララ＝ルウは涙なみだをこぼしてしまった。

　サティ・レイ＝ルウは微笑みながら、ララ＝ルウの頭をそっと抱かかえ込んでくる。

「幼いララにはちょっと難しい話だったかもしれないわね。わたしが言いたかったのは、父も母もとても幸福そうだった、ということなのよ。その頃のわたしも幼かったから、ただ悲しみにとらわれるだけだったけど、少し大きくなってからは、母たちのように幸福に生きて、その末に魂を返したい、と思うようになったのね」

「うん……」

「死というのは誰にでも訪れるものだわ。そうだからこそ、最後まで力を惜おしまずに、懸けん命めいに生きるべきだと思うのよ。死ではなく生に目を向けるの。そうすれば、きっとわたしの親たちのように、充じゆう足そくした気持ちで魂を返すことができるのじゃないかしら」

　やっぱり幼いララ＝ルウには、サティ・レイ＝ルウの言葉は難しすぎた。

　そのとき、背後の広場からまた歓声が聞こえてきた。

　驚おどろいて振り返ると、何名かの狩人たちがギバを担かついで戻もどってきている。さっき森に入ったばかりであるのに、彼らは二頭ものギバを担いでいた。

　ララ＝ルウは、必死の面おも持もちでサティ・レイ＝ルウを振り返る。

　サティ・レイ＝ルウは、ララ＝ルウの頭を撫でながら優しげに微笑んでいた。

「行ってきなさい。ピコの葉はわたしが見ておくから」

　ララ＝ルウはうなずき、再び広場を駆かけ出した。

　四名の狩人が、二名で一頭ずつのギバを担いでいる。その内の一人は、遠目でも見み間ま違ちがえようのないシン＝ルウであったのだった。

「シン＝ルウ！　こんなに早くに戻ってきたの？」

「ああ、ララ＝ルウ。……うむ、仕掛けた罠わなに向かう途と中ちゆうで、こやつらに襲われてな。さほど集落からも離れていなかったので、先に届けてしまおうという話になったのだ」

　グリギの棒にギバの足をくくりつけて、それを二人で肩に担いでいる。シン＝ルウよりも大きな図ずう体たいをした、とても立派なギバであった。一緒に担いでいるのは父親のリャダ＝ルウで、残りの二名は別の分家の男衆だ。

「ギバに襲われたの？　どこにも怪我はない？」

　震ふるえる声でララ＝ルウが問うと、シン＝ルウは「ああ」とうなずいた。

　確かに見たところ傷を負った様子はないし、それに、こんな大きなギバを二人がかりとはいえ軽々と担いでいる。それはまぎれもなく、森辺の狩人の力強い姿であった。

「とどめを刺さしたのは父リャダだが、俺の放った矢も足に当たって、動きを止めることができた。だからこのギバの毛皮は俺たちがもらいうけることになった」

「そうなんだ……すごいね、シン＝ルウは」

「たまたまだ。だけど、自分の仕事を果たせたことを嬉しく思っている」

　そう言って、シン＝ルウは口もとに微笑を浮かべた。

　シン＝ルウがめったに見せることのない、それはちょっと子供っぽくも見える誇らしげな笑え顔がおであった。

　シン＝ルウは、懸命に生きているのだ。そして、狩人として生きることを、何よりも誇りに思っている。だから、このような顔で笑うことができるのだろう。

　ララ＝ルウは、胸中に渦うず巻まく重苦しい感情の下から、別の感情を力ずくで引っ張り出した。

　気持ちを偽るのではない。不安だとか悲しみだとかに押おしつぶされてしまっていた自分自身の感情を、陽光の下にさらすのだ。

　シン＝ルウがこんな風に笑っているのに、自分だけがめそめそしていたくはなかった。そんな風に思いながら、ララ＝ルウは渾こん身しんの力で笑ってみせた。

「おめでとう！　シン＝ルウが立派に仕事を果たせて、あたしも嬉しいよ！」

　するとシン＝ルウも、いっそう嬉しそうに笑ってくれた。

　ララ＝ルウの知っている、大好きな幼おさな馴な染じみの笑顔であった。

「こいつを片付けたら、もう一度森に入ってくる。無事に仕事を果たせるように祈っていてくれ」

「うん！　シーラ＝ルウたちと一緒に待ってるから！」

　リャダ＝ルウにうながされて、シン＝ルウは自分の家へと戻っていった。

　その背中を見送りながら、ララ＝ルウはまたじんわりと浮かんできてしまった涙をぬぐう。

（あたしも早く、大人になりたい）

　次の生誕の日を迎むかえれば女衆の装束を纏うことが許されるようになるし、さらに十三歳になれば、大人と変わらないぐらいの仕事を覚えさせられることになる。そうすれば、サティ・レイ＝ルウから聞いた言葉も、きちんと理解することができるのだろうか。

　そんなことはわからなかったが、きちんとわかっていることもあった。

　ララ＝ルウは、シン＝ルウと同じ道を歩いていきたいのだ。

　森辺の民として、正しい生を歩んでいきたい。スン家のように魂を腐くさらせずに、誰にはばかることなく、森辺の教えをしっかりと守り――そして、大事な人たちと喜びや幸福を分かち合いたい。ララ＝ルウは、痛つう烈れつにそう思っていた。

　ララ＝ルウはきびすを返し、自分のいるべき場所へと駆け戻った。
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　このたびは本作『異世界料理道』の第十二巻を手に取っていただき、まことにありがとうございます。




　当作をウェブ上で公開し始めてから三年と二ヶ月、書籍版の第一巻が刊行されてからは二年と八ヶ月が過ぎて、ついに第十二巻まで巻数を重ねることがかないました。これもひとえに、当作を応援してくださる皆様のおかげでございます。




　そして、本年の九月末からは、ついに当作のコミック化が果たされることになりました。

　それもまた、自分一人の力では決して為すことのできなかったことであります。かえすがえすも、ありがたい限りでございます。




　一般的に、当作はメディアミックスしにくい部類の作品なのではないかと思われます。キャラクターの数は膨大でありますし、おっちゃんや老婆や幼児までまんべんなく登場いたしますし、料理やギバの解体なども描かなければならないので、それは大変です。まだ書籍化が決まる前のごく早い段階で、「これほどメディアミックスを念頭に置いていないのは潔い」などというご感想をいただいたこともある当作であるのです。




　当作の執筆当時から、自分は商業出版というものを念頭に置いてはおりました。

　それまでは新人賞などに応募しておりましたが、どうにも規定の枚数内に物語を収めるという点で苦労をしており、それならば好きなだけ書き続けることのできるウェブ投稿サイトであればどうであろう、と考えた次第であったのです。

　しかしまた、自分の作品が書籍化されることに、そこまで具体的なイメージを持っていたわけではありません。メディアミックスなどというものは、さらにその先の夢想の果てでございます。

　つまり何が言いたいかというと、当作のイラストやコミックを描くことになる御方の苦労などはまったく想定しないまま書き進めてしまっていた、ということでありますね。

　そうでなくては、初っ端から「ルウの本家は家人が十三名」などという設定をこしらえたりもしないことでしょう。絵を描くほうの身にもなりやがれ、てなものであります。




　そんな不明なる作者の所業によって、一身に苦労を担うことになったのが、当作のイラスト及びコミックまで担当してくださることになった、こちも様なのでございます。

　こちも様には、この場を借りて深く感謝の言葉を述べさせていただきたく思います。




　第一巻の刊行前、一番最初にこちも様からお預かりしたアスタとアイ＝ファのキャラクターデザインのラフ画を目にすると、当時の感動がまざまざと蘇ってきます。

　アイ＝ファが青筋を立てて怒っている表情など、自分的にはツボにハマりまくりで、もう大満足でありました。そして、自分の頭の中から生まれたキャラクターたちが理想的な形でビジュアル化される喜びに、感極まっておりました。

　そんなこちも様の手によって当作がコミック化されることになり、またあのときにも負けない喜びと昂揚を覚えております。

　読者の皆様と同じように、自分もコミック版の展開を楽しみにさせていただきたく思います。




　そのコミック版『異世界料理道』はホビージャパン様の運営されているウェブコミックサイト『コミックファイア』にて掲載されておりますので、ご興味のある方は是非ご一読をお願いいたします。




　ということで、昂揚のあまりコミック版の話が長くなってしまいましたが、この原作についても語らねばなりません。

　第一巻から第六巻までを「スン家編」とするならば、第七巻以降は「サイクレウス編」となります。その「サイクレウス編」も、いよいよ次巻でクライマックスを迎えるかと思われます。

「スン家編」も、言ってみれば「サイクレウス編」とひとつながりのエピソードでありますため、第一巻から続いてきた「陰謀編」が完結する、という言い方もできましょう。作者的には、ここまでが第一部という認識であります。

　ともあれ、悪辣な貴族サイクレウスと、その娘リフレイア、いまだ姿を現さない弟のシルエル、それらの貴族を相手取って、アスタたちがどのような道を辿るのか、お見届けいただけたら幸いでございます。




　もちろんその後も、物語は続きます。ずいぶんな分量になってきたウェブ版のほうも、いまだ完結は迎えておりません。来年にはついに完結かと考えておりますが、去年にもそう考えていたので、やはり予定は未定でございます。




　書籍化にコミック化という幸福な発展を遂げることのかなった当作でありますが、ウェブ版の本編に関しましては自分個人の責任下において書き進めております。書きたいエピソードは余さず詰め込んで、なおかつ無駄に引きのばすことなく、自分の脳裏にある最終回のシーンを目指して、今後も自分のペースで粛々と書き進めていく所存でございます。




　自分にとっては、これほど長い時間をかけて、これほど長い物語を書きつらねていくというのも、初めての体験でありました。三年以上の歳月が過ぎても倦怠に陥ることなく、執筆開始当初と変わらぬ気持ちで書き続けることができているのも、ともに当作を楽しんでくださっている皆様のおかげと思っております。




　もちろんこの書籍版やコミック版においても意に沿わぬ改変などは行われておりませんし、ひたすら自分にとって最良と思えるものをお届けしているつもりであります。

　自分自身が誰よりも楽しんでいて、その楽しさを皆様と共有できているという事実が、自分にとっては一番の喜びであり、また、作品を作る原動力になっているのだと思われます。




　三年以上の月日が過ぎて、何百万字という分量を重ねますと、執筆前の初期構想などとはずいぶん乖離してきた部分もあります。端役のつもりで登場させたキャラが主要キャラにのしあがったり、破滅させるつもりであったキャラが救済されたりと、数えあげたらキリがありません。

　そうした一切合切も楽しみつつ、最後までこの物語を描ききりたいと思います。




　という感じで、長々と書きつらねてしまいましたが、今後もウェブ版、書籍版、コミック版と、さまざまなメディアで当作におつきあいいただけたら幸いでございます。




　ではでは。毎度恒例の締めくくりとして、ホビージャパンの担当各位様、イラストレーターのこちも様、本作の出版に関わって下さったすべての皆様と、そしてこの本を手に取って下さったすべての皆様に、重ねて厚く御礼を申し述べさせていただきます。




　次巻でまたお会いいたしましょう！




二○一七年十月　ＥＤＡ　　
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